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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　真まん中なかの札ふだを摑つかむ──ふりをする。銀ぎん髪ぱつ小娘の頰ほおがニヤリと微妙に歪ゆがんだ。

　つつつと指先を動かして、その左の札を摑む──ふりをする。銀髪小娘の眉まゆがピクリと微妙に動いた。

　相変わらずわかりやすいですねえ、と思いながらこのはは左の札をすっと抜き取った。だがその瞬しゆん間かん、

「あ、あれっ!?　ジョーカー!?」

「プフー！　まんまと騙だまされおったわ、ウシチチめ！　きっと『相変わらずわかりやすいですねえ』とか考えておったに違いないぞ、今の顔は！　フフン、貴き様さまの矮わい小しような思考回路の全すべてはもはや私の手の内よ……だから観かん念ねんしてその目め障ざわりなウシチチも私の手の内に入るサイズに矮小化させるのがよいと思うのだがどうか！」

「くっ、いつのまにそんな小こ賢ざかしいブラフを覚えて……！　どうやらナメすぎていたようですね。まだ負けたわけじゃありません、次はこうはいきませんよ！」

　向かいの座席に座っているフィアが、ヤレルモノナラナー、というような挑発的なニヤニヤ笑いで鼻を鳴らした。それから膝ひざに乗せていたリュックの口を開あけ、中をごそごそ探り始める。

　このはは軽く嘆息しながら身を捻ひねり、隣となりに座る人間に手中の札を掲げた。冷静に考えれば、こうして彼女とトランプなどしているのはおかしなことだと思う。その相手──真しん紅くのジャージに身を包んだ潰かい道どう忌いみ教師は、膝の間に挟はさんでいたスコップの位置を微妙に調ちよう整せいしながら、「場合が場合だ。あまり細かく小言を言うつもりはないが、少し声の大きさに注意しろ。これ以上喧やかましく騒さわぐようなら対処を考えるぞ」

　このはの手中に入ったばかりのジョーカーを男らしく一発で引いていった。手元のそれを確かく認にんしたのか、む、と小さな呻うめき声ごえが聞こえる。

　スコップが動かない以上はまだ猶ゆう予よがあるということだが、いかんせん彼女には素すの迫力が具そなわっている。フィアは探っていたバッグから煎せん餅べいを取り出し、

「う、む。まあ今後はそれとなく気をつけるということを主張しつつ、このおせんべは美お味いしいのでぜひセンセイにも食べてもらいたかったりする。一応言っておくが、これはけっして心証を良くしておこうというワイロや袖そでの下ではナイ……ほんとだぞ？」

　猛もう獣じゆうを餌え付づけする的な雰囲気で、潰道の口にその煎餅を挿そう入にゆうした。ぽりぽりかりりと咀そ嚼しやく、フィアが手を放はなしてもその口元に保持される煎餅。潰道はそのまま身を捻って次の相手に手札を向けた。三人掛けの席の端はし、彼女の隣に座っているのは潰道のサポート役たる副担任、鷺さぎ咲さき沙さ希き先生だ。小柄でぐりぐり眼鏡めがね、地味な紺こん色いろのスーツに黒のガーターストッキング。やたらおどおどとして自信なさげな様よう子すなのは、新卒の社会人一年目だからか、単なる性格か。

「え、えと、どれですか、ね……？　迷っているかも、という気がしたり、あうう、時間をかけてごめんなさい、と謝あやまらないと駄だ目めな気がしたり。こんなんじゃダメ、もっとちゃんとした先生っぽくしなきゃいけない気がしたりするのに、はわわわ！」

「ぱりもぐ……鷺さぎ咲さき先生。おそらく、この札ふだ遊あそびを通じて君の教師らしさを測ろうとしている人間はいない。深く考えずに適当に引くのを勧める」

　教師二人ふたりがそんなことを話している間に、フィアの隣となりにいた渦か奈ながぐっと指を立てていた。

「グッジョブ、フィアちゃん。オペレーション・越えち後ご屋や、成功だね！　オヌシも悪よのう！」

「ククク……おせんべの前では全すべての争いはなくなる。なんといっても美う味ますぎるからな。世界平和に貢こう献けんするこのスバラシ食物、どうして国連は世界おせんべ機き構こうを設立してその保ほ護ごと発展に心血を注ごうとせんのか……甚はなはだ疑問だ」

　当然、フィアは自分のぶんの煎せん餅べいも取り出してパリパリモクモクしている。そのバッグが、内部は勿もち論ろん、外側のポケットの一つ一つに至るまでぎっしりと煎餅が詰め込まれた《煎餅専用バッグ》であることは既すでにこのはも知っていた。ふうと嘆息して、

「何回も言いますけど、こういうときにはできるだけ荷物は少なくするのが鉄則なんですよ。別におやつを食べるなとは言いませんが、その都つ度ど現地で買ったりすればいいのに」

「そうだ、現地調ちよう達たつ──私はそれが楽しみでならん！　あちらには私のまだ見ぬレアなおせんべがあるのかもしれん、いやきっとあるに違いないぞ！　となればますますこのおせんべを今モリモリ食ってよい理由ができた。なぜならスペースを空あけておかねば、おみやげとして持って帰るぶんのおせんべを詰められんではないか！　加・速・装ー置！」

　フィアの煎餅を食べるペースが上がり、このははそれ以上の口出しを諦あきらめた。そこでようやく鷺咲先生が札を引いて、

「うう……これのような気がします！　ひい、ジョーカー！　これはとっても教師らしくない気がする大失敗！」

　あなたの隣でふんぞり返ってる先せん輩ぱい教師も迷いなくそれ引いてましたけどね。というのは勿論口には出さない。

「えーと、次は上うえ野のさんのような気がしたり……？」

「あ、すみません。引きます」

　渦奈の隣、鷺咲先生の正面にいた錐きり霞かは、少し余よ所そ見みをしていたようだった。さりげない様よう子すでゲームに戻った彼女が何を見ていたのか、なんとなくこのはにはわかっていた。

　三人掛けの席を向かい合わせにしたこの空間の、通路を挟はさんだ横。同じように二人ふたり掛がけの席を向かい合わせてカード麻雀マージヤンに興きようじている男子達。そこにいる彼。

　自分も同じものをちらちらと見ていたのだから、わからないはずがなかった。

　それはいつも通りのことではあったけれど、彼女の視し線せんの行く先に気付く頻ひん度どはいつもより多かった。きっと単に状況的なものなのだろう。自分も彼女も。

　何か特別な瞬しゆん間かんでも見られないかと微妙に期待してしまう程度の、普段ふだんより少しだけ視線を多く送ってしまう程度の、そしてそれらをある意味当然と思ってしまう程度の、今の状況。

　そう──彼と一いつ緒しよに新幹線に乗って長ちよう距きよ離りを移動する、などというのは。

　彼と長い時間を過ごしてきた自分にとっても、やはりそれなりに希少な体たい験けんだったのだ。




　春はる亮あきは同じ班はんの四人でカード麻雀マージヤンを行っていた。得点計算などはできないが、昔父親に教えられたことがあったので、基本的なルールや役くらいはなんとか頭の中に残っている。

「ちょっと待て、長考失礼！」

「うーむむ。これ以上春亮に独走させるわけにはいかんぜ……！　でも俺おれは無理だ。泰たい造ぞう、お前に任せた！」

「のほほんとテキトーに切ってるだけのように見えるのにな。やっぱ無欲が勝利の秘ひ訣けつか？」

　泰造、そして兄あに森もりと村むら澤さわという二人ふたりの友人達は難むずかしい顔かおでカードの牌ハイを凝ぎよう視ししている。まだ少し時間がかかりそうだったので、春亮はちらりと車内に視線を動かした。

　隣となりの三人掛けの席──を向かい合わせた六人席では、フィア達の班が仲良くトランプでババ抜きを行っていた。元々の班メンバー、フィアにこのはに錐きり霞かに渦か奈なという四人に加え、なぜかそこに引率の潰かい道どう先生と鷺さぎ咲さき先生まで引き込まれている。なかなかにレアな光景だ。

　フィアは最初こそ「は……速ーッ!?」と窓にべったりくっついて感動したり慄おののいたりしていたものの、もうさすがに慣なれたようだった。煎せん餅べい専用バッグから取り出したブツを咀そ嚼しやくしつつ、たまにこのはと言い争ったりしながらトランプに興きようじている。

　軽く通路に顔を出して後方を窺うかがってみると、そこには別の女子班の姿がある。

「ほら桜さくら参まいりさん、外ばかり見てないで！　ドキドキのガールズトークでもしようよ、甘いものとか頰ほお張ばりながら！　お菓か子しはいっぱい持ってきたから遠えん慮りよしないで、ほら！　ほら！」

　頰ほお杖づえをついて窓の外を眺めていた白しら穂ほの顔に、クラスメイトの宙そら城しろ日向ひなたがぐいぐいと手中のお菓子を押しつける。白穂は邪じや魔まそうにそれを押おし退のけ、さらに自分が押し退けたそれを見て眉まゆを顰ひそめ、

「ああもう、ウザいわね。いつもみたいに居眠りでもしてなさいよ……って、日向。普通そこはポッキーとかじゃないの？　なんでお饅まん頭じゆうなのよ」

「ちょっと先走って！　和の雰囲気を予習しとこうみたいな！」

「意味がわからないわ」

「我わが発見……丸い、です……じー」

　向かいの席からの視線に気付くと、白穂は半はん眼がんになり、饅頭を持った日向の手首をぐいと摑つかんで強引に方向転換させた。白穂の正面にいた褐かつ色しよく肌はだの女子生徒の口元に饅頭を押しつけるようにすると、もきゅきゅきゅ、とその真しん円えんが少しずつ削けずり取られていく。

「ぬぬっ！　か、可愛かわいいなあ、イゾイーさんは！　おかわりあるよ、たんとお食べなさい！」

「我わが感想・丸くて美味でとてもご厚意に甘えたい所存という反応」

「やってなさい。はあ……数日とはいえ、会いたいときに会えないというのはやっぱり辛つらいものね……サヴェレンティ……」

　また窓の外に視し線せんを戻し、ふう、と白しら穂ほは独ひとり言ごとを呟つぶやきながら物もの憂うげに嘆息。日向ひなたはン・イゾイーの餌え付づけに成功している。どうやらこちらの班はんもそれなりに平和なようだった。

　そのうちにこちらの麻雀マージヤンも半荘ハンチヤンが終了し、一区切りつく。カードを切るのを泰たい造ぞう達に任せて春はる亮あきはトイレに立った。

　最初に見つけたトイレには使用中の赤マークがついていた。狭せまいデッキの左右を見回して別の空あきトイレを探していると、最後に見つけたトイレのドアが丁度開く。重いドアを滑らせて中から出てきたのは、

「あ、いんちょーさん」

「うっ。や、夜や知ち……」

　春亮は普通に挨あい拶さつしたのだが、微妙に困ったように視し線せんを彷徨さまよわせ始めた錐きり霞かの様よう子すを見てはっと気付く。ちらりとトイレのマークを見て気付く。男女共用マークだ。さすがにこのまま入るのはデリカシーがないような気がする。かと言って速攻でＵターンするのもどうなのか。何かこう、逆に「お前の後には入りたくないぜ」とかいうのを示すことになってむしろそっちのほうが失礼なのでは……？

　などという懊おう悩のうが短い間にひゅんひゅんと春亮の頭の中を行き来する。行くべきか退くべきか。同じように次の行動を決めかねているのだろう、錐霞もトイレのドアを手で支えたまま固まっている。そんなとき、

　ごととんっ。

「うお!?」

「きゃ……！」

　新幹線が少し揺ゆれた。春亮はたたらを踏む。慣かん性せいが自分の身体からだを前に押し出し、倒れないようにするには足を前に出すしかなくて、しかしそこには錐霞の身体があって、腕で防ぼう護ごするしかなくて、錐霞の身体を押し込む形になって、そうすると錐霞の手が今まで支えていたドアから離はなれてしまうのも当然で、つまり──

　ずるずるごとん。

「……」

「……」

　重いドアが自重で閉まる音が聞こえたときには。

　春亮は、狭い新幹線のトイレの中で、錐霞と密着してしまっていた。

　腕は彼女の腰に回り、まるで抱きかかえるかのように。彼女の身体からだが後ろに倒れるのを阻止しようとして慌あわてて手を回したのだから当たり前だ。だから二人ふたりとも微妙にバランスを崩くずして斜めになっている。指先からは制服の下にある硬いものの感触と、さらにその下にある柔らかいものの感触が伝わってくる。顔が近い。彼女の頰ほおが真まっ赤かになっているのがわかった。

「や、夜や知ち……！」

「い、いや、ごめん、とにかくごめん！　危ない倒れるって思ったら、なんか知らんけどこんなことに!?」

「馬ば鹿か、大声を出すな！　こんなところ、誰だれかに見られたら……ば、馬鹿げている……！」

　こんなところ。二人で狭せまいトイレの中に一いつ緒しよに入って、密着しているところ。

　そんなのが誰かに見られたら──確たしかに。大問題すぎる！

「ああ。本当に……馬鹿げて、いる……」

　けれど不ふ思し議ぎに、錐きり霞かはすぐには次の行動を起こさなかった。こちらの身体を押おし退のけたりするようなことはなく、ただ力なくいつもの口くち癖ぐせを呟つぶやいているだけ。むしろ、ぎゅっと腕に力が入ったような感覚もあったが……さすがに気のせいだろう。バランスが崩れすぎていて、だから最初の動き出しに慎しん重ちようになっている、ということなのかもしれない。そうだ、下へ手たな動きをしてさらに体勢を崩してトイレの床ゆかに手を着いたりするのを懸け念ねんしているのだ。納なつ得とく。

　けれどいつまでもこのままでいるわけにもいかない。決意して、春亮は自分から問題解決のために動き出す。さて、まずはバランスを整ととのえよう。そのために足の位置をちょっと動かして、前傾姿勢になっている上半身を起こして、それから手をどうにか──

　などと考えながら動いたその第一ステップで見事に失敗した。足元には手洗い場に水を流すためのフットペダルがあり、それをがこんと踏んでしまったのだ。そして春亮は前傾姿勢になっていて、その頭は丁度手洗い場の上に位置していた。だから、

「ぬわ、冷たっ！」

「ど、どうした夜知？」

「うー。自分で踏んで出した水、自分の頭で受け止めちったよ……なんて間抜けな」

　数すう瞬しゆんの間があって、

「は……ふふっ……本当に、お前は……」

　堪こらえ切れなくなったかのように、錐霞が小さな笑い声を漏もらし始める。間抜けな行動の対価として体勢はなんとか立て直せていた。既すでに腕は放はなしていて、単にトイレの中に二人で立っているだけ──単に、と簡かん単たんに言っていい状態なのかどうかはまあ疑問が残るが。春はる亮あきも錐霞に照てれ隠かくしの笑顔えがおを返し、

「は、はは……いやごめん。えと、とりあえず……出よう」

「も、勿もち論ろんだ。出なくては始まらない」

　周囲の様よう子すを窺うかがいながら慎重に個室を脱出。幸いにして誰にも見られずに済んだ。ほう、とデッキで二人ふたりして溜ため息いきをつき、しばらく無言で見つめ合って、

「じゃあ、その。また行ってきます。本来の用事に」

「い──いちいち私に断るな。馬ば鹿かげている」

　勿もち論ろん春はる亮あきは、さっきのドタバタの間に空あいていた別の男子専用トイレに入った。

　言うまでもなく、春亮は男なのでそう時間はかからない。すぐに小用を済ませて出る。デッキには独立した洗面所スペースが二つ並んでいて、そのうちの一つでまだ錐きり霞かが濡ぬれた手をハンカチで拭ふいていた。鏡かがみ越ごしに視し線せんが届く。

「一応聞いておくが、さっき頭が濡れたのは大丈夫か？」

「あ、うん、ちょっとかかっただけだし。適当に拭ぬぐってはおいたからそのうち乾くよ」

　春亮もその隣となりのスペースで手を洗い始める。そこでデッキの自動扉が動く音が聞こえた。

「我わが発言・少々お待ちを。今デッキに出ましたという報告を報告します」

　ン・イゾイーの声だった。手を洗い終えて洗面所スペースから出ると、携帯を耳に当て、デッキにスポーツバッグを置いてしゃがみ込む彼女の姿が見えた。どうやらその自分の荷物をごそごそ漁あさって何かを捜しているようだ。

「我が判断・問題は事実である可能性が高いという認にん識しき。本当に、ありません。いえ、あるにはあるのですが、想定よりも少ないと言いますか──ええ。一日分です。机の上に置きっぱなしにしていたそれは、旅に出る前に念入りに洗っておこうと準備しておいたもので──念入りすぎて逆に忘れてしまったのだという分析……」

　デッキにぺたんと座り込み、携帯電話を肩と耳の間に挟はさんで、ン・イゾイーは自分の荷物から取り出した手ぬぐいのようなものを軽く引っ張って広げる。漏もれ聞こえる声から察するに、誰だれかからの電話で何か忘れ物に気付いた、という感じだろうか。

　そのとき彼女が肩越しにちらりと目を向けてきた。こちらの気配けはいには前から気付いていたにしても、そこで初めてそれが顔見知りの自分達であることがわかったのだろう。その瞬しゆん間かん、彼女は持っていたその手ぬぐいのようなものをシュババと再度バッグの奥に押し込んでいた。

「っ……え、は、はい？　今後のクラスの予定ですか？　お待ちください。今しおりを……」

　しかしその後も電話は離はなさず、代わりに小しよう冊さつ子しを取り出して捲めくり始める。いったい何を忘れたのだろう、と気にはなったが、今自分達に気付いたときの彼女の態度は──どこか慌あわてたような、何かを恥はずかしがっているようなものだった。相手は女の子だし、ひょっとしたら下へ手たに首を突っ込んだりしないほうがいいものかもしれない。

　席に帰ろうとしていた錐霞も彼女に気付き、胡う乱ろんな目で足を止めていた。

「ふん。何かを企たくらんでいるのでなければいいが」

「はは……大丈夫だろ。ほら、最近はわりとまともっていうかさ。こないだのことだってそうだし。ちゃんと筋は通してくれたろ」

「アマンダのことか」

　横目で向けられた視し線せんに頷うなずく。そしてつい先日のことを思い出した。

　ン・イゾイーの呼びかけにより、夜や知ち家けに集められた一同。

　そこで彼女はついに、前からの約束──快かい復ふくしたアマンダとの顔見せを果たしてくれたのだった。かつて蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの一員であり、そして複ふく雑ざつに善意と悪意と作為と偶然が重なりあった結果、心を喪うしなった彼女。今までは体たい調ちよう面めんから難むずかしかったのだが、ようやくリハビリも終わり、普通に行動できるようになったということらしい。

「元気そうでよかったよな……あまり話はできなかったけど」

　そのときのアマンダは、基本的に常にン・イゾイーの白衣の後ろに身を隠かくし、恥はずかしそうにもじもじしていただけだった。元々は敵であり、しかし数日とはいえ共に暮らしたこともある相手にどんな態度を取ればいいのか──春はる亮あき達もそうだが、その立ち位置に迷っていたのはどうやら向こうも同じらしかったのだ。

　結局、そのときに行われたことはそう多くなかった。彼女の顔を見て安あん堵どの微笑を浮かべるフィア達。元気かと問い掛けると、ン・イゾイーの白衣の後ろでこくんと白髪が縦たてに揺ゆれる。本当に、その程度の──地味で、けれど穏おだやかであることだけは確たしかな、再会。

「しかし研究室長国に入ったというのだけは問題だ。私からしてみれば正気の沙さ汰たではない。他ほかに寄よる辺べがないという状況に付け込んで奴やつらが勧かん誘ゆうしたに決まっている。やはり最低だ」

「ン・イゾイーは、ただの雑用係のようなものです、とか言ってたけど」

「それでもだ。研究員でなくとも、あの腐った組そ織しきにいるだけでいろいろ穢けがれていく。できることなら抜けさせたいが……ふん。まあ、元々別の組織にいた人間だ。少なくとも、すぐにあの男に盲信するようになったりはしないだろう。そこだけが救いだな」

　盲信と言えば、と春亮は視線を動かした。ン・イゾイーは依然として電話しながら自分の荷物を探っている。昔は……たとえばあの文化祭で初めて出会ったときは、そんな様よう子すがあったようにも見えたが。今も彼女は、あのころと変わらず拍ぱく明あきの言葉を盲信しているのだろうか？

「……」

　そうであるような気もするし、そうでないような気もする。ただし、今までの時間がなければ──クリスマスや三学期や春の出来事がなければ、きっとそんな疑問自体をここで思い浮かべはしなかっただろう。それが何かの答えなのかもしれなかった。

「夜や知ち、何をぼーっとしている？」

「あ、ごめん。そろそろ戻らなくちゃな」

　ン・イゾイーはとりあえずそっとしておくことにして、二人ふたりは座席に戻った。錐きり霞かはフィア達とのトランプ、春亮は泰たい造ぞう達とのカード麻雀マージヤンを再開。なぜか《夜知春亮リベンジ杯》との名前がつけられていた。さっきのは単に運がよかっただけなのに。

　最初の配牌ハイパイを並べていたとき、ポケットで携帯が振動した。届いたメールの件名は『寂さびしすぎて死ぬ同盟結成記念』。本文はなく、写真が一枚添てん付ぷされているだけだ。喫きつ茶さ店てんかどこかのテーブルで、肩を並べてピースサインを繰くり出している笑顔えがおの黒くろ絵えとサヴェレンティの写真。

　視界の端はしで銀ぎん色いろのものがチラリと動いたので見れば、通路を挟はさんだ隣となりの座席スペースでババ抜きをしていたフィア達も携帯を取り出してその画面を眺めていた。どうやらさっきのメールはいつものメンバーに一いつ斉せい送信されていたらしい。

　フィアがこちらに視し線せんを向けてきて、

「お前にも届いたのか。クロエめ、寂さびしすぎて死ぬどころかわりと楽しそうではないか」

「まあ……一人ひとりで取り残されたんならともかく、一いつ緒しよに残って遊べる相手がいてよかったよ。そうじゃなかったら何をどうしてもついてきてたと思うぞ」

　むしろ一人で送り出された誰だれかのほうがダメージはでかいよな、と春はる亮あきは首を捻ひねって背後の席を見やる。同じものがサヴェレンティから送られてきたのだろう、白しら穂ほは携帯を胸にぎゅーっと抱きしめて悶もん絶ぜつしていた。

「ああっ！　駄だ目め！　私のほうが寂しすぎて死ぬわ！　ああ！」

「桜さくら参まいりさんが突然面おも白しろくなった!?　ほら暴あばれないで、このお饅まん頭じゆうでも食べて落ち着いて！」

　その愉ゆ快かいな声を座席越しに聞きながら、このははぱくんと携帯を閉じていた。

「たった三泊四日ですし、黒絵さんには仕事もありますし、学校行事ですし。家族がついてくる学校行事なんて聞いたことないですよ。可哀かわい想そうですが、留る守す番ばん以外ありえません」

「確たしかに可哀想ではあるが、このはくんの言う通りだな。せめて、黒絵くんへのお土産みやげは奮ふん発ぱつして用意することにしよう」

「そんなに気を遣つかわなくていーですよ、上うえ野のさん。最近はそうでもないですけど、あの子、今までは放ほう浪ろう癖へきでしょっちゅうぶらぶらしてましたから。観かん光こう地ちとしては基本中の基本ですし、どうせ何度も行ってるでしょう」

「基本中の基本、か……そんなところに、本当に……っと」

　フィアが慌あわてて口を噤つぐみ、何かを誤ご魔ま化かすように渦か奈なの手て札ふだからカードを抜き取る。ジョーカーだったらしく、口をへの字にしていた。

　春亮には、フィアが何を誤魔化したのかはわかっていた。渦奈と鷺さぎ咲さき先生、こちらの男子席のほうを含めれば泰たい造ぞう達もいたから、下へ手たに口に出せなかったのだろう。

「基本なのは確かだよねぇ。中学でも行ったぜって人もけっこういるんじゃないのかにゃー」

「高校で行くのは逆に珍しいのかもしれないな。去年もそうだったようだし、どうせ理事長の好みか何かで決まっているのだろう」

「外国生まれだから、あえてスタンダードで和わ風ふうど真まん中なかな場所にボール投げてるのかもねー。まあ別に悪いトコじゃないし、気負わなくていいし、あたし的には全然楽しみなんだけど」

　そんな渦奈と錐きり霞かの会話を聞きながら、春亮は思い出していた。

　今から数日前、五月になったばかりのある日の、理事長室での出来事を。

　前回の事件の後から、フィアは『免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを積せつ極きよく的てきに集めていきたい』ということを言い続けていた。それを受けて一同は理事長に呼び集められたのだ。

　フィアがそんなことを言い出した理由は、春はる亮あきにもなんとなく想像できていた。

　前回の事件──一人ひとりの後こう輩はいとの出会いと別れの中、フィアは自みずからの中に眠っていた能力に気付いた。彼女はルービックキューブを二つ使い、自分の似姿である拷ごう問もん処刑の立方体を二つ同時に起動したのだ。その二デユア重偽ルエミ装立ユレー方体シヨンという新たな戦い方を見み出いだした──見出してしまったことで、より積せつ極きよく的てきに自分の機き能のうを制限していく必要性を感じたのだろう、と春亮は理解している。他ほかに何かの理由があるかは……わからない。

　少なくとも、元々、《過去の自分》を再現して武器代わりに使うこと自体をフィアがあまり好ましく思っていないのは確たしかだった。それは否応なしに彼女に自らの過去を思い出させ、暗黒の記き憶おくに飲み込まれる危険性を生み出す。出会ってから今まで、平然とそれを操あやつっているように見えても、彼女は常にその暗黒を注意し警けい戒かいし抗あらがい続けていたはずだ。

　一つだけでもそうだったのに、それが二つになったのだ──単純に、その暗い過去の記憶に至る経路が二倍になったとも考えられる。忌いまわしい呪のろいを呟つぶやく声が二倍になったとも考えられる。だから、呪いを軽減するために今まで求めていた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクをさらに強く求めるようになるのも、ある意味では当然のことなのかもしれなかった。

　ともあれ。

　こちらに幾いく許ばくかの借りを感じているらしい理事長は、快くそんなフィアの願ねがいを引き受けてくれていた。どこにあるかの情報を集め、実物がもし手に入りそうなら可能な限り努力することも約束してくれていた。理事長室に全員が呼び集められたのはその約束をしてから初めてのことだったから、フィアでなくとも期待して当然だ。

　だが、身構える春亮達の前、いつもの机に座った理事長が言ったのは──

「ブフォフ……西に行けば君達の求めているものが得られるだろう。フッフ！」

　という、まるでゲームの中で勇者を導みちびく賢けん者じやが発するような曖あい昧まい情報。それ以上追及してもけっして理事長は口を割らず、ただ愉ゆ快かいそうに肩を揺ゆらしているだけだったので、結局根負けして──何も聞かないまま、この西への旅路に臨のぞむことになったのである。タイミングからしてこの旅行に関連するセリフだったのは間違いないだろうが、具体的にどういう意味だったのかは今になってもわからないままだ。

（この旅行の最中にゲットできる、ってことでいいのかなぁ。事前情報とか何もなくても……？　うーん、そんな都つ合ごうのいい話が本当にありゃいいけど）

　答えはわからなくても、新しん幹かん線せんは時速三百キロで勝手に進んでいくのだった。理事長の不親切な予言に首を捻ひねる春亮達だけでなく、他の大たい秋しゆう高こう校こう二年生も全員乗せて、西へ。

　つまりは、人によっては高校生活最大の行事であるかもしれない一大イベント、修学旅行の目的地である──

　奈な良ら・京きよう都と方面に向かって。







　第一章 「黄金色に輝く旅路」/ "the park where deer run"
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　実じつ験けんと試運転。

　新しい玩具おもちやを手に入れた《彼女》がまず行ったのはそれだった。

　使用感を確たしかめなくてはならない。新しい玩具、といっても実際は中古品だ。前のユーザー……あの後方支援員オーグジラリによって変な癖くせがつけられていないとも限らなかった。

　詳細な機き能のうを──あるいは忌き能のうを確かめなくてはならない。その忌能の情報を得ていたからこそ動いたが、自みずからの望むものと現実には乖かい離りしている可能性もないわけではない。

　呪のろいを確かめなくてはならない。最も単純で、最も不ふ可か避ひな問題。

　一つ一つ。

　目立たぬように、確かく認にん作業を進めていく。

　今いま更さら焦あせる必要はない。手を伸ばせば届く位置にいるからこそ、焦ってはならない。

　使用感──問題なし。

　忌能──情報通り。あるいは、推測通り。問題なし。

　呪い──普通に使用するぶんには問題ないレベル。耐えられる。

　だが、それこそが問題だった。

　それはつまり、普通を凌駕して使用するにはいささか問題がある、ということだからだ。

　自分ならば《耐える》という概がい念ねんすら発生させることもなく受け止められるはずだ、と考えていた《彼女》にとって、その呪いはほんの少しだけ想定の上を行くものだった。だからそれに対処せねばならなくなった。

　しかし、それもまた、焦る必要はない。

《彼女》は己おのれに問う。

　──必要なものは何か？

　一つは自分そのものである。存在意義である。今在るものである。常として枯こ渇かつするものである。故ゆえに過去に求め、未来にも求めるものである。純じゆん粋すい無む垢くな概念である。歪わい曲きよくしない道どう程ていである。不変の真理である。竜りゆうが持つものである。

　つまりは、《強さstrength》だ。

　それについては深く考えずともよかった。今までに延えん々えんと繰くり返してきたことを──鍛たん錬れんというものを、今度はこの玩具の必要とする限定的な形で行うだけ。慣なれと言いい換かえてもいいかもしれない。適切な反復行動を時間という口が咀そ嚼しやくすれば、いずれこの身に必要なだけの強き肉を蓄たくわえてくれるだろう。

　しかしそれだけでは足りない。冷静に考えて、足りない。

　自みずからがこれから鍛たん錬れんで得るであろう強さに加えても、やはり必要だと思った。

　もう一つの要素。物理的な要素。呪のろいを軽減する装置──




　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクというものが。




　どちらが欠かけても不充分だと、《彼女》は悟っていた。だからそのために動き始める。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクのはっきりした在あり処かなど知らなかったが、さしたる問題ではなかった。在りそうな場所なら心当たりがある。持っていそうな人間達なら心当たりがある。

　そう──とりあえず、仲間内をあたってみるとしよう。

　同じ目的のもとに集つどっているとはいえ、挨あい拶さつ代がわりに戦せん闘とうを仕掛けて命のやりとりをするような間柄の人間達は、あるいは世間一般では仲間とは呼ばないのかもしれなかったが。
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　面めん積せきは約六六〇ｈａ。西には近きん鉄てつの駅をはじめとする市街地があり、東には若わか草くさ山やまと春かす日が山やまが自然に満ちた隆起を形作る、数多あまたの観かん光こうスポットを内包した広大な歴史公園──

「それがここ、奈な良ら公こう園えんだ！」

「うむ。よくわからんな！　ぬはは！」

　隣となりを歩くフィアが銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしてふんぞり返る。『奈良公園とは何ぞや？』というアバウトな質問を振られていた春はる亮あきは半はん眼がんになって、

「お前、実はわかろうっていう気がないだろ。わざわざしおり出して読んでやったのに」

「なんというか、私が知りたいのはそういうことではないのだ。公園か、結局のところ公園なのか？　うちの近所にあるものとはどう違うのだ？　ブランコとかあったりするのか？」

「春亮くん、諦あきらめたほうがいいですよ。こんな常じよう識しき知らずの子にはいくら丁てい寧ねいに説明しても無む駄だですって」

「なにおう、ウシチチめ！　呪うぞ！」

「まあ……言葉で説明するにも限度はあるだろうな。フィアくんの知っている公園という概がい念ねんとは少し違うだろうし」

「うんうん、錐きり霞かちゃんの言う通り。あたしも実際に見たほうが早いと思うにゃー」

　京きよう都と駅えきで新しん幹かん線せんを降りると、春亮達はバスに乗り込み、一路奈良へ移動した。修学旅行一日目は全員で奈良観光をするスケジュールなのだ。そして今はバスを降りて奈良公園に向かってズラズラと歩いているところである。クラスの列の最後尾では、乗り物酔いしたのか、鷺さぎ咲さき先生が女子数名に手を引かれてヨタヨタと歩いていた。どちらが引率なのか。

「にしても……アレはどうなっておるのだ、いったい」

「アレ？」

「アレだ」

　フィアが両手の指先で四角形を作るのを見て、春はる亮あきも理解した。この旅のもう一つの目的──免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクのことだろう。理事長が漠然と「西に行けばいいことがあるよ」とか言っていたが、今のところまったく何も起こってはいない。

「まだ一日目だしな。あの人が何も言わなかったってことは、別に俺おれ達は知らなくてもいいってことなんだろ。とりあえず気にしすぎても仕方ないと思うぞ」

「そういうものかな……本当に手に入れられるなら早くしてほしいものだが……」

　ムズムズとする胸中を押さえつけるかのように、フィアが深く息を吐はく。最近よく感じるようになったフィアの焦しよう燥そう感かんのようなものを、ここでも春亮は感じ取った。気にしすぎても仕方ないという言葉自体には納なつ得とくしたのか、それはすぐに消えていったが。

　そう、今はせっかくの修学旅行なのだ。よくわからないことに心を奪うばわれるよりも、普段ふだんとは違う場所を楽しんでほしいものだと春亮は思う。

　そうこうしているうちに、急にフィアがきょろきょろと周囲を見回し始めた。

「むっ、ニオイが変わったな……緑みどりの匂においに、木の匂い。そしてこれは……？」

「あ。おい、あれ見ろよフィア」

　ふと気付けば、行く先に巨大な建造物が見えてきていた。幅広でがっしりとした、重量感のある威容。瓦かわらと木材の地味な色彩で、勿もち論ろん古めかしくはあったが、そこに感じるのは寂さびしさよりもほっとする落ち着きだ。左右の端はしでは巨大な金こん剛ごう力りき士し像ぞうが厳いかめしい顔でこちらを睨にらんでいる。そしてその二体の像に挟はさまれた大きな柱の間を通って、人々がその建物を潜くぐっていく──

　国宝・東とう大だい寺じ南なん大だい門もん、である。

「おお……」「ぬおー！」

　春亮が感嘆の息を漏もらしたのと同時、フィアの叫び声も聞こえてきた。さすがに日本の誇るこの国宝にはフィアも感ずるものがあるのか、と少しばかり自じ慢まんげな気分になっていると、

「な、ななな、なんという可愛かわいさ！　つぶらな瞳ひとみ！　とんでもなくクリックリしておるぞ!?」

「ナニィ!?　どういうセンスだ、運うん慶けいさんと快かい慶けいさんに謝あやまれ！」

　ありえない発言にグワッと首を捻ひねって見えたのは──南大門とか力士像とかではなく、道の脇わきでくつろいでいたシカの群れを鼻息荒く見つめているフィアの姿。一気に脱力した。そう言えば奈な良ら公こう園えんにはシカがつきものだった。にしても最初は国宝だろ、レトロでシックな南大門だろ……と思いきや、他ほかのクラスメイト達もその半数くらいはデジカメやら携帯やらのレンズを南大門ではなくまずシカ達に向けていた。嘆かわしいなぁ、と微妙に思ってしまうところが、枯れているとよく人に言われる理由だろうか。

　そこで潰かい道どう先生の声が聞こえ、生徒達は写真を撮とっていた手を止めてそちらを見やった。

「この先は大だい仏ぶつ殿でんをはじめとして有名な場所が多い。自分のペースでゆっくり見たいという者もいるだろう。よって一時間後まで自由行動とする。次は正しよう倉そう院いんへ向かうので、中ちゆう門もんの前で──ここではないぞ、この先にある中門の前で集合だ。あまり遠くへ行くな、騒さわぎすぎるな、他人に迷めい惑わくをかけるな。そう目くじらを立てるつもりはないが、度を越したものを見てしまったときには……修学旅行だが、自分は手加減をしない。その意味はわかるな？」

『は……はいっ！』

　スコップで掌てのひらをぺちぺちやりながら言われては、クラス全員が声を合わせて答えざるを得ない。二年になってからの数ヵ月で、その折せつ檻かんの恐ろしさは誰だれもが知るところになっていたのだ。

　そうして自由行動になると、フィアも皆に倣ならってシカを携帯でパシャパシャ撮さつ影えいし始める。

「ぬう、どういうことだ。素す晴ばらしいなココは。さてはアレだな、あのふれあいわんにゃんパークと似たようなコンセプトの公園なのだな。ようやく納なつ得とくがいった……！」

「奈な良ら公こう園えんとあそこを同列に語るな」

「ていうかさ、この渦か奈なちゃんの前々からの疑問なんだけど、なんでシカがいるの？　教えてぷりーず、そこの秀才お二人ふたりさん！」

「へ？　わたしですか？　そう言われても……元々いたってだけじゃないですかね。基本、このあたり山ですし」

「ああ。加えて言えば、春かす日が大たい社しやにとって鹿しかは縁えん起ぎがいい生き物で、だからあまり人間に害されずに残った……というような話をどこかで聞いたことがあるな」

「へー。さすがだぜ、委員長！　あ、で、でもこのはさんの説明のほうがシンプルで俺おれは好きです最高にわかりやすかったですっ！」

　自由行動ではあるが、なんとなくいつものメンツで固まってしまった。二日目以降の京きよう都と観かん光こうのために作った班はん通どおりというか、新しん幹かん線せんのときにお隣となりさん同士だったメンバーだ。

「フフ。実み耶や麻ま、計画通りだな。この調ちよう子しで頼むぜ……せっかくの修学旅行だ、俺達は少しでも女っ気が欲しいっ……たとえ横から眺めているだけだとしても！」

「《さりげなく、しかし可能な限り、この二班は一いつ緒しよに行動するようにする》──その密約、あたしゃ忘れてはおりませんヨ。学食の食券一月分、お忘れなきよう……ヒッヒッヒ」

　などという怪あやしげな会話が春はる亮あき班の男子の一人ひとりである兄あに森もりと渦奈の間で交かわされていたような気がしたが……とりあえず気にしないでおこう。

　写真を撮り終えると、フィアはその場にしゃがみ込んだ。眼がん前ぜんで寝転んでいるシカへの興きよう味みはまだ失われていないらしく、自分の膝ひざに肘ひじをついてうっとりとその姿し態たいを眺めている。

（まあ……冷静に見ると、シカも可愛かわいくはある、な）

　何かを達観しているかのようなずんぐり黒目。いつも瞼まぶたが半開きのように見えるのがどこか眠たげで可愛い。秋の稲いな穂ほのような黄こ金がね色いろの毛並みは触ればきっとふかふかだ。そこに並ぶ控えめな斑はん点てん模様、短い尻尾しつぽ、ちょこんと揃そろえられた蹄ひづめ……ああ……

「の、乗ってみたい……」

「待て！　微妙に共感しかかってたところだが、さすがにそこまでは思わない！」

「なぜだ。サイズ的には意外となんとかなりそうな気がするぞ」

「サイズの問題でもない！」

「では何だというのだ！」

　あるシンプルな質量問題についてストレートに口に出せれば楽なのだが、修学旅行初日から肉体にダメージを負うのは避けたい。春はる亮あきは視し線せんを彷徨さまよわせ、

「あー……そうだ。確たしか、公園内のシカには乗ったりしては駄だ目めというルールがあった……気がする。さっきいんちょーさんも言ってたろ、ここでは神聖な生き物みたいな扱いなんだ」

「む。ルールなら仕方ないか」

「そうそう。恭うやうやしく食べ物をあげる程度にしとけ。あれとか」

　近くにあった、パラソルと机だけで構成された簡かん素そな売り場を親指で指し示してやる。そこに書かれている文字を見た途端とたん、フィアの目の色が変わった。

「シカ……せん、べい、だとっ……!?」

「あ、そう言えばそういうのもありましたねえ」

「そうだな。記念にやっておくか」

「お前達、なんと気軽な……！　信じられん！　レアなおせんべを求めてはいたが、これはさすがの私も躊ちゆう躇ちよする！　しかしおせんべマスターとしては素通りもできんっ……葛かつ藤とう！」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、苦しそうにハァハァと息を荒げている。絶対に勘違いしている。

「……一応言っとくけど、シカ肉とかが入ってるわけじゃねえからな。シカに食べさせる用の煎せん餅べいだって」

「なんだと？　ま、紛まぎらわしいな！　私はてっきり、お前が『あれを食わせて奴やつらに共食いを強しいてやろうぜ！　ヒャッハー！』みたいな悪逆無道な人にん非ぴ人にんの提案をしてきたのかと！」

「そんな提案をするか！」

「暗黒面に堕おちかけたあっきーを引き上げた代わりに、この渦か奈なちゃんが儚はかなくもダークフォースに飲み込まれてしまったのでした……という設定で、さあ行こう行こう！　へへへ、覚悟しなシカめ、あたしがお前達の胃袋をパンパンにしてデブらせてやるぜ！　なんとお代わりも可！　泣いて悲鳴を上げても許してやらねえー！」

　売り場にわらわらと向かう。財さい布ふを取り出したこのはが申もうし訳わけなさそうにおじさんを見て、

「あの、小こ銭ぜにがないんですけど大丈夫ですか……？」

「できれば勘弁してほしいなぁ」

「おーっと、こ、このはさん、ボクはちょうど小銭を消費したいと思っていたところだったのデス！　よ、よければこの伯はく途と泰たい造ぞうめに払わさせていただきたく！」

「ちょっと悪いような気もしますけど……ごめんなさい、貸してもらえますか？」

「ハイよろこんでー！」

　などと泰たい造ぞうのテンションが上がる一幕がありつつも、各自シカせんべいを無事に購こう入にゆうする。それからシカに近付いていく──というか、相手も既すでに慣なれたもので、シカせんべいを買った瞬しゆん間かんに向こうのほうから何頭かが接近してきた。

「おおお、食っておる！　おせんべを食っておる！　同志！」

「手を嚙かまれないように気をつけたほうがいいぞ、フィアくん」

「うーむ、つぶらな目だと思ってたけど、夢中になりすぎてたまに白しろ目めを剝むいてるのはちと怖いな……」

　ばっりばっり、と一心不乱に煎せん餅べいに齧かじりついているシカを見ながら春はる亮あきは呟つぶやく。煎餅に夢中になりすぎるのはフィアも同じだが、少なくとも白目は剝かない。

「二枚か？　二枚ほしいのか？　このいやしんぼめ！」と渦か奈なが自分で言っていた通りにお代わりを差し出したとき、春亮はふとフィアが動きを止めたのを見る。

「ふむ……」

　渦奈に倣ならって取り出した二枚目の煎餅を、彼女はじーっと見つめていた。そして唐とう突とつに──

　齧りつく。ぱりぱりもぐり。

「や、やりやがった！　正直やるような気はしてたけど！」

「むむ。いまいちだな。味がない」

「当たり前だ。そもそも人が食べる用のもんじゃないからな」

「どんなものも美う味まければ美味いほどよいと思う！　そしてそれがおせんべならなおさらだと思う！　これがおせんべマスターの私の主張だ……というわけで逆転の発想！　こいつらに私の持ってきた厳げん選せんおせんべをくれてやれば、あまりの美味さに踊り出したりするかもしれん！　よし、可愛かわいい姿で出迎えてくれた礼だ、一枚くらい……」

「待て待て、人の話を聞け。塩分とかがシカにはダメだから、シカせんべいには味とかないんじゃないのか。人間用の煎餅あげたら逆に迷めい惑わくかもしれないだろ、止やめとけ」

「むー」

　当然のようにフィアは膨ふくれていたが、その後隙すきをついてシカの柔らかな頭を撫なでることに成功していたので機き嫌げんはすぐに戻っていた。単純で助かる。

　手持ちのシカせんべいをあらかた消費したところで、そろそろ移動することにした。南なん大だい門もんを潜くぐり、中ちゆう門もんに到達。「さっきのもそうだが、ここのゲートはいろいろデカすぎる！　巨人でも通るのか!?」とフィアはその大きさにしきりに驚おどろいていた。

　中門からコの字に続いている回廊に沿って進むと、大だい仏ぶつ殿でんに入るための受付がある。そこを抜けた先にあるのは、ひどくメリハリの利きいた空間。緑みどり色いろの平坦な敷しき地ちの中に、でんと巨大な木造建けん築ちくが聳そびえ立っている。見上げるだけで威容に圧倒された。

　そして石段を上り、ついに建物の内部に到達し──

「あれ？」

　てっきりまた、デカーイ！　などという声が響ひびき渡るものと思っていたが、予想に反してフィアは静かなままだった。ちらりと見ると、彼女は口を半開きにして、この建物の主──穏おだやかなアルカイックスマイルで鎮ちん座ざしている巨大な大仏様を見上げていた。どうやらあまりの大きさで逆に驚おどろきメーターが振り切れてしまったらしい。

「ほわー……もはや呆あきれるくらいしかできんな。びっくりの大きさだ……」

「やはり実際に見ると違うものだな。フィアくん何人分くらいかな？」

「身長換算か体重換算かで変わりますね」

「黙だまれウシチチめ！　むしろ貴き様さまの余剰体たい積せきで測ってみるがいい！　まったく羨うらやましいな、お前がたった二、三人いればコレの体積が賄まかなえるとは。さすが、水に浸つければ膨ぼう張ちようして不必要なまでに増えてしまうウシチチなだけはある」

「増えませんよ！　なんでワカメ的扱いなんですか！」

「にゃー、みんな、相変わらず仲いいねぇー……って、あれ、たいちーは？」

　渦か奈ながふと周囲をきょろきょろ見回す。するとなぜか下のほうから、

「ヘルプ！　春はる亮あき、ヘルプ！　嵌はまったー！」

　見れば泰たい造ぞうは一本の柱の中に埋まっていた。片腕だけを出してもがいている。

「なんだあれは、自分から拷ごう問もんでもされに行ったのか？　タイゾーめ、ずいぶん特殊な性せい癖へきの男だったのだな」

「あそこの柱に開あいてる穴を潜くぐれば御ご利り益やくがある……って聞いたことがあるな。大仏さんの鼻の穴と同じ大きさだとかで。つっても普通、もっと小さな子供とかがやるもんだと思うけど」

「フフ。幸せを求める俺おれの気持ち、とても抑おさえきれるもんじゃなかったのさ……」

「カッコよく言ってる場合か。とりあえず引っ張ってやるよ、フィアも手伝てつだってくれ」

　二人ふたりで泰造の腕を摑つかんで引っ張ると、すぽんとその身体からだが抜けた。別に泰造は小柄でもなんでもない、というかむしろ大柄なほうだ。チャレンジしようと考えるのが既に無む謀ぼうすぎる。

「やれやれ、あんがと……お、どうしたフィアちゃん」

「御利益がある、とは具体的にどういうことだ？」

「うーん、無む病びよう息そく災さい、頭ず脳のう明めい晰せき、恋れん愛あい成じよう就じゆ！　まあ漠然と、幸せになれる、でいいんじゃねえかな！　俺もよくは知らないけど、大仏さんはきっと全知全能、いいようにしてくれる！」

「ふむ……幸せに、か。よし、減るものでもなし、私もチャレンジしてみるか！」

　フィアが柱の穴の前にしゃがみ込む。その身体は泰造とは比べ物にならないすっきりサイズなので、頑がん張ばれば通り抜けられなくもないだろう。後ろから微笑ほほえましくその様よう子すを見守っていると、フィアは「とう！」という掛け声と同時に頭を穴の中に突っ込んだ。銀ぎん髪ぱつがもぞもぞと潜り込んでいって、穴の外では残されたお尻しりが持ち上がって、スカートの下にあるものが──

「……」

　ぽん。ぽん。

　視し線せんを逸そらすより先に、両肩に置かれる手の感触。

　かくかくと右を見る。笑顔えがおの錐きり霞かが立っていた。左を見る。笑顔のこのはが立っていた。しかもこのはは逆の手で隣となりにいた泰たい造ぞうの右肩も摑つかんでいた。そして泰造の左肩は笑顔の渦か奈なに摑まれていた。なにやら新しい──新しい、絶望感だ。

　もはやこの先に待っているものはわかっている。だから春はる亮あきに言葉はない。代わりに泰造だけが意味不明なことを口走っていて、

「う、お、いや違うんです、待ってください、これは不幸な事故であって肩握られててひょっとして俺おれこれからこのはさんに折せつ檻かんされるんですかレアな直接的触れ合いワーオ！　早速柱くぐりの効果があったぞ、ありがとう大仏様ー！」

　なんというか、打たれ強いなこいつと妙に感心してしまった。




　一通り大仏周辺を見て回り、集合場所の中ちゆう門もん前に戻る。時間にはまだ余裕があったので、再びシカと戯たわむれ始めたフィア達を残し、春亮は今のうちにトイレに行っておくことにした。

　しばらく歩いたところで公衆トイレを見つけ、観かん光こう客きやくや同じ大たい秋しゆう高こう校こうの修学旅行生に交じって用を済ませる。そしてトイレの外に出たとき──

　妙なものを見た。

　というか最初、春亮はそれをフィアと見間違えた。

　正直、合致していたのはそのミニサイズな身長ぐらいであって、それ以外は見た目も雰囲気もまったく違っていた。冷静に考えれば見間違える要素など皆無だったのだが──

　一いつ瞬しゆんとはいえ間違えてしまった理由は、ただ一点。

　そいつがシカに乗っていたからだ。

「なにーっ!?」

　フィア以外にこんなことをしそうな──そして実際にしてしまう人間がいるとは。

　人に乗られることなど滅多めつたにないからだろう、パニック気味に全力疾しつ走そうしていたシカは一いつ直ちよく線せんに春亮に突進してきた。「あ」というシカ乗り少女の短い声が聞こえたかと思うと、

「ぐはあっ！」

　あまりに突然のことだったので、勿もち論ろん避けられなかった。横手からの衝しよう撃げきを受けて春亮は地面に転がる。いくらふさふさの毛並みでも衝突すれば痛かった。そして続けざまに二度目の衝撃。上から降ってきた何かに押おし潰つぶされる。肺から空気が絞しぼり出されて苦しかったが、それでもなんとか状況を確かく認にんしようと薄うす目めを開あけると──

　目が合った。

　仰あお向むけに倒れている自分。その胸の上に少女がいる。いるというよりは、もはや抱き合っていると言ったほうがいい状態だ。落下してきた彼女を自分の身体からだが受け止めてこうなったのだから、むしろ女の子を危険から庇かばえてよかったと思うところなのかもしれないが、とてもそんなことを冷静に考えられる余裕はなかった。逆に右の掌てのひらが言いい訳わけのしようもなく彼女の胸に触れていることに気付いて焦あせりが増した。今まで気付かなかったのは、なんというか、彼女のそれがフィアと同類の平坦さを持っていたからだった。

「ん……あ……」

「お、わ、ごめん！」

　慌あわててその手を退どけると、彼女はゆっくりと身を起こした。春はる亮あきの胸の上に座った状態。

　人形服のようにフリフリとした、けれど和服のような印象のある可愛かわいい服を着ている。テレビのファッション特集で和ロリとか言っていたのを聞いた気がしたが、あれだろうか。足元はレトロ感のあるブーツで、胸の上にある短いスカートの感触は柔らかい。太ふと股ももの白さが視界の端はしに映っており、けっしてこれ以上視し線せんを下げてはならないということを伝えてくる。

　長めの髪はくせ毛っぽくぴょんと撥はねていた。見下ろしてくる目は微妙に三さん白ぱく眼がん気味で、そのせいか、どうにも目つきが悪く見えてしまう。だが恐ろしいばかりかというとけっしてそんなことはなく、全体的には可愛らしい女の子らしさが勝まさっていた。孤高のトラや、気位の高い高級種の野の良ら猫ねこといった印象だ。

「だ、大丈夫か？　怪け我がとかないか？　というか、無事ならできるだけ早く俺おれの上から退どいてくれると──」

「っ……これは、まことに、失策……」

　少女は春亮の顔を見ると、驚おどろいたように目を見開いてそんなことを呟つぶやいた。可愛らしく生はえた八や重え歯ばがちらりと見える。シッサク？　と春亮がその言葉を耳に入れるのと同時、少女は迷いなく立ち上がった。まだこちらが下から見上げている状態なのに、立ち上がればこちらの顔を跨またぐような状態になってしまうのに、まったく無む頓とん着ちやくに。

　反射的に目を閉じ、スカートの奥地に見えた白いものを記き憶おくから追い出そうとする。その間に、ただ、音だけが聞こえていた。

　がさり。こつこつ。たったったっ。

「……？」

　恐る恐る目を開あけて、彼女が自分の上から退いていることを確かく認にん。身を起こして首を回す。ぶつかったり胸を触られたりしたことに一言くらいは何かあるだろうと思っていたが、そこで見えたのは──無言のまま、逃げるように立ち去っていく、彼女の後ろ姿だけ。

「なんだったんだ、あの子……？」

　和柄のロリータ衣い装しようが視界から消えると、残された春亮は呆ぼう然ぜんと呟く。

　わからない。わかるのは──そう。

　やはり、シカに乗ってはいけない、ということだけだ。

「ここまであの子乗せてきてやったんやでー。代金払えや兄にいちゃん」みたいな気配けはいで、さっきのシカがふんふんとその鼻先を春はる亮あきの背中に押しつけてきていた。
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《彼女》はその玩具おもちやを手中で弄もてあそんでいた。

　仮面である。その目の横にあたる部分の端はしから、クリップ状の留とめ具ぐに繫つながった短いコードが伸びていた。コードの逆端には電卓のような薄うすい小型装置が揺ゆれている。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを連結するための装置だった。

　忌き能のうをダウングレードさせることなく（なぜか箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブには違うようだが）、その呪のろいのみを軽減させる──免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクがいくら有用なものとはいえ、ただ近くに置いておくだけでその効果を発揮するようなことはない。組み込むための仕組みが必要だったので、《部位刻みハイ・シングル》の一人ひとりがたまたま持っていた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク一枚を正々堂々決けつ闘とうで得てから、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの技術屋に無理を言って作らせたのだ。

　騎き士し領りようはこうした連結器に自死機き能のうを組み込んだ《慈悲器官ユースアネイジア》という複ふく雑ざつな装置を使っているらしいが、こちらは単に免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの効果が伝達さえされればいい。一月ほどで完成した。

　しかし──

「結けつ論ろんから言えば。まだ足りないのだった」

　鍛たん錬れんを兼ねた使用実じつ験けんを、何度も行った結果。

　そう判断した。

「足りませぬか」

　聞いてきたのは、今まで無言で《彼女》の傍かたわらに侍はべっていた一人の存在。《彼女》の一部とでも言うべきもの。

「然しかり。感覚的に、ではあったが」

「では、どうなさるおつもりですか」

「変わらないのだった。さらなる工く夫ふうとさらなる洗練だった」

　洗練。即すなわち鍛錬。それはお手の物だった。自分達はそういう存在だ。強くなるために在る。

「工夫とは」

「単純至し極ごく。もう一枚追加するのだった。その程度の拡張性はこの装置を作らせるときに注文していたのだった」

「納なつ得とくしました。在あり処かはおわかりですか」

　再度、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの中から調ちよう達たつするのは少しばかり難むずかしかった。先の一枚は偶然竜島本部にいた団員から手に入れられたからよかったが、そのとき、少なくともすぐに接触できる団員の中には他ほかにディスクを持っている人間はいないと判明していた。つまるところ、団員の誰だれかが持っているという情報を仮にこれから得られたとしても、その相手を実際に見つけ出すのにまた手間がかかるのは確かく実じつだ。基本的に団員は強い相手との手合わせのためならどこにでも赴おもむく。アマゾンの奥地の人食いワニと戦っていたとしても不ふ思し議ぎはない。

　だから《彼女》は別ルートで新たな免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの在あり処かを探っていた。

「つい先ほど、情じよう報ほう網もうにかかった。最近手に入れたものがいる──裏稼か業ぎようの《調ちよう達たつ屋や》だった」

「その者はどこに」

「丁度、この国の西を訪れているらしかった」

　その情報さえあれば、今後の行動については伝える必要もなかった。

　忠誠と真しん摯しに満ちた瞳ひとみが《彼女》を見やる。

「お手伝てつだいします」

「無む論ろん。我われは時が来るまで動けないのだった。むしろ汝なんじが主体なのだった」

「具体的な居場所は」

　まだわからない。だがその居場所を知る機き会かいは自然と訪れると思えた。《調達屋》の来訪の理由を考えるに、おそらく自分達の注視する箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達に関かかわりがある。ならば箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達の観かん察さつを続けていればきっと何かが起こるだろう。

「結論──付かず離はなれず、今しばらく、このまま様よう子すを窺うかがうのだった」

「……はい」

　僅わずかに気が抜けた様子の返事。それから、では自分はこのまま待たい機きですか、と質問してきた。

「汝には、《調達屋》の居場所がわかった後に働いてもらわねばならない。故ゆえに、待機と共に英気を養うのもよいのだった。これから訪れるのは観かん光こう地ちである……たとえば、奈な良ら公こう園えんは広いらしかった。シカもいるらしかった。注意すれば気き晴ばらしに遊ぶのもいいのだった」

「はぁ。シカ……遊ぶ……」

　自みずからに従う存在の精神的ケアをするのも、上に立つ者の務つとめ。困こん難なんな仕事が待っているときだからこそ、来きたるべきときに最高の力を発揮できるようリラックスさせておくべきだろう。

「こちらに遠えん慮りよはいらない。好きに楽しむといい──うむ、シカに乗れるとは、とても面おも白しろそうな場所なのだった」

　無論、冗じよう談だんのつもりで言った。
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　上うえ野の錐きり霞かは悶もん々もんとしていた。

　とても大事な、かけがえのない、修学旅行一日目が終わろうとしている。正せい確かくにはまだ終わってはいないが、多くの日本人にとって、風ふ呂ろというのは一日の最後のイベントだ。ほとんど終わりかけであることには間違いない。

（……まずい）

　客室の中の小さな浴よく槽そう。黒革のボンデージ服の上でシャワーの湯が跳はね躍おどる。

　女の子の日なので遠えん慮りよしておく、というこちらの噓うそを信じた渦か奈なを連れて、フィア達は申もうし訳わけなさそうに大浴場に出かけていった。むしろこちらのほうが気を遣つかわせて申し訳なく思う。同室が彼女達でなければ、いくら部へ屋やにもバスルームにも鍵かぎをかけているとはいえ、クラスメイト達が周りにいる中でシャワーを浴びることなど気分的にとてもできはしなかっただろう。

　悶もん々もんとしているのは、けっして今の状況に対してではなかった。自分がこの呪のろわれた倒とう錯さく衣いと一生付き合っていかなければならないのはとうの昔に受け入れている。不便も不満も今いま更さらだ。

「うう。まずい……」

　今度は苦く渋じゆうの呻うめきが実際に口から漏もれ出た。今までのことを思い出す。

　奈な良ら公こう園えんの観かん光こうを終えてから、バスに乗って一路京きよう都とへ。そして修学旅行中の基地となるこのホテルに辿たどり着き、わりと豪ごう勢せいだった夕食を終え、今というお風ふ呂ろタイム。その間──

「あまり……話せていない……！」

　ごん、と浴室の壁かべに額ひたいをぶつけた。そのまま、固定したシャワーの湯が背中を滑り落ちていくに任せる。

　新しん幹かん線せんの車内でのことはアクシデントなので、ともかくとしても。それ以外の、普通の時間で、修学旅行と言う時間の中で──あまり、彼と、話ができていなかった。

　勿もち論ろんゼロではない。いつも通りに会話したし、笑い合ったし、視線を合わせたし、一方的に横顔を眺めた。

　それでも、自分的に。自じ己こ的てきに。利己的に。

　不足を感じる。

　自分が無む意い識しきに課かしていた目標値。無意識に渇かつ望ぼうしていた幸福値。足りない。

　自分の貪どん欲よくさを思い知る一方で、当然だという思いもある。自分は本気だ。戦う覚悟も決めた。ならばつまり、問題の原因は──

「い……意識しすぎ、なのか……？」

　頭から離はなれないことがある。

　新幹線の車中で、バスの車中で、奈良公園で、ホテルで、食卓で。はたまたこの修学旅行に出発する前、ふわふわと浮かれていた教室でも、登下校のときでも。

　女子達は密ひそやかに話していた。けして男子には聞かれないよう、乙女おとめらしいことを乙女らしく密やかに話していた。

　──修学旅行ってロマンスだよね。距きよ離りがぐっと近付くよ。まあ普通じゃないワクワクの状態だからさ。毎年カップルが生まれてんだって。生まれないほうがおかしいし。解放的な気分になっちゃうもん。男子もわかってる。修学旅行中は防御力ゼロだよ。行くなら今しかない。行くって？　決まってんじゃん、こ・く・は・く。どう考えてもさ、一番成功率高いのが修学旅行中だよ？　いつかするんなら今やっちゃえって──

「うはあああああっ！」

　グツグツと煮にえ滾たぎる何かが胸の奥から溢あふれ出てきた。お湯よりも自分の頰ほおが熱あつい。圧あつ力りよく鍋なべの蓋ふたを押さえるが如ごとく、額ひたいを浴室の壁かべに押しつける。さらにがすがすとヘッドバットを連打。

　名も知らぬ女子達の会話は、当然のように自分に向けられたものではない。盗み聞きしたわけでもなく、ただ自然に聞こえてきただけ。だがそれゆえにそこには真理がある。世の女子高生という生き物が共通認にん識しきとして抱く真理がある──のだろう。

　修学旅行と言えば告白。一番成功率が高い。そうか？　そうなのか？　早まっている？　いや早まってはいない。チャンスだ。なぜなら自分は既すでに決意している。機き会かいがあれば望むところだ。いや、その機会が作れないのだ。変に意識してしまって恥はずかしくなってしまう。ぎこちなくなってしまう。それはいけない。

「そうだ、普通に、普通に……いつも通りに。いや、攻められる場合なら頑がん張ばって攻めるべきだが。なんにせよ緊きん張ちようしている場合ではない、ああ、馬ば鹿かげている──」

　ヘッドバットを止やめて、自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　とにかく、この修学旅行という千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を無む駄だにするわけにはいかないのだ。今はひたすらに、その機会を最大限活用できるように動くのだ。

「何にしても、まだ終わったわけではない。一日目すら終わったわけではない。終わりかかっているというだけだ。そうだ、頑張れ、上うえ野の錐きり霞か──」

　けれど、その結けつ論ろんは、最大の難なん問もんをただ後回しにしているだけだとわかっていた。

　最終的に、あの究極目標に辿たどり着いてしまうかどうか。もし辿り着いてしまったら……どうなる？　最高級に幸せな未来を仮定で考えればどうなる？

「へは……夜や知ち……」

　きゅん、と身体からだの奥が疼うずいた。今までとは別の温度で疼いた。頰は蕩とろけて元に戻らず、あやうく涎よだれが垂たれそうになる。

「はっ……い、いかんいかん！」

　浴室のプラスチック壁にぼんやりと反射した影かげだけを見ても、今の自分の表情は危険なものだとわかった。絶対に誰だれにも見せられない。そもそも『へは』とはどんな声だ……！　まったく馬鹿げている！

「ふ、風ふ呂ろから上がっても、まだ触れ合うチャンスはある。ジュースを買いに来たとか言って、ロビーで待ち伏せすればいいのだ！　ああ、こんな顔は見せられないだろう、上野錐霞……き、気を引ひき締しめろ……！」

　がすがす、とまた額を壁に打ちつけ始める。照てれ隠かくしに、そして自じ戒かいのために。

　完全に落ち着くまでにはまだしばらく時間がかかりそうだったが、とりあえず、やりすぎて額を割る心配だけはしなくともよかった。

　勿もち論ろん、割ったところですぐに治るという意味で。
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「ふぉー！　露ろ天てん風ぶ呂ろと、いうのはっ……いい、ものだなー！」

　濡ぬれた岩場に背中を預け、ぐーい、と伸びをしながらフィアは言った。上半身には涼やかな風。けれど下半身は熱あつい湯で火ほ照てっている。いつもの風呂とは違う、新しん鮮せんな感覚だった。

「……キリカも一いつ緒しよに入れればなぁ……今日きようは微妙に様よう子すがおかしかったような気もするし、この素す晴ばらしい湯に浸つかれば元気も出ると思うのだが」

「ま、オンナのコの事情じゃ仕方ないよー。そもそも錐きり霞かちゃん、一年のころから人と一いつ緒しよのお着替えとか苦にが手てっぽかったしね」

　独ひとり言ごとのつもりだったが、渦か奈なに聞こえてしまったようだった。ざぶざぶと一緒の湯に入ってくる。

「というか日本の露天風呂は初めてなんですかにゃ、フィアちゃん？」

「初めてだとも！　解放感があって、銭せん湯とうとも一味違う……大変なステキゾーンだな！」

　答えてから、ハッと気付いてジロジロ二度見。渦奈はタオルを頭の上に乗せ、「オホー」とおかしな声を出しながらフィアの隣となりで顎あごまで浸かっていた。

「初めてと言えば──カナ、お前と一緒に風呂に入るのも初めてだな。着替えは見たこともあるが、直じかに確かく認にんしてみると……ふぅむ。やはり、敵でもなければさりとて味方でもない、と言ったところか。いや、いずれ私達淑しゆく乳にゆう同盟もレベルアップしてそのあたりまで到達するのだから、未来の味方、と言ってもよかろう」

「よくわかんないけど、なんとなくわかった気がする！　強大すぎる敵の前では、誰だれもが一致団結して対処に当たらねばならないのデス！」

「そうだそうだ！　ぐわー、そんなことを言っておる間に無ぶ遠えん慮りよな肉にく惑わく星せいが落下してきた！　この癒いやしの湯がその衝しよう撃げきで溢あふれかえる！」

「ヒェー！　お、おら、トンデモないものを見ちまっただ……浮いてるだ！　村の言い伝えは本当だっただ！　ナムナム！」

「さ、騒さわぎすぎですよ二人ふたりとも！　あと実み耶や麻まさんは拝おがんだりしない！」

　ドッボォズルルヌゥーン、という邪悪な音を立てて──少なくともイメージ的にはそんなものだ──このはもこの露天風呂に身を沈めてきた。

　フィアは渦奈と二人でその敵性勢力をじーっと観かん察さつする。見み慣なれたといえば見慣れたものだったが、やはり一いつ糸し纏まとわぬ姿で直に相あい対たいするのはレベルが違う。完全な凶きよう器きだった。とてもこの世に存在していていいものとは思えない。殺される。いや、きっとこれを開帳するだけで人が死んだことが既すでに何回もあったに違いない。なぜなら実際に渦奈が死にそうだ。

「あうう……どうしようフィアちゃん、このやるせない気持ち！　女としての格の違いを見せつけられた絶望感！　触りたいけど触ったらもっとダメージを受けそうな気もするし！」

「気を確たしかに持つのだ、我われらの正しき怒りをその手に込めつつ触れればなんとかなる。奴やつらは弾はじけ飛び、そして世界中の女に均きん衡こうと平等が訪れたのだった……とかいう創世神話が今ここから始まる！　片方のクリーチャーは私が受け持つから負担も半分こだ、一人ひとり一いつ殺さつ！」

「や、止やめてくださいよ恥はずかしい！　ここにはみんなもいるんですからね！」

　胸を腕で抱え込むようにしつつ、このはが湯ゆ壺つぼの端はしまで下がってフィア達から逃のがれようとする。逃がすものか、と獲え物ものを狙ねらう二頭のワニのように間合いを詰めようとしたとき──

　視界の端、白い湯煙の中に何か褐かつ色しよくのものが映った。ん、とそちらに目を向けると、

「……」

　ン・イゾイーが湯壺の前に立っていた。厳きびしい目で。キッキッと忙せわしなく左右に視し線せんを走らせている。湯の中にフィア達がいることに気付くと、ハッと瞼まぶたを吊つり上げてガン見。異常がないかどうか凝ぎよう視しする。おそらく、血を吐はいていないかとか、息ができずに苦しんでいないかとか、そういうことを警けい戒かいしているのだろう──一いつ緒しよに銭せん湯とうに行ったことがあったので、なんとなく事情はわかる。あのときも彼女はこんな感じになっていた。彼女が《湯気の立ち昇る池》というものに対して抱いている基本イメージは、一般的な日本人が想像するようなのほほんとしたものとはまったく違うのだ。そこから連想される単語は？　ともし聞いたとしたら、彼女はこう答えるだろう。《温泉》でも《お風ふ呂ろ》でもなく、ただ一言──《死》だと。

「……一応言っておくが、ここは貴き様さまの故郷にあるナントカの洞どう窟くつとは違う」

「ええ。毒の空気が出る悪あく魔まの泉とかじゃないですから、安心して浸つかってください」

　フィアとこのはがそう言ったためか、はたまた自分の目で異常がないことを確かく認にんしたためか。ン・イゾイーは小さく息を吐はいて、

「受じゆ諾だく。わかってはいましたが、一応の確認だったという主張を主張します。命は一つしかありませんので。では……」

　意を決したように褐色の足をずぶりと湯に突っ込み、フィア達の隣となりで腰を下ろす。足をぱっくり開いて片かた膝ひざを立てているので、湯が微妙に濁にごっているのでなければ大変なことになっているところだ。以前教えた通りにちゃんとタオルは頭の上に乗せていて、立てた膝に腕を置いている姿勢と合わせて何やら無む性しようにオヤジっぽく見えた。

「イゾちゃん、やっぱりカッコイイなぁ……引ひき締しまった身体からだ、贅ぜい肉にくなんて完全にゼロのアスリート体型。憧あこがれる！」

　渦か奈なの言うこともわからないでもなかった。フィアもちらりとン・イゾイーの身体を見る──しなやかな筋肉が張はり巡めぐらされた肉体。それでいて細い肩。すらりと伸びた足。だが、敵性勢力に近しい胸部だけはいただけない。色違いの中ボスだ。

「ねえねえ、何回も言うけど、水泳部入らない？」

「息を止めるのは得意ですが、速く泳ぐのはあまり得意とは言えません。速く泳いだところで魚スクナキにはけっして敵かなわないのであり、捕らえるに必要なのは速度ではなく忍耐力で……」

　二人ふたりの会話をなんとなしに聞いていたとき、いつのまにか、また新たな人間がちゃぽんと湯ゆ壺つぼに身を沈めていた。正せい確かくに言えば新たな敵が増えていた。ただしそれは生徒ではなく、

「失礼しよう。こうした機き会かいは活用すべきだと思う。生徒との触れ合いは悪いものではなく、今後のクラスを円えん滑かつな学習空間とするためにも有用なはずだ」

「ぬ、センセイか」

　潰かい道どうだった。いつもの大おお真ま面じ目めな顔で、目を閉じ、むっつりと腕を組んでいる。だが不ふ機き嫌げんなわけではなく、気持ちよさげに細く長い吐と息いきを漏もらしていた。

「鷺さぎ咲さき先生はご一いつ緒しよでは？」

　このはの問いに、潰道が薄うす目めを開あけて答える。

「彼女は過労でダウンしている。部へ屋やで休息中だ」

「ああ……バスで京きよう都とに来るときもしんどそうでしたしね。乗り物に弱いんでしょうか」

「そんなレベルではない気がするぞ、ウシチチ。チラリと見ただけだが、その前、奈な良ら公こう園えんのときにも既すでに体力を使ってフラフラな様よう子すになっておった。基き礎そ体力がないのだろう」

「うむ。思い出したが、あそこでは倒れて運ばれている他ほかの観かん光こう客きやくも何人か見た。熱ねつ中ちゆう症しようだろう。行楽地で気分が高まるあまりはしゃぎすぎるのはよくあることだ、お前達も気をつけろ」

　と、潰道が教師らしい忠告をする。その声に合わせて、組んだ腕の上で二つの大きな膨ふくらみが揺ゆれていた。いつかプールに行ったときにも危険な水着から零こぼれかけていたモノの完全体。

　その威力にやられたのか、渦か奈ながざぷざぷとそちらに吸い寄せられていく。

「ああっ……先生。凄すごいオトナボディ……！」

「実み耶や麻まか。どうした」

「どうしたもこうしたも！　先生のそれにあたしは興きよう味み津しん々しんなのです！　このはちゃんのは現在進行形の格差なので見ないふりをするとしても、先生は大人おとななので、未来！　未来の希望が詰まっているのです！　もしかしたらあたしも何年か後はこのように……みたいな！」

「ふむ……？　よくわからんが。興味があるのならば、よかろう」

　潰道は腕を解ほどき、背筋を反らして、ソレを無防備に渦奈につきつける。そして言った。

「好きにしろ」

　忘れかけていたが、潰道はこんな人間だった。どこか抜けているというか、持っていて当然の恥はじらいを忘れているというか。

「へ？　いや、その、まさか本気で……でもまあ、せっかく先生が言ってくれたんだし、やらないのも逆に失礼……？　おほん。ええと、それでは、不ふ肖しようこの実耶麻渦奈、失礼して」

　むにゅり。もむもむ。

「んっ……ふ、は」

「なああ、この弾力……ぽゆぽゆ……」

「……それにしても、いい湯だ……露ろ天てん風ぶ呂ろと、んっ、言うのも、久しぶり……っ、は」

　このはは半はん眼がんでそれを眺めて呟つぶやいていた。

「あの、先生、揉もまれながらでも普通にしてなくちゃならないルールでもあるんでしょうか……？　なんか一人ひとり罰ばつゲームみたいに見えるんですけど」

「ううむ、カナもどうしてあんなに夢中に……謎なぞだな」

　フィアも呟いて、はっと気付いた。

　あんなに一心不乱になっているのだ。ひょっとしたらあそこには何か秘密があるのかもしれない。ウシチチの単なるウシチチとは違う、何か深遠なる進化の秘密のようなものが隠かくされているのかもしれない。渦か奈なはそれを摑つかみかけているのかもしれない。ならば、この淑しゆく乳にゆう同盟の盟主たる自分も、そのチャンスを逃のがすわけには……

　と、フィアもフラフラ潰かい道どうに引き寄せられていき、まさにその手を伸ばそうとしたとき、

「変態がいるわ」

「ひょっ？　おお、つい我われを忘れて……ありがとうございました先生！」

「んっ……おほん。うむ。また何かわからぬことがあればいつでも来るといい」

　絶ぜつ対たい零れい度どの声が渦奈達に理性を取り戻させる。フィアがそちらを見やると、

「日向ひなた、提案なんだけど。内湯で済ませましょう。ここは変態成分が湧わき出ているみたいだし」

「よくわかんないけど、ここまで来て？　せっかくだから露天風呂でしょ……っていきなりＵターンしないで、眼鏡めがね外はずしてるから何も見えないのに！　転ぶよ、転んで死ぬよ、私には桜さくら参まいりさんだけが頼りなの！」

「ひゃっ。わ、わかったから、しがみつかないで！　まったく、貴女あなたもそこの眼鏡みたいに眼鏡のまま入ればいいのに……」

　ぶつくさ言いながら、白しら穂ほとその腰を摑んだ日向が湯に入ってくる。

「何見てるのよ、殺すわよ！」

「いや、お前の裸とはレアだなー、と思ってな。ふむ……」

　実際にレアだ。白穂は恥はずかしそうにぷいと視し線せんを逸そらし、卑ひ怯きようにも日向を盾たてにするようにして湯に浸つかっていたが──見えなくはない。白穂の裸。見たことのない部分の肌。ほほう、あそこはああいう曲きよく線せんを描いていたのか。あんなところにホクロがあったのか。

「ねえフィアちゃん、今日きようは神様への不平不満がとめどないよー。不公平だよ。非の打ちどころのない美人顔なのに、ボディも完かん璧ぺきってどういうことなの……？」

「私に言われてもな。だがシラホのハダカはとりあえず希少で価値が高いということはわかる。やりたいことはやっておくのがよかろう。センセイよりもレア度は高いはずだぞ」

「じ、じゃあ先生よりも頑がん張ばらないと！　いいのかな、白穂ちゃんのを揉んだり頰ほお擦ずりしたりエキスを吸ったりしてもいいのかな!?　渦奈さんは俄が然ぜんテンションが上がってきましたよ!?」

「いいわけないでしょう!?　さすがね、あの変態凌りよう辱じよく男おとこの知り合いには変態しかいないわ！」

「その言い方だとあなたも変態ってことになっちゃいますけど」

「くっ……もういいわ。日向ひなた、もっとしっかり私の盾たてになりなさい。貴女あなたの一般人性みたいなものはこんなときには頼りになるわ。ほら、変態達に何か言ってやって」

「うむ──桜さくら参まいりさんのエキスは全部ワシのものじゃ」

「ちょっと！　いきなりどういうキャラになってるのよ！」

　などとやっていると、

「お前達。親しん睦ぼくを深めるのはいいが、いささか騒さわがしくなりすぎだ。もう少し落ち着いて風ふ呂ろを味わうがいい。無言で瞑めい目もくし、温度に触れ、風を感じ、煙を匂におう──それが正しき露ろ天てん風呂の作法というものだと思う」

　自分の生徒に揉もませてたあなたが言いますか、ときっと誰だれもが思った。けれど誰もそのツッコミを口には出せなかった。

　勿もち論ろん、彼女が湯ゆ壺つぼの脇わきから当然のように自分のスコップを摑つかみ出していたからだ。

「あ、あの、先生……？」

「心配はいらん、カナ」

　引ひき攣つった顔の渦か奈なに言ってやる。以前に聞いたことがあった。

「あれは防水だそうだ」
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　そのとき、春はる亮あき達男子も風呂に入っていた。露天風呂だ。勿論、マンガのように都つ合ごうよく仕切りに穴が開あいていたりはしない。そもそも女子の露天風呂と直接隣となり合ってなどいない。しかし──取水の都合上近いところにあるのは事実であり、共に同じ空を見上げるための露天であり、だから女子風呂で誰かが騒がしくしていれば声くらいは聞こえてくるのであり、そしてここにいるのは、仮にマンガ方式のチャチな衝つい立たてで男女の露天風呂が区切られていたならば間違いなくよじ登らないのは逆に失礼だろうと真顔で言い切って実行して衝立を倒して大騒ぎになるようなごく普通の健全な男子高校生達なのであった。

　だから春亮がじろーっと睨にらまれていた。

「な、なぜに!?　どうしたんだよお前ら？」

「なんだかなあ……やってられねーよなぁ……」

「今日きようは神様への不平不満がとめどない。実み耶や麻まの言う通りだ。ああ、あのチンチクリンの実耶麻の声ですら、それが全裸状態で発せられたかと思うと、何か、何かこうっ……」

「わかるか春亮。こんなふうに俺おれ達は日々女子との触れ合いに飢うえているわけだ。何もしなくてもフィアちゃんがこのはさんの、む、むむむ、胸を揉んでいたりする光景が目に浮かんできてしまうわけだ！　……ういー、ひっく！」

　言いながら、泰たい造ぞうがお盆に載せていた瓶びんの中身をぐびりと喉のどに流し込む。ひっくも何も、それは酒ではなくコーラだ。雰囲気を味わおうと泰造達が勝手に持ち込んだものである。

「だから、それがどうして俺おれを睨にらむことに繫つながるんだ……？」

「そこで俺達は気付く！　女の子との触れ合い！　キャッキャウフフな声！　そんな、俺達がここでこうやってありがたがって嚙かみ締しめてドキドキしていることを、毎日の日常として消化している羨うらやまし野郎がいることに！」

「そう、一人ひとりだけ、《女子が全裸であげている声》というものに興こう奮ふんもせず自然体でノホホンとしている枯れ木野郎がいることに！」

「だから見てるとコイツ普段ふだんからどれだけラッキーな日常送ってんだよと今いま更さら怒りが湧わき上がってくるような幸せ野郎がいることに！」

「いや、そんなこと言われてもな」

　ホラまたそうやって当然みたいに流す！　ちくしょう！　マスター！　ヤケ酒だ！　とか言いながら、同じ班はんの兄あに森もりと村むら澤さわもお盆の上のコーラを呷あおる。泰造が余った一本を押しつけてきたので、あ、さんきゅ、と礼を言って春はる亮あきも口をつけた。何も言ってないのに自分のぶんも用意してくれているとは、泰造、さすが持つべきものは友だ──とか思っていると、

「……飲んだな？　タダとは言っていないのに、飲んだな？」

「ぶっ……げほ！　な、何ぃ？」

　ギラリと泰造が目を光らせて言い、それに兄森達も続く。

「代金だよ夜や知ち。丁度いい、今までずっと聞きたかったことを洗いざらい喋しやべってもらおうか──伯はく途とは昔からの付き合いだから知ってるのかもしれないけど、俺達は高校に入ってからだからな。さっきの不満にも関連するが、お前の日常生活ってものに興きよう味みがある！」

「そうだ！　フィアちゃん達と同じ家で暮らしているなんて……だいたい何日に一回くらいドキッとするようなイベントが起こるんだ？　もし１／２日に一回とか、つまり一日何回とかのレベルだったら俺は今すぐ完全犯罪の計画を立て始める！」

「そ、そんなの起こるか！」

　正直なところ、起こってもすぐ忘れるようにしているので計算できない、というのが正しい答えだった。だがこの世には噓うそをついてもいい瞬しゆん間かんというのも存在する──はずだ。自分の命を完全犯罪から守るためとかならば。

「えー。じゃあ、洗せん濯たくとかはどうしてんだよ？　こう、俺達にとって黄おう金ごんのような輝かがやきを放つものが落ちていたり、干ほしたりするときにも……」

「えとだな、脱衣所の籠かご自体が二つに分かれてて、一つは俺には絶対不可侵のヤツなんだ。蓋ふたつきで中も見られない。そこに入ってるのを洗うのはこのはとか黒くろ絵えとかで、干す場所も離はなれの２階にある専用物干しスペースで、最初から最後まで俺の目には入らなくて……」

「しかし、干ほしてたものが風で飛んできたりしたことは一回や二回ではないはずだぜ」

「いや、だからそういうのは向こうも気をつけてるから……」

　気をつけてても完全に防げるものではないのだが、それも優やさしい噓うそで塗ぬり固めておく。

　それからもしばらく、普段ふだんの生活について「普通だ。特に面おも白しろいことはない。お前達が想像しているようなことは起こらない」と全力で説明し続ける。相手方のヤジウマ好奇心をそれなりに鎮しずめることには成功したが、やはりこの修学旅行の男風ぶ呂ろという空間自体が持つ独特のテンションは消去しきれなかった。泰たい造ぞうが僅わずかに声を潜ひそめるようにしながら、

「ていうかだ、春はる亮あき。お前はもっと自分が恵まれてるってことを自覚すべきだ」

　そういやミスコンのときにも黒くろ絵えにそんなこと言われたな、と春亮は思い出す。

「そうそう。お前の周りにいる女子はみんなレベルが高いんだぞ。お近づきになりたいって思ってる男子がどれだけいることか……まあ同じクラスで俺おれ達もラッキーだけど」

「同じクラスってだけなのに、紹介してくれとか俺達に言ってくる奴やつもいるしな。フィアちゃんはキラキラでちっこくて可愛かわいいだろ。小動物みたいにチョコマカしてて、なんかいつも元気で一いつ生しよう懸けん命めいだし」

　さらに彼らによる女子評は続く。

　このはは女神。慈じ愛あいに満ちた笑顔えがおと体格が素す晴ばらしい。錐きり霞かは真ま面じ目めで綺き麗れい。ああいう子は惚ほれたら一いち途ず。毎日弁当を作ってきているし、意外に家庭的なところもいい。白しら穂ほは言わずもがな。綺麗系の最高峰。気が強いところもたまらない。ン・イゾイーもエキゾチックでエキセントリックな雰囲気がいい。天然な彼女にいろいろ教えてあげたい。そもそも春亮はクラス以外でも卑ひ怯きようだ。理事長室の秘書さんにメイドちゃん、家では黒絵ちゃん──

「……」

　笑顔えがおで彼女達について話す泰造達を見ながら、春亮は不ふ思し議ぎな気分を味わっていた。それはひどく複ふく雑ざつな感情が───焦しよう燥そうのような、照れのような、恥はずかしさのような、誇らしさのような、不安のような、優ゆう越えつ感かんのような、不快感のような、幸福感のような、寂さびしさのような、そのどれでもあってそのどれでもない何かが、多種多様に入り混じったもの。

　胸の奥がむずむずしてどうしようもなくなったので、春亮は考えるのを止やめ、湯ゆ壺つぼの端はしに背中を預けて頭上を見上げる。

　広く高い空に、ゆらゆらと、吞気のんきな湯煙が上っていく。

　胸中に残ったのは、ただ、フィア達も同じものを見ているのかな、というぼんやりした疑問だけだった。
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　風呂上がり。

　眼がん前ぜんに見えるものには、けっして触れてはならないのだと春はる亮あきは思った。

「あっ……ふ・くっ……そんな、ところ……我わが告白・初めての体たい験けんだという事実──あっ、ふっ、く、くっあ、あ、あ──」

「そんなにいいのか」

「我が返答・是ぜ……いえ、好悪を判断する材料は未いまだ乏とぼしく、ただこの感覚はとても未知なものでありッ──っ、っ、は！」

「これは人間に快楽を与えるため、ただそれだけのために開発された機き械かいだ。恥はじる必要はない。甘受せよ。ただ目を閉じて、この自分のように……ああ、うむ、やはりできるだけ強いほうが自分は好みだ」

「そんな、さらに強く、など……壊こわれ、壊れて、しまいそうっ……ああ、あああ──」

　ぴーん、とン・イゾイーは手足の末端部を伸ばしていた。肌を上気させ、髪を恍こう惚こつと振り乱し、涎よだれも少し零こぼれているように見え、もう我が慢まんならないというように全身を身み悶もだえさせていた。

　……マッサージチェアの上で。

　くすぐったいのが苦にが手てだったのだろうか。あるいは機械に揉もまれるという、よくよく考えればおかしな体たい験けんそのものが何か彼女の琴きん線せんに触れたか。ちなみに彼女の言葉に答えていたのはその隣となりのマッサージチェアに身を横たえている潰かい道どう先生だ。先生は浴衣ゆかただが、ン・イゾイーは上半身だけ浴衣、いつものようにヘソを出して下半身はいつもの民族スカート、という格かつ好こうだった。つまりいろいろ隙すき間まが開あいていてその状態で悶えているのだから始末が悪く、

「……」

　春亮は無言で踵きびすを返した。さっき別れたばかりの泰たい造ぞうと再合流。

「あれ、マッサージでもしてくるんじゃなかったのか、春亮？　ジジむさく」

「ジジむさい言うな。せっかくあるって言うから、久しぶりに使ってみるのもいいかなってちょっと思っただけだよ……今はアレだ、二台とも使用中だったけど」

「ふーん。まあいいや、とりあえずもうちょいこのへんでダベっとこうぜ。すぐ部へ屋やに戻るのもなんかもったいねえし」

　このホテルはほぼ大たい秋しゆう高こう校こうの貸し切りのような形になっていたので、ロビーも生徒達で賑にぎわっていた。そして春亮達が落ち着ける場所を探してうろうろしていたとき──

「む。ハレンチ小僧だ」

「あっ、春亮くん。いいお湯でしたか？」

「お、おう」

　フィア達がロビーの隅すみにある休きゆう憩けいスペースの椅い子すに座って歓かん談だんしていた。同じく風ふ呂ろから上がったばかりなのだろう。フィアにこのは、渦か奈なは浴衣姿だった。このはの火ほ照てったうなじの肌が見える。フィアが無造作にぱたぱたと胸元に風を送る。後ろにいる泰造達がごくりと息を吞のんだ音が聞こえた気がした。だがそのとき、ヌッ、と現れた錐きり霞かの顔がフィア達に向かう視し線せんを遮さえぎり、

「……馬ば鹿かげている。何を見ている？」

「い、いや、何も！　ええと、一休みしたいけど他ほかに席がないな！　だからとりあえず座らせてもらおうかなー、と！」
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　錐きり霞かだけはいつもの事情によりジャージ姿だった。一いつ緒しよに露ろ天てん風ぶ呂ろにはさすがに入れなかっただろうから、後で合流したのだろう。

　言いい訳わけのように言いつつ、フィア達と同じテーブルを囲んで春はる亮あき達も椅い子すに腰を下ろす。そしてふうと一息ついたその瞬しゆん間かん、気合いの入った泰たい造ぞうの声が不意にテーブルの上を切きり裂さいた。

「よっしゃあああ！　このまったりタイムを待っていた！　トランプしようぜ！」

「へ？」

　言葉通り、泰造は浴衣ゆかたの袖そでからトランプのケースを取り出していた。風呂からまだ部へ屋やに帰っていない以上、それは元々持ち歩いていたことになる。

　こちらの視線に気付いたか、ニヤリと笑った泰造が声を潜ひそめて耳元で囁ささやいてきた。

「フフフ、春亮。どうしてこんなところで？　と思っているな。これは準備段階だ。最終目的地は女子の部屋でのトランプ、そしておしゃべり大会だが、いきなりそこはハードルが高すぎる。少なくとも非モテの俺おれ達にはだ。がっつくと警けい戒かいされる。だからまずはこうして警戒心を減らすんだ。なあに、修学旅行の夜はあと二回も訪れる……！」

　聞いてもいないのに、壮大なのかちっぽけなのかわからない計画のようなものを話してくれる。その労力をもっと別のことに使えばいいのにと春はる亮あきは思った。

　ともあれ、まったりと夜の時間を潰つぶすには、それ自体は悪い方法ではなかった。

「ほほう。ここまでの道中で数多あまたの死し闘とうを繰くり広げ、そしてレベルアップした私に勝負を挑いどむ気か？　タイゾーよ……」

「へへ。野球部で鍛きたえた動体視力と走力、侮あなどってもらっちゃ困るな！」

　両方トランプには使わない気がするのは気のせいだろうか。

「ほら、やるなら大勢のほうが楽しいぜ。委員長も渦か奈なも、こ、このはさんも一いつ緒しよにドウゾッ！」

「そうですねぇ。いいですよ、他ほかにやることもないですし」

「仕方ないな。や、夜や知ち達も勿もち論ろんやるのだろう？　ならば男女対抗戦の形にもできるな。何にせよ、負けられない」

　わいのわいの、と騒さわいでいる間にカードが配られ始め、まずは肩かた慣ならしのババ抜きが始まる。第１戦の特殊ルールとして、いつのまにかドべとドべ２がパシリになってジュースを買ってくることに決まっていた。

　そして。

「うーむう、おかしい。私はブラフという技を完かん璧ぺきにマスターしておったはずなのに。負けるはずがないのだが」

「……毎回やってたから、逆にヤバイ顔したときが安全、とかこのはなんかには裏をかかれてたような気がするぞ。あとはほら、やっぱり運もあるし」

「なんだと！　おのれウシチチめ、やはり性しよう根ねのねじくれておることにかけては奴やつの右に出るものはおらんな！　チチも醜みにくくねじくれてしまえばよいのに！　ねじりパンのよーに！」

　春亮とフィアはみんなが集まっていたテーブルを離はなれ、二人ふたりでジュースの買い出しに向かう。まずロビー近くの自じ販はん機きゾーンに行ってみたが、そこには既すでに結構な数の生徒達が並んでいた。自分達と同じような買い出しか、何本もまとめて買っている人間が多い。

「こりゃ並んでも時間がかかりそうだ……」

「食堂のほうにも自販機がなかったか？　少し遠いが、あっちならここよりは空すいておるかもしれんぞ」

「時間的にはそっちのほうが早いかもな。じゃあそうするか」




　そうしてフィアは春亮と共に、ふかふかの絨じゆう毯たんが敷しかれた通路を歩く。食堂は建物の奥、離はなれっぽい場所にあったので、ミニ散歩のようなものだった。

　生徒達の部へ屋やは勿もち論ろん一階にはない。が、特に座る場所があるわけでもない廊下にもちらほらと生徒達の姿が見えた。だいたいにおいて──それは、男と女の二人組で。

　近い距きよ離りで見つめ合うようにして、あるいは肩と肩が触れ合う距離で隣となり合い、何事かを幸せな顔で話し合っているのだった。

　一体、何を話しているのだろう？

　どうして、そんなにもほんわかとした表情で笑い合っているのだろう？

（まあ……わかっておる。恋人達、なのであろうな。こいつらは）

　通り過ぎざま、チラリと横目でそのカップルを見やる。すると同時にチラリと見返された。そこでフィアはまた思う。ハッとした気分で思う。

　こいつらは、男と女の二人ふたり組ぐみで。

　そして自分と春はる亮あきも──今は、男と女の二人組だ。

　どう見えているのだろうか、と考えてしまった。人ひと気けの少ない建物の奥に二人で歩いている自分達の姿は、こいつらにはどう見えているのだろうか、と。

　何か微笑ほほえましいものを見るような目なのは気のせいか。仲間だね、そっちも二人で楽しい時間を過ごせるといいねと励はげまされているような目なのは気のせいか。

　どうしてか、胸が不ふ思し議ぎにドキドキしてくる。隣となりを歩く春亮の存在が気にかかる。

「おいフィア、食堂までの道わかってるか？　俺おれは正直、あまり自信ないぞ」

「ひょほうっ!?　な、なんだ、道かっ？　それは、その、そうだここに案内板があるぞ、これを見ていけば一いち目もく瞭りよう然ぜん。こっちだ！」

「……？」

　いきなり声をかけられたのでびっくりした。勢いで誤ご魔ま化かし、案内板で食堂までのルートを確かく認にんしてからまた廊下を進む。隣にいるとさらに鼓動が激はげしくなりそうだったので、歩ほ調ちようを速めて先行気味に歩いた。建物の奥に進むにつれ、ますます人気は少なくなってくる。しかし一つの曲がり角をぐいんと曲がろうとしたとき、フィアはその先の廊下にさらなる人ひと影かげを見た。

（な……！）

　また、カップルだった。

　しかし今回は二人で仲なか睦むつまじく会話していたわけではなかった。言葉はなかった。

　その二人は、無言で。していただけだった。

　むちゅーと。

「は、おわわ……！」

　慌あわてて曲がり角に舞まい戻り、貼はりつくようにしてその陰に隠かくれる。それから、まだ曲がり角に到達していなかった春亮の身体からだをがっしりと押おし留とどめた。駄だ目めだ、この道は駄目だ！

「なんだなんだ、どうし……むがむぐ」

「こ、声を出すな！　気付かれる！」

　春亮の口を掌てのひらで塞ふさぎ、ぼそぼそとその耳元で囁ささやく。春亮はまだ曲がり角の向こうを見ていないので、まだ事態には気付いていないようだった。困こん惑わくしたような目だが、とりあえずは両手を上げて大人おとなしく降参のポーズを取っている。状況がわかっていないのに全面降伏とは、無抵抗主義にも程ほどがある。

　フィアはふうと一息ついてから、もう一度──春はる亮あきの口を押さえたまま、そろそろと上半身を捻ひねって顔だけを曲がり角の先に出した。見える。まだやっている。むちゅーと。ぶちゅーと。

（は、ハレンチな……！）

　顔がかーっと赤くなった。何をやっておるのだこいつらは。こんなところで。こんなときに。いや、こんなときだからこそか？　修学旅行には魔ま力りよくがあって色恋を進展させて、とかクラスメイトの誰だれかが話していたような気もする。二人ふたりで共に夜を過ごす。確たしかに、普通のカップルにとっては、それはとてもレアなことなのだろう。だが、自分達は──

「ふごふご……ふぃあ……？」

　そこでまた、はっと気付いた。身体からだ全体を使って春亮を押おし留とどめているので、その胸板の感触がわかる。体温が感じられる。いつもより間合いが近い。明らかに近い。そして口を塞ふさいでいる掌てのひらには息が当たっている。唇が当たっている。むちゅーとするときに使う唇が。いや、それどころか、今ちょっと指に当たってしまったのは、舌ではないのか。つまり指を舐なめられた。指と舌の接触。掌と唇の接触。

（あ……）

　そのとき唐とう突とつに、思い出してしまった。

　春亮の、唇。そうだ、自分は、これに触れられたことがある。人間の姿ではなかったが、確かに。文化祭が終わったときだっただろうか。

　思い出した。いや、忘れてはいない、忘れてはいないのだ──その感触。

　春亮の唇と自分の身体が触れ合った感触が、とても幸せなものだった記き憶おくは。

　でも、とさらに考えてしまった。

（今そこにおる、あいつらのように……やはり、唇にされるのは、違うのだろうか……？）

　そこでまたハッとして、フィアはぷるぷると首を横に振った。ば、馬ば鹿かな！　何を考えているのだ自分は。ハレンチすぎる！

　ハレンチな奴やつらを見てしまったからハレンチがうつってしまったのだ。まったく困ったものだ、ここから一刻も早く立ち去らなければ！

「い、いいか、この道はダメだ。迂う回かい路ろを探すぞ、Ｕターンだ」

「へ？　なんで？」

「なんでもだ！　この道は死のガスに完全汚染されておるのだとでも思っておけ！」

　またぼそぼそと喋しやべりつつ、フィアは春亮の背中を強引に押して元来た道を戻る。

　忘れよう、今のは忘れよう。なんだか今日きようは微妙に調ちよう子しが狂っている。気分が不ふ思し議ぎにうわついていたり、ちょっとしたことでドキドキしたり、おかしなことを想像してしまったり。

　まったく、どうしてこんなことになっているのだろう？

　春亮の背中という死角で、赤くなった頰ほおをこっそりと片手で擦こすりながら。

　ひょっとしたら、これが例の修学旅行の魔ま力りよくというやつなのだろうか、とフィアは思った。




　遠回りして辿たどり着いた（なぜ遠回りせねばならなかったかは依然としてよくわからなかったが）食堂前の自じ販はん機きで、春はる亮あきは八人ぶんのジュースを買った。フィアと手分けして四個ずつ持とうとする──が、

「ふ、ふおおおお……」

「あーもう無理して持つなよ、プルプルしてんじゃねえか」

　自分は二個ずつ普通に両手の指で挟はさんで持てたが、フィアは指の股またをいっぱいに開いても厳きびしそうだった。ちっこい手してんだなあ、とどこか新しん鮮せんな感覚で思う。

「き、気にするな、いけるいける」

「それ、落としたら炭たん酸さんだからひどいことになるぞ」

「だから気にするな！　まあ落としてもタイゾーのだから特に問題はなかろう」

「それは普通にヒドイ。ていうか手で持つんじゃなくて、こう、胸で抱きかかえるみたいにすれば普通に持てるような」

「なんだ、何か言ったか、ムネがどうしたとか言ったか!?　平坦だから邪魔にならずに保持できるだろうプププとか言いたいわけか!?　の、呪のろうぞ！」

「んなことはまったく言ってねぇ！　被ひ害がい妄もう想そうすぎる地じ獄ごく耳みみだ！」

　結局、フィアは一個ずつを手に持ち、残った二個を腕で抱きかかえる形で歩き始めた。

　それからややあって──ロビーまであと少しとなったところで、フィアが不意に足を止める。横手にはこのホテルの土産みやげ物ものコーナーがあった。そこで彼女は見つけてしまったのだ。

「なあ春亮。理由その一……これから私達はあそこでジュースパーティだ。だがトランプしながらジュースを飲むだけでは寂さびしいとは思わんか」

「……」

「理由その二。回り道をしたのでいささか奴やつらを待たせてしまっておる。お詫わびに何かジュースの他ほかにもオマケをつけるべきではないか」

　ギラギラと獲え物ものをロックオンしているその目を見て、春亮は嘆息した。これはもう無理だ、とわかってしまった。

「はぁ……どう考えてもそっからはこじつけみたいな理由が続くんだろうな。わかったわかった。さっさと決めろよ、ここで時間かけたら意味ないだろ。あと金はお前が自分で……」

「いやほぅー！」

　言い終わるのを待たず、フィアが土産物コーナーの中に突進。勿もち論もん、そこにあるのは──『ご当地煎せん餅べいいろいろ！　和の心をお持ち帰りください！』などという貼はり紙がみのあるゾーンだった。フィアは身を乗り出し、息を荒げながら、そこに並べられた煎餅の数々に熱ねつ視し線せんを向けまくる。

「一応言っとくが、一種類だけにしとけよ？　どうせお土産でも買うんだろうし」

「わかっておる、わかっておるわい！　フフフ、見たこともないものばかりだ、宝の山だ……！　どれにしよう、やはり土産みやげとして持ち帰る可能性がありそうなものを確かく認にん的てきに買って食べてみるべきか、それとも実じつ験けん的てきにあえて変化球的なものの中から──満足度を重視するか、旅の間に触れられるおせんべの種類数を重視するかという話だ！　これは難なん問もんだ、旅の初日からとてつもない難問だぞ!?」

「だからここで悩んだら余計にみんな待たせちまうって」

　苦にが笑わらいで春はる亮あきは呟つぶやくが、勿もち論ろんフィアは聞いていない。これにするかいやこれかこっちも捨てがたい、と煎せん餅べいをとっかえひっかえして選えらんでいるだけだ。

　まあこんなことになるような気はしていた。お茶ちや受うけみたいなものは確たしかにあって悪いものではないし、フィアは当然のように猛もう烈れつに幸せそうだ。今いま更さら止められない。できるだけ急せかすのは当然として、みんなには戻ってから遅れたことをちゃんと謝あやまるしかないだろう。

　だが急げ急げと延えん々えん言っていても仕方がない。春亮はとりあえずフィアから視し線せんを離はなして周囲を眺めた。旅行の初日ではあるが、品定めか暇ひま潰つぶしか、自分達以外にもこの土産物コーナーにはそれなりに生徒達の姿がある。同性のグループもいるが、男女のカップルも何組かいた。仲なか睦むつまじくキーホルダーを見ている。おかしな玩具おもちやを指差して笑い合っている。買うとしたらどっち？　とＴシャツを選んでいる。なんとなく、無関係な春亮にとってもその光景はむず痒がゆかった。別に不快ではなかったが。

（うーん……ま、修学旅行だから、かなぁ）

『学校ではコソコソしてても、なぜか修学旅行中だと人前で堂々とイチャつくことができる……普段ふだんとは違う環かん境きようが普段とは違う法則を作り出す！　修学旅行にはそんな魔ま力りよくがあるんだよ！　俺おれもあやかりたい！』などと泰たい造ぞうが言っていたのを思い出す。そんなとき、

「なあなあ春亮、お前はどっちが食べたい!?　この京きよう風ふうワサビせんべいか、それともこっちの関かん西さい限定たこやきせんべいか！　どっちも捨てがたいな、な!?」

　腕で抱えたジュースを落っことしそうにしながら、フィアがくるりと振り返って言ってきた。順番に煎せん餅べいの袋ふくろを持ち上げ、心しん底そこ悩ましい、とばかりに首を捻ひねっている。

　春亮はまた苦笑し──そこではっと、他ほかのカップルからの視線がこちらに向けられているのに気付いた。なんというか、仲間として見られているような。さっきまで自分が向こうに向けていた視線が、そっくりそのまま返されているような。

（う……）

　彼らには、こちらがどう見えているのだろうか。自分とフィアがいて。二人ふたりきりで。フィアが煎餅を選ぶのを待っていて。たまにどちらがいいのか意見を求められたりして。苦笑いして。

（う、うおお……それは、なんか、ちょっと、恥はずかしいというかなんというか……！）

　春亮は頭を軽く振りつつ、胸中に生まれた動どう揺ようを誤ご魔ま化かすべく、

「ど、どっちも美お味いしそうだな。とりあえず、ちゃっちゃと決めろよー……」

「どっちでもいいというのが一番困る答えだ。ふむぅ。待てよ、こっちのおかきも美う味まそうではある。悩ましい……」

　フィアはこちらの胸中に気付くこともなく、再び煎せん餅べい達に向き直っていた。

　まだ鼓動が微妙に速い。周囲の視し線せんが異様に気になる。フィアと二人ふたりでこうしているのが妙に気き恥はずかしい──いろいろな点で、なんだか今日きようは微妙に調ちよう子しが狂っている。

　まったく、どうしてこんなことになっているのだろう？

　フィアの背中という死角で、赤くなった頰ほおをこっそりと片手で擦こすりながら。

　ひょっとしたら、これが例の修学旅行の魔ま力りよくというやつなのだろうか、と春はる亮あきは思った。
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　班はん長ちようである錐きり霞かが号令をかけるまでもなく、その部へ屋やは消灯時間に合わせて素直に就しゆう寝しんモードになった。

「さあ、おせんべも食ったしトランプも終わったし、今日の心残りはない！　寝るぞ！　むふふ、こうして布ふ団とんを並べて寝るのは、まるで合宿のようだな。学校の宿直室に泊まったときのことを思い出──もがもが」

「宿直室……？」

「いーえ、何でもないんですよ、実み耶や麻まさん。オホホホ。さあ寝ましょう、明日あしたもたっぷり遊びきるために！」

「そ、そうだな。夜よ更ふかししすぎて明日動けなくなる、というのはひどく馬ば鹿かげたことだ」

　勿もち論ろんそのまますぐに休めるはずもなく、錐霞もフィアや渦か奈なのテンションに合わせてしばらく馬鹿話をしていた。楽しかったが、フィアがそのうちコテンと寝落ちしたので自然とお開きになる。「まだ一日目。あの伝統の戦いくさにはまだ早い……」と渦奈が硬さを確たしかめるようにまくらを揉もみながら呟つぶやいていたのが不吉だった。

　そして時間通りに目覚め、眠い目を擦りながら朝食をとり、今日のスケジュールである京きよう都と観かん光こうに出発し──

　上うえ野の錐霞は、頑がん張ばっていた。

「や、夜や知ち！　特にまったく何も特別な意味はないのだが、記念だ！　金きん閣かく寺じをバックに二人で写真を撮とってみないか!?」

　世界遺い産さんをダシにツーショット写真を狙ねらう。これは王道だ。王道の攻こう撃げきのはずだ。

「おう、全然オッケーだよ。実は黒くろ絵えにデジカメ借りて来ようと思ってたけど忘れちゃっててさ。携帯の写真だけじゃ寂さびしいかなって思ってたところだったんだ。えーと、他ほかには──」

「ま、まずは二人で撮ってみよう、な！　私のデジカメのテストもしなくてはならんし、それを兼ねて！　よし渦奈、頼む！」

「おっけー」

　つつつと彼の隣となりに寄って。ちらりと彼の横顔を見上げて。記き憶おくの最重要フォルダに保存。ツーショット写真も大事だが、これも非常に重要だ。

　ぱしゃりと写真が撮とられて、はにかんだ顔の彼と少し緊きん張ちようした自分のツーショット（宝物がまた一つ増えた）を液晶画面で確かく認にんしていると、このはがズザザと滑り込んできた。すまないが勝負の世界は非情なのだ、と胸中で呟つぶやきながら自然に彼との距きよ離りを開あけた。彼を独占する権利はない。誰だれにもない。こんな考えは甘いのだろうか。だが最低限、自分の誇りに反するようなことはしたくなかった。

「ちい！　不覚！　……あの、わたしもカメラテストしなくちゃなー、みたいな感じで！　わたしとも撮ってください、春はる亮あきくん！」

「ああ、そりゃいいけど。てかさっきも思ったけど、テストでも別にみんなで映ってダメってわけじゃないだろ。撮り直せばいいだけの──」

「細かいことは気にしたらダメです、金きん閣かく寺じに失礼ですよ！」

「いや、金閣寺は文句とか言わないし」

「さあ実み耶や麻まさん、わたしのもよろしく！」

「どんとこーい。いくよー。はい、チー……」

「おいおい春亮見ておるかアレ!?　信じられんくらい金ぴかだな！　センスが悪すぎて一周回って逆にセンスを感じるな！」

　びょん、と二人ふたりの間に銀ぎん色いろの頭がフレームインしてきて、ぱしゃり。

「こらフィアさんー！　やり直しを要求します！」

「む、相変わらず喧やかましいなウシチチは。お前もアレを見習ってそのセンスの悪い肉体を金きん色いろに塗ぬってみたらどうだ、一周回って逆にセンスがよくなったりするかもしれんぞ。まあ私が思うにそれでも目を覆おおうばかりの惨さん状じようにしかならず、どうしようが打ち消せないほどに元々その存在自体が残念なのだという銀ぎん河が真理を再確認することにしかならないとは思うが」

　ここは最も金閣寺がよく見えると言われる場所、鏡きよう湖こ池ちの傍そばである。今日きようも基本クラス単位での移動だが、誰だれかが何かの力を働かせているのか、自然とフィア達の班はんと春亮達の班は一いつ緒しよに行動していた。それはつまり春亮以外の男子もいるということだ。

「ギギギ。また春亮だけ……」

「完全犯罪の計画が６割ほど完成した。聞け。まず夜や知ちを窓もドアもない完全密室に入れるんだ。そして──」

「入れるのが既すでに大変そうだな。なあ、最初に殺しておくと楽なんじゃないか？」

「いい考えだ。お前天才」

「ぶ、物ぶつ騒そうなこと言うなよお前ら！　ああもう、なんかよくわからんけどみんなで記念写真撮ろうぜ！　集合集合！」

「乗った！　その後で俺おれもツーショット写真が撮とれれば全すべて許す！」

　泰たい造ぞう達のおかしなテンションに呆あきれつつ、錐きり霞かも二班はん合同での記念写真に参加する。シャッターは潰かい道どう教師が押してくれた。この写真も、さっきのとは別の意味での宝物だ。

　二日目の午前中の見学予定は金きん閣かく寺じだけではなかった。その周辺、京きよう都との北西部をバスで巡めぐっていく。次は方ほう丈じよう石せき庭ていで有名な龍りよう安あん寺じ。その庭の前で横一列に座り、枯かれ山さん水すいを味わう。

「……正直に言っていいだろうか、春はる亮あき。地味だぞ」

「そこがいいんじゃないか。うーむ、落ち着く。これが禅ぜんの境地ってやつかな」

　相変わらず枯れた男だ、と錐霞はひっそりと苦笑した。その横に座っているだけで、同じように落ち着きと幸福感を覚えている自分が言うことではないかもしれないが。

　あまりピンと来ない様よう子すで石庭を見回しつつ、フィアがさらに感想を呟つぶやいた。

「しかし、もの寂さびしい庭だな……これならうちの庭のほうがまだ居い心地ごこちがいいと思うのだが」

「世界遺い産さんにどんな暴ぼう言げんですか。ま、風ふ情ぜいとか風流とかはあなたに一番縁えん遠どおい単語なので仕方ないですけど」

「なにおう！　では聞くがだな、あのテキトーに配置したとしか思えん石にはどんな意味があるというのだ？　したり顔で風情を語るお前ならそれぐらいは知っておるのだろう？」

「うっ。それは……」

「フフン、と勝ち誇るのはいいが答えがわからないとなると逆に気になってきた。こんなときにはキリカに聞こう」

「あの石についてはいろいろ説があるんだ。虎とらの親子が大河を渡る様よう子すを示しているとか、どこから見ても十五個の石のどれかが隠かくれて見えなくなってしまうことから、不完全なものをありのままに受け止めよという教えを示しているとか……きっと、見る人間が一人ひとり一人ひとりで決めていいものなんだろう」

「深いな。残念ながら私には《砂の上にある石》にしか見えんのだが。キリカにはどう見える？」

　じーっと目の前の石庭を見て、結けつ論ろんを出す。

「……すまない。私も《砂の上にある石》だな。それ以外のものが見える境地に至るには、まだまだ修しゆ行ぎようが足りないようだ」

「ぷっ……くっくっく」

「こ、こら笑うな夜や知ち！　仕方ないだろう！」

「失礼なハレンチ小僧だな！　安心しろキリカ、私が折せつ檻かんしておく！」

　ぺしぺしと繰くり出されるフィアのチョップを適当にガードしながら、春亮。

「ごめん、いんちょーさんが何言うのかな、って勝手に期待してて、予想が外れて……」

「まったく……ば、馬ば鹿かげている……」

　軽く頰ほおを膨ふくらませて、正面に視し線せんを戻した。それなりに恥はずかしかったので、照れ隠しだ。

　時の静止したような枯山水の空間を見ながら、自分の胸の熱あつさを感じる。鼓動の速度を感じる。寂じやく然ぜんとした石と砂の世界に、他ほかに何が見えるかと問われれば、今の答えは──子供のような表情で笑っていた、さっきの彼の笑顔えがお以外ではありえなかった。

　次の目的地は仁にん和な寺じ。世界遺い産さんの三連コンボだ。これといって派は手でなものはないが、境けい内だいはそれなりに広く、いかにも京きよう都とらしい見学場所をいくつも備そなえていた。金こん堂どう、五ご重じゆうの塔とう、御お室むろ桜ざくら、霊れい宝ほう館かんでの文化財展示──それらをのんびりと巡めぐっていく。

　その最中、錐きり霞かはふと思った。努力して、意図的に話しかけ、自然に隣となりを歩き、幸福に笑い合っている中に、思ったのだった。

　どうしようもなく、当たり前な、今いま更さらのこと。

（ああ……やっぱり。好きだ、な）

　自他を騙だますのに慣なれ切ってしまった日常の中、ともすればその特別性を忘れそうにもなる、それほどまでに自分の中で《あって当然》というような想おもいの──実感。

「……どうかした、いんちょーさん？」

「い、いいや、何にも!?　ええと、その、そろそろ集合時間かと思ってだ！」

　少しだけうわの空になっていただけなのに、ひょいと彼が心配したようにこちらの顔を覗のぞき込んできた。くそっ。優やさしさが目め聡ざとすぎる。そんなことだから。大好きだ──

　どうしたらいいのか、わからなくなるくらいに。




　仁和寺の見学を終えたところで、クラスごとに予約していた店で昼食をとることになった。春はる亮あき達がバスで到着したのは一軒の大きな二階建ての建物。お世せ辞じにも新しくはないが、古き良き飲食店の雰囲気がある。が、

「なあ春亮、正直に言ってくれ。何屋に見える？」

「……暖の簾れんにばっちり《定食》って書いてあるな」

　停車したバスの窓からそれを見下ろしつつ、正直に答えた。泰たい造ぞうも同じものが見えていたらしく、マジかよ各自でサバ味み噌そ定食でも買って食えってことかよ風ふ情ぜいねーなー、とかぶちぶち文句を言っていたがスコップが前の座席の上からヌ～、と現れたので黙だまった。

　それから潰かい道どう先生が説明したところによると、基本は定食屋だが、団体客や飲み会などの予約も受けつけている店だという。観かん光こう地ちでは団体客も大切なお客様だということだろう。

　バスを降り、正面入り口の横手にあった《団体様入り口》と書かれたドアからぞろぞろと二階へ上る。やたら陽気な関かん西さい弁べんのおばちゃん女将おかみに案内されて辿たどり着いたのは、団体客用の座ざ敷しき。一クラス分くらいは余裕で座れる広さだ。

「では各自着席せよ。あまり騒さわぐな。一階には一般の客もいるはずだ……すまないが鷺さぎ咲さき先生、後は頼む。自分は女将に挨あい拶さつをしてこなければならぬ」

「は、はいい……任せてください、教師らしくばっちり役割を果たしたい気が、します……っぷ。えと、ではみなさん、こっちから詰めて座るといい気がします、ので……」

　貧弱な鷺さぎ咲さき先生は相変わらずフラフラとしている。今日きようも天気は快晴で、また熱ねつ中ちゆう症しよう患者でも出たのか、金きん閣かく寺じから移動するときのバスでは何回か救急車とも擦すれ違っていた。だから当然のように彼女もダメージを受けているのだ……せめてしっかり昼食を食べて体力を回復しておいてもらいたい。あと無理して食べて吐はかないようにしてもらいたい。あの顔色の悪さは生徒達にそんな不安を抱かせるに充分だ。

　適当に座ったが、やはり春はる亮あき達の男子班はんとフィア達の女子班が隣となり同士になった。春亮はフィアがむっつりと天てん井じようを見上げているのに気付く。

「どうしたフィア、お前の苦にが手てな八本足悪あく魔までもいたか？」

「お、おかしなことを言うな、呪のろうぞ!?　想像もしておらんかったのに、想像の余地が生まれてしまったではないか！　まったく……えー、頭のリセットリセット。いないいない。この世にあんな悪魔はいない。ねばねばの糸で得意げにぶら下がってきたりしない。都市伝説にすぎない。なのでここにもいるわけがない。よし完了」

「便利な頭だなー」

「うるさい黙だまれハレンチ小僧め。さっき考えていたのは──二日目になっても変わらんではないか、ということだ。午前中は三ヵ所も見学で回るというから、何かあるのではないかと期待しておったのに」

「ああ……あれのことか」

　春亮は声量を落として呟つぶやく。確たしかに、今日になってもまだ免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの情報は何も得られていない。今後得られるのかどうかも実際のところは定かではない。理事長の言葉を好意的に解釈すればそうかもしれない、というだけだ。

　向かいの席にいたこのはと錐きり霞かも、テーブルに身を乗り出すようにしながら小声で言った。

「うーん、まあ気になるのは確たしかですよね……」

「ああ。いくらなんでも、あれだけ意味深なことを言って最後まで何もないということはないだろう。馬ば鹿かげた希望的観かん測そくかもしれないが」

「うむ、そろそろ何か新しい情報があってもいいと思うのだ。いくら寛かん容ような私でも限度があるぞ。今からでもリジチョーに電話して文句を言ってやろうか……」

　などとフィアは眉まゆを寄せてぶつぶつと呟いている。修学旅行という大きなイベントの最中であっても、やはり彼女は免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクのことを忘れてはいないのだ。それを欲する思いが彼女の胸の内から消えることはない。彼女はそれを求め続けている。

　元々そうだったと言えばそうだが、今はより明めい確かくに、フィアのその意志が表に現れているように春亮には思えた。その必要性があるのだろう。新しい危険な戦い方を見み出いだしたから、という理由がまず思いつく。だがそれ以外にも、様さま々ざまな理由があるはずだった。それはある意味当然のことだ。

　彼女は時間が流れるにつれて、成長している。

　ますます人のようになって、ますます人の世界に慣なれて、ますます人と触れ合って生きるようになっている。

　だからこそ──それは同時に、ますます呪のろいを遠ざけたくなっている、ということも意味しているのだろう。だから免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクをさらに欲するようになるのも当然のような気がする。

　春はる亮あきはその願ねがいを叶かなえてやりたいと思う。出会ったときから今までずっと変わってない、普通の人間のようになりたいというフィアの目標を手助けしてやりたいと思う。

（もうちょい待って、それでも何もなかったら、本当に理事長に電話とかしてもう一回聞いたほうがいいのかもしれないな……）

　そんなとき、「お待たせどすー」と元気な声で女将おかみが座ざ敷しきに戻ってきた。料理の乗った盆を何個か重ねて抱えている。そこで女将と共に帰ってきた潰かい道どう教師が座敷を見回して言った。

「人に任せっぱなしにするな。何人か取りに来い、それから各テーブルに回していけ」

　このテーブルの中では、春亮は座敷の外側に一番近い場所に座っていた。他ほかのテーブルの代表者と一いつ緒しよに立ち上がり、座敷の横にある土間のようなところに向かう。料理のお盆を持っているのは女将だけではなく、その後ろにいる別の従業員もそうだった。

　その従業員は女の子らしく、女将と同じく割かつ烹ぽう着ぎと白い頭ず巾きんという格かつ好こうをしている。積つみ重ねたお盆のせいで顔は隠かくれていた。見るからに限界ギリギリの持ちっぷりだったし、女将の前には既すでに人だかりができていたので、春亮はそちらに声をかける。

「あの、持っていきますよー。貸してください」

「……ありがとうございます」

　その瞬しゆん間かんに春亮が感じたのは違和感だった。どこかぶっきらぼうな響ひびきを持ったその声に、聞き覚えがあるような気がしたのだ。はて？　と小さく首を傾かしげながら、重なったお盆を慎しん重ちように受け取る。おっと意外に重いな、と腰に力を込め、そして何気なく視し線せんを上げて従業員の顔を見て──

「……は？」

　間抜けな声が出た。本当に目が点になっていただろうと思う。

「なッ──!?」

　相手もぎょっとしたように後ずさりしていた。見覚えのある顔。もう二度と見ることはないかもしれないと思っていた顔。かつて敵同士であった人間の顔。

　彼女はそのままべしんと壁かべに背中をぶつけ、その音で振り返った女将が「ちょっとくーちゃん、何やってんの。まだようけあるんやし、さっさと運ばなあかんで～」などと苦言を呈する。

「……くーちゃん？」

「だッ……黙だまれ！　何だよテメェ、何でここにっ……！」

「くーちゃん！　お客さんになんちゅう口の利き方やの！　って、知り合いかいな？」

　彼女の顔にようやく気付いたのか、フィアも「なにぃぃぃぃ!?」と血相を変えて立ち上がっていた。

　そのとき、土間の奥にあった通路の暖の簾れん──二階の厨ちゆう房ぼうに続いているのだろう──をぺろりと頭で潜くぐり、お盆を持った新たな従業員がその姿を現す。彼女も割かつ烹ぽう着ぎで白しろ頭ず巾きんだったが、とても目立つ特徴があった。

　日本人ではなかった。

　あら、とまずフィアのほうを見て、次に春はる亮あきのほうを見て、彼女は。




「ようこそいらっしゃいました。ごゆるりとおくつろぎくださいね、皆様」




　アリス・ビブオーリオ・バスクリッハは、慈じ母ぼのような微笑でそう言った。
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　第二章 「闇色の再来する意味」/ "the village where they perform"







　　　　[image: ]

　ビブオーリオ。その名を冠かんされた《ビブオーリオ家族会フアミリーズ》──呪のろわれた道具を肯定し、愛をもって全すべてを受け入れるという狂った組そ織しきの元・長。

　元、だ。

　今やもう、家族会フアミリーズという組織は存在しない。

「ったく……無能臭くせぇ……」

「ふふふ。私も驚おどろきました。予定では会うのは明日あしたか明後日あさつてか、もう少し先のことだったのです。ここで会ったのは、単なる偶然か、そちらの理事長殿が何か意図を働かせたのか……どちらでしょうね？」

　食事を急いで終え、一同は定食屋の裏にある路地に集まっていた。春はる亮あきにフィア、このは、そして錐きり霞かの四人だ。座ざ敷しきを出るときには、ビブオーリオの顔を見たことがある白しら穂ほとン・イゾイーがちらりと視し線せんを向けてきたが、特についてくるようなことはなかった。ン・イゾイーは自分達の気付かないところで聞き耳を立てているだけかもしれないが。

　一方、自分達以外にいるのは──かつての敵。アリス・ビブオーリオ・バスクリッハと、二に階かい堂どうクルリ。一同と同じく、この路地にあったビールケースを椅い子すにして腰かけている。ビブオーリオはにこにこと、クルリはぶっすーと頰ほおを膨ふくらませて。

　二人ふたりを最後に見たのは文化祭のとき──半年以上前のことだ。だから見た目もあのときとは微妙に変わっている。クルリは髪型やアクセサリーの数などが微妙に大人おとなしめになっているし、ビブオーリオは超ロングだった髪を若奥様ふうにバッサリと切っている。そしてその顔に乗っているのは片眼鏡モノクルではなく普通の眼鏡めがねだった。春亮の視線に気付いたか、彼女は眼鏡を軽く持ち上げるようにしながら、

「片眼鏡モノクルは最近、特にこの国では手に入れるのが難むずかしいようですので……片側のレンズは素通しですから、実質的には同じですよ。元々、ただのファッションのようなものでしたし」

「大丈夫か、ウシチチ。またお前の存在意義が一つ失われてしまったぞ」

「眼鏡かけてる人が一人ひとり増えただけで何を!?」

　とかやっていたこのはが、やがて気を取り直したように息を吐はいてビブオーリオ達に向き直る。それなりにその表情は硬い。彼女達とはいろいろあったし、特に最近は騎き士し領りようや竜島／竜頭師団ドラコニアンズにいろいろ騙だまされたりしている。警けい戒かいしないわけにはいかないのだろう。

「とりあえず、情報開示請せい求きゆうといきましょうか。聞きたいことはいろいろあります」

「私達に答えられることでしたら、何なりと。あの、私が言うことではないかもしれませんが、そのように警けい戒かいなさらなくとも……信じていただけるかどうかわかりませんが、我われ々われはもはや禍具ワースとは無関係な生活を送っています。貴女あなた方がたに危害を加えるような理由は何もありません」

「それを信じるためにも質問をしなくてはなりませんね。では、まず──」

　言いかけて、このははふと口を噤つぐんだ。何があったのかと春はる亮あきが思ったとき、がちゃりと店の裏口が開いて、前掛けをつけた若い男の従業員がひょいと顔を出す。高校を出たばかりぐらいの、わりと精せい悍かんな身体からだつきをした青年だった。

　彼の顔を見て、ち、とクルリが舌打ちする。彼はそれを聞いて悪戯いたずら小僧のように笑った。

「おいおい二に階かい堂どう、いきなり舌打ちはないなー」

「……っせえよ。ていうかコラ、撫なでんな！　子供扱いすんな！　無能臭くせぇんだよ！」

　彼がグリグリと片手でクルリの頭ず巾きんを撫で、クルリは乱らん暴ぼうにその手を振り払う。彼女は嫌いやそうに顔を顰しかめてはいたが、春亮はどこか動物達がじゃれ合っているかのような印象をその光景に覚えた。微笑でそれを眺めていたビブオーリオが、

「ええと……光こう一いち郎ろうさん、どうかしましたか？　女将おかみさんに休きゆう憩けいの許可はちゃんと貰もらってきたのですけど、また忙しくなってきたようなら──」

「あー、いやいや、ちゃいますよ。二階堂に友達が会いに来たいうんで、そんな友達とかおったんやなー、とかちょっとビックリして、それなら職しよく場ばの先せん輩ぱいとして太っ腹なところの一つや二つ見せたろうかなと！　クラスのみんなにはヒミツやで、君達だけの特別サービスや！」

　と、彼は缶ジュースの入ったビニール袋を春亮に押しつけてくる。丁度人数分あった。

「あ、ありがとうございます」

「おー、二階堂の知り合い言うからどんな子かと思うたけど、割合フツーな……でもないな、嬢じようちゃん達は。そっちの銀ぎん色いろの外人ちゃんはアリスさん繫つながり……？」

「光一郎、ウゼェぞ！　テメェには関係ねぇだろが、無能臭ぇ！　テメェは休憩時間でも何でもねえだろ、さっさと仕事に戻りやがれ！」

「うひー、怖い怖い。何にしても、アレや、昔の学校の友達とかやろ？　あんな乱らん暴ぼう女おんなのこと忘れずに会いに来てくれてありがとな、っちゅう、素直になれへんあいつに代わってこの俺おれが礼を言っとこうかなと──」

「こ、光一郎ー！」

　彼が半身を出していたドアをクルリが蹴けりつけて閉じる。挟はさまれる一いつ瞬しゆん前に、彼はヒラリとその身を店内に戻していた。「ぬはははは！　じゃあな！」という閉まり際ぎわに発された彼の声の余よ韻いんが消え、そして路地裏に静せい寂じやくが戻る。

　毒気を抜かれたように、このはが息を吐はいていた。その身を包んでいた緊きん張ちよう感かんが僅わずかに薄うすれているのを春亮は感じ取る。今の一幕はとても自然で、あまりに日常的で、だからこそ──現在の彼女達の暮らしぶりを、等身大に、噓うそ偽いつわりなく示しているように思えたのだ。

　言葉ではなく、ただ雰囲気でわかる。彼女達の周囲にあるのは、もはや血と呪のろいに塗まみれた夜ではないのだった。今のようにバイト仲間にからかわれたり口くち喧げん嘩かをしたりするのが当たり前の、ごく普通の日常なのだった。

　春はる亮あきは貰もらったジュースを配りながら、

「えーと……まあ、元気にやってる……みたいだな。さっきの人も親切そうだし。後でお礼言っといてくれよ」

「いらねえよバカ。あいつはただのバカだ。あたしの知り合いってのがどんなんか、ヤジウマ根性で見に来ただけさ」

「あの文化祭のときから、ずっとここで働いてるのか？」

　最後に見た彼女達の姿は、家族会フアミリーズの核であった偽にせ物ものの神を失い、愛という教義を失い、それでも残った家族達は家族でしかない、と──身を寄せ合って立ち去っていく後ろ姿だった。それ以来まったく情報は聞かなかった。

　その春亮の問いにはビブオーリオが答える。

「一月ほどは落ち着ける場所を探してふらふらしていましたが、そうですね……あれから、本格的に腰を据すえて生活を始めたのはここが初めてです。受け入れてくれた女将おかみさんにはいくら感かん謝しやしてもし足りません」

「ていうか、なんで京きよう都となんですか」

　このはが聞くと、ビブオーリオは照れたように笑った。

「なんとなく、ですよ。観かん光こう地ちなら働き口もあるだろうと思いましたし、外国人がいても不ふ思し議ぎではないでしょうし、個人的にこの国の伝統文化に興きよう味みもありましたし……観光がてらついでに来てみた、という程度のことです」

「案外テキトーなのだな。そうだ、外国人と言えば、もう一人ひとりおらんかったか？」

「ああ。オラトリエ・ラブドルムナーグはどこにいる？　お前達が運んでいったはずだぞ」

　フィアと錐きり霞かの言葉に、ビブオーリオは微妙な困り顔で眉まゆを寄せた。クルリは仏ぶつ頂ちよう面づらでさらに唇を尖とがらせた。

「……家にいンよ。ずっとだ。引きこもりって奴やつだな、無能臭くせぇ」

「全すべてが終わったことを理解はしているのでしょうが──まだ、心のダメージが抜けていないのでしょう。立ち直るには時間が必要だと思っています」

「まあ……とにかく、三人で暮らしてはいるんだな。ここで働きながら」

「そういうことです」

　彼女達の現状についてはなんとなくわかった気がする。だが話はそれだけでは終わらなかった。たまたま京都で生活していた彼女達に、たまたま修学旅行で来ていた自分達が出会った──今の状況はとてもそんな説明で済ませられるものではない。

「お前。さっき、『予定では会うのは明日あしたか明後日あさつてか』とか言っておったな？　それはつまり、元から私達と接触する予定があったということだ」

「そうですね。ここで会ったのは予定外です」

「どういうことだ？　と聞くのは迂う遠えんにすぎる。だからまず言うぞ」

　ぎん、と瞳ひとみを細めて、フィアは短く続けた。

「──よこせ」

　ビブオーリオの答えは、微笑のまま。

「今は、無理です」

　フィアの目がさらに厳きびしくなる。春はる亮あきも当然、理解していた。

　修学旅行。そこで会った彼女達。無関係だと考えるのは勘が悪すぎる。つまるところ、

「理事長は、西に行けば免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが手に入ると言ってた──それはつまり、お前達が持ってるっていうことじゃないのか？」

「半分だけ正解です。ですから、こう答えるしかないのです……今は無理だ、と」

「半分だけとは、どういう意味ですか？」

　ビブオーリオはそっとクルリと視し線せんを合わせた。

「隠かくすこたねえだろ。全部喋しやべればいいと思うぜ」

「そうですね。では事情をお話しいたしましょう。私達はこれまで、禍具ワースの世界から足を洗った隠いん遁とん生活を送っていましたが──昔からお世話になっていた、ある人物との繫つながりだけは残していたのです。情報屋であり、調ちよう達たつ屋やでもある人物ですが」

「調達屋とは何だ？」

　フィアが首を傾かしげて聞くと、

「言葉通り、様さま々ざまな物資を調達してくる商売です。食料などの兵へい站たん物資だけでなく、必要であればありとあらゆるものを。代金を積つめば、場合によっては禍具ワースそのものも。しかし今回は、調達屋としてではなく、情報屋としての彼から得たものが事の始まりでした」

「それって……？」

　ビブオーリオはちらりと春亮達を見回してから続けた。

「雛井エルシーの身柄が研究室長国のもとにある、という情報です。そもそも私が彼との繫がりを維い持じしていたのは、離り散さんした家族会員フアミリーについての情報を集め続けるためでしたから」

「っ……あの女か。そう言えば、家族会の人間だったと言っていたな……」

　その情報を与えたのは、あれから姿を現していない──日ひ村むら素す直なおだ。彼のことを思い出してしまったのか、錐きり霞かが顔を顰しかめるようにしながら呟つぶやいた。

「事情は聞いているんですか？　あの人が研究室長国に保ほ護ごされた理由……舌を嚙かんで死にかけた理由は」

「ええ、おおよそのことは」

「操あやつられていたとはいえ、わたし達にも責任がないとは言えませんが、その辺あたりはどうなんでしょうかね。それに、あの呪のろわれた時計とけいもわたし達が壊こわしましたよ」

　僅わずかに気を張りながら言うこのは。だがビブオーリオは小さく首を横に振った。

「貴方あなたがたを恨うらむ気はございません。戦力としてエルシーを求めているわけでもないので、《シャムクロツクロックのワーク・試験時計ライフ》のことも気にしてはおりません。私はただ、彼女を──どうしようもなく過あやまっていた過去の私の命を受け、それでも生いき延のびてくれていた彼女を、もう一度正しく受け止めてあげたいだけなのです。オラトリエのように。私にはその責任があります」

「ふん。現実を受け止められずに、そいつもヒキコモリになるだけかもしれんぞ」

「そうですね……ですが、エルシーとオラトリエは昔から仲が良かったですから。もう一度会うことで、お互いに支え合い、立ち直るきっかけになるということもあるのではないか──と楽らつ観かん的てきに考えています」

　多少意地悪なフィアの台詞せりふにも、ビブオーリオは穏おだやかな笑えみで言葉を返した。けれどそれはただ穏やかなだけではない。春はる亮あきはその表情の中に彼女の意志の強さを、芯しんの強さを感じる。自みずからの過ちを真ま正しよう面めんから受け止めようとする高こう潔けつな決意がそこにはあった。

「さて、エルシーの所在がわかったならば、それを取り戻さなくてはならないと考えました。ですが私達は研究室長国に恨うらみを買っています。エルシーの身柄を引き渡せと言っても素直に応じるとは思えません」

「自じ爆ばくテロまでやったのだからな。当然だろう──いや、あくまでも、研究室長国とは関係のない人間としての立場でもそう思えるというだけだ」

　その組そ織しきからの決別をもう一度示すように錐きり霞かが言う。次に口を開いたのはクルリだった。

「あたし達が直接返せと言っても返すわけがねェ……だったら、間接的な別の手を考えるしかねぇだろ。それが、誰だれかに仲介をさせる、ってことだった」

「我われ々われと繫つながりがあり、研究室長国との繫がりもあり、そして危険の少ない相手──つまり」

「俺おれ達、か……」

「ええ。夜や知ち家けの者。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。村むら正まさ。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの妹。元・竜島／竜頭師団ドラコニアンズの理事長。他ほかにも様さま々ざまな者が様々な事情で集つどっている貴方達のグループは──もはや《夜知家》や《大たい秋しゆう高こう校こう》と名付けられる、一つの組織と言っても過言ではありません」

　大おお袈げ裟さなことを、と春亮は思った。けれど同時に、そんな扱いをされてもおかしくはないのかもしれないとも思った。自分の周りにいる特殊な人々のことを考えれば。

「むう。そこは《フィアと愉ゆ快かいな下げ僕ぼく達》とかでいいだろうに」

「いい理由がびっくりするほど見当たりませんね。そもそも仲間達ですらないんですか」

「仕方ないな。《フィアと愉快な仲間達とそれ以外》とかにしておこう……ともかくだ！　私達に仲介させることにして、それで？」

「勿もち論ろん、対価を用意することにしました。その対価となりうるもの、貴女あなた達が欲しているものを私は一つだけ知っていました。だからそれを先さき程ほどの情報屋に──今度は調ちよう達たつ屋やとして依頼し、そしてつい最近、ようやく手に入れる目め途どがついたという連絡があったのです」

「それが免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクというわけだな」

「はい。その時点で私はそちらの理事長殿に連絡を入れました。いろいろ下準備が必要だと思ったからです……どういうわけか、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクのことを話すと二つ返事で了承なさいましたが」

　それはおそらく、フィアが理事長に「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの情報を集めてくれ」と頼んだ後のことだったのだろう。だから受け入れて、そしてそれが修学旅行の直前のことだったはずだから、理事長が悪戯いたずら心ごころを起こして現地で受け渡しをすることにして──

「やれやれ……結局のところ、理事長は単に私達を驚おどろかせようとして黙だまっていただけか。馬ば鹿かげている。しかしまあ、一考に値する話ではあるかもしれないな。どうする？」

「とりあえず、一応裏付けは取っておきましょうかね。文句も少し言っておきたいですし」

　と、このはは携帯で理事長に電話をかけた。「はい……やっぱり本当なんですか……ええ、わかりました。それから言わせてもらいますけど、無む駄だな悪戯心でわたし達を弄もてあそぶのはいい加減……」などと眉まゆをピクピクさせながら話をしている。遠回しなドッキリをしかけてくれた理事長へのオシオキは彼女に任せることにしよう。

「で……お前としてはどうなんだ、フィア」

「こいつらの依頼を受けるかどうかという話か？　私としては、勿もち論ろん受けたい。理由は──第一に、あの雛ひな井いエルシーとかいう女が研究室長国のもとにあるのは私達にも一因があったとまあ言えなくもない。第二に、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクという報ほう酬しゆうはやはり魅み力りよく的てきだ」

　自分の言葉に同意するように、フィアは大きく頷うなずいて続けた。

「そう、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクをゲットすることは今の私の最さい優ゆう先せん目標なのだ。何としても、どんな苦労を払っても、一枚でも多く集めようと私は決めておった。折せつ角かく手に入れられそうだというのに、ここでむざむざそのチャンスをスルーするわけにはいかん！」

　フィアがここまで強く決意しているのなら、もう春亮が言うことは何もなかった。後はいつも通りに、全力で彼女のフォローをしてやるだけだ。

　そこで理事長への文句を言い終えたらしいこのはも携帯を閉じて会話に参加してきた。電話しながらでもこちらの話の流れは摑つかんでいたらしく、嘆息しながら言ってくる。

「しょうがないですね……結局、仲介の役目は受けることにする、という結けつ論ろんですか」

「うむ、こいつらももうフツーの一般人のようになっておるようだしな。人のタメになることをする、という意味合いでも、こいつらを助けてやるのは悪いことではあるまい」

「はいはい、わかりましたよ。やっぱり最初は交渉事が得意そうな理事長に動いてもらうことになると思いますけどね。そのままわたし達に関係ないところで終わらせてほしいものです」

　肩を竦すくめて言っていたこのはが、ふと思い出したようにクルリ達に目を向けた。

「そう言えば、一つ確かく認にんなんですけど。さっきの『今は無理』という台詞せりふから考えると……あなた達はまだ、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れているわけではない？」

「調ちよう達たつ屋やとの接触時刻は今晩だ。そこで受け取って、それから次の日にでもテメェらに適当に渡すつもりだったンだよ……ああ、無能臭くせぇ。そもそもあたしは表に出るつもりなんかなかったんだ。なんでこんな恰かつ好こうのとこに来んだよ」

　またクルリがぶちぶちと口の中で文句を言い始める。割かつ烹ぽう着ぎ姿も意外に似合うな、と春はる亮あきは思っていたのだが、正直に言えば殴られるのは確かく実じつだったので黙だまっておいた。

「む。つまり今晩にならんと手に入らんというわけか」

「そういうことです」

「私は一刻も早く受け取りたいぞ。時刻はいつだ？　できればそのまま渡してもらいたい」

「そうですね……早く貴女あなた達に渡せば、早く理事長殿も動いてくれるでしょうし。ではお教えしておきます」

　と、ビブオーリオが情報屋と待ち合わせしている時刻と場所を教えてくれる。携帯にメモをして、ついでに連絡用に二人ふたりと携帯番号を交換することにした。

「なんかすげぇ変な感じだ」

「うっせ。無能野郎が。殺すぞ。この一件が終わったら消せよ。絶対だぞ」

「くらえ！　番号送信びーむ！」

「あらあら、うふふ。ありがとうございます」

「意外にザックリ態度を切り替えられるんですよね、二人とも……はぁ」

「……たとえば私とこのはくんだけがここにいれば、とてもこんなことはしなかっただろうな。昔に敵対していた相手と、吞気のんきに番号交換か。悪いことではないのだろうが……馬ば鹿かげている、か？　よくわからないな」

　微妙に居い心地ごこち悪そうではあったが、このはと錐きり霞かも二人との番号交換を完了させる。

　そのとき、またこのはが顔を上げて裏口を見た。誰だれかの気配けはいを感じ取ったらしい。

　がちゃりとドアノブが捻ひねられ、そして顔を出したのは──さっきの光こう一いち郎ろうくんとやらではなく、おどおど眼鏡めがねの鷺さぎ咲さき先生だった。

「あの、教師らしく呼びに来た、という気がしますけれども！　もうすぐ出発のような気がしますので、できればお友達さんとのお話はそこまでで……」

「あ、そうですか。わかりました」

　この会合の時間は、速攻で昼食を食べて「出発するまで知り合いと話してていいですか」と潰かい道どう達に訴えて半ば無む理り矢や理りに得たものだ。戻れと言われれば戻るしかない。

「お時間をいただきましてすみません。久しぶりの再会だったものですから、つい……団体行動の輪わを乱してはいけませんね。これでお開きにいたしますので」

「こ、これはご丁てい寧ねいに……わ、私よりも格段に教師らしい人でショックな気がします！」

　ビブオーリオと鷺咲先生がぺこぺこと頭を下げあうおかしな光景。ふんと鼻を鳴らしながら、クルリがビールケースの椅い子すから立ち上がった。そして裏口に入りつつ、

「吞気のんきなガクセー達がメシを食い終わったんなら、あたし達の休きゆう憩けいも終わりってことだろ。アホ光こう一いち郎ろうが鬼おにの首取ったみてーに急せかしに来る前に、さっさと片付けに行こうぜ、母さ──」

　ばくり、と空気を飲み込むような勢いでクルリは口を閉じた。目を見開き、恐る恐る、といった感じで背後を振り向き──

　じー、と彼女を見つめていた春はる亮あき達の存在に気付いた。

「う……あ……」

　かあああ、とみるみるうちにその頰ほおが赤くなっていき。

　ぱくぱく、と空気すら漏もらさずに何度か口を動かして。

　そして最後には、

「む──無能臭くせぇぇぇぇ！」

　などというよくわからない台詞せりふの勢いだけでこの場の空気を全すべてうっちゃり、自分は何も知らない何も関係ないとばかりにダッシュで店の中へと戻っていった。

「？」と鷺さぎ咲さき先生は首を傾かしげているだけだったが、春亮達はそっとビブオーリオに視し線せんを向ける。あらあら、というように彼女は微笑ほほえんでいるだけだった。

「……いつもなのか？」

「いつもですね。ここに腰を落ち着けたころから、嬉うれしいことに」

　一応の確かく認にんをして、春亮はビブオーリオのその返事を聞く。クルリがなかったことにしようとした、さっきの失言。何の変哲もない、珍しくもない、ただの呼び方。

　だが、それはとても大事なことを示していた。何よりも雄弁に、彼女達の今の状況を語っていた。だから春亮は頰を緩ゆるめて言う。

「うまくやってるんだな。あんたも、あいつも」

「ええ。自じ慢まんの家族です」

　ビブオーリオも、とても幸せそうな微笑で答えた。
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　夜にビブオーリオと待ち合わせをする。そこで彼女は調ちよう達たつ屋やから免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを受け取るので、そのまま自分達もそれをゲットする。今後の流れはそんな感じに決まった。

「気がかりだったものにメドが立った！　これでようやくフルパワーで修学旅行というものが楽しめるな……！」

　と気合いの入ったフィアと共に、午後のツアーが再開される。午前中に辿たどった北西部からバスで南下。まずは広こう隆りゆう寺じにて仏像を見学したが、そこは前ぜん哨しよう戦せんにすぎない。この午後のメインは、そのすぐ近くにある、今回の旅で初めて訪れる神じん社じや仏ぶつ閣かく以外の場所──

　東とう映えい太秦うずまさ映えい画が村むらである。

　広こう隆りゆう寺じからのバス移動中、フィアがしおりを見ながら呻うめいていた。

「おいおい、本当にテレビでたまに見るような昔の街並みがあるというのか？　ニセモノのホンモノ、いやホンモノのニセモノがあるのか？」

「フィアくんの言っていることはよくわからないが……テレビの中で見たものがそのままあったりはするだろう。むしろ何かを撮さつ影えいしているシーンがばっちり見れるかもしれないぞ」

「そういや、このははよく時じ代だい劇げきとか見てるから詳しそうだよな。一番ここを楽しめそうだ」

「いやー、どうでしょうね、うふふ。でも確たしかに、実際見たらちょっとテンションが上がっちゃうかもしませんね。『あっ、ここ、よく土ど佐ざ衛え門もんが浮かび上がってくるお堀だ！』とか！」

　そんな場所を発見してテンションを上げる女子高生はどうかと思ったが、やはりこのはは微妙に楽しみにしている風ふうだったのでそれに水を差さないようにしておく。

　広隆寺と映えい画が村むらはかなり近い場所にあり、移動にそれほど時間はかからない。知名度の高いスポットがあるわりには狭せまい道路を突き進んでいると、ふとバスの窓に周囲とは雰囲気の違う建物が映る。ずっしりした台形の土台に、灰はい色いろの屋や根ね瓦がわらが乗っているような──

「し、城だ！　いや、門か？　とにかく今にもあの隙すき間まから火矢を射いかけられそうだな！」

「どんな感想だよ」

　騒さわぎつつも、駐ちゆう車しや場じように停とまったバスから降りる。先生達が人数確かく認にんをするのを待ち、そして春はる亮あき達一組の生徒は連れ立って団体入場口──ならぬ団体入村口から映画村の中に入った。噴ふん水すいの前で整せい列れつし、

「二時間後まで自由行動とする。できれば班はんごとに動け。何かあったときに把は握あくしやすい。問題があれば自分か鷺さぎ咲さき先生の携帯を鳴らせ。以上だ」

　なにやらそわそわした感じの潰かい道どう先生が早口で言い、それだけで注意事項は完了。潰道先生は率先してスタスタと時代劇の街中に歩き去っていった──武士の刀のようにスコップを携えて。そう言えば時代劇をよく見ていたと昔に聞いた気がするし、彼女は彼女でここを楽しみにしていたのかもしれない。教師も人の子だ。

「うぬ、チラッと見えるだけでもかなり時代劇っぽいな！　まずはどこから見て回るのだ？　なんだかいろいろありそうだぞ！」

「とりあえずオープンセットに行ってみたいですね。春亮くん、いいですか？」

「おう、俺おれは全然。任せるよ。というか泰たい造ぞう達はいいのか？　なんか普通にフィア達と回ることにしちゃったけど、一応別の班なんだし、俺達は俺達で別に動くっていうことにしても──」

「春亮！　このうつけ者！」

　なぜか時代劇っぽく泰造に怒られた。兄あに森もりも、

「俺達は一心同体だよ、なあ実み耶や麻ま！　食券とは何の関係もない実耶麻、そうだな！」

「勿もち論ろん！　トッピング券もいくつかつけてほしいな！　とりあえずこの二班で一いつ緒しよに動こうよ、別に損はしないっしょ？」

「よくわからん台詞せりふが混じってた気もするが、俺おれとしてはフィアが変なことしないか見てられるし、そっちのほうが気楽と言えば気楽なんだよな……みんながいいんならそれでいいけど」

　いい。いい。と男子達がこくこく頷うなずくので、ここでもまた春はる亮あき達はフィア達とくっついて行動することになった。自分のことを棚たなに上げつつ、お前らには自主性というものがないのか、と少しだけ心の中で思う。

　そしてパンフレットを見ながら歩き出そうとしたときだった。

　行く手から、きゃー、と他ほかの女子の声が聞こえる。悲鳴ではなかった。

　ただの嬌きよう声せいだった。

「なにあの人、ちょっとカッコよくないー!?」

「マジイケメンだよね！」

　その声に導みちびかれるように、春亮は顔を上げる。そして絶句した。

　さっきは、ビブオーリオとクルリに出会った。

　それに加えて、なぜ、この映えい画が村むらなどという場所の中で。

　こいつと、出会う──!?

　そのとき、はた、と春亮の横で誰だれかが足を止めた。自分達と同じものを見て、信じられないといった様よう子すでぱちぱち瞬まばたきをする。

「室長……？　どうしてここにおられるのですか、という疑問を問います」

「はっはっは。その未知に答えよう──君、忘れ物をしていただろう？　たまたま四し乃の穂ほ木ぎくんのところに行ったらそんな話を聞いたから、おせっかいをして届けに来てみたのさ」

　ぎし、と錐きり霞かは強く拳こぶしを握りながら、眼前にいる黒の白衣の男を睨にらんでいた。いつもと同じ、殺意の視し線せんで。

「そう睨むなよ、錐霞。可愛かわいい妹に睨まれるなんて、悲しくてたまらないね……ちなみに僕は彼女の忘れ物を届けに来ただけで、別に誰だれかにちょっかいをかけに来たわけじゃない。約束を破ったわけじゃないよ」

　事情を知らない周りの生徒達の「えー！　委員長のお兄にいさん!?」「マジ紹介してほしー！」などというお気楽な声が、まるで別世界の出来事のように空そら々ぞらしく聞こえてきた。




　とりあえずあまり人目につかない場所、敷しき地ちの隅すみに移動する。無関係な渦か奈なや泰たい造ぞう達には悪いが、ちょっと身内トークをするので、とか強引に誤ご魔ま化かして少し離はなれた場所で待ってもらっていた。勿もち論ろんン・イゾイーもこちらに来ている。白しら穂ほ達と同じ班はんだったはずだが、残された彼女達がどうしているかはわからない。

　逃げ場のない角かどに拍ぱく明あきを追いつめ、一同は油ゆ断だんなく彼を見み据すえる。ン・イゾイーだけがぼんやりした目で首を傾かしげていた。

「それで、室長──我わが質問・さっき仰おつしやったことは本当ですかという確かく認にん」

「勿もち論ろんだよ、と断定的プレデイカブルに言い切れるね。まずはそれを渡しておこうか。どこだったかな？」

　と、拍ぱく明あきは黒衣のポケットに突っ込んだ手をもぞもぞさせる。おかしいなあ、と首を傾かしげ、身を曲げるようにしてさらに奥まで──それこそおかしい。拍明は肘ひじのあたりまでポケットに手を突っ込んでいるのに、黒衣のほうはまったく膨ふくらみもしていないのだ。警けい戒かいして瞳ひとみを細めるフィア達とは対照的に、拍明は気安い表情で言った。

「ああ、これかい？　わかりやすく言えば──ふふ、まさにそのまま、四次元ポケットと言ったところかな。四次元と言えるほど使用可能な体積キユービツジは多くもないけど。段ボール箱ばこ二、三個ぶん程度さ──君達に壊こわされた移動研究室ルームNo.3、《アリシア・ピトレリの世界》のようなものだよ。呪のろわれたポケットをこの研究衣に移植することによって……と、これだったかな？」

　ずるり、と拍明がポケットから紙かみ袋ぶくろを引っ張り出す。勿論普通のポケットには入らないような大きさなので、ひどく違和感のある光景だった。

「四し乃の穂ほ木ぎくんはあまり詳しいことを教えてくれなかったし、ここで一応確たしかめておかなくてはね。ン・イゾイー、これで間違いないかい？」

　軽い手つきで拍明が紙袋の口を開あけ、中のものを摘つまんでン・イゾイーにちらりと見せる。布だった。春はる亮あきは思い出す。新しん幹かん線せんでトイレに行ったとき、彼女がデッキで電話をしながら広げていた布。あれと同じようなものに見えた。

「わ、我わが返答……是ぜ。ですが……」

　とするとあのときの電話はやはりン・イゾイーに忘れ物を知らせる連絡で、それをこうして拍明が持ってきたということか。そう言えば行動予定がどうこうとか電話で彼女が教えていたような気もするし……流れは理解できなくもない。が、一つだけ、春亮にはまだわからないことがあった。単純な疑問。その忘れ物の布はいったい何なのか。

　春亮と同じ疑問を拍明も抱いていたらしく、どこかわくわくした様よう子すで、

「ならばよかった。で、これは一体何なんだい？　四乃穂木くんが言うには、その未知は君に教えてもらえと。僕はそれが楽しみで楽しみで──」

「替えの下着です」

「……未知を既き知ちにした代だい償しように、気のせいかな、妹達の視線が変態的アブノーマルな何かを見るようなものに変わった気がするよ。軽けい蔑べつ的てきですらある」

　元からだ、と誰だれもが心の中で呟つぶやいたに違いなかった。ともあれ拍明は肩を竦すくめるようにしつつその布から手を離はなし、そして紙袋ごとン・イゾイーに渡す。微妙に恥はずかしそうに彼女はそれを受け取った。

　そもそも下着くらい買えばよかったのではと春亮は思わなくもなかったが、そう言えば黒くろ絵えか誰かが以前に言っていた気がする。彼女の下着は、なんというか──褌ふんどし的てきな感じだと。ただの長い布のようにしか見えなかったという事実もその情報を裏付ける。その特殊な下着事情を考えるに、部族の伝統とか誇りとかきっといろいろ理由はあるのだろう。

　そこでフィアがずいと前に出て、

「用事は済んだな？　ならば帰れ！」

「うーん、ひどいな。久しぶりに会ったというのに。少しぐらい世間話をしてもいいじゃないか……君達もそうだけど、久しぶりの家族との再会という意味合いも」

「ない。帰れ。馬ば鹿かげている」

　錐きり霞かの返答にも迷いはなかった。拍ぱく明あきはもう一度肩を竦すくめ、

「寂さびしいなあ……しかしまあ、このままだといつ直接的ダイレクトな攻こう撃げきを受けてもおかしくなさそうだ。退散することにしよう」

　あっさりと歩き出す。その背中に、

「室長。我わが感かん謝しや・ご足労ありがとうございましたという発言」

「なあに、気にする必要はないさ。意外に暇ひまなんだよ、僕は。暇なときはね」

　拍明は肩越しに振り返り、小さく笑った。そしてひらひらと手を振りながら立ち去っていく。それを油ゆ断だんなく見み据すえつつ、このはが眉まゆを寄せて呟つぶやいた。

「いくら暇でも……まがりなりにも組そ織しきの長が、わざわざ下着だけを届けに来ますかね？」

「我が返答・室長の行動原理は未いまだ読めませんという説明。未知です」

　すっきりしない気分ではあったが、今回は実害を何も受けなかった。単にン・イゾイーが明日あしたからの着替えをゲットできたというだけだ。本当に助かりました不ふ慣なれな下着を買ってきて穿はくくらいならいっそ明日からは何も穿かずに過ごそうかと考えていたところでした、的なことを不ふ穏おんに呟きながら彼女はこくこく頷うなずいていた。

　それからン・イゾイーは電話で白しら穂ほ達と連絡を取り、彼女達と合流すべく歩き去る。春はる亮あき達も渦か奈な達の待っている場所に向かうことにした──とりあえずは、拍明に何もちょっかいをかけられなかったことを幸運として映えい画が村むらの見学に戻るしか選せん択たく肢しはなかったのだ。

「おかえりー。ってどしたの錐霞ちゃん、顔がコワイよ？」

「ん？　そうか？　そうか……馬鹿げている、な。そんなつもりはなかったが」

　渦奈が首を傾かしげて言い、錐霞は自分の頰ほおを片手でむにむに挟はさんで揉もむ。拍明に対たい峙じした緊きん張ちよう感かんがまだ抜けきっていなかったのだろう。だがこちらの視し線せんに気付くと、錐霞ははっと顔を赤くしてそっぽを向いた。

「あ、戻った。いつもの可愛かわいい錐霞ちゃんだ」

「馬鹿げている！　か、可愛くなど！」

「いや、さっきのちょっとタコっぽかった錐霞ちゃんも可愛かったぜー」

「か、渦奈！」

　などとやりつつ、ようやく本格的に映画村の散策を始める。さっき話していた通り、まずは時じ代だい劇げきのオープンセットを見に行くことにした。

「ところでさっきの人、ホントに錐霞ちゃんのお兄にいちゃんなの？」

「いろいろ難むずかしい事情があって……あまり聞かないでくれると嬉うれしいが……」

　などと錐きり霞かが渦か奈なに対してもごもご誤ご魔ま化かしているのが心苦しかった。春はる亮あきが口を出してもややこしいことにしかならない。

　だからオープンセットの町並みに到着したときにはほっとして、全ぜん身しん全ぜん霊れいで話題を変えてみる。思いは一いつ緒しよだったのか、フィア達も乗ってきた。

「お、ついたぞ渦奈。すげえな、マジでそこら中時じ代だい劇げきだ」

「そうだ、見てみろ！　チョンマゲのサムライも普通に歩いておるぞ！」

「わあ……思い出しますね。こういう雰囲気、懐なつかしい……って、ええと、テレビ！　そう、テレビの中で見てたから懐かしいってことですよ、勿もち論ろん!?」

「写真撮とろうか写真！　フィアちゃん、せっかくだしそこにいるお侍さむらいさん捕まえてー！」

「任せておけい！　……ひっとらえた！」

　チョンマゲの役者さん（あるいは侍体たい験けんをしているただのお客さん）を中心に、強引に記念撮さつ影えい。それからさらに江え戸どの町を巡めぐる。背の低い長屋が立ち並ぶ街並み。異世界に紛まぎれ込んでしまったかのような感覚。寺てら子こ屋や、火ひの見み櫓やぐら、番ばん屋や、町屋、長屋……このははしきりに何かを懐かしむような息を吐はいて微笑ほほえんでいた。

　普通に歩いているだけでもそれなりに楽しい場所だったが、勿論出し物もある。人だかりができていたので見れば、そこでは二人ふたりの武士が刀を打ち合わせていた。別に喧けん嘩かをしているわけではなく、そういうチャンバラの出し物のようだ。五分程度の演技が終わると、その役者さんがギャラリーを見回して「これから殺た陣ての辻つじ指し南なんを行うでござる！　我われこそはと思うものはおらぬか！」などと芝しば居いがかった口く調ちようで参加者を募つのり始めた。「へぇ。殺陣……」とこのはが微妙な興きよう味みを見せていたので、

「行きたいんなら行ってきたら？　いい記念になると思うぞ」

「え？　えへへ、そうですかね……じゃあ、ちょっと恥はずかしいけど行ってきます！」

「よくわからんが楽しそうだな！　私も行くか！」

　ダッシュしかけたフィアの襟えり首くびを慌あわてて摑つかんで、

「待て待て、もう人数いっぱいで締しめ切られてるぞ。諦あきらめろ……というかお前が参加すると、このはと張り合ってバイオレンスなことになる図しか見えない」

「むー」

　他ほかにも数人の参加者がいたが、まずこのはが役者さんから指し導どうを受けていた。二人が持っているのは勿もち論ろん竹たけ光みつだ。役者さんが竹光の先端同士を軽く触れ合わせながら説明を始め──

「いいですか？　まずは剣先をこうして」

「はああああああ！」

　目にも留とまらぬ速さで眼がん前ぜんのサムライに竹光を一いつ閃せんするこのは。役者さんはこの突発的な出来事にもノリよくグラリと苦く悶もんによろめく演技をしながら、

「ぐふっ……!?　な、なぜ！　まだ早いですお客さん！」

　このははハッと我われに返った様よう子すで、

「す、すみません、竹たけ光みつが意外にリアルで、ついテンションが上がってしまって！　思わず！」

「……おほん。き、傷は浅かったのでよいでござる。で、立ち合いの説明に戻りますが。いいですか、こっちがこう打ちかかりますから、そうしたら刀をこうして」

「え？　でも、こうきたら、こう受け流したほうが、返す刀で敵の喉のど笛ぶえを搔かっ切りやすくないですか？　ほら、こんなふうに」

　ヒュイヒュイパッ、と残像の見えるような速度でこのはが竹光を動かし、そして気付けば体勢を崩くずされた役者さんの喉にぴたりと白はく刃じんが押し当てられている。役者さんの額ひたいに汗がタラリ。春はる亮あきは彼の表情から様さま々ざまな思いを読み取ることに成功する。どうしようこれはもう一回悲鳴を上げてやられた演技をしてノるべきなのかそろそろ本気で注意したほうがいいのかていうかこの子何なんだよ。

「ひょー、このはちゃんは殺た陣てマニアだったんだね！　本ほん職しよく顔負けの動き！」と渦か奈な達がいい感じに誤解して感心している中、その光景をジト目で見ていたフィアがぼそりと呟つぶやく。

「特に私が参加しなくとも、フツーにバイオレンスな感じになっておるではないか」

「……気軽に参加を勧めてしまった手前、俺おれとしてはノーコメントということにさせてもらうしかないな。とりあえず、あれが竹光で本当によかったとは思ってるよ」
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　このはの一人ひとり舞ぶ台たいだったチャンバラ辻つじ指し南なんが終わると、また春はる亮あき達はぶらぶら歩き始める。

「吉よし原わら通どおり……ここはどういう場所なのだ？　同じような店が並んでおるが」

「それはね、フィアちゃん……ぼそぼそ……」

「なんと！　は、ハレンチな──ハレンチ小僧め！」

「あいた！　俺おれがシバかれる意味がわからない！」

「意味もなく触れ合える……くそう、完全犯罪発生率はもはや九割だぜ、春亮……！」

　時代が少し先に進んだ明めい治じ通どおりでは、雰囲気のあるレトロな建物が目の前に現れる。店の前にある一つのアトラクションを示しながら、ウフフゥ、と渦か奈なが邪悪な笑えみで言った。

「ねえ錐きり霞かちゃん、あたし、アレに乗ってるみんなの姿を写真に収めたいなあ。ねえ、ところでアレ、なんて言うんだっけ？　ど忘れしちゃったから教えてほしいなぁ」

「あ、アレは、その……チン……電車、だろう」

　もじもじと視し線せんを逸そらす錐霞の顔を、なぜかパシャパシャ。そして次の獲え物ものへ。

「聞こえないよう。ねえ、このはちゃんも教えてぇ、ウフフ」

「へ？　あ、あれは……あはは、ねえ……？」

　なぜか照れるこのはの顔もパシャリ。そこでフィアが言った。

「パンフレットを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん──教えてやろう、チンチン電車だ！」

「照れとかないんですかあなたには！　あと実み耶や麻まさんも小学生みたいな楽しみ方しない！　うちのフリーダム美容師の生いき霊りようでも乗り移ってるのかと思いましたよ!?」

　興きよう味みを惹ひく場所はまだまだあった。芝しば居い小ご屋やの派は手でな装飾に感嘆し、手しゆ裏り剣けん道場ではこのはが実力を見せ、堀から出てくる怪かい獣じゆうに驚きよう嘆たんする。

「むうう、時じ代だい劇げき的なものばかりかと思いきや、意表をつく怪獣の登場……ここはやはり侮あなどれんな。カオスすぎる」

　やたら感心しているフィアの台詞せりふに苦笑したとき、春亮はふと視界の端はしに何かを捉とらえた。堀の横手にある門のような建物──その前に、どこかで見た気がする人間の姿があったのだ。

（あ。昨日きのうのシカの子……？）

　和わ風ふうのロリータ服、くせっ毛、可愛かわいらしい顔立ち。奈な良ら公こう園えんで会ったあの子に間違いなかった。距離きよりが遠いためにこちらには気付いていない。じーっと目を細めて、その門に掲げられた《誠まこと》の旗を見ているようだった。どうやらそこは新しん撰せん組ぐみ屯とん所しよを模しているような場所らしい。

「……」

　彼女の頭が小さく縦たてに揺ゆれた、ように見えた。気のせいかもしれなかったが、むふん、とどこか満足げに。それから彼女はこちらに気付かないまま別の場所に歩き始める。

　違う場所で二回も会うなんて、と春亮は思ったが、まあ両方とも有名な観かん光こう名所だし、そういうこともなくはないだろう。なんか縁えんがあるのかな、という感想を抱いた程度だった。

　そのあたりで、小腹が空すいたので少し休きゆう憩けいを取ることにした。

「いい考えだ、昼は早食いしてしまったからな。今度は美お味いしいものをたっぷり味わおうではないか。というわけで主張してみるが、どこかに茶ちや屋やがあったはずだぞ！　ひょっとしたら江え戸ど時じ代だいから伝わる伝説のおせんべとかが用意されているのかもしれん！」

　煎せん餅べい云うん々ぬんはともかく、それ以外には特に反対する理由もなかった。パンフレットの地図を見つつ、軽食が食べられるような茶屋を目指す。そして辿たどり着いたのは、やはりテレビで見るような赤布の座席が店外に並んだ茶屋。のぼりや看板もいい味を出している。

　だがその店に入ろうという気にはなれなかった。それよりも前に片付けなければならない問題を見つけてしまったからだ。

「えー、そうなんですかぁ。研究所で働いてるなんて、すごいですねっ」

「上うえ野のさんも頭いいし、やっぱり遺い伝でんなんだなぁ……羨うらやましい」

「ははは、自じ慢まんの妹ではあるよ。みんな、仲良くしてくれると嬉うれしい」

「で──ン・イゾイーさんは、そこでバイトしてるってわけなの？」

「我わが返答・是ぜ。上司と部下のような関係だという説明を説明します」

　フラリ、と錐きり霞かがその場でよろめき、額ひたいを手で押さえる。怒りと呆あきれが立たち眩くらみを起こすレベルになってしまったのだろう。そのうちに向こうもこちらに気付いたようだった。二班はんぶんほどの女子に囲まれていた拍ぱく明あきがひょいと顔を上げ、

「やあ、奇遇だね」

「何をぬかすか。帰ると言ったではないか」

　周りに無関係な人間がいるので、思いっきり悪意をぶつけるわけにもいかない。仏ぶつ頂ちよう面づらでフィアが言うと、拍明は悪びれた様よう子すもなく笑った。

「退散するとは言ったけど、帰るとは言ってないよ。あと暇ひまだとも言ったよね？　こんなところに来るのも久しぶりだから、僕は個人的プライベートに観かん光こうをしているだけさ……ふむ、このお茶とカロリーメイトは意外に合うな。新発見だ」

　茶屋の座席に座っているにも拘かかわらず、拍明は挑戦的に好物のカロリーメイトを齧かじっている。さすがに飲み物のお茶はお店のもののようだが。一方、

「我わが補足・自分は個人的繫つながりにより上司のお世話をしているだけですという説明」

　ン・イゾイーは彼の隣となりでもむもむと丸い団だん子ごを口に運んでいた。何にせよ、拍明が彼女にとっての最重要人物であることには間違いない。自主的にか命令されてかは知らないが、とりあえず護ご衛えいのようなことをしているのだろう。

　彼らとは別の店外座席に、ン・イゾイーと同じ班の二人ふたり──白しら穂ほと日向ひなたの姿があった。日向はほえほえとした顔でお茶を啜すすっているだけだが、白穂は組んだ足に頰ほお杖づえをついて不ふ機き嫌げんそうに目を細めている。一応、彼女からも情報はゲットしておきたかった。

「えーと……どんな感じなんだ？」

「あの男が来てから、完全に私達はあの男のオマケみたいになってるわね。あの男が歩くと褐かつ色しよくもそっちについていくから、私達もついていかざるをえないし──しかもあの男、取り巻きになった彼女達の提案でフラフラ行く先を決めてるみたいなのよ。それはつまり私があの取り巻き達に連れ回されているというのと同じじゃないかしら。別に行きたいところがあったわけでもないけどストレスが溜たまるわ。つまり死んでくれるわね、人間」

「いや、そんな当然の結けつ論ろんみたいに言われても」

　僅わずかに声量を抑おさえて、さらに白しら穂ほは続けた。

「あと──一応聞いておくわ。あの男、堅かた気ぎ？」

「いや。お前は直じかに見てないのかもしれないけど、文化祭のときの黒幕だよ……今は休戦協定結んでるみたいな感じになってる。そう聞くってことは、ひょっとして何かされたのか？」

「あの褐色の態度でそうじゃないかと思っただけよ──さっき、頭の上を通ろうとしてた綱つな渡わたり忍者を足元の小石蹴けって叩たたき落としてたもの」

「そ、そうか……」

　やはり護ご衛えいの役目はしっかり果たしているらしい。

　そうこうしているうちに、渦か奈なや泰たい造ぞう達が「まあとりあえず注文してみんなで休きゆう憩けいしようぜ！」と店に入っていってしまった。仕方なく春はる亮あき達も後に続くが──昼食と同じく、今度も味があまりよくわからない事態。窓の外に見える、女子高生に囲まれてキャーキャー言われている拍ぱく明あきの姿が気になって仕方なかったからだ。錐きり霞かは気になるどころではなかっただろうが。

　そうしてよくわからない休憩時間が終わり、春亮達が店の外に出ると、

「さて、もう少し歩いてみようかな……君達、また案内してくれるかい？」

　勿もち論ろんですー、と別の班はんの女子達が声を合わせて返答。ン・イゾイーも当然のように席を立ち、仕方なさそうに白穂達も続く。春亮達は顔を見合わせた。

「どうする……？」

「人目がありすぎる。おかしなことをするとは思えんが──」

「野放しにしておくのも心配ですね。どうします、上うえ野のさん？」

「こ、個人的には……追うしかない、という結けつ論ろんだ……！　馬ば鹿かげたことだが！」

　野や獣じゆうのような目を拍明の背中に向けながら、錐霞が続ける。

「目の前で見ているのもきついが、追わなければ、奴やつが彼女達に何かをするのではないかとずっと想像し続けてしまうだろう……そんな精神衛えい生せいに悪すぎる状況よりはマシだ」

「そのキリカの気持ちはよくわかる。では追うことにしよう」

　すまない、と短く答え、錐霞が歩き出す。春亮はその横顔をちらりと見て聞いた。

「だ、大丈夫か、いんちょーさん？　なんか息が荒いけど……」

「正直なところ、あまり大丈夫ではない。さっきから、《可か憐れん》で奴をあの集団の中から引っこ抜いてやりたいという衝しよう動どうを抑えるのに必死なのだ」

「……」

　なんとか耐えてくださいと祈っておくしかなかった。

「よくわかんないけど一いつ緒しよに行くの？　大名行列みたいだねー」と吞気のんきな渦か奈な、「まさか春はる亮あき以外にも完全犯罪計画の対象者が現れるとは」「だが夜や知ちと違って普通にイケメンだぞ」「住む世界が違う相手には潔いさぎよく敗北を認めるべきでは」などとぼそぼそ話している泰たい造ぞう達と一緒に、拍ぱく明あきの一団を追って映えい画が村むらを歩く。

　拍明は特におかしな様よう子すなど見せない。姦かしましい取り巻き達の嬌きよう声せいが聞こえてくるだけだ。春亮達もだんだん慣なれてきて、彼の背中を気にしながら同時に周囲の町並みに目を向ける余裕も出てきた。勿もち論ろん、錐きり霞かだけは依然として右手首を押さえてはあはあしていたが。

　そんなとき、春亮の目に『新しん撰せん組ぐみ屯とん所しよ』と書かれた看板が映る。さっきの門のような撮さつ影えい用セットではなく、その名前が付けられただけの単なる新撰組グッズ売り場のようだった。同じ名前の場所が二ヵ所あったら待ち合わせとかで混乱するんじゃないだろうか、と他ひ人と事ごとながら少し心配になってしまう。

　それはともかく、特に新撰組が大好きというわけでもない春亮がそこに目を留とめてしまった理由は一つだった。見えたのだ──また、という言葉を使ってしまってもいいようなものが。

　レジの前で背伸びをするようにして会計している、和ロリの少女の後ろ姿。

「……袋ふくろは、むよう」

「あ、かしこまりました」

　そんな会話が聞こえてきて、喋しやべりは変だがエコな子だな、などと思ったりもした。それから少女は商品を受け取って踵きびすを返す。腕に乗せている浅あさ葱ぎ色いろの布と微妙なほくほく顔が見えた。今度もまた少女はこちらには気付かず、雑踏の中に消えていく。

　これはいよいよ縁えんがあるなあ、やはり新撰組ファンなのかなあ、とか考えつつ視し線せんを前に戻すと、拍明が周囲の女子達に何事か話しかけていた。えー。早く戻ってきてくださいね。了解了解、などというやりとりが聞こえ──そして拍明はひらひらと彼女達に手を振りながら歩ほ調ちようを落としていった。つまり、

「やあやあ。久しぶりだし、少し話でもしないかい」

　春亮の横に並んで歩き始めた。意図がわからない。困こん惑わくする。

「は……はぁ……」

「警けい戒かいすることはない、これは本当に世間話だよ。何かおかしなこともしない──というか、できない。この状況ではさすがにね。そうだろう？」

　拍明は肩を竦すくめつつ、苦にが笑わらいで周囲に軽く視線を走らせた。正せい確かくには、いつのまにか彼の身体からだの三方を包囲するような位置に移動していたフィア達に向かって。

「わたしの後ろで何かができると思うのならばどうぞ」

「この位置関係なら、《可か憐れん》を伸ばして一いつ瞬しゆんで首を折れば誰だれにも気付かれることはないかもしれない。試ためす価値はある」

「今貴き様さまの背中に当たっているのはルービックキューブの角だが、これはいつでも螺ら旋せん槍そうの先端に変わりうる。どちらの先端が好みか、態度で示してみるといい」

　降参を表すように、拍ぱく明あきは両手を軽く上げてひらひらと揺ゆらす。

「だから本当に世間話だよ。疑り深いね──二年生の学校生活はどうだい？」

「別に……普通、だけど」

　敬語を使うような間柄でもない。ぼそぼそと答える。拍明はそんな春はる亮あきの態度など気にせず、にこやかに言葉を続けてきた。

「ほうほう。どう普通なのかに興きよう味みがあるね。ちなみに君、好きな教科とかは……」

　緊きん張ちよう感かんのある世間話が繰くり返される。どうしても、その質問には何か裏の意味があるのではないかといちいち考えてしまい、無む駄だに疲労感が溜たまる。フィアやこのはは彼の喋しやべりを牽けん制せいするように一言二言口を出してきたが、錐きり霞かはずっと黙だまったままだった。

　居い心地ごこちが悪い。ただ居心地が悪い。春亮は携帯を取り出して時間を確かく認にんする。集合時間まではもう少しだ。さすがにそうなれば拍明もいなくなるだろう──

「ほほう、そうかいそうかい。それと……そうだ。高校生活と言えばこれは切っても切れない重要ファクターだね。というわけで聞くけど、恋愛とかはしていないのかい？　はは、これでも僕は学生時代にはそれなりにモテたものでね。アドバイスくらいならしてあげられるが、どうだろう？」

　ぴく、とフィア達が一いつ斉せいに耳をそばだてたような気がした。

「い、いや──要いらない」

「へえ？　つまり君は恋愛をしていないというのかい？　それはまったくの未知だな……正直、理解できない。君の周囲には魅み力りよく的てきな女性がいっぱいいるじゃないか」

　泰たい造ぞう達みたいなことを、と思った。どうしてか、この修学旅行になって特によく聞かれるようになった話題。

「まさか君は、周りに魅力的な女性なんて一人ひとりもいない、などと言うんじゃないだろうね。もう一度よく考えてみたまえよ。何も全世界の人間が納なつ得とくする魅力でなくていい。君にとって、でいいんだ。君は何を重視するんだい？　顔、性格、体型、声、趣しゆ味み、財産、将来性、料理の腕……いろいろあるだろう。ちなみに僕のおススメ、君にぴったりだと思うのはね──ぐフッ！」

「襟えりが、よれて、いる。直して、やろう……な」

　拍明の隣となりを歩いていた錐霞が、彼の首に手を伸ばしていた。ぞっとするような冷たい微笑。目はけっして笑っていない。無感情な声はただ情報を羅ら列れつして言いい訳わけを形作っているだけ。

　襟を直すふりをして持ち上げられた手首から黒い革ベルトが伸び、拍明の首を一周していた。苦にが笑わらいの拍明がタップするように錐霞の腕を叩たたくと、彼女は汚けがらわしいというようにその腕を振ってから、ようやく拘こう束そくを解く。一いつ瞬しゆんのことだったので周囲には気付かれなかったようだ。並んで歩いていたン・イゾイーだけがぴくりとしていたが、幸いにしてそれ以上の直接的な行動を起こすようなことはなかった。ただのスキンシップということにしてくれたのか。

「げほ、げほっ……いやあ、ひどいなあ」

「貴き様さまが戯たわけたことを言うからだ──馬ば鹿かげている。やはり貴様とは世間話すらする価値はない。させる理由もない。それを再さい確かく認にんした」

「まあ……そうであろうな。特に楽しくもない話ばかりで、聞いている私も苛いら々いらしたというか。キリカがやらなければ私がコレでどうにかするところであった」

「同感ですね。とにかく、もうすぐ自由行動の時間も終わりです。あなたも自分の居場所に帰ったらどうですか」

「仕方ないなぁ……じゃあ残りの時間は、純粋に可愛かわいい女子高生達とお喋しやべりすることにしようかな。すぐ戻るってさっき約束してしまったしね」

　変態め、と吐はき捨てるように錐きり霞かが呟つぶやいたとき、

「……おや？」

　フィアの怪け訝げんな声が聞こえた。春はる亮あきがその視し線せんを追ってみると、横手にあった道の先で、スタッフらしき人間達が担架を持って走っているのが見えた。その担架にはぐったりした人間が乗せられているようだ。

「具合でも悪くなったのかな……また熱ねつ中ちゆう症しようとか」

「こっち来てからよく見ますねえ。ずっと天気がいいから仕方ないのかもしれませんけど」

　このはと言葉を交かわしていると、拍ぱく明あきが、

「熱中症……ねえ？」

　にやりと唇を曲げて呟いたような気がした。そして大おお股またで春亮達の前に抜け出る。

　それきり彼は後ろを振り返ることなく、肩越しに手をひらひらと振りながら、さらに歩ほ調ちようを速めて前の女子達に追いついていった。
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　前日と同じホテルに戻り、夕食を終える。そこで一つの通達が為なされた。

「昨夜、男子が女子の部へ屋やに行って騒さわいでいるのを発見した。今日きようから異性の部屋への侵入を全面的に禁止する。喋るならロビーで喋れ。以上だ」

「お、俺おれの、『次第に間合いを詰めて最終的には女の子の部屋でドキドキトーク大作戦』はいったい……ッ!?　こんなことなら昨日きのう強引にでも女子部屋でトランプしようぜって言っとくんだったぁーっ！」

　と目もく論ろ見みの崩くずれた泰たい造ぞうが悶もん絶ぜつしていたが、よく考えれば充分予想できた事態のような気もする。そして泰造には悪いが、今日はロビーでトランプすらできない可能性が高かった。春亮達には大事な用事があったからだ。

「先に風ふ呂ろ行っといてくれ。俺おれは俺で入るから気にしないでいいぞ」と泰たい造ぞう達に声をかけて、春はる亮あきはロビーに下りる。フィア達三人も既すでに目立たない場所で待っていた。

「早いな。渦か奈なにはなんて言ったんだ」

「ストレートに。用事があるので今日きようはお前と風呂には入れん、誰だれか別の奴やつと入ってくれ──とな。用事の内容がさすがに気になるようだったが、なんとか誤ご魔ま化かしてきた。センセイにも言わないように頼んでおいたぞ。代だい償しようは学食のデザート券だ」

「渦奈を誤魔化せたのはいいけど、よくよく考えれば、班はんの四分の三が消えるなんてさすがに怪あやしすぎるような……大丈夫か？」

「待ち合わせ場所はそう遠くもないですし、例のあれを受け取るだけです。いくらなんでも就しゆう寝しん前の点呼が始まる前には戻れるでしょう」

「それまでに教師たちの注意を惹ひかなければなんとかなるだろう。渦奈は顔が広いから、他ほかの班にも違和感なく紛まぎれ込めるはずだ。一人ひとりでぽつんといるのなら目立つかもしれないが、うちの班が丸ごと消えた感じになるならむしろそちらのほうが都つ合ごうがいい」

　無断外出は勿もち論ろん禁止されている。潰かい道どう先生なら見られても正直に言えばなんとか言いくるめられるかもしれなかったが、他の先生相手では分が悪い。人目を気にしながらこそこそとロビーの出入り口に向かい、隙すきを見て一気に自動ドアを潜くぐる。スパイ気分で脱出成功。

　待ち合わせ場所は近くの公園だ。と言ってもブランコなどがあるような普通の公園ではなく、面めん積せきの広い自然公園のような場所らしい。錐きり霞かが持ってきていた地図で場所を確かく認にんしながら夜道をしばらく歩き、そして問題なく辿たどり着く。暗い林と同化したような姿を見せる夜の自然公園に、当然ながら人ひと気けはなかった。

　その閑かん寂じやくな空間の中央部。頼りなげな光を漏もらす街がい灯とうの下、一つのベンチに座って既に彼女達は待っていた。割かつ烹ぽう着ぎと頭ず巾きんを取り去った彼女達。変わっていないようでいて、微妙にその私服などにも変化がある。秋からの時間の流れを感じた。

「こんばんは。いい夜ですね」

　ビブオーリオはお茶ちや会かいを始めるように。クルリは膝ひざに肘ひじをつき、億おつ劫くうそうに一同を迎える。

「来たぞ。確かく認にんだが、私達がここにおって本当によいのか？」

「連絡は入れておきました。場所や時間の変更を言ってこなかったということは、貴女あなた達がいても不都合はないということでしょう。新規顧こ客きやくの開拓でも狙ねらっているのかもしれませんね」

「これからも免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを仕入れてくれるというのなら考えてやらんでもないな。あと、滅多めつたに手に入らない伝説のおせんべとかの情報も持っておればなおよしだ」

　そんなとき、ふとクルリがベンチから立ち上がり、つまらなさそうに親指で一方向を指し示した。このはも既にそちらに目を向けている。

「来たぜ」

「やあアリス・ビブオーリオ・バスクリッハ。健勝かな？　実際に会うのは久しぶりだ。健すこやかな再会に、ブラーボ！」

「ええ。お久しぶりです」

　ビブオーリオもベンチから腰を上げ、暗くら闇やみから現れた人物を迎える。春はる亮あきの第一印象は、率直に言って──サンタクロースだった。恰かつ幅ぷくのいい初老の外人で、温厚そうな顔立ちに、長く立派な白ひげを蓄たくわえている。モコモコのついた赤い服を着ていれば完かん璧ぺきだったが、実際はジーパンに腕うで捲まくりしたネルシャツにヤンキースの野球帽、そしてリュックにカメラという外国人観かん光こう客きやくのテンプレートのような恰かつ好こうだった。春休みを利用して日本観光しているサンタさんというものがもしいれば、それは眼がん前ぜんの彼以外にはありえない。

「紹介しましょう。こちらがお話していた《情報屋兼調ちよう達たつ屋や》の方。そしてこちらが──」

「幸せな出会いに、ブラーボ！　みなまで言うな、知っておるよ。むしろ知らなくては情報屋の名折れだ。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ……おっと、フィア・キューブリック嬢じように、苗みよう字じは言わないほうがいいこのは嬢に、ただの上うえ野の錐きり霞か嬢。それから」

　情報屋の垂たれ目めが春亮を見やり、ほっほ、と優やさしく細められる。

「なるほどなるほど、直接見るのは初めてだが、確たしかにホナツ・ヤチに似ておるな。縁えんある出会いに、ブラーボ、だ」

　その台詞せりふに春亮は心しん底そこぎょっとして、

「え、あの……オヤジのお知り合い、ですか？」

「似たような仕事と言えなくもないからのう。面めん識しきがある程度、と言っておこうかな。あるいは商売敵がたきかもしれんよ？　まあこの業界、敵が味方で味方が敵で、というのはよくある話──」

　似たような仕事。商売敵？

　春亮はふと、自分が父親の仕事についてほとんど何も知らないことを思い出した。昔から世界中を飛び回り、呪のろわれた道具を見つけては持ち帰り、家の倉庫に入れたり何だりしてのんびり呪いを解いていく──そんなことをしているだけの父親。漠然としたイメージのようなものはあるが、具体的に父親が『何』であるかは今もわからないままなのだ。

「あの……初対面の人に聞くのもアレなんですけど、オヤジって……」

「まあまあ。焦あせるでない、息子むすこよ。先に仕事を済ませてからにしようではないか……歳としだからやるべきことはできるだけ先に済ませるようにしておるのさ、忘れんうちに。忘れたほうがいいこともあるがな、わしの二番目の妻の暴ぼう虐ぎやくっぷりとか。神の救いたる忘却に、ブラーボ！」

　からからと笑いつつ、彼は腰のポシェットをごそごそとまさぐる。

「仕事。アレか！　よし……くれ！」

「待ちなさい、フィア嬢。契約書も何もないわしらの商売、筋を通すのは何よりも大事だ……調達したものを渡すのは依頼者にだけだ。渡したものをどうしようが知らんがね」

「ま、確かにスジは通さなきゃ駄だ目めだろーよ」

　肩を竦すくめつつ、クルリが情報屋に近付く。これだこれだ、と彼がポシェットから取り出したのは、紛まぎれもない──

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク……！　どうやって手に入れた？」

「ははは、調ちよう達たつ屋やにそれを聞かれても困る。教えたら商売あがったりだ。まあ──とても、とても、とてもとても！　苦労した、ということだけは言っておこう。特に最近、コレは以前より格段に見つけづらくなっているしな。我わが商売の神の幸運に、ブラーボ！」

「うっせえなあ……無能臭くせぇ」

　眉まゆを寄せて嘆息したクルリが手を伸ばし、彼の指に挟はさまれていた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを摑つかむ。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

「……え？」

　何が起こったのかわからなかった。春はる亮あきはただ目を瞬またたかせる。

　どうして。

　クルリは今、調達屋の男に渾身の蹴りを叩き込んだのだ？
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　フィアは見ていた。

　クルリの前蹴りをくらって何メートルも吹ふき飛ぶ男。その反動で後転するクルリ。

　そして──その二人の中間点に凄まじい勢いで落下してきた、一つの影。ごろごろと回転して間合いを開あけたクルリが膝ひざ立だちになり、折おり畳たたみナイフをポケットから抜き出して呻うめく。

「無能臭ぇ。荒事はリハビリが必要だぜ……!?」

　把は握あくした。敵だ。敵が現れたのだ。だからクルリは咄とつ嗟さに調達屋の男を蹴り飛ばして助けるしかなかったのだ。

　フィアはジャージのポケットからルービックキューブを取り出す。大切な宝物、お守りのように持ち歩いているもう一つの立方体も逆のポケットにあるが、とりあえず一つで充分だ。あれは、どうしようもなく──危うい。自覚がある。できれば使いたくはなかった。

　フィアは深呼吸と共に立方体を握にぎり締しめ、

「五番機き構こう・刺式佇立態《ヴラド・ツェペシュの"A skewer loved by 杭Vlad Tepes"》──禍動curse/calling！」

　現れた影かげに処刑杭くいを投とう擲てきする。敵は錐きり揉もみするように跳ちよう躍やくし、苦もなくそれを回かい避ひした。獣けものじみた前傾姿勢でドンと着地。ようやくその姿を観かん察さつする余裕が生まれる。

　和柄でありながらフリフリした衣装を着た、おかしな少女だった。

「ちょっ……お前は!?」

　立りつ方ぽう鎖さで処刑杭を引き戻しながら、フィアはおかしな声を出した春亮をちらりと見る。

「おい春亮、まさか知り合いだとか言うのではなかろうな」

「いや、昨日きのうとか今日きようとかに何回か見たってだけだよ……奈な良ら公こう園えんにも映えい画が村むらにもいた。あの羽は織おり買ったりしてた。なんであの子が!?」

　そう、眼がん前ぜんの女は和柄フリフリの上に水みず色いろと白の羽織のようなものを着ていた。昼間にいろいろ学習したので、さすがのフィアもそれが何かはわかっている──新しん撰せん組ぐみの羽織だ。

「つまりそれは、私達をずっと尾行していたということだろう。馬ば鹿かげている……！」

「偶然通りすがりに空から降ってきただけ、というわけではなさそうですね。何のつもりですか、あなた！　目的を言いなさい！」

　このはがそう言った瞬しゆん間かん、なぜか少女の目がぎらりと細められた。睨にらむ。ぎりぎりと睨む。圧倒的な感情を込めて睨む。

「村むら、正まさぁ……ッ！」

　憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おと嫌けん悪おに煮にえ滾たぎる剝むき出だしの視し線せん。あまりに直線的なそれに困こん惑わくしたか、このはは一瞬だけ動きを止めた。だが自分は動きを止めない。

「十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》！」

　何はともあれ、相手が敵意を持っているのは間違いない。クルリが強引に蹴けり飛ばしていなければ、おそらくあの調ちよう達たつ屋やは死んでいた。それぐらいの勢いで相手は降ってきたのだし、事実、具体的に何がどうなったのかはともかく、その着地点のコンクリートは見るも無残な有あり様さまに捲めくれ返っている。
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　手加減は必要ない。螺ら旋せん槍そうを突き込む。

「だぁぁぁぁっ！」

「しっ──！」

　短い呼気。相手がやったことは単純だった。自然に開いた右手で、鋭するどい螺旋の先端を叩たたく。強引に受け流す。左手も五本の指を柔らかく開いて伸ばしていた。獣けものの爪つめのような形に保持したその指を突き込んでくる──と思いきや、ぶんと横に振るった。

　接近していたクルリが息を吞のみ、その攻こう撃げきをギリギリで『見切る』。彼女の前髪が何本か千ち切ぎれて宙を舞まった。

「下がっておれ、お前では荷が重い！　こいつ、私達の同類だぞ！」

　素す手でで螺旋槍を弾はじくなどという芸当ができるのだから、それ以外にありえない。そしてこれは、人化した呪のろわれ道具なら誰だれにでもできるようなことでもない。たとえば黒くろ絵えやサヴェレンティ達には無理だろう。こんなことができるのは、そう──

「うううううううっ！」

　唸うなり声ごえを上げ、両手の《爪》で攻撃してくる少女。荒れ狂う激げき流りゆうのような乱打。下がりながら受ける。必要ないのに助すけっ人とが来た。

「その手の形は、確たしか虎こ爪そうとか言いましたね……中ちゆう国ごく拳けん法ぽうマニアか何かですか！」

「む、らっ……ッ！」

　ぎん、と尖とがる少女の眼がん光こう。全身から闘とう気きのようなものがさらに溢あふれ出した気がした。螺旋槍を片手の虎爪であしらい、このはの手しゆ刀とうをもう片方の腕で受け止め、そしてフリフリ浴衣ゆかたのようなスカートを翻ひるがえしながらカウンターで蹴けりを放つ。このはの空あいた腕がそれをブロックし、ぎいん、と肉体同士がぶつかったとは思えない音を立てた。自分達にとってはよくあることだと思うのだが、なぜかこのはが困こん惑わくしたように眉まゆを寄せる。

　攻撃を弾き合い、僅わずかに間合いが開いた。一いつ瞬しゆんの停滞。相手の瞳ひとみはほとんどこのはだけを睨にらんでいる。面おも白しろくない──とフィアが思ったとき、ふ、と相手の視し線せんが動いた。しかしそれもこのは以上の強敵であるこちらに向けてのものではなく、

「ぐっ……おええええ。命ある幸運に、ブラーボ。いったい、何が……」

「そのまま逃げろ！　おそらく、敵の狙ねらいはそこに落ちている免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクだ！」

　錐きり霞かが叫び、それにビブオーリオも真剣な目で付け加える。

「ここに免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを届けてくださった以上、貴方あなたのお仕事は完了しています！　これはもはや我われ々われの問題──逃げてください！」

「歳としは取りたくないもんだなぁ……昔は竜島／竜頭師団ドラコニアンズの奴やつらにも負けん肉体派としてブイブイ言わせとったものだが。ええい、代金は所定の方法で頼むぜ！　次の商売を期待する別れに、ブラーボ！」

　がさがさと情報屋の男が茂しげみに飛び込む。少女がそちらを追うことはなかった。なぜなら彼女の目的は錐きり霞かの言う通りだったからだ。狙ねらいが気付かれて開き直ったのか、誰だれが距きよ離り的てきに有利とも言えない場所に落ちている免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクに向けて、少女が全力で疾しつ走そうを開始。

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

「──させぬ！」

　彼女に先んじようと錐霞が伸ばした革ベルトが、虎こ爪そうでの突きによって無残に断たたれた。ひどく荒々しく、ひどく暴ぼう力りよく的てきな、切断。

　少女が勢いそのままにディスクを拾ひろい上げようとして、

「させるかあああああっ！　四番機き構こう・揺式振子態《永訣刻する処刑鎌"The pendulum"》、禍動curse/calling！」

「！」

　変形させた振り子鎌がまを地面すれすれに繰くり出し、落ちていたディスクを掬すくい上げるようにする。天高く跳はね上がってあらぬ方向に飛んでいってしまったが、奴やつに取られるよりはマシだ。

「ひゃっ……ちょっと、危ないでしょう！　時と場所を考えなさい！」

　足首を薙なぐように繰り出されていた振り子鎌を敵は軽く飛び越えていたが、その近くにいたこのはも状況は同じだった。ぴょんと跳ちよう躍やくして文句を言ってくる。

「うるさい、それよりもそっちに飛んだぞ！　摑つかめ！　敵もそっちに行った、どうにかしろ！」

「ええいっ、注文ばかりっ……！」

「っ──！」

　ディスクの予想着地点で、このはと敵が交こう錯さくする。手しゆ刀とうと虎爪が甲かん高だかい音を幾いく重えにも立てて激げき突とつする。両手両足を使った肉弾戦。ふとフィアは違和感を覚える。二人ふたりの戦い方を見ていて生まれる──不ふ思し議ぎな感覚。

　今までに何度も見た、このはの戦せん闘とう。手刀を繰り出す、繊せん細さいに洗練された攻こう撃げき。対する敵は虎爪と呼ばれる自然に曲げた指を突き込む、豪ごう快かいに鍛たん錬れんされた攻撃。華きや奢しやな体たい軀くからは想像もできないような頑がん健けんさを感じる。

　決着はつかない。乱撃の只ただ中なかに、そのままディスクが落下していく。攻防の中に、そのディスクという新たな要素が加わった。摑もうとする。阻止。弾はじく。摑もうとする。フェイント──二人の手足の間をディスクが舞まう。壊こわすなよ、と祈りつつ、フィアが加勢のためにそこに飛び込もうとしたとき、

「ああっ、また！　しっかりしろウシチチ！」

　お互いの攻撃がおかしな具合に作用したのか、ディスクは一度も地に落ちることなく、新たなベクトルを与えられて再び高い放ほう物ぶつ線せんを描いて吹ふき飛んだ。

「おのれ……！」

「一人ひとりで来たのが間違いでしたね！」

　敵がちらりとそちらに視し線せんを向けた隙すきをつき、このはが少女に掌しよう底ていを入れて吹き飛ばした。彼女は足裏を激はげしく大地に擦こすらせて転倒を堪こらえつつ、それでも後方に流れていく自分の身体からだを、傍そばにあった街がい灯とうに腕を回して強引に止める。ほとんど《ただ押しただけ》というような形だったのでダメージはないだろうが、間合いを開あけられたのは上出来だ。そう、こちらは別に、誰だれが最終的にそれを摑つかみ取ってもよいのだから。

「任せろ、近い！」

　たまたま近い場所にいた錐きり霞かが走り込む。敵の現在位置からではとても間に合わないだろう。もらった──と思った瞬しゆん間かん。

　ばきん、と異音。

　少女が素手で、傍の街灯を中途から断っていたのだ。

　その視し線せんはディスクを摑もうとする錐霞を見ている。ジジ、と電気の供給を断たたれた街灯の光が消え、代わりにその分の夜が増える。

　新しん鮮せんな影かげを纏まとった空間の中、少女は街灯を肩に担ぎながら──

　ぺろり、とその街灯の表面を舐なめて、呟つぶやいた。

「徹れ。我が念──！」

　フィアの背筋に嫌いやな予感が走る。このはもはっと顔色を変える。

「キリカ！　危な……！」

　だが間に合わなかった。ぐわっと全身を撓たわめるようにして力を溜ためた敵は、肩に担いだ街灯にその力を全すべて与えて──投げる。

　投げ槍やりのように一いつ直ちよく線せんではなく、中ちゆう途と半はん端ぱなベクトルにより回転しながら飛ぶ街灯。だが、それは免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを今まさに摑み取ろうとしていた錐霞の肩に掠かすっただけで、

「……っ、あ、あああああああっ!?」

　その腕を根元から綺麗に断ち切った。

「い──いんちょーさんっっっ！」

　春はる亮あきの悲鳴が聞こえる。錐霞の絶叫も聞こえる。このはが息を吞のむのも聞こえる。

　握力という概がい念ねんを物理的に失った掌てのひらでディスクを弾はじき飛ばし、切断された錐霞の腕は暗くら闇やみに溶け込む赤黒い何かを散らしながらくるくると飛んでいく。くるくると飛んで、くるくると飛んで、くるくると飛んで、

　そして、落ち──なかった。

　聞こえたのは、ぼとり、と彼女の腕が地面に叩たたきつけられる音ではなく。

　とすん、という、それよりも遥はるかに軽々しいもの。加えて言えば、声。

「おやおや……こういうのも、久しぶりの兄妹の触れ合いに数えていいのかな？」

　ある意味その名前通りに、周囲の暗闇の中から何の脈絡もなく現れた闇やみ曲まがり拍ぱく明あきが──実の妹の切断された腕を、特に驚おどろいた様よう子すもなくあっさりとキャッチしていたのだった。

「な、にっ……!?」

　意味がわからない。なぜここにいる。何をしている。何をしにきた。

「あいつは、文化祭のときにいた……無能臭くせぇ、研究室長国の……！」

「──闇やみ曲まがり、拍ぱく明あき！　そんな！」

　ビブオーリオ達も彼の登場に目を見開いている。彼女達にしてみれば、直接対立していたあの文化祭以来の遭そう遇ぐうということになるはずだ。それはどれほどの驚おどろきか。

　だが、この場の様よう子すを一いち瞥べつした拍明はあくまでも軽く言った。信じられないことに、錐きり霞かの腕を指示棒のように使って眼がん前ぜんを指し示しながら。

「感動的インプレツシブなまでに面おも白しろいことになっているねえ。なぜこうなったのか、これからどうすればいいのか──大変興きよう味み深ぶかい未知だ。とりあえずン・イゾイー、取ってきてくれないかい。あれが事態の核のようだよ」

「……受じゆ諾だく」

　当然のように、拍明の背後にはン・イゾイーもいた。白衣と民族衣い装しようのスカートという、研究室長国の一員としてのスタイルで。

　褐かつ色しよくの獣けものが疾しつ走そうする。街がい灯とうを投とう擲てきした瞬しゆん間かんに結果を確かく認にんすることもなく走り出していた少女と、錐きり霞かの掌てのひらに弾はじかれて地面に落ちていたディスク上で接敵。足で持たれた短刀と少女の虎こ爪そうが目にも留とまらぬ速さで交こう錯さくし、数すう合ごうの打ち合いの後、双方が同時に後方に弾け飛ぶ。僅わずかに間合いが開き──見えたのは、ン・イゾイーの短刀が二人ふたりの中間地点にからんと落ちる光景。

　だが、それはン・イゾイーの敗北を意味するものではなかった。優ゆう劣れつも勝敗もそこではまだ決まらない。それはただン・イゾイーが取しゆ捨しや選せん択たくしただけにすぎなかった。

「我わが発言・今は獲え物ものの息の根を止める狩猟が目的ではありませんという説明。鳥バウンの巣から卵を掠かすめ取るようなものです。こちらに利があるのは当然すぎる当然」

　短刀の代わりに、彼女の足の指には免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが挟はさまれていた。身を屈かがめて手を伸ばすよりも、手のように扱える足で摑つかむほうが早いのは言うまでもない。彼女はまず拍明の指令を果たすことを優ゆう先せんさせたのだ。

「ン・イゾイーっ……！」

　自分達でもなく、敵の少女でもなく、研究室長国という第三者の手にディスクが渡ってしまった。フィアは拷ごう問もん具ぐを握にぎり締しめて身構えながら彼女を睨にらむ。が、

「来ないでください、という要望を要望します」

　眉まゆを小さく寄せ、僅かに困った様よう子すでン・イゾイーは言った。本当に困った様子だったので、力ずくででも奪うばい返してやる、という思いが一瞬だけ削そがれる。

　しかし敵の少女はそうではなく、

「返せぇっ！」

「我が反はん論ろん・貴女あなたのものではないはずだという返答！」

　ン・イゾイーはディスクをぽいと背後の拍明に投げて渡すと、自分はスカートの下から新たな短刀を引き抜いた。少女はディスクを追って背後の拍明に肉にく薄はくしようとするが、勿もち論ろんのことン・イゾイーがそれを阻はばむ。先刻と同じ致死の乱らん舞ぶを二人ふたりが踊る。ン・イゾイーは先刻よりも戦せん闘とうそのものに集中できるはずだったが、事態はさほど変わらなかった。それはつまり──敵の実力は本物だということだ。

　このはと真ま正しよう面めんから打ち合い。ン・イゾイーと真正面から打ち合い。

　気け圧おされる気配けはいも、崩くずれる気配もない。

　ただ爛らん々らんとした眼まな差ざしがある。獣けもののような闘とう争そう心しんがある。

　──研けん磨まされた鋼はがねのような、意志がある。

「は、あ──ッ！」

「っ……仕し留とめるにはいささか骨の折れそうな獣ラペツレだという予想……」

　再び間合いが開き、戦場に訪れる僅わずかな停滞期。

　それを待っていたかのように、拍ぱく明あきが涼しげな声を響ひびかせた。

「はーい、ストップストップ。その辺あたりで少し休きゆう憩けいしようか──あ、これは返しておこう。放っておいても生はえてくるはずだけど、やはりくっつけて再生させたほうが早い……昔に飽きるほど実験したことだから、お前も覚えてるだろ？」

　千ち切ぎれた錐きり霞かの腕先を握手のようにニギニギしてから、拍明がそれを無造作に投げる。地面に膝ひざをついていた錐霞が、凄すさまじい目で彼を見上げながらその腕をなんとか受け止めた。憤ふん怒ぬという呪のろい、憎ぞう悪おという呪い、害意という呪い。彼女の視し線せんにあるのは、ただ呪いだけだった。

　しかしそれはフィア達も似たようなものだ。ひたすらに拍明を睨にらむ。このはは錐霞が流す血で気分悪そうにしていたが、それでも睨む。

　自みずからの異常性を顕けん示じするようなその行動により、今や拍明はこの場の支配者となっていた。誰だれもが彼を見つめざるをえなくなっていた。あるいはそれこそが目的だったのかもしれない──敵の少女ですら、拍明を睨んで動きを止めている。

　拍明は彼女の視し線せんを面おも白しろがるように、両手を軽く横に広げて言った。

「さて、君には君のやりたいことがあるんだろうが、僕には僕のやりたいことがある。この休憩時間を利用して、先に僕の欲求を満たさせてもらっていいかな──簡かん単たんな未知の解明さ。言うまでもなく、君のことだね……名前くらいは聞かせてくれないかい？」

　少女は軽く視線を横に動かした。

　拍明の持つ免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクから──一人ひとりの女。目め障ざわりな乳の日本刀へと。

　溢あふれ出そうとする何かを抑おさえるように、ゆっくりと息を吸う音が聞こえた。

「いいだろう。拙せつ者しやの名は……」

　そして彼女は、外見に似合わぬ古めかしい口く調ちようで。

　その、砥がれた鋼刃のように鋭するどい視線でこのはを睨んだまま、言った。




「──虎こ徹てつ。長なが曽そ祢ね虎徹だ」







　第三章 「連続する朱色の時間」/ "the shrine where there are fortune-telling stones"
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　本当に、歳としは取りたくないものだな、と彼は思っていた。

　自分の子ほどの年ねん齢れいの若人わこうど達を見捨てて──まあ、そのうち何人かはそう見えるだけの、実際は自分の数倍は長く生きている存在だったが──一人ひとりで無様ぶざまに逃げるしかないとは。

　そして。それどころか。あまつさえ。

　その逃げた先に待ち受けていた一人の人間に対してさえも、為す術なく立ち尽くすことしかできないとは。

　何か反抗を試みたわけではない。何もしていない。自分は情報屋であり調ちよう達たつ屋やであり、危険は日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。こんな状況から逃のがれるための策や道具や情報はいくつも用意してある。今までの人生、何度もそれで乗り切ってきた。

　だが、それでも。

　それら全すべてが無意味であることが、眼がん前ぜんにいる者がそんな次元の存在ではないことが、ただ対たい峙じしただけでわかってしまった。反抗を試みる意志すら持てない。

　眼前の存在は、呆あきれるように肩を竦すくめながら一歩を踏み出す。

「……我われが表に出るわけにはいかないのだった。迂う遠えんなことだった」

　逃げられない。視界が遮さえぎられる。相手が何かをしたのか、あるいは自分がただ目を閉じただけか。それすらもわからなかった。

「しかし、なればこそ。我われは、我にできることをやっておくしかないのだった。練れん熟じゆくに限りはなし──礎いしずえたれ、汝なんじ！」

　その言葉と同時、くらりと眩暈めまいのような感覚。

　そして意い識しきが暗転した。




　目覚める。

「……おや？」

　寝転んでいた道みち端ばたからむっくりと起き上がり、彼は怪け訝げんに辺りを見回した。

「はて、ここはどこだ？　わしはベネツィアにおったはずだが」

　少なくともイタリア国内ではない。気候が全く違う。中ちゆう国ごく？　いや、日本だ。電柱に引っ掛かっている新聞の切きれ端はしを見れば。

　いかんな、いよいよ本当にボケ始めてきたらしい。あるいは酒のせいか？　そうだろう。いくらなんでも、気付かないうちにいつのまにか飛ひ行こう機きに乗ってアジアの果てに来ているなどというのは素面しらふでは考えられない。しかも日本には何の用事もなかったというのに。

　額ひたいに手を当てて、深く深く嘆息する。

　彼は禁酒を決意した。
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「虎こ徹てつ……？」

「おい春はる亮あき、どうした。聞き覚えのある名なのか？」

「まあ、有名どころっていうか、なんていうか」

　フィアに答えてから、春亮はちらりとこのはを見やる。彼女はまだ少しばかり気分悪そうにしていたが、それでも複ふく雑ざつそうな瞳ひとみで和ロリの少女を見やっていた。

「フィアさん、あなたは知らないのかもしれませんが──刀です。わたしと同じ」

「拙せつ者しやは……きさまとは、違う！　一いつ緒しよにするな、村むら正まさ！」

　ぎん、と少女──虎徹がこのはをさらに睨にらんでくる。このはが眉まゆを寄せたとき、

「違わないだろう。このはくんほどではないが、歴史上に名を残している、刀だ……いくつも伝説があるから、呪のろわれていたとしても不ふ思し議ぎはない。たとえば近こん藤どう勇いさみが──そうか、だから、新しん撰せん組ぐみの羽は織おりを……？」

「い、いんちょーさん、もう平気なのか？　無理すんなよ！」

「とりあえず、だいたいくっついた。あと数分あれば元通りに動くようになるだろう。破れたジャージはどうにもならないがな。馬ば鹿かげている……」

　まだ千ち切ぎれたほうの肩を片手で押さえてはいるが、錐きり霞かが立ち上がっていた。

　虎徹が軽く眉を寄せて言う。喋しやべりはともかく、その声自体はやはりとても可愛かわいらしい。

「勇さまの名前を気軽に呼び捨てにするな、女」

「私達にとっては歴史上の人物なのでな。昔の所有者に義理立てしているのか」

「義理立てというか、最低限の礼れい儀ぎの話にすぎない」

「その羽織も？」

「これは、着ていると気合いが入る……気がする、故ゆえ。まこと、それだけだ」

　ぶっきらぼうに呟つぶやいて、彼女はその気合いを込めた視し線せんを移動させる。まずはこのはへ。なぜか目の敵かたきにしているような同族へ。そして、今はこのはよりもこちらのほうが大事だ、と無む理り矢や理りに我が慢まんして視線を引ひき剝はがしたような気配けはいで、彼のほうを見る。

「虎徹。長なが曽そ祢ね虎こ徹てつ、ねぇ……なるほど、既き知ちになったよ。ありがとう」

「拙者は名乗った。それをよこせ」

「その二文、残念だけど論理ロジツクが繫つながってないよ。ちなみにこれが欲しい理由は？」

「言えぬ。よこせ」

「そうだろうとは思ったけど。まあ、君がこれをとても欲しがってるというのだけはわかった……さて、どうしよっかなあー」

　面おも白しろがるように、ぶらぶらとディスクを眼がん前ぜんで揺ゆらす。虎こ徹てつの瞳ひとみが苛いら立だたしげに細められた。

　そのとき、

「──闇やみ曲まがり拍ぱく明あき。それは元々、私達のものです」

「やあ、アリス・ビブオーリオ・バスクリッハ。久しぶり」

「にこやかに挨あい拶さつをするような間柄でもないでしょう……返してください」

　真しん摯しなビブオーリオに対し、拍明はくすりと鼻を鳴らした。

「勿もち論ろん、答えはノーだよ。わかっているとは思うけど」

　そこでクルリがちらりとこちらを見てから、ビブオーリオに向かって言った。

「この際だろ……むしろ直接あれを交渉材料にしたほうがいいんじゃねえのか？」

「それは──」

「おい待て、話が違うぞ！　まだ何かをしたわけではないが！」

　フィアが騒さわぎ始めるが、拍明はクルリの言葉も聞き取って軽い返事。

「交渉？　なるほど……読めた読めた。君達の狙ねらいはあれだね、雛ひな井いエルシーだね？　確たしかに彼女の身柄は今うちで預かっている。これを箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達に渡して、その交渉の仲介役にするつもりだったのかな。理性的ラシヨナルで正しい判断だ。そう、何よりも、かつて君達の自爆テロで貴重な施設や人員を数え切れないくらいに失った研究室長国が君達と直接交渉なんてするはずがない、と理解しているという意味で正しい判断だね。研究員の中には、まだ君達に恨うらみを抱いているものもいる。雛井エルシーを殺して犯して実じつ験けん材料にするべきだと声高に主張するものもいる──研究室長国の長として、僕は彼らの想おもいを無視するようなことはできないなあ」

　それに、これはもう今までにかなり研究しているから、とりたてて欲しいというようなものでもないしね、と拍明は続けた。つまり、直接的に免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクと雛井エルシーの身柄を交換するようなことはどうあっても無理という話だ。

「欲しくもないようなものをなぜ持っておるのだ！　余計なことをするな、それを渡して今すぐ立ち去れ！」

「ふぅん？　箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ、君も意外に本気なんだねえ。これは君にとっても特に珍しくない、もう何枚も手に入れているものだろう？　どうして君までそんなに欲しがってるんだい？」

「お前には関係ない。だが──今いま更さら誤ご魔ま化かしても無む駄だだろうから、一つだけはっきりと言っておいてやろう。貴き様さまの言う通り、私はそれを欲している。手に入れることを望んでいる。どうしてわざわざ認めてやったかわかるか？　それは勿論、その点において退く気は私にはない、ということを貴様に伝えるためだ。たとえ、どんな手段を使ってもな！」




　真剣すぎる気配けはいで、不退転の決意を込めた瞳ひとみで、拍ぱく明あきを睨にらみながら。

　フィアは手中に生み出していた螺ら旋せん槍そうをがきりと構えていた。

　その言葉と態度が示しているのは、ただ彼女の持つ強い思い。

　確たしかに、拍明が今指先で摘つまんでいるそのディスクは、フィアが今までに何枚も手に入れてきたものだ。大きさも、重さも、材質も、効果も、きっと何も変わってなどいない。

　だが、今のフィアにとって。

　自みずからの決意のもとに、新たに見み出いだした何かの目的のもとに、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを本当の意味で欲するようになったフィアにとっては──

　それはきっと、何物にも代えがたい一枚目の宝物なのだろう。

　けっして見み逃のがすわけにはいかない、最重要の目的物なのだろう。

　だから春はる亮あきも、彼女の思いを後押しするために動くしかなかった。自分に何の力もないのはわかっていても、もし拍明からそのディスクを奪うばえるような隙すきがあればすぐ行動できるように身構えておくしかなかった。事態は一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気を纏まとっている。これから何が起こってもおかしくはないのだ。

「ふむ。まあ君にとっては、呪のろいを軽減するという効果はいくらあっても困るものでもないだろうし……君が欲しがっているのも理解できなくはないよ。しかしそれを理解させられたところで僕の状況は変わらない。君がさっき投げかけてきた疑問──欲しくもないものをなぜ持っているのかという問いには、どうすればいいのか考えているから、と答えざるを得ないね。さて、本当にどうすべきなんだろうか。未知だ。家族会フアミリーズには恨うらみがあるから素直には渡せない。その手伝てつだいをしようとする君達に対しても似たようなものだ……しかしさりとて、いきなりこの場に現れただけの虎こ徹てつくんに渡すのも人としてどうか。迷うねえ」

「人として？　馬ば鹿かげている──お前は既すでに人ではない。もっと醜しゆう悪あくで、もっとおぞましいものに成り下がっている」

「悲しいことを言うなよ、錐きり霞か。しかし……そうだ。人としてどう動くのが正しいのかわからなくなったときは、むしろ機械的メカニカルになったほうがいいのかもしれないな。うん、両方に対して公平な機き会かいを与えればいいんだよ。ええと、確かあれはこの中に──」

　一人ひとりで何かを思い出し、拍明は黒白衣のポケットをまさぐる。映えい画が村むらでも見た、内部体たい積せきがおかしなことになっている四次元ポケットだ。装着型保管庫とでも言うべき代しろ物もの。

「んーと、これは違う……これも違う……あったあった。正直自分でもほとんど忘れてたけど、入れっぱなしにしておいて良かったな。いつ何が役立つときが来るかわからない」

　そうして拍明が取り出したのは──箱はこ。

　弁当箱程度の大きさをした、鉄製の小箱だった。

　それから彼はごく自然な動作でその小箱に免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを入れ、蓋ふたを閉める。

　それを見み咎とがめたフィアが当然のように叫んだ。

「な……何をする！」

「君達はこれが欲しい、虎こ徹てつくんもこれが欲しい、僕は別にどちらに渡す理由もなく、どうしようか決めかねている──ならば君達に直接決めてもらうしかないと思ってね。つまり、あの文化祭以来久しぶりの、ただのゲームのお誘いだよ。僕はルールと賞しよう品ひんを用意する見届け人」

「ゲームだと!?　ふざけるな！」

「まこと、たわけたことを！　遊ゆう戯ぎに付き合う暇ひまはない！」

　フィアと虎徹の声が重なる。二人ふたりは剣けん吞のんな視し線せんを一いつ瞬しゆんだけぎらりと交かわした。

「勘違いしてほしくないけど、これは意地悪でやってることじゃないよ。むしろ誰だれもが得をする話だ。僕は僅わずかな観かん覧らんの楽しみを得、君達は平等で公平なチャンスを得る。三さん方ぽう一いち両りよう得とく、とでも言うべきかな。僕はこのまま欲しくもないこれを持って帰ることもできるけれど、それだと誰も得をしないだろう？」

　依然として、場の支配者は拍ぱく明あきだった。春はる亮あき達はただ彼を睨にらみながらその言葉を聞いているしかなかった。

「ゲーム……ですか。どうせろくなゲームではないんでしょう」

「この前のように爆ばく弾だんがどうとかは言わないよ。単純だし危険もない。では基本的なルールを説明していこう。まずはこの箱はこ、《ガンレッティの扉》は──このままでは絶対に開あかない。破は壊かいしようとしても無む駄だだよ。刀だろうが拷ごう問もん具ぐだろうがね」

　やってみなくてはわかるまい、とフィアが猛もう獣じゆうの呻うめきのように低く呟つぶやくのが聞こえた。

「開ける方法はただ一つ、四つほど用意されている専用の鍵かぎを使うことだけだ。しかしその鍵はそのままでは使えない──《鍵の力を起動したものだけがこの箱を開けられる》というのが最も重要なルールだ。勿もち論ろん早い者勝ちでね。ええと、まずその鍵を渡しておこう」

　拍明はさらにポケットから小さな錆さび色いろの鍵を取り出し、一つずつ放った。まずは虎徹に。彼女は眉まゆを寄せながらも、反射的な様よう子すでキャッチする。次に拍明は二本の鍵をフィアとこのはに向けて投げた。フィアは明めい確かくな怒りの視線を拍明に向けつつ、

「おかしな箱に入れおって……これがなくては開けられんだと？　何を企たくらんでおる。ああ、まったく気に食わん！　気に食わんが──」

　ぎり、と歯を嚙かみ、何かを苛いら立だたしく大地に叩たたきつけるような手の動きでそれを摑つかみ取る。

「そうしなければ免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが手に入らないというのならば、私がやらないわけにもいかんだろう！　……お前は別に参加せずともよいのだぞ！」

「わたしが取らないとするでしょう？　するとあなたの手伝てつだいをしようという酔すい狂きようなお人よしさんがこの得体えたいの知れない鍵を取るわけです。絶対に。選せん択たく肢しはありませんよ」

　このはもそんなことを呟きながら軽くその鍵をキャッチしていて、春亮は伸ばしかけていた手を黙だまって引っ込めるしかなかった。

　そして拍明は最後の一本を錐きり霞かに投げる。錐霞は繫つながったばかりの腕を伸ばして、

「……っ」

　しかしそこで、微妙に眉まゆを寄せて顔を歪ゆがめた。腕に痛みがあったのか。あるいはそれ以外の理由か。ともあれ錐きり霞かに向けて投げられた鍵かぎは受け止められることなく、彼女の身体からだに当たって地面に落ちた。

　そしてそれを──クルリが横から拾ひろい上げる。

　嘆息しつつ、頭をがしがしと搔かいて言った。

「やれやれだ、無能臭くせぇ。さっきオッサンが言ってたみてーに、スジは通しとくべきだろうよ。そのディスクを注文したあたしらが、取り返すために何もしねぇってわけにはいかねーだろ」

「あ……」

「だからこれはあたしに譲ゆずれ。返す気はねえぜ」

　クルリがはっきり言い切ってそれを手中に握り込んだためか、何かを言いかけていた錐霞は口を閉じて視し線せんを落とす。その光景を見て、なぜか拍ぱく明あきは苦にが笑わらいのように唇を歪めながら肩を竦すくめていた。

「まあ、参加者は誰だれであっても構わないか。ところで鍵を受け取った君達はそろそろピリッとした感覚を覚える頃ころ合あいだと思う。握ったりしてある程度接触し続けると、鍵が君達を持ち主として勝手に登とう録ろくするからね」

「登録……？　どうだ、フィア？」

「むっ。ピリッと来た。それと──」

「わたしもです。あとこの鍵、受け取ったときは錆さびてたんですけど、今のと同時に何か綺き麗れいになりましたね」

　見ると、このはの手中にはさっき見えた錆さび色いろではなく、純白の鍵が乗っていた。フィアにクルリに虎こ徹てつ、全すべての鍵が同じ状態になったようだ。

「それが登録完了の証あかしだね。さて、その鍵は《ガンレッティの感情鍵》という。この箱はこと鍵、両方合わせたシステム自体が禍具ワースのようなもので──簡かん単たんに言えば、その鍵は登録者の感情量に反応して次第に赤い血の色に染まっていく。持つ側のほうから変わっていくから、ゲージのようになってわかりやすいと思うよ。で、その量が規定値を超えて溜たまると、つまりは鍵が真しん紅くに染そまると──そこで初めて箱は鍵を受け入れる、つまりは箱を開あけることが可能になる、ということさ。まあ呪のろわれた道具らしく、その限界値に達すると鍵がじんわりと血を垂たらし始めるからそれで判断してもいい」

「感情……量？　意味がわからんぞ！　お前は何を言っておるのだ!?」

「闇やみ曲まがり拍明。答えろ。感情量とは何か！」

　また言葉が重なるフィアと虎徹。

「そんな喧けん嘩か腰ごしで聞かなくても答えるよ、二人ふたりとも。深く考えることはない、そのまま文字通りの感情の量だね。種類は何でもいい。喜き怒ど哀あい楽らくに限らず、それ以外の──たとえば憎悪や怒りや不満感でも」

　そのときも、虎こ徹てつは今まで幾いく度どとなく繰くり返していた視し線せんを同類へと向けていた。気にしないことに決めたのか、このはは涼しげな顔でそれを受け流した。

　フィアが苛いら々いらとした調ちよう子しで言う。

「は、おかしな呪のろわれ道具だ。感情を溜ためさせないと鍵かぎの役目を果たさんだと？　意味不明すぎて、呪われた理由がまったくわからん」

「元々は箱はこじゃなかったのさ。元々は遊び人の家の鍵穴と鍵だった」

　そして拍ぱく明あきは軽くその鍵の来歴を説明し始めた。

　ある遊び人の男が「僕への愛が一番強い女にのみ、僕の家のドアは開あけられる」と何人もの愛人に合鍵を渡していた。女達はがちゃがちゃと鍵を回しつつ外から口々に愛を囁ささやいた。男はそれで優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていた。最低の遊び心、女心を弄もてあそぶことに喜びを感じる醜しゆう悪あくな男。実際は内側から男がドアの内鍵を押さえて開けるかどうか決めていただけで、もっとも哀あわれで情なさけない懇こん願がんをした女だけ開けてやったりしていた。神のような優越感がたまらなかった。

　それがいつしか悲ひ劇げきを生む。男は不幸なまでに最低で、それでいて──呪わしいほどに、女達に愛される術すべに長たけていたのだ。

　男はその遊びにも次第に飽あいていった。面めん倒どう臭くさくなり、新たな愛人達に乗のり換かえ、最後には古い愛人達が来ても誰だれ一人ひとり開けなくなった。それでも古い女達は「滑りが悪いだけなのよ。愛が足りないはずがないもの。滑りをよくして、さらに愛も示す方法があるわ。これなら絶対に開くわ」と──自分の身体からだに鍵をねじ込み、その血で赤くした鍵をがきがき回していた。

　そのときにはもう、ひょっとしたら男のせいでヤク中にでもなっていたのかもしれないがね、と拍明は飄ひよう々ひようとした調ちよう子しで付け加えた。

「結局、その女達は揃そろってストーカーと化し、愛に濡ぬれた鍵でがちゃがちゃして、それとは関係なくドアを破は壊かいして開けて──彼女達の中では勿もち論ろん、愛の力で鍵が開いた、ということになっていたんだろうが──最後には、男は愛されすぎて死んでしまった、というお話さ」

「胸むな糞くその悪くなる話だとしか言えませんね。女の敵です」

「しかしそのせいで、こんなにも面おも白しろい禍具ワースが出来上がった。その呪われた鍵穴は《想おもいを込めてその鍵を回せば開く、想いが足りなければ絶対に開かない》という性質を得た。その鍵穴の部分を移植改造したのがこれなんだよ」

　どこか自じ慢まんげに言ってから、さて、と拍明は改めて一同を見回した。

「今この時点からの君達の感情を、鍵は自動的に感知していく。素直に感情を思い浮かべる、その感情に正直に行動する、自みずからの感情を誤ご魔ま化かすことなく放出する、ということが早く鍵の力を発動させるコツだ。誰が一番早く鍵を起動状態に持っていき、そしてこの箱を開けるかな？　──というのが今回のゲームだよ。ちなみに少しだけ補足説明をすると、感情鍵は登とう録ろく者しやが死ぬか、箱の中にある再起動スイッチを押さない限りリセットできないし、登録者の変更も不可能だ。のんびりやっててもまあいつかは開あけられるようになるけど、相手がいる以上はやはり早い者勝ちのスピード勝負になるというわけだね。何か質問は？」

「正直なところ、意味がわからんゲームだ。たいして面おも白しろそうにも思えん。一番手っ取り早い手段として、ここでお前をしばき倒してどうにかするというのはどうだろうか」

　半ば本気の目でフィアが螺ら旋せん槍そうをがちゃりと鳴らした。だがそこで拍ぱく明あきの前に一歩進み出るのは、努めて感情を消しているような表情のン・イゾイー。

「頼りになる護ご衛えいもいるし、僕を苛いじめたところでどうにもならないよ。僕にもこれは開けられないからね。開ける手段は君達の鍵かぎだけだ。なくさないように──というか、さすがに僕がずっといては君達も気が散るだろう。そのくらいは気を遣つかうさ。この箱はこそのものはン・イゾイーに渡しておくから、鍵が起動すればこの子のところに行くように」

「我わが疑問・先さき程ほど、室長は観かん覧らんの楽しみと仰おつしやっていましたが」

「何もリアルタイムで全すべてを見ていなければ気が済まないというほどじゃない。一番の未知はやっぱり最終結果かな。途と中ちゆう経過はまあぼちぼちわかればいいんだ──というわけで、はい。もし誰だれかの鍵が起動状態になっているのを確かく認にんすれば、君は抵抗せずに箱を開けさせるように」

「受じゆ諾だく」

　ぽいと箱をン・イゾイーに投げ渡し、そして拍明は軽く踵きびすを返す。

「明日あしたからの君達の頑がん張ばりを期待することにして。今日きようは夜も更ふけてきたし、そろそろ帰ろうかな──おっと」

　悠ゆう然ぜんと歩き去ろうとしていたその歩ほ調ちようが変化する。

　事態の停滞はそこで終わっていた。拍明に向けて疾しつ駆くする影かげがある。

「貴き様さまの目もく論ろ見みはわかった。だが、拙せつ者しやの命は免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れること。貴様の掌てのひらの上で踊ってやるつもりはない──まこと、拙者はただ自みずからの志を徹とおすのみ！　箱を手に入れ、貴様を捕ほ獲かくし、箱を開けさせることにするっ！」

「だから僕にも開けられないっていうのに。あまり話を聞いてくれていなかった子がいるようだな。帰り道のエスコートを少しよろしく、ン・イゾイー」

　暗くら闇やみに向けて走り出す拍明。ン・イゾイーがその背中を守り、追つい撃げきしてくる虎こ徹てつと移動しながらの攻防を繰くり広げる。虎こ爪そうと足ナイフの打ち合わされる音がみるみる遠ざかっていく。

「あ──待てっ！　まだ私達も話が終わったわけではっ……！」

　遠くから「なあに、彼女は消灯時間までにはホテルに帰らせるようにするよー」などという拍明の声が小さく返ってきた。

「そういうことではない！　相変わらず心の底からむかつく男だ！　私達も追うか!?」

「とりあえず今は難むずかしいでしょう。もうだいぶ離はなれていってますし、追いつけるとも限りません。それに、上うえ野のさんもまだ本ほん調ちよう子しではないみたいですしね……上野さん？」

　視し線せんを落としてぼんやりしていた錐きり霞かが、はっと顔を上げる。

「あ──何だ。いや、すまない。私は……」

「このはの言う通りだな。いくら腕が繫つながったって言っても、一度にたくさん血が出たんなら体たい調ちようが悪くなって当たり前だよ。無理しないで休んでてくれ、いんちょーさん」

　春はる亮あきが言うと、錐きり霞かはどこか申もうし訳わけなさそうな表情でまた顔を伏せた。

　拍ぱく明あきは逃げ、今は追えない。追っていった虎こ徹てつはン・イゾイーと互角以上の戦せん闘とう力りよくを持っているようだったが、ン・イゾイーが防御と足止めに徹てつするのならばそう簡かん単たんに決着がついたりはしないだろう。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの入った箱はこはン・イゾイーが持っている。それを開あけるための鍵かぎだけが残っている。

　ふう、と長い溜ため息いきが聞こえて。

「結局──今日きようはもう何もできねえ。明日あしたからできることも一つしかねえ……今んところ、大人おとなしくあの野郎のゲームに付き合っとくしかねえってことか。無能臭くせぇ」

　頭をがしがし搔かきつつ、クルリがこちら全員の台詞せりふを代弁するように呟つぶやいた。
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　暗くら闇やみの中、虎徹は疾しつ駆くしている。進路を阻はばむ褐かつ色しよく肌はだの女と激はげしく打ち合いながら。

　その手足を動かす原動力の根幹は──信頼する主への忠義だ。

　虎徹にとって、主は主以上の存在であると言ってもよかった。自分という刀を振るう腕そのもの。自身を支え持つ腕がなくば、刀に存在意義はない。犬いぬ猫ねこに与えられた刀は鉄てつ屑くずと同じだ。

　刀を持つ腕にもいろいろある。親の仇あだ討うちに燃もえる幼おさな子ごの腕。戦功を立てて成り上がろうと目もく論ろむ若武者の腕。かつての栄光に縋すがる老将の腕。愛する者と心中しようとする遊女の腕。

　しかし虎徹を持つ主の腕は、そのどれでもない。

　真なる強者の腕だ。

　真なる戦士の腕だ。

　だから虎徹は自みずからを誇らしく思う。思いつく限り最高の主。そんな存在に見み出いだされ、仕えることを、武器としてその腰に佩はかれることを許された自分。刀として、それ以上の喜びがあろうか？　信ずるべき存在意義があろうか？

　あるはずがなかった。

　故ゆえに虎徹は迷わない。ただ純粋で真しん摯しなる忠義によって、一心に、ひたすらに主の命を果たすために動く。それが長なが曽そ祢ね虎徹という刀の生き方だ。

（免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れろと言われた以上……拙せつ者しやは、必ず、手に入れるっ……！）

　その生き方を。その在あり様ようを。

　仮に、もっと単純に、たった一文字で言い表すとしたら──それは、虎徹がかつて慣なれ親しんできた言葉を使わざるを得なかった。

　揺ゆらぐことのない忠義の証あかし。信念の旗印。

　そう、長なが曽そ祢ね虎こ徹てつは。

《誠まこと》のために生きている。

　信ずる主への誠忠に生きている。

「そろそろ諦あきらめてはどうでしょう、という提案を提案します！」

　だから打ち合いの最中に飛んできた、そんなン・イゾイーの言葉にも。虎徹は僅わずかの逡しゆん巡じゆんもなく、ただ、自みずからの在あり様ようを意味するその一言を強く叫んで返しただけだった。

「誠──愚ぐ問もんなりッ！」
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　……夜道を一人ひとり歩いている。いつも忠実な彼女は今回も忠実に役割を果たしてくれた。だから安心してカロリーメイトを齧かじることができたし、安心して電話をかけることができた。

「やあ。唐とう突とつだが賭かけをしないかい？」

『クスス、本当に唐突ですね室長。その強引さは野や獣じゆう的てきで嫌いではありません。内容は？』

　携帯越しに説明をする。彼女はいつも通りの独特な調ちよう子しで笑いながら、

『なるほど。狙ねらいは何なのですかね。室長が求める今回の《未知》は』

「おいおい、最初から計算ずくみたいに言わないでくれよ。これは偶然アクシデントさ。ン・イゾイーが忘れ物をして、そのときちょうど僕が君のところに行ってなければそもそも僕は京きよう都とには来なかった。まあ、久しぶりに彼らの様よう子すを見に行くのもいいかなと思ったからおつかい役を買って出たんだがね。意図があったのはそこだけだよ──ン・イゾイーの報告してくれた彼らの夜歩きについていくのは保ほ護ご者しやとしては当然だし、ポケットに《ガンレッティの扉》が入っていたのも偶然以外の何物でも」

『未み必ひつの故意──のようなものではありませんか、室長？　このときのためというわけではなくても、いつこんな状況が起こってもいいように置いておいた。意図的に片付けておかないという意図、のような』

「ふふ、それは黙もく秘ひさせてもらおうかな」

『それに、あえてあれを使う必要はなかったでしょう。それを選せん択たくしたということは、室長が求める未知にそれが必要だったということに他ほかなりません。少なくとも私が運命の相手に必要とする剛ごう毛もう性せいぐらいには。クスス？』

　拍ぱく明あきは電話口でにやりと笑った。

「まあねえ。昼間に見ていて、少し疑問に思ったんだ」

『何をですか』

「決まってるじゃないか！　せっかくの修学旅行なのに──大人おとなしすぎる、てね！　だからほんの少し後あと押おしをしてみたんだよ。あいつを含めて、彼女達はまだきっかけを摑つかめていないだけだと思うんだ。わかりやすい大義名分があれば、きっと事態は動くはずさ。ふっふっふ！」

『クスス……ですが、さっきの話を聞く限り、室長が最も興きよう味み津しん々しんであろう未知の持ち主には鍵かぎが渡らなかったのでは？』

「それは少しばかり計算外だったけどね。致命的フエイタルな影えい響きようはないよ……ライバルである彼女達が大義名分を得て動き出す様よう子すを、あいつも間近で見ることになるんだから。まあいいか、という感じさ」

　楽しそうですね、と少しばかり呆あきれた感じの声。

「当然だよ。予想外に面おも白しろい事態になっている。君だってもう気付いているだろう」

『クスス。勿もち論ろんです──室長の求める未知はそれ一つではない、ということですね』

「とても興味深いね。あれは。どうなるのか、どうするのか……いやいや、本当に楽しみだ」

　夜空を見上げて、これからの予定に想おもいを馳はせる。そこでふと彼女が聞いてきた。

『事情がわかったところで、最初の話に戻りますが。賭かけに勝った場合の賞しよう品ひんは？』

「ふむ。君の希望を聞いてみよう。何か欲しいものでもあるかね」

『より毛深く、より臭くさく、より筋肉質で、よりウホウホしい野や獣じゆうのような補佐を一丁！』

　力強い即答。

　ちょっと何不ふ穏おんな会話してるんスかジブンこそが分室長のご期待に添そえられる補佐ナンバーワンでオンリーワンっスよ!?　などという焦あせった声が電話の向こうから聞こえてきた。
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　修学旅行二日目の夜。彼女達は同じ部へ屋やの布ふ団とんの中で思う。




　このはは暗い天てん井じようを見上げて悩んでいる。

　問題はいくつかあった。一つは、長なが曽そ祢ね虎こ徹てつ。自分の同類。

　彼女はなぜ、あのような目で──自分だけを、まるで親の敵かたきのように睨にらんできたのだろう？

　会った覚えも、話した覚えもない。虎徹という銘めいの刀は名刀だという噂うわさぐらいは聞いたことはあったが、そのうちの一振りが自分と同じように呪のろわれ、そして人化していたなどというのは知る由よしもないことだ。

　考えても答えは出ない。なのでその問題については忘れておくことにした。残るもう一つのほうが、明らかに大きな問題なのは確たしかだ。

　流れで持ってしまった感情鍵。あれをどうするか。そもそも自分にとっては免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクなどあまり関係がない。箱はこを開あけることに腐心しなくてはならない理由は薄うすい──

　だが、彼はそれを求めるだろう。仮にこの自分が何もしなければ、彼がその埋め合わせをするようにどうにか頑がん張ばってしまうだろう。鍵かぎを受け取ったときの理屈と同じだ。自分がやらなければ彼が余計な苦労をするに決まっている。だから自分がやる。

　次に考えたのはその鍵の起動についてだった。一定の感情量を鍵に感知させなければ鍵は鍵としての役割を果たさない。さて、自分の中で最も強く、つまりは最も早く鍵を起動させられそうな感情は何か？

（……決まっています）

　きゅう、と胸が引ひき絞しぼられるような感覚を味わう。彼。彼。彼。

　これを素直に発はつ露ろするのが一番なのだろう。普段ふだんより少しだけ近くにいて、普段より少しだけお喋しやべりになって、普段より少しだけ素直になって。

　今は、そうしてもいい理由がある。

　だって仕方がないではないか。

　そうしなくては箱はこが開あけられないのだ。もたもたしていては敵に先を越されてしまうかもしれないのだ。だから急がなくてはならない。手加減している暇ひまはない。

　だが、それが建前であることは自覚していた。その建前を利用することに躊躇ためらいのような気持ちもある。それは、元々そうしたかったものに、そうしてもいいよという理由が後付けで与えられただけにすぎない。

　他人の手で強制的に作り出された建前。使ってくださいと他人に用意された言いい訳わけ。

　気に食わない部分があるのは確たしかだ。それでも、今は。

　あえてその建前を使わずにいられるほどには──のんびりしていい状況ではない。

　それは、箱や免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクに関かかわるものとは別種の状況。

　ある意味、自分としてはそれより大きな問題の話だ。

　──覚悟を決めて動き出している、彼女の話だ。

　これ以上出遅れるわけにはいかない。

　その想おもいが、明日あしたの行動を決意させる最後の決め手となった。

　そうしなくてはならないから、という建前を表層上に張はり巡めぐらせて。

　与えられた建前を癪しやくに思う気持ちを、必要悪として受け入れて。

（少しだけ……攻めさせてもらいますかね……）

　目を閉じる。そして認めた。

　明日から行われるのは──ある意味では、戦争だ。

　クルリはともかく、フィアも結局は自分と同じ結けつ論ろんに辿たどり着くだろう。それが無自覚なものであったとしても。

　自分の感情を自分だけで高めることは難むずかしい。それは他人と関わりあってこそ。最も感情を動かせる他人と関わりあってこそだ。

　でも、彼は一人ひとりしかいないのだから。

　それは当然──誰だれが彼の傍そばにいるか、誰が最も積せつ極きよく的てきに彼と関かかわりあえるか、という競きよう争そうの発生を意味する。

　だから、戦争なのだ。彼を奪うばい合う争そう奪だつ戦せん。彼の隣となりという居場所の占領戦。

　攻めると決めた自分は、迷わない。その戦いへの参加が決まっているのならば、後はただ決意するだけだった。

　絶対に負けない、と。

（しかし、まあ……）

　眠りの気配けはいの中に、このははそっと嘆息を吹ふき込みながら思う。

　日々が戦争であるのも。

　負けないと決意しているのも。

　いつもと同じと言えば、いつもと同じことではあったが。




　フィアは布ふ団とんの中で丸まり、眉まゆを寄せて考えている。

（感情……素直に……放出……？）

　わからない。

　正直な感想が、それだった。

　それはいつも通りのことではないのか。

　自分は基本的に自分が思った通りに動く。まあたまに空気を読んで我が慢まんしたり噓うそをついたりもするが、それは頻ひん度どとしては低いものだ。

　元々素直に出しているものを、さらに素直に出す？　どういうことなのか。それとも、素直に出していないものが何かあって、それこそを表出させることが必要なのか。

（ああ、わからん、わからん……だが）

　理解しなければ。そして鍵かぎを起動させて箱はこを開あけなければ。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは手に入らない。あのよくわからない小娘に奪われてしまう。

　それは認められない。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは絶対に必要だ。絶対に手に入れたい。一つでも多く、できるだけ早く。

　なぜかと言われれば、そう。理由はいくつかある。

　偶然見み出いだしてしまった、二デユア重偽ルエミ装立ユレー方体シヨンという新たな暴ぼう虐ぎやくの力に対抗するため。それによって依然としてこの身に満みち溢あふれていることを再さい認にん識しきさせられた、自みずからの暗黒呪いを抑おさえるため。

　そして、今の自分ならば認められる。その先にある願がん望ぼうも、自分が免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを求める理由の大きな部分を担っていると。

　つまりは──そうやって呪のろいを抑えて、少しでも綺き麗れいになった精神と身体からだで。

　自分の中に《あるかもしれない》と気付いてしまったものを、生まれて初めて抱く一つの感情を、はっきりと見つめられるようにするためだ。なんの怯おびえも不安も懸け念ねんも疚やましさも感じることなく、素直に見つめられるようにするためだ──

（お、おや……？）

　ある、ではないか。素直に出すべきもの。普段ふだんはそうしていないもの。今のままではそうできないもの。だが最終的な目標がそれだというのに、そうするための手段としてそれが必要だというのは完全に矛む盾じゆんしているような、

（うう……よりわからなくなった！）

　布ふ団とんの中で、音を立てずに悶もだえる。

　同じ鍵かぎを持った、隣となりの布団で寝ているこのはのことをふと考えて。あいつはもう自分のすべきことを見つけているのだろうかと考えて。

　どうしてか、そこで一人ひとりの少年の顔が頭に浮かんできた。

　自分のすべきことに関係がありそうな。このはのしそうなことに関係がありそうな。

　その二つの関係は対立的であるような気がする。このはの行動が、あらゆる意味で自分の邪じや魔まになりそうな、そんな気がする。排他を目標とする争いが起きそうな、そんな気がする。

　少なくとも、自分よりはこのはのほうが自みずからのすべきことを見つけているように思えた。明日あしたからの行動指針を決めているように思えた。

（私は……どうすれば、いいのだ……？）

　フィアはジャージのポケットに入れておいた鍵を取り出し、布団の中でじっと見つめた。

　よくは見えない。けれど寝る前に見た、うっすらと根元だけが薄うすい桜さくら色いろになった鍵の姿が思い出せる。特に何かをしたわけではないが、受け取ってから今までの間に自然発生した自分の感情を感知してのことだろう。

　このはの明日の行動を考えるだけで自然と胸に浮かんでくる、このわけのわからないもやもやした不安感のようなものは内うち訳わけとしてはどのくらいなのだろうか、とフィアはぼんやりと考えていた。




　錐きり霞かは布団の上に出した自分の掌てのひらを見つめている。

　悔かい恨こんと共に。

　ただそれだけだった。
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　翌日──修学旅行三日目。

　ある意味、この日こそが修学旅行の本番。班はん別べつ自由行動の日である。各班が自じ己こ責任のもとに好きな寺社の見学を行うのだ。勿もち論ろん遊びではないので、旅行から帰った後にはレポートの提出が求められる。

　とはいえ、のっぴきならない事情がある春はる亮あき達、そして一生に一度の修学旅行を貪どん欲よくに味わい尽くそうとする一部の生徒達にとっては──その班はん別べつ行動という基本ルールを律りち儀ぎに守っている場合ではないのだった。

　この三日目の開始地点。みんなが思い思いに目的地へと散っていくホテル前のバス停で、それぞれの理由を持った三つの班が顔を合わせていた。

　女子一班。フィア、このは、錐きり霞か、渦か奈な。フィア達は渦奈を巻き込みたくない。

　男子六班。春亮、泰たい造ぞう、兄あに森もり。何が起きるかわからないので、春亮はフィア達と一いつ緒しよにいたい。他ほかの二人ふたりを巻き込むことはしたくない。本来いるもう一人ひとりの男子、村むら澤さわはいない。

　女子五班。ン・イゾイー、白しら穂ほ、日向ひなた……本来いるべきもう一人の女子がいない。

　つまりいなくなった二人はこの数日の間にアレなことになり、一日かけて二人きりの京きよう都とデートを楽しむべく颯さつ爽そうと戦せん線せんを離り脱だつしていたのだった。「まさか春亮以外の裏切り者が」「完全犯罪を練ねるんじゃなかったのかよ」と泰造達はひどくショックを受けていた様よう子すだった。

　そして、

「我わが意志・今日きようは女子一班と共に行動させていただきますという決定」

「はぁ？　ただでさえ色ボケカップルのせいで三人しかいないのに。私と日向だけになるの？」

　というン・イゾイーと白穂のやりとりからカオスな編へん成せい会かい議ぎが始まり──

　最終的には春亮、フィア、このは、錐霞、ン・イゾイーのグループと、白穂、日向、渦奈、泰造達二人のグループの二つに分かれることになったのだった。

　渦奈はなぜかニヤニヤとしながら、割合簡かん単たんにン・イゾイーと入いれ替かわって白穂班へ入ることを承しよう諾だくした（実際話していたのはフィア達だったのでどう説得したかは知らない。食券か何かを使ったのかもしれない）。男子二人で残されることになった泰造が執しつ拗ように「もう裏切り者なんか出してたまるか！　春亮一人だけを楽園エデンに行かせるなんて絶対にしないぞおおお！」とうるさかったのが一番の問題だったが、渦奈が嘆息して、

「あーもうたいちー、空気は読まなきゃさー。ねえ白穂っち、このアワレな野郎どもをあたし達が引き取ってあげたらダメかな？」

「正直、駄だ犬けん二匹なんて勘弁してほしいところだけど……荷物持ちくらいにはなるのかしらね。重いお土産みやげを持って京都中を歩き回る億おつ劫くうさと天てん秤びんにかければ、ギリギリ有用性のほうが勝まさるかもしれないわ。それ以外は空気として扱うけど」

　と白穂の言げん質ちを引き出したのが決め手となった。「空気!?　てことは、ああ、俺おれは桜さくら参まいりさんと一いつ緒しよに歩けて匂においも嗅かげて無視されて……い、行きます、行かせていただきます！」と隠かくれ白穂ファンだったらしき兄あに森もりが泰造を説得したのである。

「憎む！　俺おれはハーレムを憎む！」

「まあ待て、泰造。考えてみろ。今のままだと、男二人で寂さびしい京都旅行……ところがちょいと憎しみを捨て去れば、まがりなりにも女の子三人と一緒にキャッキャウフフの桃もも色いろ修学旅行……お前、何十年後かにオヤジになったとき、どっちの修学旅行の記き憶おくを思い出したい……？」

「憎しみは何も生まない。俺おれは前からそう思っていた」

　という感じだ。

　そうして班はんが再構成され、とりあえずフィアの班の事前計画に基づいた見学ルートを通ることにして出発したのはいいのだが──

　今、春はる亮あきは。

　困こん惑わくしていた。

（う、ううう……？）

　現在は東とう寺じ──またの名を教きよう王おう護ご国こく寺じ──に歩いて向かっている最中。

　口の中にはもふもふとした食感があった。少し行ぎよう儀ぎが悪いが、近くにあった有名なお店で買ったお餅もちを食べ歩きしているのだ。だが正直、美お味いしいはずの餡あんの甘味に集中できない。

　肘ひじに当たっている、もふもふとした触感のせいで。

「あ、あのさ、このは……」

「どうかしましたか？　それにしても美味しいですねえ、このお餅。柔らかくてぷにぷにで！」

　餅よりもっと柔らかくてぷにぷになものが、また春亮の肘に当たってくる。隣となりを歩くこのはの間合いが、普段ふだんより明らかに近かった。歩道が狭せまいから？　いや、それにしても近いような気がする。だからちょっとした拍子に腕が当たってしまう。そして彼女はそれをまったく気にしていない様よう子すで、いつもより朗ほがらかに笑いかけてくる。

　対処に困ってちらりと後ろを見るが、フィアと錐きり霞かはジト目を向けてくるだけ。少なくともあまり機き嫌げんが良さそうには見えなかったので、何も言えずに顔を前に戻すしかない。ちなみに最後尾のン・イゾイーは眠たげな瞳ひとみで「？」と小首を傾かしげているだけだった。勿もち論ろんその口に丸いお餅を詰め込みつつ。

　現実逃とう避ひ気ぎ味みに、彼女の背負っているリュックに入っている《箱はこ》のことを思い出す。拍ぱく明あきが言っていたように、それはフィアの拷ごう問もん具ぐでもこのはの手しゆ刀とうでも開あけることができなかった。昨夜ゆうべ寝る前、ホテルに帰ってきたン・イゾイーに「奴やつの言うことを信じているのならば構わんよなぁ？」とフィアが揚げ足を取るような論理で詰め寄り、強引にチャレンジした結果だ。

　ちなみにン・イゾイーが言うところによると、拍明の脱出を確かく認にんしてから虎こ徹てつを振り切る形で彼女も逃げたらしく、特に虎徹を倒したりダメージを与えたりはしていないらしい。

　考えるべきことはいろいろある。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの入った箱を開けるためにどうすればいいのか。感情鍵。フィア達はどうするつもりなのか。自分はどうやってそれを手伝てつだえばよいのか。虎徹はまた現れるのか。彼女はなぜ免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを求めるのか。そして──

「あ、着きましたよ春亮くん！　ここが東寺の南なん大だい門もん……大きいですねえ。とっても素敵すてきな感じに勇壮です。あ、春亮くん、せっかくなので記念写真を撮とりましょう！　いえーい！」

「い、いえーい……？」

　またぷにぷにとした感覚に思考が吹ふっ飛ぶ。このはが隣となりに並んで密着してきたのだ。デジカメを持った腕を伸ばしてセルフで自分達を撮とろうとしているので、もはや腕を抱くようなレベルでくっついている。おさげからふわりといい匂においが漂ってくる。もう少しでほっぺ同士がくっついてしまいかねない。

「あ、あのさ、誰だれかに撮ってもらうのはどう……」

「却下ですええ却下ですそこまですることもありませんよこれはほんのちょっとした記念なのでさあ深く考えず笑って笑ってー……まったく、せっかく合法的にくっつけるのに、そんなことしたら全然意味がなくなっちゃうじゃないですか……」

　もごもごとした呟つぶやきは、デジカメの小さな撮さつ影えい音おんにすら搔かき消されるようなものだった。
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「う、ウシチチめ……いくらなんでも目に余るハレンチっぷり！」

「よくわかりませんが、貴女あなたも写真を撮るといいのではないかという提案を提案します」

「む……わ、悪くはない提案だな。別に素直なカンジョーとかそういうのとはまったく関係なく、記念として、そう、クロエに送るめーるのネタとしてだ。一応ハレンチ小僧も元気にしておるという証明写真のようなものだ。つまり──おい春はる亮あき、次は同じように私とも撮れ！」

「その──私も、いいかな、夜や知ち。記念だ。そう、フィアくんの言う通り、ただの記念だ」

「ふと気付いた気付き。それは自分にとっても未知でした。我わが希望・自じ己こ撮影という未知をこの機き会かいに既き知ち化かすべきだという実じつ験けん……」

「おい待て、普通にみんなで並んで記念撮さつ影えいとかじゃいけないのかっ!?」

　なぜかその叫びは無視され、一人ひとり一人ひとりの撮影タイムが終わった後にようやくお義理のように集合写真が撮とられた。普通、修学旅行の写真と言えばこういうものだと思うのだが……なぜみんな窮きゆう屈くつな自己撮りを優ゆう先せんさせたのだろう。よくわからない。

　それから南なん大だい門もんを潜くぐって東とう寺じの中に足を踏み入れる。やはりこのはのテンションが多少おかしなことになっていた。

「春はる亮あきくん、五ご重じゆうの塔とうですよ五重塔！　高いですねえ！」

「あ、ああ。日本の古い塔の中だと一番高いんだってさ。ガイドブック見るか？」

　貸すよ、というつもりで言ったのだが、このはは春亮の手元を覗のぞき込むように顔を近付けてきた。本を支える春亮の腕を、手すりのようにして両手でそっと摑つかんでいる。重たげな何かの質量を半分ほどその腕に乗せてくる。またどきりとした。

「えへへ、ありがとうございます。ふむふむ……高さは約五十五メートル……何回も雷かみなりとかで燃もえ落ちたりしてるんですねぇ。今のは五代目の塔で、建てたのは──」

　一いつ瞬しゆんの間がある。春亮もその文面を読んでぞっとした。

「徳とく川がわ、家いえ光みつ……三代将軍か……」

　そう小さく呟つぶやいたこのはがそこですっと身を起こし、にこにこと笑いながら五重塔のほうを指差した。そして手首から先だけでしゅっしゅと手しゆ刀とうの素す振ぶりのような動作を見せつつ、

「えーと、ちょっと行ってきていいですか？」

「待て待て待て！　世界遺い産さんのシンボルをどうする気だ!?」

　歩き出したこのはの肩をがっしと摑む。彼女はくすくす喉のどを鳴らしながら足を止めた。

「あはは、冗じよう談だんですよ。いくらわたしでも、徳川が建てた五重塔をダルマ落としみたいにすぽすぽ一段ずつ抜き落して玩具おもちやにしてやったら痛快だろうなとか思ったりしませんよ？」

「冗談なのか本気なのか全然わかんないぞ……」

「だから冗談なのです！　さあ、もっといろいろ見て回りましょう！」

　さらに境けい内だいを散策する。そもそも南大門側からは柵さくがあって五重塔の足元には行けない造りになっていた。五重塔だけでなく講こう堂どうや金こん堂どうを含むその柵の中に入るには、一度北側の入り口に回って入場料を払う必要があるらしい。

「講堂とか金堂の中には仏像がいっぱいあるようですね。見てみたいんですけどいいですか、春亮くん？」

「俺おれはまあ、別にいいけど。そういうの好きだし」

　基本的にむっつりと押おし黙だまっていたフィアが、

「私は特に好きではないぞ。それに、ここから先に行くには金がかかるのだろう」

「ではここで待っててもらってもいいですよ？　誘さそった手前、春亮くんのぶんはわたしがオゴリますから」

「え？　いやそれは悪い──」

「いいですからいいですから。はい行きましょう」

「ぐぬぬ……や、やっぱり私も行く！　これまたクロエやサヴェレンティに送るめーるのネタにするのだ、仏像もある意味仲間のようなものだから奴やつらも興きよう味みがあったりするかもしれず！」

「わ、私も、元から興味がなくはなかったぞ。だからごく普通に同行する。それだけだ、馬ば鹿かげたことは何もない」

「室長から臨りん時じ研究費なるものを貰もらっているのです。そして優すぐれた像に優れた霊ドオが宿るのはどこの部族でも同じであり興味深い興味があります」

　結局、一同でぞろぞろと講こう堂どうに入る。力強い仏像群が春はる亮あき達を出迎えた。ガイドブックによると、立りつ体たい曼まん荼だ羅らと呼ばれる二十一体の像らしい。その中でも特に豪ごう壮そうな五体の像があった。不ふ動どう明みよう王おうを中心とした五大明王像。迫力ある形ぎよう相そうに、悪を許さぬ無む慈じ悲ひな気配けはいが漂う。

「か、かっこいいですねえ……」

「パワフルすぎるな。こんなんが夜中に動き出したら腰抜かして逃げるぞ」

「日本人形なら毎日家の中をフラフラしてますけどね？」

　隣となりの位置を自然にキープしているこのはがくすくすと笑う。春亮はちらりとその横顔を見て、今まで気になっていたことをようやく聞いてみた。

「あのさ……なんか、楽しそうだな？」

「いけませんか？」

「いや、いけないっていうんじゃ全然ないけど。状況確かく認にんをしたいっていうか……このははさ、一応フィアの免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク集めに、あの箱はこを開あけるのに協力してやるつもりなんだろ。あいつがくれた《鍵かぎ》を使う方法、感情量がどうこうっていうのはどうするつもりなのかなって……」

「だから、ですよ」

　このはは頰ほおを緩ゆるめ、両手を腰の後ろで組んでひょいと身を起こした。おさげが身軽に揺ゆれる。

「しょうがないのでフィアさんの手伝てつだいをすることにして、箱を開けなくちゃいけなくて、そのためには感情をたくさん表す、みたいなことをしなきゃ駄だ目めで……だからわたし、今日きようはいっぱい楽しむことに決めたんです！　いつもよりほんのちょっとだけ素直になって、いつもよりほんのちょっとだけ遠えん慮りよをなくして。ただそれだけですよ？」

「そ、そうか……」

　意外にシンプルな答えだった。

「ひょっとしたらそのせいで春亮くんに迷めい惑わくかけちゃうかもしれませんけど、許してくださいね。でも限度を超えたらバシッと叱しかってください！　あ……春亮くんに叱られるなんていうのも、ちょっと久しぶりかも……えへ……」

　また最後によくわからない呟つぶやきが聞こえた気がしたが、とりあえず流しておく。眼がん前ぜんの明王像の対極にあるような蕩とろけた表情だったのも意味不明だ。

　何はともあれ、このははこれからすべきことの方向性を決めているのだ。それがわかった。

　では、自分はどうすべきなのだろう？

　何をどうしたら、彼女達を手伝てつだえるのだろう？

　厳いかめしい顔の不ふ動どう明みよう王おう像ぞうを見ながら、春はる亮あきはぼんやりと考えていた。
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　そして当然ながら、当事者は春亮達だけではないのだった。

　京きよう都との寺社と言えば、という超定番スポット。清きよ水みず寺でらの正門、朱しゆ塗ぬりが鮮あざやかな仁に王おう門もんの前で彼女達が待っていた。昨夜ゆうべ予定を話し、ここで待ち合わせをしていたのだ。

「ふむ、いたか。今まではどうしておったのだ？」

「ちっ……うっせーな。社会人はいろいろあんだよ。急に二人ふたりで店休めるかってんだ……こうして途と中ちゆう抜けできたのだって奇跡的だぜ。無能臭くせぇ。やることだってまだよくわかってねえしよ。何が感情を動かすだ、どうしろってんだよ……」

　独ひとり言ごとのようにぶーぶー文句を言っていたクルリに、ビブオーリオが微笑ほほえむ。

「私が思うに、感情とは他者との触れ合いにおいて最もよく動くものです。貴女あなたもそれがわかっているからとりあえずここに来ることにしたのでしょうし、それに私も連れてきてくれたのでしょう？　ああ、そう言えば、今日きようの私達の仕事は光こう一いち郎ろうさんがフォローしてくださるそうですよ。明日あしたも同じようなことがあるのだとしたら、そのお礼として、私よりも光一郎さんを一いつ緒しよに連れ歩いてみたらいかがでしょう。明日はちょうど彼の誕たん生じよう日びですし、きっと私と一緒にいるよりもそのほうか貴女の感情は動──」

「う、うおおおお!?　な、何言ってんだよ、あいつのことは全然関係ねえだろ、無能臭ぇ！　おいほら行くぞ、とりあえず門の前でずっと喋しやべっててもしょうがねえ！」

　ずんずんとクルリが歩き出したので、春亮達も門を潜くぐって後を追った。ビブオーリオが歩ほ調ちようを合わせて話しかけてくる。まずはちらりと一同の最後尾を歩くン・イゾイーを見て、

「あの──」

「気になるだろうけど、心配ないぞ。無む駄だに暴あばれたりはしない……普段の教室でも基本は静かだよ、あいつ」

　春亮も肩越しに軽く彼女の様よう子すを窺うかがいながら言った。ビブオーリオは昔も今も研究室長国の一員である彼女の姿しか知らない。気になるのも当然だろう。

「我わが発言・箱はこの持ち手として同行しているだけという説明。空気のようなものとして扱ってもらいたく思います」とか出発時に喋っていた通り、ン・イゾイーはいつもの無感動な瞳ひとみで歩を進めているだけだ。まあいくら外国人観かん光こう客きやくが多い場所だとはいえ、そのヘソ出し制服の褐かつ色しよく娘の存在感はとても空気として扱えるようなものではないのだったが。

　こちらの言葉に納なつ得とくしたのかどうかはともかく、とりあえずビブオーリオは彼女についてはあまり考えないようにしたらしい。

「それで──調ちよう子しはどうでしょうか？」

「さっき見せてもらった感じだと、このははわりと溜たまってるみたいだったぞ。俺おれには理屈はよくわからんけど。三割ちょいくらい。でもフィアはまだ二割くらいだった。そっちは？」

「クルリも二割ぐらいでした」

「それが素すで溜まっていく普通のペースってことなのかなあ。とりあえずさっきこのはに聞いたんだけど、普段ふだんよりちょっと遠えん慮りよをなくして楽しむって方法でやってるらしい」

「それだけですか？」

　ぱちぱちと瞬まばたきをして、何かを確かく認にんするように聞いてくる。

「それだけだと……思うけど」

「ふふ。そうですか、わかりました」

　一人ひとりで納得したように微笑ほほえんでいる。よくわからなかったが、特に気にせず話を続けた。

「ここでもそうするつもりなんだろうな……だからお前達も、ていうかクルリも同じようにすればいいんじゃないか。さっきの口ぶりからすると、あんまり休んで遊びに行ったりとかしてないんだろ？　今日きようはまあ、俺達の観かん光こうに付き合う恰かつ好こうだけど……いや、ひょっとして、地元民にとったら清きよ水みず寺でらとか全然楽しみスポットとかじゃなかったりしないだろうな？」

「一度は来たことがありますが、それきりですよ。久しぶりなので、それほど気にしなくてもいいことかと」

「そうか、だったらいいけど」

　ビブオーリオはそっと視し線せんを逸そらし、「それよりも、問題は……やはり今からでも光こう一いち郎ろうさんを……まったく、あの子ももう少し素直になってくれれば……」などと呟つぶやいていた。

　まるで、意地っ張りな子供に困っている母親のような顔で。




　拝観料を払って、春はる亮あき達は本堂──有名な清水の舞ぶ台たいに足を踏み入れた。全体的に人が多い。舞台だけでなく、持ち上げれば幸運が訪れるという《弁べん慶けいの錫しやく杖じよう》なるものが大小二本展示されていて、そこも人で賑にぎわっていた。

　人の間を縫ぬうようにして進み、手すりを摑つかんで舞台の端はしに立つ。とても眺めがよかった。

「清水の舞台から飛び降りる気持ちで、というが……ふむ、まあここから飛び降りられる勇気があるならたいていのことは決意できるだろう」

「でもさ、いんちょーさん。このガイドブックだと、実際に飛び降りた人達もいるけど、生存率は八十五パーセントだってさ」

「意外に高いな。それを知っていれば、なにやらたいした決意でもない気がしてくる」

　静かなのでちらりと横を見れば、フィアはぼんやりと眼がん下かの絶景を眺めていた。てっきりこのはと同様、感情に素直に楽しむぞ暴あばれるぞおせんべよこせ、という感じになると思いきや──逆に普段ふだんより大人おとなしくなっているような気もする。何がどうなっているのだろう。

　ちなみに今普通に会話していた錐きり霞かも、その実はいつも通りではない気がする。一日目よりも緊きん張ちようしているというか、気がかりがあって微妙に気分が沈んでいる様よう子すというか。彼女は鍵かぎを持っていないから、原因は直接それではないと思う。ただ──その鍵を渡してきた、彼女の兄のことがやはり関係しているような気がした。

　沈み気味の二人ふたりとは違い、比較的このはのテンションは高い。はい！　と宣言して、ズビシと手を上げた。

「この景けい観かんは見事で、とても素す晴ばらしいものですが！　わたしはこの本堂のすぐ北側にある地じ主しゆ神じん社じやというところに行ってみたいです！　せっかくお金払ってここに入ったんですし、行けるところには行っておくべきかと！」

「あ、ああ、そりゃ勿もち論ろんいいけど……そこ、そんなハイテンションで見に行く何かがあるところなのか？」

「勿論です！」

　と即答するこのは。そこでフィアがふんと鼻を鳴らして、

「お前のようなウシチチが行きたがる場所……しかも寺の中にある神社という意味不明さがポイントだな。これはきっと奇祭・全裸乱れ肉祭りとかが行われる邪教の本拠地に違いない。春はる亮あき、そのガイドブックを貸してみろ。確たしかめてやる、どれどれ……？」

　そしてフィアは、むむ、と呻うめいて固まった。ひょいと横から同じページを覗のぞき込んだ錐霞も、「こ、これは……！」と表情を険けわしくする。

　その存在を知っているのか、クルリは面めん倒どう臭くさそうに嘆息し、ビブオーリオは柔らかな笑えみで「女の子ですねえ」などと呟つぶやいていた。




　既すでにその場所には人が大勢いた。どうやらここは知る人ぞ知る人気スポットだったらしい。別の班はんの大たい秋しゆう高こう校こうの生徒、同じく修学旅行中なのだろう、見知らぬ制服の高校生、まったく無関係な大人の観光客、そして外国人の観光客──順番待ちのようなことになっていたので、しばらく待っておくしかなかった。それだけの価値があるものだった。

　この──恋占いの石、なるものは。

（馬ば鹿かげた迷信と言えば、それまでだが）

　胸中で呟つぶやきつつ、錐霞は改めてそれに視し線せんを向けた。拝はい殿でん前まえにある二つの石。ご丁てい寧ねいに注連しめ縄なわが巻かれ、そのまま『恋占いの石』という札ふだまでが立っている。目を閉じたままこの石の一方から一方に移動することができれば、恋愛が成じよう就じゆする──と、言われているらしい。

　フィアとこのはは少し前方で、身を乗り出すようにして他人の恋占いチャレンジを見ている。まあ女の子だから恋占いとか好きだよなあ、という程度の理解度なのだろう、春はる亮あきは少し離はなれた場所でのほほんと待っていた。ありがたいような、その鈍どん感かんさが恨うらめしいような。

　小さく嘆息したとき、隣となりにクルリが立っているのに気付いた。ポケットからあの鍵かぎを取り出し、二割から三割ほどが赤く染そまっているだけのそれを仏ぶつ頂ちよう面づらで見ている。

「ったく……面めん倒どう臭くせぇ。こんなことなら……」

「取らなければよかった、か？」

　今までまともに話したこともなかった──話す間柄ではなかった──が、気付けば話しかけてしまっていた。彼女は横目でちらりとこちらを見て、

「……いンや。あんときも言ったが、こりゃあたしらが始めたことだ。てめーらに借りは作れねえ。少なくともてめーらだけに任せとくのは筋が違う」

　意外にまっすぐなのだな、と錐きり霞かは思った。元からそうだったのか──それとも、昔とは何かが変わって、そうなったのか。

「で、だ。暇ひま潰つぶしがてら聞くがよ……どうすりゃいいと思う？」

「漠然とした質問だが、言いたいことはわかるよ」

　小さく苦笑する。こちらも暇潰しがてら、真ま面じ目めに彼女へのアドバイスを考えてみた。

「ビブオーリオがさっき言っていたのは大筋、間違ってはいないだろう。感情を動かすには他者との関かかわり合いが最も有効だ。その相手が特別な人間ならさらに有効だ。つまり──光こう一いち郎ろうとか言ったか？　やはり君の職しよく場ばの彼を連れてきてだな──」

「だ、だだだ黙だまれよ無能臭ぇぞテメェ何言ってんだあいつはそんなんじゃねえぞそんなんっていうのが何かも知んねーけどそうなんだよ勘違いすんな！」

「そうか。最も有効そうな方法を考えてみただけだが、間違えていたならすまない」

　あっけらかんと言う。目の前で誰だれかが焦あせっていると、逆にこちらは落ち着けるものだ。あと色恋に関わる隠かくし事ごとが致命的に下へ手たな人間というのもいるものだ。自分もいろいろ気をつけることにしよう。

「だーもう、テメェらは……なんだ？　口裏合わせてあたしをからかってんじゃねえのか？」

「そんなつもりはないが」

「つーかよ、テメェらのほうこそどうなってんだよ」

「どう、とは？」

　反はん撃げきのつもりなのだろう。はんとクルリは鼻を鳴らして、

「あたしだって女のカンぐらい持ってるんだぜ。あの吞気のんきな顔してる野郎の話だよ」

「……」

　黙もく秘ひを試みてみたが、あまり効果はないようだった。

「あたしは行ったこともねーが、テメェら、今は修学旅行中なんだろ。そういうことにゃ絶好のタイミングだって話ぐらいは知ってる。はん……羨うらやましいねぇ。あたしにゃそんな学校生活なんてなかったからな」

「──本当に、羨うらやましいのか？」

　自然に、口から言葉が漏もれていた。何の感情もなく。

　恋の想おもいが渦うず巻まいている拝はい殿でん前まえの石からそっと視し線せんを持ち上げる。薄うすい雲の靡なびく空を見やる。

　不快さはなく、ただ、心はその空のように澄すんでいた。そしてその雲のように頼りなげな何かがふわふわと落ち着く場所を探していた。

　ぼんやりと続けた言葉は、きっと、自分の──

　自分達の、真実。

「こっちはこっちで……意外と、大変なんだよ」

　クルリがじっとこちらの横顔を見ているのに気付く。空を見上げながらそんな言葉を吐はいてしまったことが急に気き恥はずかしくなって、錐きり霞かは微苦笑でその視線を受け止めた。そして付け加える。

「──馬ば鹿かげた悩みなのかもしれないがね。結局、誰だれにとってもそうなんだろう。他人の悩みは自分にとっては全すべて馬鹿げたもので、自分の悩みは他人にとっては馬鹿げたものだ。だからまぁ……それほど、羨ましがるようなものでもないさ」

　こちらの表情に何を見たのか、クルリが、は、と息を吐いて唇を曲げた。

「……かもな。あーあ、無能臭くせぇ」
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　どうしてか、不ふ思し議ぎと、彼女との距きよ離りが少しだけ縮ちぢまったような気がした。不思議な共犯意い識しきのようなものを感じていた。

　だから錐きり霞かは聞いてみる。お返しに。

「で、だ。暇ひま潰つぶしがてら聞くが……どうすればいいと思う？」

「漠然とした質問だけどよ、言いたいことはわかるぜ」

　クルリは小さく苦笑した。それから数秒、真顔になって何かを考えて。

　やっぱこれしかねえな、と呟つぶやきながら、真剣な視し線せんをこちらに向け──言った。

「押し倒せ」

「たまにだがね、そうできれば楽なのにと本気で思うときもあるよ」
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　春はる亮あきは目を細めてその光景を見ている。

「すぅぅぅ……はぁぁぁ……」

　我われは神。これから天を裂さき地を割る奇き蹟せきを起こすのである、とでもいうかのような集中力で、このはが深呼吸していた。瞳ひとみを閉じ、前傾姿勢になって眼がん前ぜんの岩に両手を着いている。その腕に挟はさまれた膨ふくらみが窮きゆう屈くつそうに震ふるえている。よし、という頷うなずきを合図に彼女はその岩から手を離はなし、目を閉じたままぐるりと身体からだを回転させて背後を向いて──

「だ、ダメだウシチチ！　もっと右だ！　いや左だ！　足元に子こ猫ねこが！　危ない！」

「ああもう、うるさいですよ！　……人にアドバイスを貰もらって辿たどり着くと、人の助けを得なければ恋は成じよう就じゆしないということを示し唆さしている……ならば逆にこの状況を乗り越えれば、邪じや魔ま者ものに惑まどわされることなく成就するということを示すはず……！」

　一歩一歩、対ついになっているもう一つの石に向かって着実に歩を進めていく。それをフィアがやいのやいのと喧やかましくはやし立てる。クルリと錐霞という珍しい組み合わせの二人ふたりが何事か話しながらそれを見ている。

　彼女達はこの状況をそれなりに満まん喫きつしているように思えた。やはりそうやって楽しみ尽くすことで、一刻も早く鍵かぎを起動させようとしているのだろうか。

（うーん……俺おれも手伝てつだいたいところなんだけど、どうしたらいいのかなあ）

　そんなことを考えていたとき、ふと隣となりに誰だれかが立つ気配けはい。見るとそこにはビブオーリオがいた。彼女はクルリのほうを優やさしい表情で眺めながら、

「うふふ。なんだか、今日きようはあの子も久しぶりに楽しそうです。鍵のことを抜きにしても、ここに来てよかったですね。日ごろの仕事の疲れがリフレッシュできるといいのですが」

　その呟きを聞いて、丁度いいので改めて彼女についての話でもしてみようと思った。

「仕事か……正直、あいつがちゃんと働いてるの見てびっくりしたよ。そんなイメージじゃなかったからさ。毎日真ま面じ目めにやってるのか？」

「ええ。働き始めたころは、やはりいろいろあったのですけれどね……失敗したり、苛いら々いらしたり、仕事に来なかったり、途と中ちゆうで帰ったり」

「言っちゃ悪いが、そっちのほうがイメージには近い」

「ふふ、聞かなかったことにしておきます。それでも、あの子はあの子なりに状況を理解し、慣なれ、頑がん張ばろうとしていたのですよ。自みずからの《居場所》というものを作るために。ただ、それに少しばかりの時間が必要だっただけです」

「居場所……」

「はい。私達には……今まで、ありませんでしたから。仮かり初そめのものしか。偽にせ物もののものしか。それは家族会フアミリーズというものが始まるより前からです。私は孤児院の皮を被かぶった人身売買施設の出で、クルリは親を失い、親しん戚せきに虐ぎやく待たいされていました。そこは居場所などというものではなく、冷たい現実でしかありませんでした」

「……」

　そこでビブオーリオは小さく息を吐はき、ごめんなさい、と呟つぶやいて首を横に振った。その暗い思い出を振り払うように。

　それから改めて、クルリのほうを見やる。

「それを考えると──あの子は、とても強い子なのでしょうね。いくら失敗しても、慣れない仕事でも、諦あきらめずに続けていました。逃げ出しても帰ってきて、文句を言いながらも手は動かして、必死で自分の居場所を作り出そうとして。ええ、とてもあの子は頑張ったのですよ。だから今のあの子があるのです。自じ慢まんに思います」

「あんたも状況は同じだろ。あんただって凄すごいよ」

　思わず、口からそんな言葉が漏もれていた。ビブオーリオは一いつ瞬しゆんだけ目を見開いてから、照れたように微笑ほほえむ。

「私には、年の功というものがありますから。あの子よりは楽をしていますよ。それにこの国の人達は親切ですから、外国人というだけで失敗も大目に見てもらえたりしますので」

「む、確たしかにそりゃちょっとズルイな」

「でも、あの子にも心強い味方がいたのですよ。同年代の、等身大でぶつかり合えるような相手。文句を言って、無む理り矢や理りに手伝てつだわれたりして、それにまた文句を言って、逆にお返しで手伝ってあげたりして、勿もち論ろんそれにもまたぶつぶつ文句を言って……ふふ。彼とのやりとりが単純なストレス解消になったのでしょうし、彼との触れ合いが職しよく場ばへの慣れを作ったのでしょうし、彼に教えられて仕事内容のスキルアップに繫つながったのでしょう」

「えーと……あの、光こう一いち郎ろうさんって人？」

「プライバシーに配はい慮りよして、個人名についてはノーコメントですよ」

　冗じよう談だんめかした口く調ちようで言いながら、軽く片目だけを閉じる。それから独ひとり言ごとのように続けた。

「彼がいたからこそ、あの子は頑がん張ばれていたのかもしれませんね。いくら感かん謝しやしてもし足りません……あの子も心の底では感謝しているはずですよ。本当に、そういう気持ちをもう少し素直に出せるようになれば話も早いと思うのですが……」

　その視し線せんの先には、やはりクルリがいる。春はる亮あきももう一度、改めて彼女のほうを眺めた。かつてとは違う、どこか穏おだやかな表情をしたクルリ。そんな表情を浮かべられるようになるまで、彼女はどれだけ努力したのだろうか。春亮には想像することしかできない。それでも──今そこに在る彼女の姿は、とても眩まばゆいものであるかのように思えた。

　会話がそこで一いつ旦たん止まった。穏やかな沈ちん黙もく。

　自分も頑張らなくちゃな、と春亮は思う。すべきことをしなくては。

　今、自分のすべきことは──やはり、フィア達を手伝てつだうことだ。

　それには、どうすればいい？

　感情。彼女達が感情を高めるのを手伝う。感情と言えば喜き怒ど哀あい楽らく。真まん中なかの二つは勘弁してほしい。やはり喜と楽か。つまり、みんなを喜ばせたり楽しませたりすればいい──のだろうか。どうやって？

「ここが家だったら、料理とか作れたんだけどな……」

　普段ふだんより気合いを入れて豪ごう勢せいなものを作ったり、好物をたくさん使った料理にしたり。いろいろ手はあったのだが。

　でも今言っても仕方ないか、と嘆息したとき、こちらの独ひとり言ごとを聞きき咎とがめたか、

「彼女達のお手伝いをしたい。でも方法がわからなくて悶もん々もんとしている──とお見受けしましたが」

「うおっ。まあ、その通りだけど……よくわかったな」

　ビブオーリオは悪戯いたずらっぽく笑って、

「私達は、彼女達のような存在をずっと見続けてきました。仲間と共に飽あきることなく彼女達を見つめ続け、それを誇りに、自みずからの立脚点に、存在意義にしていました。つまり私達は彼女達を見つめる視線の第一人者というわけです。物もの憂うげに彼女達を見つめる男の子が今何を考えているかくらい、わかりますとも」

　自らの過去の在あり様ようをこんなふうに笑って語れるのならば、彼女達はもう本当にあのときとは変わっているのだろう、と春亮は思った。

「手伝いたいのですか？」

「そりゃまあ」

「無理に何かをする必要はないと思いますよ。貴方あなたは貴方であるというだけで、おそらく彼女達の助けになっています」

「いや、全然意味がわかんないんだけど」

「うふふ、だから言っています」

「それもわかんないって……」

　もうちょっとわかりやすいアドバイスとかくれないかなー、と苦にが笑わらいしていると、ひょいとビブオーリオが顔を覗のぞき込んできた。どうしてか、さっきよりも真ま面じ目めな顔になって。

「ついでなので、言わせてください。かつて歪ゆがんだ眼めで見、愚おろかな頭で考え、誤った言葉で語っていた私には──わかることがあるのです。狂気と愚ぐ昧まいに濾ろ過かされて、だからこそ私の心に残っているものがあるのです」

「……？」

「かつて呪のろわれた愛を語っていた私からのお願ねがいです。厚こう顔がん無む恥ちな懺ざん悔げの如ごとき希望です」

　ゆっくりと、瞬まばたきをして。

　囁ささやくような声で、ビブオーリオは言った。

「彼女達は。普通に愛されてもいい存在なのだということを──どうか忘れないでいてあげてください」

「え……？」

　当然で当然すぎる、とても当たり前のことを言われたような。

　今まで考えもしなかった、とても大事なことを言われたような。

　そんな矛む盾じゆんした感覚を味わった。

　胸の奥が奇妙に苦しい。むず痒がゆい。熱あつい。血流が走り出そうとしている。どこへ？

　そんな春はる亮あきの表情を見て、ビブオーリオはふっと頰ほおの力を緩ゆるめていた。それで自分の役割は果たしたというように。

　彼女は身を起こし、再びフィア達のほうに優やさしい目を向ける。

　フフフと不気味なガッツポーズを繰くり出しているこのは、「まあ……一応、な。私の空間把は握あく能力を確たしかめるいい機き会かいだ、それだけだ、うむ！」などと呟つぶやきながら石に手を着くフィア、「次が空あいている？　そうか……ならば、記念に、やっておくかな……」とさりげなくフィアの後続位置に移動する錐きり霞か。肩を竦すくめているクルリ。

「おや。取り残されて寂さびしそうなので、あの子をからかいに──いえ、感情を動かすアドバイスをしに行ってきますね。とりあえずは、遠えん慮りよしないで貴女あなたも恋占いすべきですよ、と背中を押してみるところからでしょうか」

「あ、ああ」

　クルリのほうに歩き出したビブオーリオだったが、一度足を止めて振り返ってきた。

「大事なことを言い忘れていました。先さき程ほどの話の補足です……これは単に、愛を標ひよう榜ぼうしていた私の直感が言っているだけなのですが」

　くすりと笑って、

「彼女達の人間性は偽いつわりではない。だからこそ、人間と同じ生を得て、人間と同じ愛を得る。ならばきっと──子供だって、産めるでしょうね？」

「なっ」

　小さく肩を揺ゆらしながら、ビブオーリオは顔を前に戻して歩いていく。

　からかわれたのかどうかすら──春はる亮あきには、よくわからなかった。
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　清きよ水みず寺でらを出たところで、一度鍵かぎの状態を確かく認にんした。

　フィアは自みずからのポケットから取り出したそれを見て嘆息する。四割ぐらい……だろうか。あまり進んでいない。クルリも似たようなものだったが、このはは前半のリードを守る形で既すでに六割ほどの位置まで鍵を赤く染そめていた。

「今まであまり実感がありませんでしたが、半分を超えるとさすがに……溜たまっていってるんだなあ、というのがわかりますね」

　チラリとそれを見て、フィアは軽く口を尖とがらせる。それはお前だけだ。コツを教えろ。自分にはわからない。上う手まくいかない。素直に感情を出すというのは何だ、どういうことなのだ、具体的に何をすればいいのだ……

　ひどく気に食わないことではあったが。

　単純に考えて、このはの真ま似ねをするという手もあるにはあった。

　このはの行動が普段ふだんとは微妙に違うことには気付いている。そこに感情を高めるヒントがあることにも気付いている。

　彼女は基本的に、常に春亮の隣となりにいた。いつもより明らかに頻ひん度ど多く、あからさまに、距きよ離り感かん近く、その隣にいた。あのハレンチなものを触れるか触れないかの位置でこれ見よがしに震ふるわせ、ときには実際に接触もしたりしていた。よく話しかけて、よく笑っていた。

（私も、ああできたら……よかったの、だろうか）

　このはを押おし退のけて、代わりにその位置に立って、同じことをする。真似をする。そうすればいいのかもしれなかった。

　でも、できない。

　プライドが邪じや魔まをする。他ほかにもいろいろなことを考えてしまう。自分とこのはの違い。体たい験けんしてきた過去の違い。共に在る長さの違い。胸の大きさの違い。

　つまるところ、自分は彼女ではないのだった。だから同じことはしたくなかった。

「何むくれてんだフィア、次はお前が行きたがってたとこだぞ。楽しもうぜ」

　楽しんでいる。修学旅行という時間を、今まで行ったこともない場所を訪れるのを、それが今自分の感情を高めるためにできる唯ゆい一いつの方法だと考えて、楽しんでいる──つもりなのだが、なぜか鍵に力は溜まっていかない。それに苛いら立だつ。

　バスで京きよう都と駅えきまで戻り、そこから電車で約五分。

　目的地はそこから徒歩ですぐの場所にある観かん光こう名所だ。はて、どうして自分はここに行きたがっていたのだったか……？　思い出せない。とりあえず進めば思い出すだろうか。でも、鍵かぎに力は。どうすれば。

　そんなとき、きゅ、と襟えり首くびが引っ張られた。見ると春はる亮あきが呆あきれたような顔でこちらの制服を摑つかみ、片手で横を指差している。

「あーもう、なんかヘンだなお前。どうしたんだ、お前にとってのメインはここだろ？　いやまあ帰りに行くってのが普通なんだろうけど、目の前を通ってるのにスルーなんてのはおかしすぎる」

「……あ。思い出した！」

「忘れてたのかよ。お前がアレのことを忘れるなんてよっぽどだ。熱ねつでもあるのか？」

「う、うるさいな。少し考え事をしておっただけだ」

「まあ……わからんでもないけど。考えすぎるのも毒だと思うぞ。適当に気を抜くのも大事。何にしても、ここでスルーはお前らしくなくて逆に俺おれの調ちよう子しが狂う。先に寄っとこうぜ」

　自分らしくない。そうなのかもしれない。自分でもそう思う。

　おほん、と咳せき払ばらいして、ひとまず胸の奥で蠢うごめく欲求不満な感覚は忘れておくことにした。春亮の言う通りだ。休きゆう憩けいも大事。

　眼がん前ぜんにあったのは、班はん別べつ行動の予定を立てていたときに「ここだけは絶対に行こう」と心に決めておいた店だった。そのことを思い出せば、立ち止まっている理由はない。財さい布ふを開きながら店員に突進。

「はい、いなり煎せん餅べいお待たせねー」

「おお……本当にキツネの形をしておる……！」

　出てきたものに目を奪うばわれる。

　なんというレアなおせんべなのか。まず視覚で客を喜ばせてくれるとは。食べるのが勿もつ体たいないくらいの作りで、エンターテイメント性と芸術性すら具そなわっている。さらには視覚だけでなく嗅きゆう覚かくも刺し激げきされていた。焼き立てほかほかの生き地じがひどく香こうばしい匂においを発している。

　沈んでいた気分が少しばかり復活してくる。やはりおせんべは最高だ。そして自分が次にすべきは、勿もち論ろん──

「食わないのか、フィア？」

「く、食うに決まっておる。食べるのが惜しいくらいなのは確たしかだが！　で、では……」

　ぱりり。心地ここち好よい歯ごたえ。おふぅ、と勝手に吐と息いきが漏もれた。

「香ばしすぎる！　これは……うむ、味み噌そと胡ご麻まが入っておるな！　二人ふたりの実力者の完全なるハーモニー。上品な甘みが口の中で蕩とろけるようで、それでいてしっかりとした食感が確かな存在感で残る……す、素す晴ばらしい！　私は幸せだ！」

　全力でそのキツネのお面型おせんべを貪むさぼっていると、春亮がこちらを見て笑う。

「はは……なんつーか、やっぱお前は煎せん餅べい食ってるときが一番素直だな。さっきみたいに難むずかしい顔してんのはあんまり似合わねえよ」

「むぐ」

　どうしてか、その顔に目を奪うばわれてしまった。咀そ嚼しやくが止まる。たった今聞こえた春はる亮あきの言葉を反はん芻すうする──素直。

　そうかもしれない。今、自分が本能に忠実に動いていることは断言できる。感情に素直に動いていることは断言できる。ならばこの延えん長ちよう線せん上に何かがあるのではないのか？

　たとえば、今、自分は何をしたいと思っているのか。

　それを改めて考えてみた。

　できるだけ客きやつ観かん的てきに。でも、自分の心の中にあるものを、余すところなく。

　その中でも一番大きなものを見つけた。それに付ふ随ずいしていろいろな想おもいがあった。このはや錐きり霞かがいるからやめておこうという気持ち。別にやってもいいという気持ち。どうしてと疑問を発する気持ち。意味などないと答える気持ち。

　ああ。それら全すべてを無視して、根本の大きなものだけを掬すくい上げることが、あるいは──

　ぱきり、と口元から折り取って。

　その、半分になっていたキツネの顔を。食べかけのいなり煎餅を。

　春亮の口元に、押しつけた。

「──やる。食え。これは、とても美う味まいのだ」

「へ？　あ、ありがと」

　口に残っていた煎餅を嚙かみ砕くだきながら、じーっと見つめる。春亮は観かん念ねんしたように口を開く。押しつけて、ぱり。ぱり。意外に口が大きいな、男というのはみんなそうなのか、と思った。おお、美味い。と春亮が心しん底そこ感心したように呟つぶやく。ぼりぼり。自分もその顔をじーっと見つめたまま、ぼりぼり。

「う、うむ。美味い……だろ。そうだろ」

　春亮と、一いつ緒しよに、食べてみたかったのだった。

　どうしてかはわからないけれど。ただ、こうしてみたかったのだった。

　一つのおせんべを二つに分けて。直接口に持っていってやって。視し線せんを合わせて。同じタイミングでぼりぼりと音を立てて。美お味いしいという工く夫ふうのない言葉を往復させて。

　そして実際やってみたら、胸が不ふ思し議ぎにきゅーっとした。熱あついような、苦しいような、踊りだしたいような、そんな気分になった。頰ほおが勝手ににやけて止まらなかった。

　口の中の味が残り少なくなる。名残なごり惜しい。二枚目に行こうか──と考えたとき、ふと頭に思い浮かぶものがあった。

　そうだ、割ったおせんべを一緒に食べただけでこうなるのなら。

　あのバレンタインのときに見てしまった幻覚のように、一枚のおせんべを両側から食べたりしたら、一体どれほど──

（いやいやいや！　さすがにそれはやりすぎだな！　ここにはウシチチとかもおるし！）

　ぷるぷると頭を振ってそれを忘れる。周りに誰だれもいなければやっていたのかという自問が頭をよぎったが、それも考えないようにした。

　とりあえずはこの一枚のおせんべだけで大丈夫だろう。よくわからないが既すでに気分は晴れている。今まで、自分は何を悩んでいたのだっけ？　誰かの真ま似ねをするまでもなく、自分なりに、自分のやりたいことを、我が慢まんしないようにやって──それが、楽しくないはずがないではないか。自分は今まで、いろいろなことを難むずかしく考えすぎていただけなのかもしれない。

「……よーし！　美う味まいご当地おせんべも買ったし、そろそろ行くとするか！　伏ふし見み稲荷いなり大たい社しや、とか言ったか。おお、とんでもなく派は手ででデカい門があるぞ！　白と赤でハレンチ巫み女このようだ、そう言えば奴やつらにもミヤゲを買っておかねばならんな、何にするかな？」

「おお、やっぱ煎せん餅べい食ったら元気になった。待てよフィア、そんな急がなくても」

　先頭を切って歩き出しながら、半ば確かく信しんを持って、そっとポケットから鍵かぎを取り出してみる。

　さっき四割だったのが──今は、五割。いや、五割五分。

　赤あか色いろの面めん積せきが明らかに増えていた。

　うん。まあ。

　理屈はわからないが。

　きっと、こんな感じでいいのだろう。

　自分の感情の向かう先に、誰だれの顔があるのか──それさえ忘れないようにしなければ。
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　長なが曽そ祢ね虎こ徹てつは目を閉じ、思い出している。




　逃亡と追つい撃げきが始まってから、どれだけ時間が経たったか。

　夜よ闇やみの中、虎徹とン・イゾイーは対たい峙じしていた。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきを追う疾しつ走そうの間に一いつ瞬しゆんだけ訪れた停滞。今立ち止まっている場所は、人ひと気けのない、古い町並みを残す一角だ。

　虎徹は摑つかみ取っていた短刀を握にぎり潰つぶす。正確には手中で切り刻んで刃やいばの砕さい片へんにする。それは何度も行ってきたことで、つまりは威い嚇かくにもならない。闇に溶け込むような肌をした女はするりと後退し、代わりの短刀をスカートの中から足で引き出した。慎つつしみというものがない。婦女はもっと貞てい淑しゆくであるべきだ、と今いま更さらながら虎徹は思った。

　何はともあれ、邪じや魔まである。

　自分の役目は、主から与えられた命は、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れること。つまりはそれが封ふうじられた箱はこを手に入れることで、それを開あける方法を知っているに違いない闇曲拍明を拿だ捕ほすることだ。箱自体は眼がん前ぜんの褐かつ色しよく女おんなが持っているが、この女がいずれ帰る場所はわかっている。後でどうにでもなる。今は闇やみ曲まがり拍ぱく明あきを追わねばならない。

　身を賭として果たすべき《誠まこと》のために、虎こ徹てつは前傾姿勢でさらに突進しようとする。やるべきことは今までと全く変わらない。行く手に立たち塞ふさがるこの女をなんとしてでも突破し、闇曲拍明の逃亡を阻止するのだ。

　しかしそのとき──闇の中から、声。それは眼前に見える褐色の女のものではなかった。

「いやあ、猪ちよ突とつ猛もう進しんというかなんというか。その単純さはもはや美徳レベルだ」

「室長。喋しやべる暇ひまがあるならば早く逃げてくださいという希望を希望します」

「君ならなんとかなるだろう、という絶対的な信頼の証あかしだと思ってほしいね」

　声の出所はわからない。周囲の闇のどこか。この自分の感覚で捉とらえきれないとは……あるいは何かの禍具ワースを使っているのかもしれない。奴やつの立場を考えればありうる話だった。

「観かん念ねんしたか。ならば姿を現せ。誠、拙せつ者しやが引いん導どうを渡してやる」

「ははは、逆だよ……あまりにしつこい君に敬意を表して、アドバイスをしてあげようかと思ってね。よくよく考えれば向こうは三人、君は一人ひとり。数の面で言っても分が悪い」

　時間が惜しかった。勘を頼りに、声の発生源と思おぼしき方向に突っ込む。当然のように邪じや魔まをしてくる褐色肌の女と戦せん闘とうを再開。足を使って戦う奇妙な戦闘術だ。慣なれていないため、やりにくい。だが負ける気はしない。

「もう一度言うが、箱はこは僕にも開あけられない。君はその鍵かぎを使うしかない──そこは前提だから信じてもらうしかないね。だいたい、あれは僕にとってはあまり必要のないものだし、君はこんなにもしつこい。開ける方法があったらとっくに諦あきらめて渡してるよ。僕は打算的なんだ」

「……」

　溜ため息いき交じりの声には真実味があった。そうかもしれない、と思ってしまう。

「さて、アドバイスというのは──君のすべきこと、だよ。鍵の起動方法。君には具体的コンクリートなところを話したほうがよく理解してもらえそうだからね」

　互いに攻こう撃げきを弾はじき合い、僅わずかに間合いが開く。体勢を立て直すついでに口を開いた。

「ふん。拙者に何をさせようというのだ」

「君は村正を憎んでいるね？」

　唐とう突とつに耳に滑り込んできたその言葉に、踏み出そうとしていた足が止まった。闇を睨にらむ。面おも白しろがるような気配けはいだけが返ってきた。

「いや、正せい確かくには違うのかもしれないけれど──ここは単純化した話に留とどめておこう。同じ刀として。名を馳はせた刀として。君は彼女に対する何かの想おもいを持っているはずだ」

「……だからどうした」

「それは使えるよ、という話だよ。さっきの君は、彼女にその想いを向けたくて仕方がなくて、でも免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れるという仕事があるから無理にそれを考えないようにした、みたいな態度だった。そんなことをする必要はないんだ。その二つは繫つながっている」

　どういうわけか、足が動かない。今しばらくこの男の言葉を聞いていてもいいのではないかという気分になってしまっている。

「君が村むら正まさを憎ぞう悪おしているのならば、憎悪する理由があるはずだ。さっき言ったかな？　憎悪も立派な感情だよ。だから──それを確たしかめることは、君にとってけっして無む駄だにはならない」

「確かめる……」

「そう。確かめて、やっぱり彼女は憎悪すべき存在なのだと答えが出たなら、君はもう一度改めて憎悪するだろう。実は違っていたのだと答えが出たなら、君は──」

「誠まこと、そのようなことはありえない」

「──まあ、仮定の話として。とにかく君はそのときも何か素直な感情を抱くだろう。《感情が動くような行為をする》ということが必要なのであって、その材料として君にはとても使いやすいものがあるよね、という話さ。けっして無駄にはならない。そして君の一いち途ずさから判断すると、それはとても有用だ」

　思い出していた。あの女の顔を。

　村正。村正。村正──

　其そは刀である。刀という道具は人を斬きるためにある。

　自分とてそうだ。その求められた役割において優すぐれていたから、その目的を簡かん便べんに確かく実じつに果たすために所しよ望もうされた。虎こ徹てつの切れ味比類なき。だから剣士は皆虎徹を欲し、その切れ味に満足しながら、役割を果たした。つまりは──

　人を斬った。

　だから呪のろわれた。

　何を恥はじることもない。何の不ふ思し議ぎもない。ごく当然の流れだ。優れた刀、後世まで長く残る刀とはかくあるべきなのだ。優れていたから人を斬り続け、所有者が変わっても求められ続け、そして斬られた人間の怨えん嗟さを受け続け、呪われる。こうなってしまった今となっては、それ以外の道などなかったように思う。名刀だったからこその道どう程てい。優れていたから呪われ、呪われてさらに優れた。使い手達は呪いの噂うわさなど意に介することはなく、やはりただ人を斬る役割における有用さだけを求めていた。

　ああ、だからこそ、だ。

　自然の流れである以上に、呪われて当然である以上に、自分達というモノは──呪われるためにあり、呪われることこそを最初から求められていたのではないのか、と思う。それこそを自分達は最高の砥とぎ石いしとして甘受すべきではないのか、と思う。

　自分には、自分の在るべき姿というものが見えているのだった。明確に、誇りを持って、これが自分であると胸を張って生きているのだった。

　なのに──

　村むら正まさは。あの刀の中の刀と謳うたわれるものは、比類なき刃やいばを持つものは、比類なき力を持つものは、かつて憧しよう憬けいすら抱いてその名を聞いていたものは、そうではない。

　その憧憬が転じた、深い失望。裏切られたような嫌けん悪お。それが今の自分の根底にあるものだった。溢あふれんばかりに胸中で蟠わだかまっているものだった。

　いつのまにか、自分の拳こぶしはぎゅっと握られていて。

　そして同じくいつのまにか、闇やみの中の声が微妙に遠ざかっている。

「さて、アドバイスはこの辺で。少し時間も稼かせげたし、もう大丈夫だろう。ン・イゾイー、君も帰りなさい。怖いスコップが君を待っているんだろう？」

「受じゆ諾だく……」

　はっと気付き、やられた、と思ったときにはもう遅かった。

　周囲に残ったのは、ただ、言葉を発さなくなった真の闇だけ。

　その闇は、自分が思い出してしまった、絶対に許し難がたいあの存在に抱く感情に似ていた。

　確たしかに在るもの。見ざるをえないもの。逃げられないもの。振り払えないもの。

　それと相あい対たいしたとき、刀である自分にできることは何か？

　決まっていた。

　その目め障ざわりなものを切きり裂さいて、在るべき場所へと進むだけだ。




　そして──虎こ徹てつは目を開あける。

　切り裂くべき闇は今、その足元にあった。




　　　　[image: ]




　静せい謐ひつと霊れい妙みようを肌に感じながら、このはは彼の隣となりをゆっくりと歩いている。

　伏ふし見み稲荷いなり大たい社しやの千せん本ぼん鳥とり居い。数える気にはならなかったが、それくらいあってもおかしくはないのだろうと納なつ得とくはできた。まるでトンネルを形作るように、短い間隔で無数に立ち並んでいる鳥居。ずっと先を見ていると、ふと遠近感を見失った。この光景がどこまでも果てしなく続いていくと思えるような、幻想的な朱しゆ色いろの道。石いし畳だたみを踏む一同の足音が、まるで何かの儀ぎ式しきのように鳥居の隙すき間まを擦すり抜けていく。

　千本鳥居は稲荷山の中腹にあるので、緩ゆるやかな上り坂を描いていた。つまりは歩いているだけでうっすらと汗ばんでくる。このはは横を見て微笑し、

「これは、けっこういい運動になりますねえ。静かで落ち着いた雰囲気ですし……うちの近くにあったら、きっとお気に入り散歩コースに入れてしょっちゅう歩いてますよ」

「俺おれもこういう神秘的なとこは好きだぞ。でもまぁ、現実は近場の神社の鳥居をくぐるのが精一杯だな。普通の神社は神社でそれなりに好きだけど」

「待て待て、春はる亮あき。今の問題はそこではない。私達はだな、こいつの言う散歩がいわゆる《だいえっと》のことだと看かん破ぱしてやるべきなのだ。それつまりこのウシチチはウシチチ部位だけでなくそれ以外のアワレな場所にも肉をつけてしまったということであって、生温かい目でこいつの無む駄だな努力を嘲あざ笑わらってやることこそがこいつのために──」

　邪じや魔まな銀ぎん色いろの塊かたまりがぬぬいと間に出てきたので、見もせずにぬぬいと腕の外側で押し返した。何事もなかったのように会話を続ける。

「でも気をつけないと、神社の中には落ち着くどころか同じ顔の巫み女こが十五人出てきたりするところもありますからね。そしてたいてい大変な目に遭あったりふしだらな目に遭ったりするのです。だから──ええと、一いつ緒しよに散歩すればそんな可能性は未然に防げますね、と」

「ま、あそこは散歩で行くにはちょっと遠いけどな」

「できるだけ遠くに行ったほうがカロリーが消費できるからだな！　私の推理力がそう迸ほとばしる！　それはともかく、奴やつらに買うミヤゲは何にする？　やはり数が多いものがよいだろうか」

　懲こりずにまたぬぬいぬいっと銀色の頭が挟はさまってきた。このはは嘆息する。二人ふたりだけでこんな道を歩けたらどんなにか幸せなことだろう。しかし今は邪魔者が多い。何やらさっきから地味にチョロチョロ感が増してきたフィアだけでなく、努めてその存在を忘れるようにはしているが、後方には錐きり霞かにン・イゾイー、クルリにビブオーリオもいる。そして──

　そして上方には？

　反射的にフィアの肩を押し、春亮の身体からだにぶつける。強制的肉の盾たて。しかしそれはもしものときの用心にすぎなかった。

　かなりの確かく率りつで──狙ねらいは、自分だ。

「せええええええいっ！」

「っ……！」

　石いし畳だたみに飛び込むように前転。スカートの下を彼に見られてしまっただろうが気にする余裕はない。素早すばやく身を捻ひねって状況を確認──

　千せん本ぼん鳥とり居いも全すべてが一続きになっているわけではない。切れ目の一つ、今歩いていた列の最後の鳥居の上から飛び降りて襲おそってきたのは勿もち論ろん、

「虎こ徹てつ！」

「むら、まさぁ……っ！」

　和装のロリータ服に、新しん撰せん組ぐみの浅あさ葱ぎの羽は織おり。ぎらぎらとした目でこちらを睨にらんでくる彼女の足元、石畳がごっそりと抉えぐれている。彼女の虎こ爪そう、刀の力を秘めた両腕が落下の勢いで振り下ろされたのだ。

　身を翻ひるがえして春亮達を攻こう撃げきすることを懸け念ねんしたが、その心配はなかった。虎徹はそのまま前進してこちらを襲おそってくる。素す手でではあるが、豪ごう快かいな太た刀ち筋すじ──だと、言ってもいいだろう。自分達の間ならば。荒あら削けずりだが、その荒削りさこそを利点としているような連撃。細かい読みや技術を力で捩ねじ伏せる気き概がいに満ちた攻め方だ。

「だ、あ・あ・あああああっ！」

「くぅっ……」

　主しゆ導どう権けんを握られてしまった。後退しながら捌さばく。稲荷いなり山やまの観かん光こうルートを外れ、がさがさと茂しげみに突っ込んでしまったが、むしろそのほうがいいだろう。人に見られては困るし、鳥とり居いを勢いで切り倒して貴き重ちような文化財の数を何個か減らしてしまうわけにもいかない。

　虎こ爪そうでの突きを回かい避ひし、手しゆ刀とうで受け流す。カウンターで蹴けりを入れる。逆にその隙すきに不安定な下半身を攻められる。攻撃を諦あきらめて回避に意い識しきを戻す。

　いつしか、人の手が入っていない山の中腹に追いやられていた。それでも自然の産物としてそれなりに開けた平地があったので、そこで攻勢に転じることにする。身体からだの回転数を意識的に上げ、空間を広く使って対処。

「どうして、わたしを!?」

「答える義理は、ない！」

「同じ日本刀だというところを、義理にしてはもらえませんかね！」

「っ──誠まこと！　貴き様さまの、そういう、ところがぁぁぁっっっ！」

　いくらそれなりに空間が開けているとは言っても、それはあくまでそれなりだ。戦せん闘とうの余波で周囲の木々が断たたれ、幹みきが吹ふき飛び、枝葉が宙を舞まう。新たに活用できるスペースが増えていくとも言いい換かえられるが。

　枝が相手との間に被かぶさり、一いつ瞬しゆんだけ視界を遮さえぎる。その一瞬の隙すきを利用。相手の動きを予測し、同時に相手が予測しにくい位置に身体を滑らせ、視界が開けたのと同時に掌しよう底ていを放つ。予測通りに動いてくれていたので、それは狙ねらい違たがわず虎こ徹てつの腹部を捉とらえて弾はじき飛ばした。だが咄とつ嗟さに腕でガードされたため、たいしたダメージは与えられていない。普通の相手ならば今ので決着がついていてもおかしくはなかったが──やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

　その緊きん張ちよう感かんを悟られないよう、このははあえてのんびりした調ちよう子しで口を開いた。

「なかなかやりにくいですねえ、似たような相手というのは。あなたのほうはどうですか？」

「っ……」

「そろそろ教えてくださいよ。どうしてわたしをつけ狙うんです？　どこかで会いましたかね、わたし達。関せきヶが原はらとかにいました？　それともやっぱり幕ばく末まつですか？」

「戦場で、見まみえたことは、ない」

　荒い息に混ぜ込めるように、彼女が言葉を返してきた。

「だが、拙せつ者しやはお前を知っている。村むら正まさ。徳とく川がわに仇あだなす妖よう刀とうよ」

「自分で言うのもなんですが、有名ですからね。その程度でいいのなら、わたしもあなたのことは知っていますよ。虎徹。無骨なれど斬きれ味鋭するどし。三ッ胴四ッ胴当たり前の業わざ物ものだと」

　ぴくりと虎徹の表情が震ふるえたように見えた。気のせいだったのかもしれないが。

　何にしても、彼女は自分の同類なのだった。鋼はがねを叩たたき上げて鍛きたえられた弧この刃やいばであるという意味でも。そして、けっして無視できない、もう一つの意味でも。だから聞かざるをえない。

「どうして──呪のろわれました？」

　その問いに対し、虎こ徹てつは一度ゆっくりと瞬まばたきをした。小さく息を吐はき、問い返してくる。

「では拙せつ者しやも聞こう。貴き様さまはどうして呪われた？　と」

　一いつ瞬しゆん、言いい淀よどんでしまった。その答えは単純で、しかし同時に、一言で語るには多すぎる。

「答えられまい。我われらは、武器であり、刃であり、刀であり、その最上位にて最も洗練されたモノである我らは──誠まこと、元々そうなるのが当たり前の存在だったというだけだ」

　ふざけるな。このはは強く思った。すっと心が冷えていくのを感じる。

「──貴様はどう考える？」

「くだらないですね」

　即答できた。冷えた胸の中から、そのマイナスの温度が瞳ひとみに装そう塡てんされたのが自分でもわかる。だが眼前の同類を見る自分の視し線せんには、冷気以外の何かもきっと含まれていただろう。

　そう、たとえば──憐れん憫びんとか。

　このははゆっくりと息を吸って、言った。

「同じモノのあなた。目的もわからないあなた。提案します──わたしと共に過去を忘れませんか。血塗られた刃は紋もんを拭ぬぐい、鞘さやに納めることにしませんか。この今の世を見ればわかるでしょう？　もう、刀の時代は終わったのです」

「は」

　音。喉のどから漏もれた音。不ふ思し議ぎに無表情に固まっている虎徹の顔。それらはその瞬間では意味のわからないものだった。

　だが一呼吸後。

「は、ははは、はははははははは！　駄だ目めだ駄目だ、やっぱり駄目だ、だから駄目だっ！　ああ、あああああ、違う！　違う違う、それは、違う！　間違って・いるっっっ!!」

　最初は笑声。しかしその言葉はみるみるうちに他ほかの混こん沌とんとした感情に姿を変えていく。絶望に。怒ど気きに。失望に。悔かい恨こんに──そして、憎ぞう悪おに。

「やはり、駄目だ、村むら正まさっ……拙者は、貴様をっ！」

　今までとは比較にならない負の感情を溢あふれさせ、虎徹が全身に力を張はり巡めぐらせたのがわかった。穏おん便びんに会話で済ませることは、やはり無理なのか。身構えながら最後に言ってやる。

「わたしが心配する筋合いではありませんが、あなたもあの鍵かぎを受け取ったんですから、こんなことをしている場合ではないでしょう。これは正直、無駄な戦いだとしか思えません」

「無駄？　無駄ではない、無駄ではない！　拙者の想おもいは──貴様への憎悪は、ここに在り！　これがその証あかしだっ！」

　このはをぎりぎりと睨にらみつつ、虎徹がポケットからあの鍵を取り出した。眇すがめた目の前に持ち上げ、その殺意の視し線せんに乗せるようにする。

　このはの目の前で、その鍵かぎの赤あか色いろがすうっと面めん積せきを増したように思えた。

　今まで五割ぐらいだったものが──七割ほどの位置まで。

「そんな……!?」

　愕がく然ぜんと呟つぶやいて、このはは同時に気付く。負の感情。そうだ、拍ぱく明あきも言っていた。負の感情も感情であることには変わりない。彼女は意い識しき的てきに自分への憎ぞう悪おを糧かてにしているのか。

　このはの驚きよう愕がくに満足したのか、虎こ徹てつは表情を変えないまま鍵をポケットに仕し舞まった。

「だが、まだだ。まだ足りぬ。拙せつ者しやと果たし合え、村むら正まさ。誠まこと、貴き様さまの価値はもはや拙者に塵じん芥かいの如ごとき感情を抱かせることのみ。そのくだらぬ失望と侮ぶ蔑べつを今一度拙者が食はんでやろう。それが屈辱だというのなら──見せてみるがいい、貴様の誠の刃やいばの輝かがやきを！」

　言いながら、彼女は足元に落ちていた一本の枝を足先で跳はね上げて摑つかみ取った。そしてそれを口元に持っていき──

「……!?」

　舐なめる。小さな唇の間から現れたピンク色の舌が、どこかエロティックにその棒の表面をつつく。這はう。唾だ液えきが濡ぬれた筋をつうっと描えがく。

　そして彼女は手中のそれを見ながら囁ささやいた。

「徹とおれ。我わが念──」

　このははその瞬しゆん間かんに察知した。あれは刀だ。たった今、あの棒に刀という属性が与えられた。昨夜ゆうべ、錐きり霞かの腕を街灯が斬り飛ばしたのもこれか。なぜ舐めたのかはよくわからないが、唾液を媒介にして属性を乗せた、とかそういう意味合いの儀ぎ式しきだろう。

「そういうの、わたしもやってやれないことはないんですけどね……どちらかと言えば苦にが手てな、小手先の技です」

「小手先かどうか、身をもって確たしかめてみるがいい。これこそが拙者だ。拙者はただの古こ鉄てつに非あらず。故事に曰いわく、虎とらと念じて矢を放てば、岩とて徹す──故ゆえに虎徹！」

　虎こ爪そうを構えていたときと雰囲気の種類は変わらない。剛ごう直ちよく。豪ごう快かい。猪ちよ突とつ猛もう進しん。だが気配けはいの総量が明らかに変わっていた。触れただけで弾はじけ飛びそうな闘とう気き、そして刀気。

　彼女は自みずからが鍛きたえた刀を正眼に構えつつ、低い声で言った。

「参る。拙者は、長なが曽そ祢ね虎徹入にゆう道どう興おき里さと──その斬きれ味、比肩するものなしと謳うたわれた最上大おお業わざ物ものなり！」

「ぐっ!?」

　言葉と同時に彼女が神速の踏み込みを見せた。手しゆ刀とうで受け流すが、受けた場所に鋭するどい痛みが走る。小さな切り傷ができていた。斬り負けたことに軽くショックを受ける。

「村正にも負けぬと語られた拙者。どうやらそれは正しかったようだ！」

「あまり、調ちよう子しにっ──！」

　気合いだ。能力を最大限に発揮し、彼女の刀と打ち合う。ぴりりとした痛みがまた走る。だが同時に向こうの持っていた棒もその長さが半分になっていた。

「さすがに一振りで片がつくとは思っておらぬ。徹とおれ、我わが念！」

　また彼女が近くの枝を拾ひろい上げ、今度は二ふた股またになった枝葉を打ち払うこともせず、そのまま襲おそいかかってきた。このはは再度手しゆ刀とうでそれを迎げい撃げきする。呪のろわれた家であるフォーティーンや残ざん骸がい剣けんを創造していたココロ・ペンタンジェリと似たようなタイプだ──その都つ度ど武器を作り出して攻撃してくる。だが彼女達と違うのは、近接攻撃を主としていること、質より量の考えではないこと、武器そのものの威力が段違いなことだ。

（この、わたしがっ……ええい！）

　致命傷は受けていない。だがそれだけだ。小さな無数の傷が全身に刻まれていた。自分自身の身体からだから流れる色で気分が悪くなるのは──あるいは昂こう揚ようするのはいつぶりのことだろう。

　……昂揚？　自分は楽しいのか？　楽しくない。はずだ。気分が悪い。本当に？　噓うそをつくな。黙だまれ。危うい。数ヵ月前に解けてしまった枷かせ、血が苦にが手てだという自じ己こ暗示はまだ再さい構こう築ちくできてはいない。練ねり切れていない。だから血血血。瞬まばたきしても瞼まぶたの裏に残る色。興こう奮ふんしてくる。下腹がきゅんと熱あつくなってむず痒がゆい衝しよう動どうを訴えかけてくる。

　もっと血を。

（黙りなさい）

　もっと戦いくさを。

（黙りなさいッ！）

　抑おさえろ。解けてしまった暗示の代わりとなれるのは、不安定な自分を安定させるのは、ただ意志の力だけだ。自みずからの力に飲み込まれるな。自らに蟠わだかまる呪いに飲み込まれるな！

「はっ……はあっ……」

「懸け念ねんはしていたが」

　息を荒げる自分の前、虎こ徹てつは憮ぶ然ぜんとした様よう子すで呟つぶやいていた。

「誠まこと、貴様は中ちゆう途と半はん端ぱだ。憎ぞう悪おするにも失望するにも、それらを否定するにも。だから、思ったよりも──つまらない。これでは鍵かぎの残りを埋めるにはいささか時間がかかるやもしれぬ。何か別の手も考えておくべきか……？」

「っ……」

　話していても隙すきは生まれない。彼女が今携えているのは針のような形状をした細い木の枝だった。突きを警けい戒かいする。だが斬ざん撃げきも無視するわけにはいかない。

　正直に言えば、ジリ貧だった。何か手を考えなくては。

　いや、わかってはいた。それが何かはわかってはいたが。

　ただ──あまり認めたくなかっただけだ。

「二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》、禍動curse/calling！」

　そのとき耳に届いてきた声こそが、その答え。

　黙だまっていても、いずれ彼女達はここに追いついてくる。

　そんな受け身の解決策を頼りにするのは、まるでライバルに助けられるのを甘んじて受け入れているようで、自分としては到底納なつ得とくのいくものではなかった。




　フィアは鉈なたを振り回して飛び込む。相手の得え物ものは──木の枝。ギャグかと思ったが、どういうわけかひどく硬質な刀の感触でそれは鉈を弾はじき返してきた。折れる手て応ごたえなどまったくない。

「このは！　大丈夫かっ!?」

　遅れて茂しげみから這はい出た春はる亮あきが、慌あわてた様よう子すでこのはに駆かけ寄るのが見えた。彼女はひどい有あり様さまだ。手足には薄うすい刀傷がいくつも。血が無数に垂たれている。服も切り裂かれてハレンチな有様になっている。刀が刀にやられるとはお笑い草だ。と思ったが、どうしてか、実際に口に出して嘲あざ笑わらうつもりにはなれなかった。

　ただ苛いら々いらとする。ただ腕に力が入る。ただ敵をぶちのめしたくなる。

「だあああああああっ！」

　暴ぼう虐ぎやくの力を思うまま振るい、虎こ徹てつに攻こう撃げきをしかける。彼女は眉まゆを顰ひそめながらも、いなすのではなく、真ま正しよう面めんからこちらの鉈に枝刀をぶつけてきた。単純な力のぶつかり合いが発生。相手はあえてそうしているのか、それともそういう戦い方しかできないのか。

　鉱物が砕け飛ぶような音を立てて、お互いの武器が後方に弾かれる。弾はずみで向こうの枝刀がそこらの木と接触し、ごく自然にすっぱりとその幹みきを断たつのが見えた。

　同じような武器で戦うとこうなる。では違う武器ならどうだ？

「二十二番機構・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》！」

　より質量で押し切りやすい鉄てつ球きゆう棍こんに似姿の形状を変える。全体重をかけて思いっきり縦たてに叩たたきつけると、ち、という相手の舌打ちと同時に虎徹が持っていた枝刀がくるくると飛んだ。そうだ、いかに強度の高い刀のような性質を持っていようが、それは刀ではない。人が握るために設計された柄つかなどという部分はないのだ。

　武器を失った相手の足元に鉄球棍がめり込む。再び持ち上げるのは億おつ劫くうだし、せっかくの好機をロスする。ならば、と再度の変形。

「十番機構・狭式加圧態《リッサの鉄柩"Iron Coffin of Lissa"》、禍動curse/calling！」

　全方位を包み込む圧殺空間に相手を閉じ込めようとする。だが六方の壁かべが完全に虎徹を包み込むには数すう瞬しゆんの時間が必要だった。その間に、

「拙せつ者しやを刑に処するか！　断る！　徹とおれ──我わが念！」

　虎徹は先刻切り倒していた木の幹を素早すばやく両手で掲げて持ち上げ、その表面を啄ついばむように舌を這はわせた。巨大なそれが疑ぎ似じ鋼こう鉄てつのつっかい棒となって鉄てつ柩きゆうの閉へい鎖さ動作を僅わずかに阻はばむ。その隙すきに彼女は柩ひつぎが覆おおおうとしていた領域内からするりと脱出していた。命いのち綱づなとなったさっきの丸太もしっかり回収して携えている。

　両手で腰の脇わきに丸太を抱え、槍やりのような構えで虎こ徹てつはこちらを睥へい睨げいする。得え物ものそのものは不ぶ格かつ好こうだが、全体的な構えに隙はない。このような戦いにも慣なれているのだろう。

　相手にとって不足はなかった。敵が強大なら、自分の持つ強大な暴ぼう虐ぎやくをさらに手加減なくぶつけてやるだけだ。次はどの拷ごう問もん具ぐを見せてやろうかと思ったとき、

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　遅れて追いついてきた錐きり霞かが、状況を見て取るなり呪のろわれた革ベルトを虎徹に向けて伸ばした。助かる援えん護ごだ。

　虎徹は片足を軸じくとし、両手で持った丸太を身体からだごと旋風のように振り回す。不格好な凶器に切断されていく革ベルト。錐霞が眉まゆを寄せて、

「丸、太……？　馬ば鹿かげている。どういう丸太だ、《可憐》が斬きれたぞ」

「形はヘンだが、どうやら刀のような力を持っておるようだ。油ゆ断だんするな、キリカ」

　さらに遅れて、クルリとビブオーリオが現れる。クルリはともかく、ビブオーリオは肉体的にはただの女なので遅れるのも仕方ない。そして最後にン・イゾイーがのっそりとした様よう子すで茂しげみから顔を出したが──この遅さは意図的だろう。草木茂る山道を走ることにこの女ほど慣れている人間はいないはずだ。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの命令、箱はこの保持係としての使命を果たすべく、常に一同の最後尾という位置を守ろうとしているに違いない。

　虎徹は追いついてきた彼女達を見て、それから息を整ととのえているこのはのほうにちらりと視し線せんを向けて呟つぶやいた。

「誠まこと、予想外の村むら正まさのつまらなさにより、予定が多少狂った……最善は、既すでに鍵かぎが完成している状況だったが。さすがにそれは高望みしすぎたか」

「何を言っておる？」

　そのフィアの問いには答えず、虎徹は腰に構えていた丸太を横よこ薙なぎに振るった。いや、攻こう撃げきにしては間合いが遠すぎる──投とう擲てきだ。刀の切れ味を具そなえた丸太が、水平にくるくると回転しながら飛んでくる。その単純な《長さ》が今は脅きよう威いだった。しゃがんで回かい避ひしようかとも思ったが、そうすれば後ろにいる春はる亮あき達がどうなるかわからない。

「ち──二十三番機き構こう・穴式釘面態《生涯坐しない聖者"maraNa-asana"》！」

「ええいいいっ！」

　横向きにした鋼こう鉄てつの棘とげ板いたを翳かざし、盾たてのようにして受け止める。同時、隣となりに進み出た誰だれかも目め障ざわりな乳を揺ゆらしながら回まわし蹴げりでその丸太を蹴り飛ばしていた。

「……なんだ、ただのウシチチか。まだ苛いじめられて泣いておるのかと思った」

「ちょっと気分が悪くなってただけですよ。舐なめないでください」

　あいつに危険が及ぶことならば、いくらダメージを受けていようとも、この女が立ち上がらないわけがなかった。それだけは確たしかだった。

　気に食わないが、恨うらみを晴らすのを手伝てつだってやることにしよう。次は何の拷ごう問もん具ぐを選えらぶか。制限されている中で何を選ぶか。足りないのならば、今の自分には二個目もある。あまり使いたくはないが、いざとなれば文句を言ってはいられない。さあ、さあ──

　本格的な戦せん闘とうモードへと精神と肉体をシフトチェンジさせながら、視し線せんを前に戻す。

　虎こ徹てつの背中が見えた。一いつ瞬しゆん、その光景の意味が頭に入らず、きょとんとしてしまう。

「ぬ？　……待て！　逃げるかっ！」

　丸太を投げてフィア達の動きを止めると同時、虎徹は身を翻ひるがえしていたのだった。

　このまま彼女を逃がしても事態は好転しない。走り出そうとしたとき、

「徹とおれ。我わが念──！」

　虎徹は足元に転がっていた平べったい石を摑つかんでぺろりと舐なめると、それを素早すばやく投とう擲てきしてきた。《生涯坐しない聖者"maraNa-asana"》でもう一度弾はじく。聞こえた音は勿もち論ろん、石ではなく、鋭するどい鋼はがねが軋きしむ音……まさに手しゆ裏り剣けんのようなものだ。準備動作が必要なため、乱発はされないだろう。単発の飛び道具など怖くはないが、足止めとしては充分な効果だ。なぜなら背後には守らなければならない人間がいる。

　散発的に振り向いて石刀を飛ばしながら、さらに虎徹は走り続ける。そのたびにフィア達は足を止めざるを得ない。その隙すきに虎徹は背後の茂しげみにまで悠ゆう々ゆうと到達し、ざん、とその中に飛び込んで姿を消した。

　死角からの攻こう撃げきを警けい戒かいしつつ、フィア達がその茂みに辿たどり着いたときには、既すでに虎徹の気配けはいは周囲から完全に消え去っていた。

「逃にがしたか……」

　拷問具をルービックキューブに戻す。それをポケットに捻ねじ込みながら、

「そもそもだ。あいつはなんでお前なんぞを襲おそってきたのだ。やはりチチが目め障ざわりだったからか？　さもありなん。奴やつは可哀かわい想そうなことに、どう見ても私以下の淑しゆく乳にゆうであったからな。いや私は平均サイズなのだが、あくまで平均以下は大変だなという意味でだ」

「はあ……胸のことはどうでもいいですけど、それがよくわからないんですよ。とにかくわたしのことが気に食わないような……こっちには全然心当たりもないというのに。ああ、でも一応向こうにも目的はあったようですね。そのわたしに対する憎ぞう悪おとかの負の感情で、鍵かぎの起動のための感情を溜ためようとか。なんだか思ったよりは溜まらなかったみたいですが」

「負の……感情で……？」

　ふと、胸の奥で何かがざわりと蠢うごめいた。不吉な気配を伴って。

　今まで気付いていなかった、何かを気付かせようとするかのように。

　ルービックキューブを捻じ込んだのとは別のポケットから、誰だれにも見られないように、自分の鍵をそっと取り出してみる。

　高まった感情を感知するという鍵。うまく言葉にはできないが、さっきようやく、そのための方向性が見つかったもの。ずっと悩んでやきもきしていて、ようやく五割を超えるくらいにまで赤く染そめることができたもの。

　それが──今は。

　いとも容易く、七割にまで至っていた。

　フィアは愕がく然ぜんとする。そして自問する。

　何があった？

　さっきいなり煎せん餅べいを食べていたときから、今までに何があった？

「あ……」

　虎こ徹てつに対して敵意を向けた。倒してやろうと、傷つけてやろうと。

　害してやろうと──思った。

　負の感情を、抱いた。

　温かな感情を苦労して溜ためたことが噓うそのように。

　ほんの一いつ瞬しゆんで、暗い感情が鍵かぎを赤く塗ぬり潰つぶしてしまったこと。

　それは何を意味している？

（……違う。誰だれでも、少しはあることだろう。当然だろう。だから、別に、別に──）

　誰かに見られないように鍵をぎゅっと握にぎり締しめ、胸中で呟つぶやく。

　だが、一度思い浮かべてしまった疑念は消えない。頭の中で繰くり返される。

　絶望的に、繰り返される。




　ああ。

　やはり自分は。

　誰かに恋するよりも──誰かを呪のろうほうが当たり前のモノなのだろうか、と。







　第四章 「真紅に至る理由」/ "the stage where it starts up"
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　修学旅行最後の夜だった。それはさまざまな意味を持っているのだったが、とりあえずは春はる亮あき達も皆と同じ行動を取るしかなかった。

　ホテルに戻り「どうだった!?　どんなパラダイスだったんだ!?　こっちは荷物全部持たされて肩が外れそうだったぞ畜生！」とか泰たい造ぞうに詰め寄られながら夕食を終える。女子陣は「ねーねーどうだったのさー」と渦か奈なに付つき纏まとわれていたようだったのでおあいこだ。何が「どうだった」なのかはどちらにしろよくわからないが。

　ついでに入浴も済ませておく。フィア達とは風ふ呂ろを上がったらロビーで合流することにして、春亮は男子グループと一いつ緒しよに浴場へ。追及をかわすために逆に泰造達に今日きようの出来事を聞いたりした。ぶーぶー文句を言ってはいたものの、やはり美人の白しら穂ほ達との一緒の旅路、それなりに満まん喫きつしていたらしい。疲れた足を揉もませていただきますイベントがなかったのが唯ゆい一いつの心残りだなー、と戦せん慄りつすべきことを兄あに森もりが言っていたが、聞かなかったことにしておいた。

　風呂上がり、春亮は部へ屋やに戻る泰造達と別れてトイレに向かう。その帰り道に少し迷い、ホテルの裏庭のような場所に出られる昇降口を通りかかった。

（へー、こんな場所があったのか）

　このホテルに泊まるのも今日きようが最後だ。行ったことのない場所は一度くらい体たい験けんしておくべきかもしれない。フィア達はやはり女子なので風呂にも少し時間がかかるだろうし、待ち合わせまでの時間潰つぶしにもなる。そして純粋に、湯上がりで火ほ照てった身体からだに夜風を浴びるのはとても気持ち良さそうだった。

　置かれてあった下げ駄たを借り、裏庭に出てみる。ホテルの外そと塀べいに沿って植え込みが立ち並んでいるだけのスペースだ。だが月夜は綺き麗れいで、やはり夜風は心地ここち好よい。

　ぼんやりと、これからのことを考えた。

　このはが言うには、虎こ徹てつの鍵かぎの力はそれなりに溜たまってしまっているらしい。ならばその起動も視野には入れておかなくてはならない。

　仮に虎徹がフィア達に先んじて鍵を起動させて、箱はこを持つン・イゾイーのところに現れたなら、彼女は抵抗せず箱を差し出すと言っていた。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきもそうするように指示を出していた。だが一つの救いは、ン・イゾイーが「自分は抵抗しません。ただし──貴方あなた達が相手の歩みを阻止するのは勝手である、という補足を補足しておきます」などと言っていたことだ。つまるところ、もし鍵の起動勝負で負けたとしても、自分達には虎徹がン・イゾイーに接触すること自体を阻止するという最後の対抗策がある。そのためにはン・イゾイーから目を離はなしておくわけにはいかなかった……今もフィア達は彼女と一いつ緒しよに風ふ呂ろに入っているのだろう。

　しかし一番手っ取り早いのが、虎こ徹てつよりも先に鍵かぎを起動させることであるのは間違いない。それは可能なのだろうか？

（このはは……どうだろう。フィアは、なんか様よう子すがおかしかったしな……）

　伏ふし見み稲荷いなり大たい社しやからの帰り道、どことなく暗い様子だったフィアのことを思い出す。話しかければ反応を返してくるが、気付くとぼんやり考え事をしていたり、物もの憂うげに溜ため息いきをついたりしていたのだ。いったい何があったのだろうか。後できちんと話を聞いてやりたいところだ。

　このはの調ちよう子しは良いらしい。肉体的には虎徹との戦いで多少ダメージを受けていたようだったが。後は鍵の起動が虎徹よりも早いかどうかだ。

　そこで春はる亮あきはふと疑問に思った。

　明日あしたは昼過ぎの新しん幹かん線せんで地元に帰ることになっている。それまでは初日や二日目のような団体観かん光こうが予定されていた。そこでの起動が間に合うだろうか。間に合わなくてもン・イゾイーは一緒に帰るのだから別に問題はないが、その場合、虎徹は追ってくるのか？　そしてフィアやこのははいいにしても、もう一人ひとり──

「明日で決着がつかなかったら、クルリはどうする気なんだろ……？」

「あン？　あたしが何だって？」

「……。う、うおおおおお!?」

「あーバカうっせぇ無能臭くせぇ！　誰だれか来たら面めん倒どうだろうがよ！」

　独ひとり言ごとを呟つぶやいたと同時、クルリが外の塀へいを飛び越えてこの裏庭に現れていた。あまりのことに驚おどろきの声をあげる春亮の口を、クルリの手が無造作に塞ふさぐ。ふがふがと呼吸困こん難なんに陥おちいりながら、春亮はその手の柔らかさと、清せい潔けつな石せつ鹼けんの匂においを感じていた。食べ物を扱う仕事をしているからだろうか。意外に真ま面じ目めだ。

　ゆっくりとその手が退どけられて、ようやく喋しやべる余裕が生まれる。

「な、なんでここに……？」

「……ちょっとテメェに用があった。だから来た。正面から入るのもアレだからどうすっかなって塀を登ってみたらテメェがいたから入った。以上」

「理由はわかったけど、心しん臓ぞうに悪すぎる登場シーンだ……電話とかじゃダメだったのか？」

「電話じゃ済まねえ用事なんだよ。無能臭ぇ」

「ふぅん。まあいいか、フィア達は今風呂に入ってるから、話があるんならもうちょっと待ってくれ。ていうか俺おれもお前に聞きたいことあったから丁度よかった。俺達は明日帰っちゃうけど、お前はどうするのかっていう」

「それだよ。さすがに仕事があるから追ってはいけねぇ。でも筋を通すには、後は任せましたはいよろしく、ってわけにもいかねぇ。だから明日、テメェらが帰るまでに決めることにした」

「……どうやって？」

　言うと、クルリは月明かりの下で小さく眉まゆを寄せた。それから口を尖とがらせるようにしつつ、

「さっき言ったろうが……テメェに話がある、ってよ。だから別にあの女どもを待つ必要はねぇっつーか、お前一人ひとりで逆によかったっつーか……」

　ひとしきりもごもごと口ごもって。

　そしてようやく、彼女は自や棄けになったかのように言った。

「だから！　男はよ、プレゼントに何貰もらったら喜ぶんだ、っていうのを教えろ！」

「……は？」

　予想外の台詞せりふだった。クルリは拳こぶしをぎゅっと握り、赤くなった頰ほおでそっぽを向いている。

　春はる亮あきは小首を傾かしげて脳内で情報を連結する。今まで得た情報の中にヒントはなかったか。感情を高める必要のある鍵かぎ。明日あしたまでに。プレゼント。ビブオーリオが何か言っていたような。そう、確たしか、彼の誕たん生じよう日びがどうとか──？

「ああ……あの光こう一いち郎ろうさんって人が明日誕生日だから、誕生日プレゼントを渡そうって？」

「なっ！　なんでこれだけでわかんだよテメェ、エスパーかよクソ無能臭くせぇ！　いや、違うぞ、アレだ、あいつ自身に対する感情ってのは特にねーし全然しありえねーがよ、一応バイト仲間で、こっちに来てからずっと世話になってるような気がしないでもねーし、とりあえずの感かん謝しやってやつも感情には違いねえだろうし、いい機き会かいだからなんかしとけって母かあ……あの人が言うから仕方なくだ、オイ聞いてるか!?」

「聞いてる聞いてる」

　春亮はその建前だらけの説明に苦笑しつつ、

「でもいきなりだな。明日なんだろ？」

「今からでも急ぎゃ開あいてる店は開いてるだろうし、明日朝イチで行くって手もある。いいから教えろよ、何が一番なんだ。無能臭ぇことに、あたしゃ今まで誰だれかにプレゼントとかしたこたねえぞ。あと金もあんまりねえぞ。それを踏まえて言えよ」

「俺おれのアドバイスでどうにかなるかはわかんねーけど……ま、一いつ緒しよに考えてみるか。ていうかあの人の情報が欲しいな。何歳とか趣しゆ味みは何かとか」

「ああン？　知らねーよ興きよう味みもねーし。新にい見み光一郎で男で二は十た歳ちで経済学部の大学生でサークルは特にやってなくて趣味はバス釣つりで好きな食べ物はとびきり辛からいナンカレーで家は隣となりのメキシコ人がうるさい一階のワンルームでオタクの弟がいて阪はん神しんファンでトレイ・ムーアっていう昔いた面おも白しろ助すけっ人と外国人のファンだったってことぐらいだな」

「……」

「なんだよその目は」
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　彼女がそれを見ていたのは偶然だった。

　本来の目的ではない。だがそもそも、本来の目的も目的たりえたのか？　と問われれば、即答は難むずかしい。時間を無む駄だにするのもどうかという考えから来ただけで、真実、それが効果的な意味を持つものだという思いは持てなかった。

　そのとき、背後に気配けはい。はっと振り向くが、その動作の途と中ちゆう、見知った気配であることに気付いた。肩から力を抜く。

　背後から現れた人物は、自分が隠かくれて彼らを覗のぞき見みしている場所に並んで、同じように彼らを覗き見た。含み笑いしつつ、

「無防備なことなのだった」

「……人ひと気けのあるこのホテルでは我われ々われも襲おそってはこないだろう、という予測でしょう。わざわざ人気のない場所に歩み出るのは、誠まこと、愚かと言わざるを得ませんが」

「調ちよう子しはどうか？」

　逡しゆん巡じゆんしたが、正直に答えることにした。

「多少、問題が。隙すきあらば村むら正まさを再度襲えるかと来ましたが──なんと言いますか。同じことを繰くり返しても意味はないのではないか、と疑義を抱いています。単純に襲うだけでは」

「理解。汝なんじの感情が動かねば意味はないのだった」

「はい。ですが、拙せつ者しやは何としてもあの箱はこを開あけて免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れます。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの掌てのひらで踊っているようで癪しやくですが。一刻も早く、鍵かぎを起動させるための手を考えています──」

「その内容は？」

　それは、と口くち籠ごもる。そんな手を思いついていたら、こうして物陰で煩はん悶もんしてはいない。

　しかしそのとき、再度隣となりの人物が笑う。

「我は二つ、手を思いついているのだった」

「よければ──お聞かせくださいますか」

「一つは発想の転換なのだった。もう少しで起動するという汝の鍵を起動することに拘こう泥でいする必要はない。逆に、他人の鍵を強制的に起動させ、それを奪うという方策があるのだった」

　はっ、とその言葉を受け止める。盲点だった。だが、

「強制的に起動、とは……？」

「感情を感知する鍵。汝は憎ぞう悪おを感知させたのだった。ならば別の負の感情も当然、感知するはずだった。それは例えば、絶望、苦痛、悲ひ哀あい、苦悩、恐怖」

　闇曲拍明が言っていたことを思い出す。鍵は箱内部のスイッチを押すか、契約者が死なない限りはリセットされない。言いい換かえるなら──

　殺さない限りは何をしてもリセットされないということだ。

　殺さずに絶望や恐怖を与える方法は？　ある。無数にある。そして他人の鍵かぎが起動する。それを奪うばって開あける。簡かん単たんな話だった。

　くくく、とさらなる小さな笑い声。

「二つ。これは汝なんじの鍵に関することなのだった。汝が単に村むら正まさを攻こう撃げきしたのでは、もはや汝の感情は動かない──ならば、《単に》でなければよいのだった。さらに村正について汝が憎ぞう悪おし、失望し、あるいは安あん堵どするような光景が見えればよいのだった。たとえば──奴はかつての敵の悲鳴に何を思うか？　という問いの答えのようなものだった」

　それは一つ目の策の裏側だ。同時進行するものだ。つまり、どちらにしても損はない。

「誠まこと、感服しました。さすがです」

「おだてても何も出ないのだった。そして依然、我われが表に出るわけにはいかないのだった。我は汝の働きに期待するのみ」

「はい。お任せください」

　隣となりの気配けはいが消えた。目を閉じて一つ深呼吸し、また物陰からそっと顔を出す。

　依然、二人ふたりは吞気のんきに何事かを話している。予算がどうとかそんなん売ってねえよとか。

　幸運だった。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブや村正相手では不可能なことだっただろう。一般人よりは動けるようだが、あそこにいるのはただの人間だ。そして──足手まといと一いつ緒しよにいる。

　彼女は身を隠かくしていた物陰から進み出て、ゆっくりと歩き始める。

　失敗する要素は、なかった。




　　　　[image: ]




　春はる亮あきは息を吞のんでその光景を見つめていた。

　虎こ爪そうでの攻撃。ミリ単位で見切り、回かい避ひ。攻撃。回避。その繰くり返し。

　突然に、本当に何の脈絡もなくこの場所に虎こ徹てつが現れ、そして襲おそいかかってきたのだ。しかしクルリにその攻撃は当たらない。彼女の持つ小さなナイフではとても攻勢には転じられないだろうが、少なくともダメージは受けていない。大丈夫だ。彼女は大丈夫だ。なんとかこのまま凌しのげる。ならば、そのうちに誰だれかが気付いてここに来るかもしれないし、いや、今のうちに自分がフィア達を呼んできたほうが──

　と、いきなりの襲しゆう撃げきに混乱しながらも春亮が思っていたとき。

「誠、見事な見切りである。人にしては。しかし」

「っ!?　オイ、待っ──！」

　不意に、虎徹の踏み込みの方向が変わった。クルリの身体からだに向けてではなく。

　彼女を攻め続けると見せて、別の方向に。別の目標に。

　あるいは──最初からそれが狙ねらいだったのかもしれない目標に。

　つまるところ、それは、春はる亮あき自身。

「え？」

「ボケッとしてんじゃねえ、無能臭くせぇ！」

　虎こ徹てつが迫ってくるのが見えたと思った瞬しゆん間かん、春亮はクルリに強く突き飛ばされていた。地面に倒れる間ま際ぎわ、視界に映ったのは──こちらに突き出そうとしていた腕を、あっさりとクルリのほうに向け直す虎徹の姿。

「いかに見切りに長たけていようとも、その業わざを使うは人。人には心あり。その心の揺ゆらぎこそが業を殺すのだ！」

　春亮の肩が地面と接触し、その衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆんだけ二人ふたりの姿を見失う。そして次にはっと顔を上げたときには、もう──

　ぐったりと意い識しきを失ったクルリが、虎徹の肩に担がれていた。

　血などは流していない。それでも彼女は完全に四し肢しを弛し緩かんさせ、ピクリとも動いていなかった。虎徹が繰くり出したのは、刀の切れ味をあえて乗せない当て身のようなものだったのか。あの迷いのない目標変更からすると、最初からクルリ狙ねらいだったのかもしれない。自分は隙すきを作り出すためのエサにされただけだ。

「お、おいっ……！　どうする気だ、そいつをっ！」

「見せつける。そうすれば仮に策の一が失敗しようとも、二つ目の策で鍵かぎは完成するだろう。二段構えの、どうあっても損のない策だ。誠まこと、感服する」

「なにを、言ってっ……！」

　そこで虎徹はちらりとホテルの建物のほうを見やった。どこか、建物が微妙に騒さわがしくなっているような気配けはい。どたどたという足音も聞こえる気がする。

「気け取どられたか。何にしても、場所は変えなくてはならぬようだ」

　顔を戻し、虎徹はひどく冷たい瞳ひとみでこちらを見た。独ひとり言ごとのように続ける。

「どこにするか。拙せつ者しやもお前達も知っていて、見せつけるにふさわしい場所は──うむ。やはり、見せると言えば《舞ぶ台たい》だろう。《舞台》で待つ。今日きよう、お前達も行っていた場所だ」

「き、清きよ水みず寺でら……か？」

「言うべきことは言った。伝えよ」

　虎徹は気絶したクルリを肩に抱えたまま跳ちよう躍やくし、塀へいの上に飛び乗った。春亮は慌あわてて立ち上がる。逃げられる。クルリが連れ去られる。そんなこと、許されるものか。さっきまで、そいつと話をしていたのに。誕たん生じよう日びプレゼントを何にしたらいいかと、とても女の子らしい悩み相そう談だんを聞いていただけだったのに。

「ま、待てっ！」

「待たぬ──弱きものに誠はなし。男は、武士は、強く在らねばならぬ！」

　その言葉に彼女の正体が見えたような気がしたものの、今はそれどころではない。足を踏み出す──が、そのときには既すでに、虎こ徹てつとクルリの姿は塀へいの上から消えていた。

　春はる亮あきは強く拳こぶしを握にぎり締しめ、二人ふたりの消えた夜よ闇やみを睨にらむしかなかった。

　彼女の言う通りに。

　自分の弱さを呪のろいながら。




　　　　[image: ]




　手すりから手すりに跳ちよう躍やくするようにして、虎徹は清きよ水みず寺でらの舞ぶ台たいの上に降り立った。当然人ひと気けはなく、もの言わぬ月明かりだけが舞台を照らし出している。

　ここに来る途と中ちゆうに調ちよう達たつしてきたロープで、女の手首を後ろ手に縛しばり、さらにその身体からだ自体も手すりに縛りつける。準備が整ととのったところで、女の胸に掌てのひらを当て、

「……は！」

　衝しよう撃げきを徹とおした。乱らん暴ぼうな気つけのようなものだ。げほげほと咳せき込みながら女が目覚める。

「て……テメェっ……！」

「説明はいらぬはずだが言っておく。貴き様さまは拙せつ者しやの虜りよ囚しゆうとなった」

「ふっざけんな！　無能臭くせぇ、解ほどきやがれ！」

　縛られた身体を暴あばれさせながら、女はぎらりとこちらを睨にらんでくる。気き丈じようだ。単に状況がわかっていないだけかもしれないが──すぐにわかる。たとえわかりたくなくとも。

「それは無理だ。貴様には役目を果たしてもらわねばならない」

「役目、だぁ……？」

「そうだ。鍵かぎはどこだ？」

　これからすることは慎しん重ちようを要する。目に見えるところに置いておき、行動と同時に確かく認にんし続ける必要があるだろう。彼女の洋服を適当にまさぐった。

「ば、コラ、触んじゃねえ、無能臭ぇ殺すぞっ！」

「できないことは言わぬことだ──む。あった」

　胸ポケットの中に発見。見えてさえいればいいので、そのまま適当に足元に落とした。ちゃり、と六割半ほどが朱しゆに染そまった鍵が音を立てる。

「なにやってんだテメェ、それはあたしの鍵だ、ぞっ……」

「承知している。だからこれを完成させてやろうというのだ」

「はあ!?」

　ふむ、と虎徹は頷うなずき──ついでだったので──空になった彼女の胸ポケットにもう一度手を入れ、そのまま力任せに服を引き裂いた。弾はずみで下着も外れる。それはまあどうでもいい。女の胸などに興きよう味みはない。

「なっ……！　何する気だ、殺す、殺すぞ無能野郎っ！」

　先刻にもまして女が暴あばれ始める。当然だった。そうでなくてはならない。

「──これは貴き様さまの鍵かぎだ。貴様が契約していて、貴様の感情を感知する。貴様が死なない限り感知し続ける。貴様の絶望を、貴様の痛苦を、貴様の憎悪をだ！」

「っ……テメェ、まさか、あたしの鍵を起動させるためにあたしをここでいぎがああああああああああああっ!?」

　ようやく理解したらしき女がはっと顔色を変えるのと同時、虎こ徹てつは剝むき出だしになった彼女の肩を摑つかみ、刀の属性を乗せた人差し指をその肉の中にずぷりと差し込んでいた。

　のたうつ身体からだ。破れて引っ掛かった洋服が滑り、面めん積せきを広げた白い肌の上を赤い筋が流れ始める。続けて中指をずぷり。二本目の赤い川。

「は、あ、あ、無能、クソ無能臭くせぇっ……誰だれが、テメェなんぞに利用、されてやるかっ。あたしは何も思わねえ、感じねェ、鍵に力なんて与えねえっ。ああ、寝そうだ、悟りでも開けそうな無の境地で寝てやるぜクソ野郎っ……」

「無理だ。いくら意志が強くとも、人という生き物はそういうふうにはできていない。それに」

　言いながら、虎徹はその身をさらに彼女に近付けた。顔を寄せる。白い肌、乳房の間に流れ込んでいた血の流れの臭においを嗅かぐ。瑞みず々みずしいその流れに喉のどが鳴る。

　そして。

　舌を伸ばして、舐なめた。

「なっ」

「んッ──ずる、ず、ず、ちゅぅっ……」

　啜すする。舐め取る。唇に挟はさむ。咀そ嚼しやくする。頰ほおに溜ためる。飲み込む。美お味いしい。臍へそに溜まっていた。勿もつ体たいない。それも口を窄すぼめて啜る。美味しい。とても、美味しいッ！

　興こう奮ふんで息が荒くなる。少しだけ口を離はなして、

「はぁ、は、は──驚おどろくことはない。これは、我わが《呪のろい》だ。今こ宵よいの虎徹は血に飢えている──ふふふ、勇いさみさまの言葉が伝わっているのだろう？　その通り、拙せつ者しやは血に飢うえる！　誠まこと、刀らしい単純で醜しゆう悪あくな呪いだな！　こちらへ来ても毎日吸っていたぞ、大事にならぬよう、ただの貧血や熱中症に見えるよう気をつけてはいたがな！　しかし、ああ、我が慢まんしていた、今日きようは特に我慢していた！　村むら正まさの血を見たからだ！　あれの血はどんな味がするのだろうか！　今は叶かなわぬが、貴様の血をその代だい替たいとしよう！」

　ぴちゃ、ぴちゃっ、と垂たれ落ちる川を溯さかのぼって啜り上げていく。鼻を押す柔らかい肉の感触。

「ああ、止やめろ、止めろよ無能臭ぇっ……」

「この呪いも、貴様の鍵を起動させる要素となる。貴様は不快に思うだろう。恐怖するだろう。呪うだろう。するがいい。拙者はこの呪いの充足に快楽を覚える。貴様もあるいは快楽を覚えるやもしれぬ。それも、するがいい。感情だ。全すべてが感情だ──」

　ぞくぞくと背筋が震ふるえるのを感じながら、さらに身体からだを密着させ、少女の肌を零こぼれ落ちる血を舐なめる。柔らかな隆起を這はっていた血を舐める。敏感な突起に纏まとわりついていた血を舐める。もはや両足でその身体を挟はさみ込むようになっていたので、少女の身体がびくんと震えたのがよくわかった。何かに気付いたか、言いようもない恐怖感を潜ひそませた目がこちらを見下ろす。

「あ、ああっ、テメェっ……!?　まさ、かっ……！」

「もっとだ。もっと怯おびえよ、恐怖せよ。不快だけではない。痛苦と絶望も貴き様さまには忘れさせぬ。呪のろえ。ほら、呪え──！」

「んいぎいああがはっ!?」

　舌の川上りが源にまで到達してしまった。だからそのまま、肩に開あけた傷穴の中に舌を入れてほじくる。血を直接啜すする。同時、その隣となりに中指で三つ目の穴を開けてやった。ついでに、痛みが左肩に集中するのも不公平かと思ったので、右の二の腕を指先でなぞって可愛かわいい亀き裂れつを作ってやる。そこにも後で思うまま舌を這わせてやろう。

「いっ、あ・あああ、ぐっ、止やめろ、止めっ……ああああああ！」

　火ほ照てる身体を重ね、自みずからの呪いを充足させながら、虎こ徹てつはちらと視し線せんを足元に落とした。先程置いておいた鍵かぎを見やる。八割……三分ほどか。増加速度はやはり速い。聖人君子ではないのだから、こんなことをされて感情を平坦に維い持じしておけるはずがなかった。

　だが問題もないではない。気をつけるつもりではあるが、この女が勝手にショック死する可能性は常に存在する。そうすれば全すべて御破算だ。そこまでいかなくとも、失血で意い識しきを失えば感情の増加は止まってしまう。この理想の状況はいつまでも続くものではない。

　だからこその、二の手だった。誰だれにも見つからない場所にこの女を攫さらうだけでは足りなかったのだった。

　勿もち論ろん、幸運に幸運が重なり、このまま鍵が完成する可能性もある。

　しかし正直に言えば、虎徹の望みはそんな結末ではなかった。

　彼女はただひっそりと、胸中で問い掛ける。

（来るか？　村むら正まさ……）

　村正の血の味を想像しながら。

　自じ慰い行為のように、虎徹は代わりの少女の血を啜った。
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　こっそりとホテルを脱出し、タクシーを使って移動。到着するなり全力疾しつ走そうで走り出す。

「おいフィア、警けい備びの人とかいるんじゃないか!?」

「いたらなんとかするしかあるまい。既すでに奴やつがなんとかしているのかもしれんがな」

　フィア達に手伝てつだってもらいつつ、春はる亮あきは門や柵さくを乗り越えて進む。役目としてついてきていたン・イゾイーは普通に飛び越えていた。明らかに不法侵入だが、気にしている余裕はない。

　幸運にも──あるいはフィアが言うように、既すでに虎こ徹てつがどうにかしたのか──警けい備びの姿はなかった。清きよ水みず寺でらの中門を乗り越え、本堂を視界に捉とらえると。

　舞ぶ台たいの上に、影かげが見えた。

「あれ、かっ……！」

　木板を踏ふみ締しめて駆かけ寄る。そして月明かりに照らし出されたのは──

　あまりに凄せい惨さんで、異常な、光景。

「来た、な」

「う、あ──」

　クルリは中央部の手すりに縛しばりつけられ、呻うめいていた。衣服は破られ半裸の状態。その身体からだは傷だらけで、赤黒いものがそこかしこにあって──けれど、血ち塗まみれというほどではない。血の量自体はあまり多くはないが、その中ちゆう途と半はん端ぱさが逆におぞましい。

　その身体にしがみつくように、虎徹がその血を啜すすっていたのだった。

「残り僅わずかだが──完成には至らず、か」

　彼女はちらりと足元の鍵かぎを見、クルリから身を離はなしてこちらに向き直った。汚れた唇を拭ぬぐう。

「きっ、さ、まぁっ……！」

　フィアがルービックキューブをぎしりと握り締め、一いつ瞬しゆんで変化させた螺ら旋せん槍そうを摑つかむ。そのまま突進しようとするが、

「──怒り。憎ぞう悪お。即すなわち、呪のろい。貴き様さまもそれで鍵の起動が進んだのではないのか？　貴様の鍵を確たしかめてみるがいい。どう考えてもそちらのほうが楽だろう。拙せつ者しやもそれと同じことをしただけだ、何を責められる謂いわれもない」

「っ……」

　フィアは一歩踏み出しただけで足を止めた。錐きり霞かも《黒くろ河かわ可か憐れん》をいつでも伸ばせる体勢になっているが、やはり間合いは詰めず、怒りに燃もえる目で虎徹を睨にらんでいるだけだ。虎徹が依然、その気になればクルリをどうとでもできる位置にいることを気にかけているのだろう。

　春はる亮あきはただ一つのことだけを考えていた。自分のすべきことを。

「責められる謂れがない？　よく言えますね」

「村むら正まさ……」

　このははひどく静かな声こわ音ねで言った。春亮は、それがこのはが本気で怒っているときの声音だと理解する。何かを見定めようとしているかのように、虎徹は真ま正しよう面めんからこのはの視し線せんを受け止めて瞳ひとみを細めていた。

「あなたが今やっているそれは何ですか。誠まことが泣きますね」

「……もっと言ってみろ、村正」

「身動きの取れない女の子の血を啜って、その力を頼りに目的を達成しようとする。他た力りき本ほん願がんにも程ほどがあるということですよ。誇り高き刀のすることではありません」

「刀は敵を斬きるのみ。これはそうではないと？」

「ええ、違うでしょう。鍵かぎを手にしたあなたからすれば敵なのかもしれませんがね。やりすぎです。ええ、やりすぎたんですよ、あなたは」

　虎こ徹てつはすうと息を吸った。そして確かく認にんのように、

「……怒っているのか？」

「ええ、勿もち論ろん。今いま更さらですよ」

　手しゆ刀とうを構えたこのはが一歩を踏み出す。だが虎徹は闘たたかう構えは見せない。代わりにポケットから何かを──自分の鍵だろう──を取り出し、ぐっと握にぎり締しめただけ。

　視し線せんはこのはから外さず。戦慄わななくように喉のどを震ふるわせて、

「もう一度、聞く。本当にか!?　誠まこと、心の底から、村むら正まさよ。お前は今、正義の怒りに身を焦こがしているのか!?」

「正義かどうかなんて知りませんがね！　心の底からなのは事実です！」

　虎徹の髪が揺ゆれる。焦しよう燥そうのようなものを含ませた声がさらに続く。

「──この女はかつて貴様の敵であったことを拙者は知っている！　それでも貴き様さまは、敵であった女のために怒るというのか!?」

「くどいですね。そんなこともう忘れましたよ！」

　その答えこそが、何かの転換点であったかのように。

　虎徹は動きを止め、目を見開いた。

　愕がく然ぜんと。

　茫ぼう然ぜんと。

　そして。

「ああ、ああああ──村正、村正ァァァ！　それは違う、違う、違いすぎるッ！」

　自分の髪を摑つかむようにして、ぐらぐらと身体からだを揺らして、数多あまたの感情で瞳ひとみを塗ぬり潰つぶして。ヒステリックに虎徹は叫んだ。

　それから思い出したように手を伸ばし、ぐったりしていたクルリの腕を摑んだ。虎こ爪そうの指をずぶずぶと二の腕に沈めていく。新たな鮮せん血けつ。新たなクルリの悲鳴。そこで何かの限度を超えたか、クルリは不自然に悲鳴を途と切ぎれさせ、完全に意い識しきを失ってがくんと頭を落とした。

「どうだ！　どうだ、これでどうだっ！」

「や、止やめなさいっ！」

「そうではない、そうではないはずだ！　村正はそうではないはずだッ！　我われらが刀の中の刀！　唯ゆい一いつ無む二にの絶対者たる誠まことの殺さつ戮りく刀とうよ！　侮ぶ蔑べつし冷笑するべきだ、無む慈じ悲ひであるべきだ、暴ぼう虐ぎやくの主であるべきだ！　こんな、村正が、かつて敵であったことを忘れ、許し、ましてやその者のために怒るなど──あって、いいはずが、ないっ！」

　駄だ々だっ子このような、感情を剝むき出だしにした叫び。それに気け圧おされたか、このはは小さく眉まゆを寄せながら、

「な、何を……勝手なことを。わたしはわたしです！」

「確たしかめたくはなかったが、確かめざるをえなかった！　腑ふ抜ぬけている！　ああ、拙せつ者しやが思っていたよりもずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと、村むら正まさは腑抜けている！　だからだ！　そうだ、ああ、拙者は失望する、絶望して見限って苛いら立だって蔑さげすんで貶おとしめて憎ぞう悪おして、だからこそ希望するっ！　呪のろいだ、これが誠まことの呪いだ、村正ぁあああああ！」

　春はる亮あき達には理解できない自分勝手な想おもいを一ひと際きわ強く叫び、そこでぷつりと線せんが切れたかのように──虎こ徹てつの声が、止まる。

　ややあって。

　ゆっくりと、彼女は丸めていた背中を伸ばした。そっと右手を前に出す。今までずっと握にぎり締しめていた手。そこから、血がぽたぽたと垂たれているのが見えた。握りすぎて掌てのひらを傷つけてしまったのだろうか。いや──

「……もう、わかった。ほんの少しだけ、今のままでの方策を探るのもよいのではないか、と思っていた。あの方への危険性も無視できなかった故ゆえに。だが、そんな状況ではない。わかった。それしかない。すべきことは、今、完全に一つに決まった」

　今までの激げつ昂こうが噓うそだったかのように、ぼそぼそと喋しやべる虎徹。相変わらず、内容はよくわからなかった。

　ぞっとするほどに冷めた目で、彼女はゆっくりと手を開く。

　その上に乗っていたのは──

　真紅に染まり、表面からじわりと血を滴らせている、一本の鍵。

「な、にっ……た、溜たまって、しまったのかっ……!?」

「見ればわかるだろう、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。拙者の鍵かぎだ。はは。少し舐なめてみるか。水のようだな。見せかけの血のようなものか。はは」

　ぺろりとその鍵を舐めてみたりしながら、虎徹はどこか虚うつろに笑う。それから視し線せんをフィア達の背後に向け、

「さあ、研究室長国の女。拙者の鍵が起動したぞ。箱はこを持っているのだろう？　開あけさせろ」

「……受じゆ諾だく。我わが返答・室長の命により仕方ありませんという同意……」

　ずだ袋ぶくろから箱を取り出し、虎徹に向かって歩き出そうとするン・イゾイー。しかしフィア達がそれを黙だまって見ているはずがなかった。

「させるか！　鍵が起動してもまだ終わりではない、今ここで貴き様さまを倒せばよいのだ！」

「ああ。散々、馬ば鹿かげたことをしてくれている……むざむざ目の前で箱を開けさせるわけにはいかない」

「自分勝手な論ろん理りばかりのあなた。お土産みやげを持たせて無事に帰すとでも思いますか？」

「思わぬさ」

　瞬しゆん時じに臨りん戦せん態勢を取ったフィア達だったが、虎こ徹てつは全く慌あわてなかった。それを予期していたかのように。

「だからこうする」

　そして虎徹は、クルリを手すりに縛しばりつけていた縄なわを軽く指で切って。

　人ならぬ力を最大限に使い、彼女の身体からだを荷物のように持ち上げて。

　高く、高く、高く高く──清水の舞台の外に落ちるように、放り投げたのだった。




　その瞬間。

　誰だれよりも早く。

　春はる亮あきは走り出していた。

（間に、合えぇぇぇっ！）

　ずっと隙すきを窺うかがっていた。ただ、自分の弱さのせいで連れ去られた彼女を助けることだけを考えていた。それ以外の何かを考えてはいなかった。虎徹を倒すことや、あるいはこの自分を守ることを頭の片かた隅すみに残していたフィア達とは違っていた。

　だからこそ、反応できた。

　走る。走る。放ほう物ぶつ線せんを描く彼女だけを見つめて走る。虎徹の言葉を今いま更さら思い出した。昔、敵だった？　知ったことか。今はただの食堂の店員だ。少し口が悪くて、手から石せつ鹼けんの匂においがして、ぶっきらぼうで、誰かに恋をしている普通の女の子だ。そんな彼女を助けて何が悪い。

（俺おれの、せいだろっ……完全に、俺のせいで、俺が足手まといだったせいで、あいつは攫さらわれた！　だったら、責任ぐらい、取らなきゃなっ……！）

　虎徹は舞ぶ台たいの中央から、横手側に向かってクルリの身体を投げていた。高い放物線を描く身体。勿もち論ろんその軌き跡せきの先に舞台の床ゆかはない。走る。頂点を過ぎた彼女の身体が落下を始める。走る。手すりを踏んだ。その先に何があるのか、何が起こるのかは考えもしなかった。

　浮遊感。伸ばした腕が、ぎりぎりで彼女の血だらけの腕を摑つかむ。走り出すのが後一瞬遅れれば、彼女以外の何かを見ていれば、絶対に間に合っていなかっただろう。

　力任せにその腕を引いて、クルリの身体を抱く。それと同時、全身を包んでいた浮遊感が抗あらがいようのない墜つい落らく感かんに変じていた。眼がん下かに広がる暗黒の手招き。

　もはや春亮にできることはなく。

　ただ、ここに昼間に来たときのことを、思い出していた。ガイド本の説明。

（生存率は85パーセント……だったっけ）

　意い識しきを失った状態のクルリは危なすぎた。確かく実じつにそれ以下だっただろう。だから助けない選せん択たく肢しはなかったが──はてさて、二人ふたりで一いつ緒しよに落ちた場合の生存率はどうなるのか。さっきの数字と同じ、意外に高いんだな、という感じであってほしいところだ。死にたくはない。怪け我がぐらいなら受け入れよう。ただクルリが無事ならば、自分の責任は──

「少しでもいい！　手を伸ばせ、夜知ぃぃぃっ！」

　怒ど号ごうのような、悲鳴のような、声が聞こえた。どちらが上下かもわからない状況の中、反射的に片手を伸ばす。そこに何かが巻きついた──《黒くろ河かわ可か憐れん》だ。

「が、あっ!?」

　がくん、とその腕を支点に痛みと衝しよう撃げきが走る。肩も外れたかもしれない。もう片方の手で必死にクルリの身体からだを保持する。落下の速度は下がったが、まだ春はる亮あきの腕に絡からみついた《可憐》が全すべてのベクトルを吸収しきれたわけではなかった。自由落下ではなくなったことで春亮達の身体は舞ぶ台たい方向に寄せられ、その骨組みにごつごつと身体をぶつけることになった。痛い。それでもクルリは離はなせない。だがその瞬しゆん間かん、ふと背中に当たっていた痛みがなくなった。

　代わりに生まれたのは、温度。

（……あ）

　両側から、このはとフィアが自分達の身体をぎゅっと抱きしめていた。《可憐》で落下速度が減じられたことで、一瞬遅れて飛び降りてきた二人ふたりが追いつく時間的余裕が生まれていたのだ。この温かさはどちらの何の温かさだろうか。二人に守られ、さらに落下する。骨組みに当たって軌道がずれ、落下先に尖とがった木の枝があるのを見てしまった。フィアとこのはは気付いていない。ぞっとしたとき、一瞬早く、そこを褐かつ色しよくの何かが通り過ぎていく。木の枝が切断される。褐色の何かはそのまま木の幹みきを蹴けりつけ、猿さるのような体術で落下ベクトルを減じた。

　そして──

「うわ、だ、たたっ!?」

　だん！　と一同は同時に着地する。勿もち論ろん春亮が直じかに着地したわけではなく、春亮とクルリを抱えたフィアとこのはが足を着けて衝撃を受け止めたのだ。

　見上げた夜空。舞台の手すりから身を乗り出している錐きり霞かの顔が見えた。見たこともないほど狼ろう狽ばいしていた表情に、ほっと安あん堵どが広がる。《黒河可憐》が春亮の腕から解ほどけて引き戻され、すぐに錐霞がそれを降下ロープとして下りてくる。

　春亮は抱えていたクルリの顔を見やった。傷だらけだ。血も出ている。意い識しきもない。だが──その胸は、一定のリズムで確たしかに上下していた。

「よかった……生きてる……」

「よくないわーっ！　あほーか、お前は本物のあほーなのか、呪のろうぞ！」

「ふざけないでください、春亮くん！　怒りますよ、本気で！」

「馬ば鹿かげている、何度でも言おう、馬鹿げている！　かつてないほどにな！」

「我わが同意・無む茶ちやにも程がありますという感想……」

　ン・イゾイーは嘆息で見つめてくるだけだったが、フィア達の怒りは凄すさまじかった。摑つかみかからんばかりの勢いだ。

「い、いや、なんか夢中でさ……心配かけたのは謝あやまるよ。でもさ、ほら、俺おれがまず摑つかんで手を伸ばさなきゃいんちょーさんのベルトも間に合わなかったかもしれないし、結果的には助かったわけだし──痛いてててて！」

　平気平気、と軽く腕を動かそうとしただけで凄すさまじい痛みが走った。脂あぶら汗あせも出てくる。これは──ひょっとしたら、骨でも折れているのかもしれない。

「わ、私が《可か憐れん》で摑んだところだ、な……!?　すまない。私がもっと上う手まく……！」

「いやぁ……これは仕方ないだろ。ギリギリだったし、必要経費っていうかさ。これぐらいで済んでよかった。いんちょーさんも、みんなも……ありがとな。おかげで助かった」

「これぐらいで、済んで、よかった……ですって？」

　ぞっとする冷気が漂ってきた気がした。春はる亮あきの腕を見て、瞳ひとみを細めているこのはは──

　どう見ても。キレていた。

「許しません。絶対に、許しませんよ。春亮くんがこうなる理由を作った、誰だれかだけは……！」

　そこで彼女はふと何かに気付いたようにポケットから鍵かぎを出した。

　その恐ろしい怒りにより。

　真しん紅くに染そまった、鍵を。

「血が滲にじむなんて気持ち悪いですね。でも、今は我が慢まんしておきましょう。あの出来の悪い妹に仕置きを済ませるまでは！」

　彼女はそれを握にぎり締しめたまま、舞ぶ台たいを見上げて呟つぶやいていた。




　フィアも春亮の腕を見つめていた。ぼろぼろになったクルリの姿も視界に入っていた。

　ひどく黒々としたものが、胸の中から溢あふれてくるのを感じる。

　よくも。よくも。よくもよくも！

　ルービックキューブが、早く拷ごう問もん具ぐに戻せと軋きしんでいるように感じる。自みずからの身体からだが、許せない存在に暴ぼう虐ぎやくを与えたいと軋んでいるように感じる。悲鳴を聞きたい。怨えん嗟さの声を上げてみろ。応報を教えてやる。赦ゆるしを乞こえ。

　だが、そこではっとなって、ポケットから自分も鍵を取り出してみた。九割を超えている。もう少しで、鍵が起動する。

　でも──いいのだろうか？

　疑問が再度。

　嫌いやだった。

　こんな黒々とした思いで、呪のろいのような気持ちで、鍵を起動させてしまうのは嫌だった。

　やはり、自分は負の感情が相応ふさわしいものなのだと言われているようで。暗くおぞましく醜しゆう悪あくな念こそがお前の親しむべきものなのだと言われているようで。

　鍵を摑んだ拳こぶしを握り締め、ぎゅっと目を瞑つむる。だが、そのとき──

　その握にぎり拳こぶしの上に、優やさしい感触。

「どした……？　なんか泣きそうになってるぞ、お前」

「あ……」

「どっちかって言えば、泣きたい状況なのは俺おれなんだが。いや泣かないけどな。うん、俺が泣いてないんだから、別にお前がそんな悲しい顔をすることはないわけで、だな……はは、こんなにぎゅーっと握ってないで、もうちょっと力抜いて行こうぜ。重い気分にならずに、気楽に気楽に。とりあえず俺もクルリも無事だったんだしさ」

　地面に腰を下ろしたままの春はる亮あきが、自由に動くほうの手でこちらの握り拳をそっと包み込んでいたのだった。ぽんぽんと叩たたいてくる。その指先が、こちらの拳の甲に優しく触れている。

　こんなときなのに、いつもの笑顔えがおだった。拳を包む温度は温かくて、その言葉も温かくて。

　──こちらだ、と思ったのだった。

　向かうべきなのは、こちらだ、と。

　今、自分の中には呪のろいじみた感情がある。それが鍵かぎを起動させようとしている。

　けれども、それを最後の一歩にしたくはなかった。その結末は、結局自分という存在はそういうものなのだと、自分は最後までそれから逃れられないのだということを象徴してしまうような気がしたから。

　そうではない、という証あかしが欲しかった。

　自分はただ呪のろわしさだけで形作られた存在ではない、という証が欲しかった。

　だから。

「うお、フィア!?」

　地面に倒れている春亮の首に、抱きついた。このはと錐きり霞かがぎょっとする気配けはいがあったが、気にしない。

　呪いなどではなく。負の感情などではなく。

　それ以外の感情が、自分にも確たしかに《在る》のだということを。

　示したくて。

「ただ一つ──だ。純粋に、思ったことがある。さっき、お前が落ちていったのを見て」

　春亮の耳元に、彼だけに聞こえるように、囁ささやく。「フィア……？」という怪け訝げんな囁き声。一方的に、続けた。

「……拷ごう問もん具ぐから生まれたこの心しん臓ぞうが、止まるかと思った。つまり。私は──そうだ。私は、お前を喪いたくない、と思ったのだ。思っているのだ。それだけは、この感情だけは、確かだ。何がどうあっても、私がどんな存在であったとしても、それだけは……！」

　ふ、と吐と息いきのようなものが自分の耳元で聞こえた気がした。ぽんぽん、と、小さく小さく、動くほうの腕で、背中が叩かれたような気もした。

　とても温かな気持ちが、胸の奥から広がってくる。掌てのひらの中に湿り気を感じた。

　ちらりと見ると、鍵かぎの色は──真しん紅く。

　とくん、と全身の血流が温かく跳はねる。

　ほらみろ。

　あるぞ。私には、あるぞ。

　呪のろわしい感情以外のものが、確たしかに、あるぞ！

「とうっ！」

「ぐふっ……こ、呼吸が！　腕だけでなく首も大変なことに！」

「ふ、ふん！　自分の身も顧かえりみずあほーなことをしたバツだ！　今のはセンセイから習った袈け裟さ固がためとかいう技だぞ。苦しかったろう。とりあえずはこれで勘弁してやる、私にはこれから用事があるからな！」

　春はる亮あきの首を解放して、立ち上がった。

　胸には闘たたかう理由が満ちている。

　憎しみではない。正しき怒りが、満ちている。

「我わが疑問……自分の行動に対する不ふ可か思し議ぎ。どうして自分は、箱はこを捨ててまで慌あわてて駆かけつけたのでしょう……？　いくら考えてもわかりません。未知です」

　ン・イゾイーが首を傾かしげながらそんなことを呟つぶやいていた。この女にもまた一つ借りができたのかもしれないと思いつつ、

「箱を上に置いてきたのか。では急がねばならんな。キリカよ、後のことは任せた」

「あ、ああ」

　そしてこのはと視し線せんを合わせる。言葉はなくとも、すべきことは通じていた。

　無言の頷うなずきを合図に、同時に跳とぶ。

　着地した骨組みを足場にして、さらに跳ちよう躍やく。それを繰くり返して上に登っていく。　決着をつけるべき舞ぶ台たいに、戻るために。
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「そこまでだっ！」

　箱の蓋ふたに手をかけていた虎こ徹てつが、ゆっくりと振り返る。微妙に眉まゆを寄せた表情。ぎりぎりで間に合ったか。

　もはや問答は必要なかった。

「二十二番機き構こう・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》！」

「覚悟しなさいっ！」

　このはと同時に飛びかかる。身を屈かがめて鉄てつ球きゆう棍こんを避け、このはの手しゆ刀とうを虎こ爪そうで弾はじき、そして虎徹はばっと箱から飛とび離はなれた。こちらを睨にらみながら身構えて、

「言いたいことがあるが──聞きはせぬだろうな」

「無む論ろんだ！　貴き様さまがボロ雑ぞう巾きんのようになった後でならば考えてやらんでもないがな！」

「ならばやり合わざるを得ない。徹とおれ、我わが念！」

　虎こ徹てつが背後に手を伸ばして摑つかみ取ったのは、この舞ぶ台たいの横手に展示されていたモノ。

　弁べん慶けいが使ったと言われる、鉄の錫しやく杖じようだった。普通の人間なら持ち上げるだけでも難むずかしい重量のはずだが、人ならざる彼女の膂りよ力りよくはそれを容易たやすく可能とする。木枠に保持されていた大小二つの錫杖を同時に摑み取り、彼女はそこに素早すばやく舌を這はわせた。

　完成したのは二本の錫杖刀とでも言うべきもの。大きな錫杖は脇わきに抱え、小さな錫杖は手で持ち、虎徹は両刀攻こう撃げきをしかけてくる。豪ごう快かいな太た刀ち筋すじ。力と速度で捩ねじ伏せるかのような猛撃。

　大錫杖刀は質量と切れ味を具そなえた主砲だった。破は城じよう槌ついの如ごとき威圧感と迫力。一振りで空気が捩よじれ、引ひき千ち切ぎられる。人間が食らえばひとたまりもないだろう。五、六人くらいならば一まとめに斬きり潰つぶすことができるかもしれない。こちらの鉄てつ球きゆう棍こんを全力で叩たたきつけて、ようやく互角に弾はじき合えるぐらいだ。手がびりびりと痺しびれる。

　小錫杖刀は速度と切れ味を具えた万能武器だった。バランスが取れている。片手で振るわれているとは思えない速度と正せい確かく性せい。空間を両断する音が聞こえる。斬ざん撃げきはもとより、突きの速度も異常だ。ノーモーションで飛来する刺し突とつは、もはや至し近きん距きよ離りでの銃撃と変わりない。弾たま切ぎれのない致死の銃撃。このはもそれを完かん璧ぺきには捌さばききれない。回かい避ひしきれない。その肩を、頰ほおを、腰を腕を足を掠かすめて、薄うすい血ち飛沫しぶきが舞まい上がる。

「拙せつ者しやはもはや貴様らに用はない！　興きよう味みもない！　退どけい！」

「お前になくても──」

「こっちには大ありです！」

　退かない。闘たたかい続ける。そんなとき、視界の端はしに、春はる亮あきを背負った錐きり霞かがこの舞台の上に戻ってくるのが見えた。手すりに《可か憐れん》を巻きつけて登ってきたのだろう。戦せん闘とうに巻き込まれるような位置ではないのを確認してから、手すりを乗り越えて舞台を再び踏みしめる。少し遅れて、クルリを抱いたン・イゾイーも普通に舞い戻ってきていた。

　観かん客きやくが増えた。自分達の戦う理由を思い出した。

　虎徹は強い。まさに弁慶のような無む双そうっぷりを見せている。

　だが。だが──だ。

　フィアとこのはは、まったく同じ表情をその顔に浮かべていた。

「ウシチチ。負ける気はあるか？」

「まさか」

　不敵な、笑えみ。

　お互いのそれを確かく認にんし合って、二人ふたりは凌りよう駕がのために動き始めた。今までには出していなかった力を、ほんの少しだけ、自みずからに許した。

　すべきことがある。やらなくてはならないことがある。

　それが、正しい怒りに立脚するものならば。

　きっと──そう簡かん単たんには、飲み込まれはしない。

　単なる思い込みなのかもしれなかった。だが自分が信じれば、それは確かつ固こたる力を発揮する真実だ。胸中にその存在が明らかになった、ひどく熱あついものに誓って、真実だ。そう思えた。

　だからフィアは二個目のルービックキューブを取り出して。

「二デユア重偽ルエミ装立ユレー方体シヨン、展開スタート！　四番機き構こう・揺式振子態《永訣刻する処刑鎌"The pendulum"》──並びに、十五番機構・浮式鎖檻態《追いはぎの棺桶"Highwayman's coffin"》、禍動curse/calling！」

　右の立方体を長い鎖くさりの振り子鎌がまに変形させるのと同時、左の立方体にも嗜し虐ぎやくの形状を与える。それは長い鎖の先に鳥とり籠かごのような檻おりが繫つながっている拷ごう問もん具ぐだ。その鳥籠の底はぱくんと開くようになっていて、高い所に吊つり上げたり、下に針山を置いたりして使う。中に入れられた犠ぎ牲せい者しやは力尽きて落ちて死ぬか、仮に上う手まく檻の枠に四し肢しを絡からめることができたとしても、そのまま衰弱死するしかない──本来はそういう長期的な見世物的晒さらし刑けいの形態だ。だが今はそんな悠ゆう長ちような使い方はしない。長い鎖を振り、その先端にある重い鋼こう鉄てつの檻を大おお雑ざつ把ぱに叩たたきつければ──それはある意味、遠えん隔かく打だ撃げき武器、適当な鎖くさり分ふん銅どうのようなものとなる。

　似たような姿をした《永訣刻する処刑鎌"The pendulum"》と《追いはぎの棺桶"Highwayman's coffin"》という二本の鎖武器を、同時に横よこ薙なぎに繰くり出す。あえて二本を同じ形状にしなかった理由は、似ているが違う、ということが利点になるからだ。リーチ、先端の形状、重量、速度変化、重心位置。単純に、刹せつ那なに読み取らねばならない情報量が二倍になる。見切るのは至し難なんの業わざだろう。
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　二本の鎖くさりが、その攻こう撃げきを防ぐべく掲げられた大だい錫しやく杖じよう刀とうに絡からみついた。先端部位の軌き道どうが不規則に捩ねじ曲がり、その大錫杖刀を起点とした弧こを描いて虎こ徹てつを襲おそう。致命傷を与えることはできなかったが、鳥とり籠かごが腕を打うち据すえ、処刑鎌がまが腰を裂さいた。どちらか一つでは足りなかったかもしれないが、今は拷ごう問もん具ぐの質量二つぶんだ。絡みついた鎖は完全に大錫杖刀の動きを封じていた。殺せ殺せもっと殺せと胸中でぞわりと囁ささやき声ごえ。うるさい黙だまれと押おし留とどめる。

　逆方向からはこのはが突進していた。迎むかえ撃うつは小錫杖刀の閃せん光こう。

「今は気合いが入っていますのでね──気付きませんでしたか？　身体からだはけっこう削けずられちゃいましたけど。わたしの手刀は、あのときとは違って、あなたの生み出した虎徹に傷つけられてはいませんよ」

「っ──!?」

　そう、このはの手しゆ刀とうから血は流れていなかった。斬きり負けてはいなかった。

　踏み込んだこのはが右の手刀で小錫杖刀を受け止める。左の掌しよう底ていで錫杖刀を叩たたいて位置をずらす。その隙すきにさらに間合いを詰め、その先端を右手で摑つかんだ。

「わたし達の力は、意外と精神力に依存しているんです。同じ武士が同じ刀を振るっても、山さん賊ぞくに身をやつして女子供に振るうときと、長年捜さがし続けた親の仇あだ討うち相手に振るうときとでは刃やいばの走り具合は違うはずですしね。ええ、そして今のわたしは──」

　摑んで停止させた小錫杖刀に対し、上から左ひだり肘ひじを打ち下ろす。下から左ひだり膝ひざを跳はね上げる。

　その同時攻撃に挟はさみ込まれた錫杖が、ぎぎぎぎぃん！　という耳みみ障ざわりな音と共に無数の砕さい片へんへと分かれた。切断し切断し切断し尽くされた。

　このははそのまま流れるように虎徹本体に肉にく薄はくする。右の大錫杖刀はフィアの振り子鎌で完全に動きが封ふうじられており、どうすることもできない。奴やつには目の敵かたきにされていたし、ストレスも溜たまっているだろう。仕方ない譲ゆずるか、とフィアは思った。

　このはの瞳ひとみがぎんと細まり、唇が歪ゆがみ、かは、と毒気のような息を吐はいて、

「今の妾は、数多の愚かが腹に据えかねておる。主の愚か、ぬしの愚か。ああ。ほんに愚かよの、長曽祢虎徹入道興里とやら──妾を怒らせるとは、ぬしはそれだけで三流の凡刀よ！　身の程を知れいッ！」

「あ……あああっ……！」

　その瞬しゆん間かん、虎徹の表情は奇妙に歪んでいたように見えた。無数の要素が複ふく雑ざつに入り混じっていた。恐怖と畏い怖ふ。戦せん慄りつと驚きよう愕がく。愕然と粛しゆく然ぜん。そして──安あん堵どと歓喜。

　フィアはその意味を知ろうとしない。このはもその意味を必要としない。

　次の瞬間、このはが繰くり出した貫ぬき手てが、虎徹の腹を抉えぐっていた。




　春はる亮あきはその結末を見ていた。じんじんと痺しびれるような腕の痛みは、ひとまず忘れておく。

　舞ぶ台たいの端はしまで吹ふき飛ばされた虎こ徹てつが、荒い息を吐きながらその背中を手すりに預けている。腹を押さえる手からは赤い色が零こぼれていた。

　その色を視界に収めてしまったことで、身体からだの奥おく底そこから何か堪こらえるべき感覚が湧わき上がってきているのだろう。苦痛に耐えるように目を細めながら、このはが言った。

「加減はしました。自分から跳とんでダメージも減らしていたでしょう。ですが、戦せん闘とうが続けられるような傷でもないはずです」

「はぁ、は、はぁ……はは、は、はっはっは……」

　虎徹は笑っていた。呆あきれたように。

「村むら正まさ……最後の最後に……だが、意味はない。意味はない……」

　手すりに縋すがりつつ、彼女は背中を伸ばす。笑えみを止めて、こちらを見回した。

　そして彼女は──言ったのだ。

　表情はなく、ただ事実のみを告つげているような平坦な口く調ちようで。

　とても信じられないような言葉を。

「伝えよう。拙者は箱を開けた。だが免罪符機構は手に入らなかった。この意味がわかるか？　拙せつ者しや達は──踊らされていただけだ」

「な、ん、だって……？」

　春亮達の問い返しは、彼女に届いたのか。届かなかったのか。

　どちらにしても、その答えが返ってこなかったことに変わりはない。

　そのとき虎徹は、さらに後方に体重を預けて──そのまま背中で手すりを乗り越え、舞台から落下してしまっていたからだ。

　虎徹の発言の衝しよう撃げきで、僅わずかに動き出しが遅れていた。はっとこのはが手すりに走り寄り、そこから下を見やるが、「……逃げられました」と首を横に振っただけだった。

「まさか、そんな……はずは、ない」

　呟つぶやきながら、フィアが落ちていた箱はこの前にぺたんと腰を下ろした。真しん紅くに濡ぬれた鍵かぎをポケットから取り出す。春亮達もその後ろに移動した。

　箱の鍵穴に差し込み、捻ひねる。かちり、という小気味よい音。

　箱が開く。

　中にあるものを、一同の前に明らかにする。




　──空だった。




　脳が理解を拒絶する。

　この光景が何を意味するのか。なぜこんなものが見えるのか。あるいは……見えないのか。捜さがし求めていた、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが。

「ど──どういうことだ！　馬ば鹿かげている！　鍵かぎは確たしかにかかっていたぞ！」

「鍵のリセットは、中のスイッチを押さないとできない──ということは、一度誰だれかが開あけても、そのまま閉めたらオートロックみたいにまた鍵がかかるという仕組みだったのかもしれません。つまり、わたし達がさっき見たのは。彼女がこれを開けようとした瞬しゆん間かんじゃなくて……閉じた瞬間……!?」

「だ、だったら……あいつが噓うそをついてて、やっぱり先に持って逃げてたんじゃ」

「いや。あの状態で噓がつけるほど口が上う手まい女だとは思えん」

　最も至し近きん距きよ離りでその空白を見つめるフィアが、最もショックを受けているであろうフィアが、しかし静かな口く調ちようで言った。

　春はる亮あきも同意せざるを得なかった。では、どうなる？

　虎こ徹てつが最後に放った言葉が正しかったとして。

　彼女も免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れられなかったのだとして。

　ならば、自分達が求めていたそれは、彼女が求めていたそれは、全すべての元げん凶きようたるそれは。

　今、どこにあるのか──？

「このような事態になるとは予想外でしたが。我わが告白・室長より手紙を預かっておりますという報告。箱はこが開あけられ、全すべてが終わったら貴方あなた達に渡すようにと言われていたのです。内容は自分も未知ですという真実を真実として語ります」

　どこか申もうし訳わけなさそうに、ン・イゾイーがスカートの下から足で一枚の封筒を摑つかみ出していた。フィアがひったくるようにして奪うばう。中に入っていた便びん箋せんを広げて、月明かりを頼りに読み始めた。春亮達も勿もち論ろん覗のぞき込む。

『やあ。勘違いをしているかもしれないので、まず誤解を解いておこう。僕は《鍵の力を起動させたものがこの箱を開けられる》と言っただけで、《この箱の中にある免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを取れる》とは一言も言っていないよ？　君達は、《本当に僕がこの箱に免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを入れたのか》ということをもう少し疑うべきだったね。僕はマジシャンが使うような小手先のテクニックの一つや二つくらいは既き知ちにしているし、比ひ喩ゆも込めて言うけど、僕のポケットの中はいろいろ悪さができるぐらいには広いんだよ』

　目を疑った。あの男は最低だ。やはり。文面はさらに続く。

『いやいや、怒らないでほしい。あの鍵があったことによって、いい修学旅行の思い出ができただろう？　僕はそのお手伝てつだいをしたかっただけさ。勿論、自分が見物する楽しみがあったからだけれど。とはいえ君達としては、勝手に見物されて約束の品も貰もらえないのは散々だろう。ちゃんと考えてあるとも。僕を楽しませてくれたお礼として、雛ひな井いエルシーの身柄は無条件で返すことを約束する。そこにいるのかどうかは知らないけど、いなければ家族会フアミリーズの彼女達に伝えておいてくれると嬉うれしいね』

　長い。実際の彼の話と同じように。苛いら立だつほどに。

『まあつまり今回は、家族会フアミリーズが免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを代金に、僕達研究室長国から雛ひな井いエルシーを取り戻した──という話に単純化できるのさ。問題を単純化するのは大事だ。僕達には特に価値もない免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクだけど、僕達には特に価値もない雛井エルシーの身柄に対応するものとしては釣り合いが取れていると言えなくもない。仮にあの家族会の子が免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクをゲットして、あるいは君達が直接にゲットして、君達が家族会の代理交渉の役目を受け入れたとするだろう？　そうすると、部下達の手前、僕はまた家族会に雛井エルシーを返すための《程ほどよく無価値な代金》を考えて請せい求きゆうしなくてはならない。それは面めん倒どう臭くさいなと思ったのさ。あれが喉のどから手が出るほど欲しかった君達には悪いと思うけれど、そこはそれ、僕が与えてあげたドキドキ修学旅行・素直にならなくちゃverの楽しさで相そう殺さいしてくれると嬉うれし──』

　そこが限界だった。

「ふっ、ざ、けるなぁぁぁっっっ！」

　全員の気持ちをただ一言で代弁し、フィアが手紙を足元に叩たたきつける。

　誰だれもがその手紙を、怒りと憎ぞう悪おを込めた視し線せんで睨にらんでいた。踏んで破って燃もやしてやりたい。そんなことをしてもどうにもならないが。

　彼の腹心であるン・イゾイーは、やはり同じようにその最低の手紙を見下ろしながら瞳ひとみを細めている。自分達のような憎悪を込めて、ではなく。ただ呆あきれたように。

「さすがの自分も、今回ばかりはさすがに、何か思うところがないわけではありません。しかし我わが確かく認にん・自分は研究員なので長には逆らえないという条理。それとはまったく関係なく個人的かつ郷土的な独白を呟つぶやきますが、我が部族では甘かん言げんを弄ろうし、約束を反ほ故ごにするのは毒どく蛇じやの入った葛籠つづらの中で一晩を過ごさねばならない程度の罪となっています。つまり」

　ふう、と嘆息して彼女は続けた。

「久しぶりに、室長を我が部族の村にお連れしたい気分です。一晩と言わず二晩でも」
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「いやあ、今いま頃ごろあちらはどうなっていることだろうね？　罵ば詈り雑ぞう言ごんの世界大会みたいになっているのかな、それとも無言の氷河状態なのかな。なんとなく、今回は忠実な部下にも冷ややかな目で見られそうな気がして実はドキドキしている」

「……」

「ともあれ、彼らへの手紙に書いたことは今説明した通りなんだけど。実は、今回の事件はさらにもう一段階単純化できるんだ」

　虎こ徹てつは──困こん惑わくしていた。

　周囲を取り巻く状況に。暗くら闇やみ。腹部の痛み。敗走の最中。闇の中から聞こえてくる男の声。

　そして。今、自分の目の前に転がっている、

　免罪符機構。

「結局のところ──僕は最初から君にこれを渡すつもりだった、ということさ。単純だろう？　いい機き会かいだったから、その過程を利用してついでに妹達の関係もちょっと弄いじってみようかなと思っただけなんだよ」

「どうして……だ」

　声の発生源と思おぼしき方向の闇やみを睨にらみつつ、虎こ徹てつは言葉を絞しぼり出した。生存機き能のうの根幹に影えい響きようはないだろうが、やはりダメージはダメージだ。喋しやべるだけで腹の傷が痛む。だが気にしていられる場合ではなかった。何かの罠わなかもしれない。何かの駒こまとしてまた自分を動かそうとしているのかもしれない。

「どうして？　どうしてと問うのかい。難むずかしく考えることはないよ。僕は僕の本質から一歩も外れてはいない。僕が何者であるかを考えれば答えはすぐに出るはずさ！」

　そうして闇やみ曲まがり拍ぱく明あきは笑った。

　本当に、心の底から楽しそうに、哄こう笑しようしていた。




「決まっているだろう──君達のしようとしていることに興きよう味みがあるんだ。それは、ああ、なんと素敵すてきで、なんと不ふ思し議ぎで、なんとおぞましい未知なんだろうね！」







　エピローグ







　全すべての準備は整ととのっている。

　後は隙すきを見み出いだすだけだった。
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　長旅を終え、久しぶりの我わが家。

　三さん角かく巾きんで吊つっていないほうの腕で玄関を開あけ、春はる亮あきは「ただいまー」という声を響ひびかせる。後ろにいたこのは達がハッと「そんな重労働をさせるなんて……失態！」みたいな気配けはいを出していたので、玄関開けるくらいで過か保ほ護ごすぎるぞとさすがに苦笑した。

　薄うす々うす予想してはいたが、そこで家の中から返ってきたのは「おかえ～」などといういつものほえほえ出迎えボイスではなく、

「ふぃっちーから話は聞いちょる。うちを置いて楽しんできたのだけでも文句を言いたいところなのに、あまつさえ怪け我がまでして帰ってくるとは。許すまじ！」

　なぜか文化祭でフィアが着ていたのと同じナース服を着た黒くろ絵えが、玄関で仁に王おう立だちしていた。恰かつ好こうはいつも通りにふざけているが、その表情は真剣だ。

「そ、そうか。聞いてるのか。まあいろいろあってさ……おう、そんなに引っ張るなよ」

「とりあえず話は治ち療りようしながらでも聞ける。ごーごー。一応言っちょくけど、うちはハルの無む茶ちやにわりとお冠かんむりです。うちの言うことにはいつもの五割増しくらいで絶対服従しちょったほうがええよ。さもないと治療にかこつけてどんなあられもない姿を取らされるか！」

「自分で言うことか。でもまあ、無茶したのは、自分でも認めるというか、なんというか……はい。スミマセンでした……」

　ぐいぐいと居い間まに引っ張られていき、荷物を片付ける間もなく座らされる。三角巾が外され、ぽいぽいと上半身の服を脱がされる。包帯も解かれる──医者の診断は骨に罅ひびが入っているということらしい。あれからビブオーリオに連絡を取ったところ、ワケアリな患者にも優やさしい医者の心当たりがあるというのでそこを紹介してもらい、クルリと共に治療してもらったのだ。勿もち論ろんホテルに帰ったときにはいろいろ注目を浴びたが、転んで手の突き方が悪くて、という噓うそでなんとか乗り切った。ちなみに無断外出自体をどうにか誤ご魔ま化かしてくれたのはやはり潰かい道どう先生だ。いろいろ迷めい惑わくをかけて本当に申もうし訳わけないと思う。

　罅の入った骨の上に、黒絵の精気が付与された髪が巻かれる。フィアにこのは、そして錐きり霞かは無言でその様よう子すを見つめていた。フィア達は正座で、真剣な顔で前のめりに。錐きり霞かは中ちゆう途と半はん端ぱな位置に立ったまま──どうしてか、暗い顔で。

「モード《サティスファイド頼より盛もり》……と。知っちょると思うけど、うちのコレは治りを早くするだけじゃし、無理はせんこと。明日あしたにでも、もう一度普通の病院のお医者さんのとこに行ったほうがええかもしれんね」

「ああ……ありがと、そうするよ。って何だお前ら、見過ぎだ！　動かさなきゃそんなに痛くないし、大丈夫だって！」

　努めて明るい口く調ちようで言うと、フィアとこのはは同時に息を吐はいた。それを合図に、

「ふん。まったく、思い返すだけでお前の無む謀ぼうさを罵ののしりたくなってしまうな。それだけで済んで幸運だと思え」

「まったくですよ。これに懲こりたらもうちょっと考えて行動してくださいね、春はる亮あきくん。今回ばかりはちょっと度を越してます」

　いつもの調子に戻る。無む論ろん、ぷんすかしている感じではあったが。

「さて、とりあえず着替えて……それからお茶ちやでも淹いれてきましょうかね。あ、上うえ野のさん、どうぞ座っちゃってください」

「あ……私、は……」

「ふむ、私もとりあえず着替えてくるかな」

「うちもお茶ちや汲くみを手伝てつだうよー。四日ぶりじゃし、うちの存在感を示しておかんと忘れ去られてしまう！　貴重な癒いやし系幼女キャラじゃというのに！」

「あ、じゃあ俺おれも手伝──」

「お前は座ってろ！」「座っててください！」「ハルは座っちょく！」

　一いつ斉せい攻こう撃げきで黙だまらされた。

　それから着替えたりなんだりしてお茶を飲み始めたが、ふとこのはが何かに気付いた様よう子すで顔を上げる。

「あ。今思い出しましたが、あまりのんびりお茶とか飲んでる場合でもないですね。四日も家空あけてたんですし、買い物に行かないと今夜の晩ばん御ご飯はんも作れないじゃないですか。でも一応聞いておきますけど、黒くろ絵えさん、留る守すの間に冷れい蔵ぞう庫この食材補給とか──」

「いえーい。のーたっち！」

「……ですよね。というわけでやっぱり買い出しに行ってきます。確たしかお米とかも補充しないと駄だ目めでしたし、買い置き含めていろいろ多めに買わないとですから、何人か荷物持ちが欲しいところですが」

「仕方あるまい、付き合ってやる。四日の間におせんべの新商品が出ておったりするかもしれんしな。チェックしに行かねば」

「うちも行くよー。頑がん張ばって存在感を以下略」

「のんびりすればするほど夕食が遅くなりますし、じゃあちゃっちゃと行ってきますか。すみませんが春はる亮あきくんに上うえ野のさん、ちょっとだけお留る守す番ばんをお願ねがいしますね。できるだけ早く帰ってきますから」

　言葉通りに素早すばやく用意を済ませ、このは達はスーパーに向けて出発していった。というか黒くろ絵えはナース姿のままだったがいいのだろうか。別にいいか。黒絵だし。

　静かになった居い間まの中、春亮はテレビを点つけてお茶ちやを啜すする。しばらくは留守番しかできない生活になりそうだ。いろいろ退屈しそうだなあ、と思った。

　そんなとき、

「……いんちょーさん？」

　湯のみをぼんやりと見つめていた錐きり霞かが、すっと立ち上がった。

　こちらには一いち瞥べつもくれることなく、ポニーテールを揺ゆらしてくるりと身を翻ひるがえして、

「すまない。今日きようは──帰る」

「へ？　いや、せっかくだし晩飯くらい食べてったら……つーかフィア達もきっとそのつもりだったと思うんだけど」

「……すまない」

　それでも、彼女は振り向かなかった。置いてあった旅行バッグを引ひっ摑つかみ、早足で居間を出ていく。廊下を歩く音。玄関が開閉される音。

　春亮はぽかんと口を開あけているしかなかった。なんでいきなり？　自分が何か気に触るようなことをしたり言ったりしてしまったのだろうか？

　いや、よくよく考えれば、錐霞の様よう子すはずっとおかしかった。昨夜ゆうべから、あの舞ぶ台たいを後にしたときから、おかしかった。なぜ？　わからない。

　そこで春亮は、さっきまで錐霞の荷物が置いてあった場所のすぐ横に紙かみ袋ぶくろがあるのに気付く。錐霞が自分の買ったお土産みやげ袋を忘れていったのだ。電話で知らせてもいいし、どうせすぐまた学校とかで会うから、そのときに持っていってもいいのだが──

「……」

　錐霞の様子が、やはり気になった。逃げるように帰っていった彼女の様子が。

　よし、と春亮はその紙袋を摑んで立ち上がった。

　さっき出ていったばかりだし、急げばまだ全然追いつけるだろう。
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　スーパーに行く準備をしながら、このはは改めてあの鍵かぎの起動における戦いの結果を考えていた。気になるのは、やはり視界の端はしにちらちら見えたり見えなかったりする銀ぎん色いろの存在。

　別の方ほう法ほう論ろんで鍵の力を溜ためていたクルリと虎こ徹てつはともかく。

　結局のところ、この子よりは自分のほうが鍵かぎを起動させるのは早かったのだ、と思う。時間的にはほんの少しの差だったかもしれないが、それこそが大きな差異である。

　つまり、同じような方法で戦っていた自分とフィアのタイマン勝負においては、これはもう確かく実じつに自分が勝ったと言ってしまってもいいだろう。大勝利。完全勝利だ。

　それが何を意味するか？　それが何を示し唆さするか？

　勿もち論ろん、それは自分こそが彼の隣となりにいて当然の存在なのだということだ。少なくとも、このぽっと出の銀ぎん色いろ小娘よりは自分のほうがふさわしいということだ。一番。最有力候補。ベスト・オブ・春はる亮あきくんの隣。

　前からわかってはいたが、安あん堵どはする。

　少し前から本気で動いている彼女が参戦しておらず、直接力を測れなかったのが残念ではあるが──いや、負ける気はないのだから、特に意味はない。仮に出ていても当然勝っていた。絶対そうだ。うんうん。

　そんな考え事をしながら適当に準備を済ませて家を出たせいか。

　スーパーに向かう途と中ちゆうで、このはは自分の大失態に気付いた。単純にして致命的なミス。

　財さい布ふを忘れた。

「私を舐なめるなよ。なんと今の私の財布には、おせんべの新商品があったらそれを買って終わりぐらいのカネしかもう残ってはおらんのだ」

「うちも、この数日間の放ほう蕩とう生活で持ち合わせがあんまり。ＡＴＭ寄ってくれたら下ろせるんじゃけど。ちょっとルート変更する？」

「そこまでしなくてもいいですよ。まだ家に取りに戻ったほうが早いでしょう……先に行って買い物しててくれます？　一応これ、買う物のリスト渡しておきますね」

「ういうい、お任せあれ」

「むむっ。クロエ、ペンを持っておらんか？　そのメモの《お茶ちやうけおせんべ×２》の横に特に意味もなく０を書き足すと、何やらとても幸せなことが起きそうな予感がするのだ」

「どこまで貪どん欲よくなんですか、あなたは……」

　嘆息してから、このはは一人ひとり踵きびすを返し、今来た道を戻っていく。

　家の門が見える曲がり角に辿たどり着いたところで、このはは怪け訝げんに首を傾かしげた。

　今、門から出て、逆方向の道に小走りで駆かけていった後ろ姿は。

（春亮くん……？）

　間違いない。彼の姿を見間違うはずがない。

　はて、と思った。何かあったのだろうか。

　そんなに緊きん迫ぱく感かんを感じるような走り方ではなかったが、万が一ということもある。

　とりあえず追ってみることにして、このはは門の前をそのまま通り過ぎ、彼の背中が消えていった方角に向けて歩ほ調ちようを速めた。




　スーパーの棚たなの前。フィアと黒くろ絵えはメモを見ながら、必要な物資をどさどさと買い物かごに入れていく。

「ふぅ、野菜と果物はこんなものか。よし、では次のコーナーに向かうぞ！」

「ふぃっちー」

「何だ？　何か買い忘れておったか？」

　一気に重くなったカートを押して先に進み出したとき、横を歩く黒絵がひょいとこちらを見やってきた。微笑で聞いてくる。

「──何かええこと、あった？」

「む、なぜだ」

「いやぁ……話聞く限り、今回、ふぃっちーは結局免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクをゲットできなかったんじゃろ。もうちょっと凹へこんじょるのかなー、とうちは思っちょったんじゃけど、何か意外に元気そうじゃったから」

　ふむ、とフィアはスーパーの天てん井じようを無意味に見上げた。

「まあその、アレだ。確たしかに手に入らなかったのは残念で、あの男に騙だまされたのは心しん底そこ悔くやしく腹が立つが、私が不ふ機き嫌げんになればディスクが返ってくるというわけでもないからな。何も世界にあれ一枚しかないという話でもない。今までにもフツーに手に入れられておったのだし、気持ちを切り替えて次のディスク捜さがしを頑がん張ばるしかないのではないかということだ……勿もち論ろん、今まで通りにリジチョー達にはバシバシ働いてもらうつもりだぞ。できるだけ早く次の情報をゲットしてもらいたいところだ」

「おっけー。でもね、その不機嫌さを忘れられて、気持ちを切り替えられるきっかけになったようなええことが何かあったんじゃない？」

　黒絵は鋭するどいな、とフィアは頰ほおを緩ゆるめた。少しばかり気き恥はずかしいが、こいつにならば本音を聞かせても構うまい。隣となりを歩く彼女に向けて、

「あったのだ」

「……何が？」

　もう一度、その喜びを自分の胸の中に落とし込むように。

　笑いながら、続けた。

「あったのだ。私の中にも、正の力が。かつて塗まみれた、暗く不吉で禍まが々まがしい想念ではない、それ以外の温かな何かが。呪のろいにも負けぬほどに大きなものが、確かに、あったのだ」

　ああ、もう一度、認めよう。

　間違いでも錯さつ覚かくでも誤ご魔ま化かしでも希望的観かん測そくでもなく。

　それは確かに自分の中にあった。

　感情鍵の起動という行為が試し験けん紙しとなり、確かにその存在を明らかにした。

　それだけで、今回の出来事の意味はあったのだと思う。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきがやったことは腹立たしいし認めることはできないが、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクとあの鍵かぎを巡めぐる騒そう動どうには意味があったのだと思う。

「なるほど。ふぃっちーの中にあったそれは──とっても、いいものじゃったんじゃねえ」

　さっき口にしたのは、きっと他人にはよくわからない台詞せりふだった。

　それでも黒くろ絵えは、全すべてを理解したように。まるで自分のことのように、本当に嬉うれしそうに、姉のような雰囲気で微笑ほほえみを返してくれる。

　だから、彼女だけにはもう少し踏み込んで話してもいいのかもしれないと思った。

　結局、自分が見つけたものは何だったのか？

　春はる亮あきを喪うしないたくないと思った気持ち。抱きついたときに、自分の胸を、満たした気持ち。

　つい一月ほど前、新歓祭のミスコンを通じてその存在を予感したときと同じに──それを持っていていいものかどうか、という迷いはまだあるけれど。それは今後も免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを集めて、呪のろいをもっともっと打ち消してからでないと答えが出せないようなものだけれど。

　あのときとは違って、あのときのような曖あい昧まいさはなくて。

　今は、はっきりとその存在を感じている。

　そう──有ありか無しかを判断するのはさておいて。

　それが確たしかに《在る》こと自体は、もう認めてやってもいいのかもしれない。

　自分を、考えていたよりほんの少しだけ素敵すてきな未来へと進めるための、些さ細さいな推進力として。

「……うん。お前にだけは、言ってもいいかと思う。他ほかの奴やつらにはヒミツだぞ」

「勿もち論ろん、秘密は守るよ」

　ひどく優やさしい、黒絵の眼まな差ざしの前。

　普通の女の子が持つような、その秘密を。

　フィアは、そっと、告白した。




「どうやら、私は……私は、本当にな。あの、ハレンチ小僧のことが──」
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　無力感。後悔。罪悪感。

　それらに苛さいなまれて、錐きり霞かは走っていた。

　自分の馬ば鹿かさが嫌いやになる。なんとなく流れのままに、虚うつろに帰り道も動いていたら、自然と夜や知ち家けについていってしまっていた。そこでふと実感した感覚が、今も自分を責め立てている。いたたまれなくなって、逃げるように帰るしかなかった。

　みんな、自分が当然のように夕飯を食べていくものと思っていた。あの家は自分をごく自然に受け入れてくれている。だが、それが──辛つらい。

　自分は何もできなかったというのに。

　いや、それどころか──

「いっ……いんちょーさーん！　ちょ、待って、ストップ希望ー！」

「っ!?」

　聞こえてきた声に、反射的に足を止めてしまった。時間を使って、数多あまたの感情で脳のう髄ずいを震ふるわせながら、恐る恐る振り返る。彼が、夜や知ち春はる亮あきが、軽く身を折ってはぁはぁと息を吐はいていた。吊つられた腕。もう片方の腕には、見覚えのある紙かみ袋ぶくろ。彼はそれをこちらに差し出しつつ、

「はぁっ、ふぅ、これっ……忘れ物、っ……運動不足だなあ、やっぱ」

「あ……すま、ない。ありがとう……」

　それは表の声。裏の声、心の中で呟つぶやいた声は別だった。馬ば鹿かげている。馬鹿げている。馬鹿げている。

　紙袋をそっと受け取る。よし、と息を整ととのえた彼が身を起こしたとき、丁度彼のポケットで携帯電話が鳴った。メールらしく、ちょっとごめん、と断ってから彼が素早すばやくそれをチェック。

　照れたように笑いながら、携帯を閉じた。

「なんとクルリからだったよ。『釣つり用の帽子にした』って一文だけ……はは、アドバイスした甲か斐いがあったのかな。素そっ気けなさすぎてよくわかんないけど」

「そう、か」

　視し線せんを落として、相あい槌づちを打つしかなかった。どうして。

「まあ、血は結構出てたけど、あいつの怪け我がもそんなに死ぬほどひどいっていうわけじゃなかったみたいだし……そこはよかったよ」

「よかっ、た……？」

「いや勿もち論ろん、全部が完全にいいってわけでもないけど、いいことも確たしかにあったよなって話。俺おれ達としては免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが手に入らなかったのは残念だけどさ。雛ひな井いエルシーはあいつらのとこに戻ってくるっていうし」

「──馬鹿げて、いる」

　もはや押おし留とどめることはできなかった。滑り落ちる、声。

　彼の腕を見つめながら、錐きり霞かは続ける。どうして、どうして、どうして！

「よかった、だと……？　馬鹿げている、ああ、馬鹿げている！　そんなはずがない、あるわけがない。いいはずがない！　どうしてそんなことが言える!?　お前も、お前は、お前が──怪我を、しているではないか！」

「あ、あの、いんちょーさん……？」

　まずいと思ったが、言葉は止まらなかった。

　何かが振り切れている。感情の針が振り切れている。

「私の、せいだ」

「え？」

「お前が怪け我がをしたのは、私のせいだ」

　言うと、春はる亮あきは慌あわてたように動くほうの腕を振った。焦あせりと怪け訝げんさを含んだ真剣な表情で、

「そ、それは違うだろ!?　あれはいんちょーさんが俺おれを助けるためにやってくれたことで、いんちょーさんが《可か憐れん》で摑つかんでくれなかったら俺達はただ下まで落ちるだけで」

「そういうことじゃない。そうじゃないんだ！」

　彼の腕の怪我から視し線せんが離はなせない。

　無力感。後悔。罪悪感。それらが依然として胸の奥を暴あばれ回っている。

　無力であったのは、自分がすべきことをしなかったからだった。それはいくら後悔してもしきれないものだった。身を鞭むちで打たれるような罪悪感へと変じるものだった。

　それらが自分を苛さいなんでいる。呪のろいのように、苛んでいる。

　だから、懺ざん悔げのように、口が動いて。

「私が──私があのとき、投げられた鍵かぎを受け止めていれば。拾ひろっていれば。強引にでも奪うばっていれば……お前を怪我させることはなかった！　私のせいだ。拍明の狙いもわかっていた。そうだ、わかっていたからこそ、だからあのとき手が伸びなかったんだ！」

「ど、どういうこと？」

　まずい。

　やめろ。

　止まれ。

「私が持っていれば、一瞬で、あんな箱は開けられた。きっと、きっと、きっと！　このはくん達もそう思っていたのかもしれないが、私は違うと思いたい！　それ以上だと思いたい！　いや、思っている、思っていた、だからきっと開あけられた！　そうすれば、お前を怪我させることもなかったのに！　なのに躊躇ためらったんだ、あの男が目の前にいることに、躊躇ったんだ！」

　ああ。そうだ。

　確かく信しんしている。絶対だと。絶対に、一いつ瞬しゆんで開けられたと。

　視線を動かして、彼の顔を見た。

　いつも通りの。

　ちょっとだけ、困こん惑わくしたような。

　怪我をしているのに、それを自分で忘れているかのような。

　様よう子すのおかしいこんな自分を、心の底から、心配してくれているような。

　このわけのわからない叫びを、どうにかして理解しようとしてくれているような。

　優やさしくて、見ているだけで落ち着いて、心の底が温かくなって、ずっと一いつ緒しよにいたいと思えるような──

　彼の、顔。

　どうしてか。

　それを見ていたら、涙が、出てきてしまった。

　彼がはっと目を開く。それでも自分を心配してくれている。こんな自分を。

　もう一度、認めよう。自分には感情鍵を一いつ瞬しゆんで起動できた確かく信しんがある。高ぶる感情を一瞬で与えられた確信がある。だから後悔と罪悪感がある。

　それが意味するのは、自負だ。

　誰だれよりも、世界中の誰よりも。

　自分は、

　上うえ野の錐きり霞かという女は、夜や知ち春はる亮あきという男のことが、




「……好き、だからだ……」




　そう。世界の誰だれにも負けないくらいに、自分が一番だと心の底から確信できるくらいに。

　彼のことが好きなのだという、自負。

　ただそれだけ。

「……」

　数秒遅れて、ようやく。

　その言葉が、実際に自分の口から滑り出てしまったことに、気付いた。

　彼がこちらを見つめて固まっていることにも、気付いた。

「あ──」

　止まれ。

　いや。

　止まるな。

　頰ほおの紅こう潮ちようを感じ。意味のわからない涙の熱ねつを感じ。彼の視し線せんを感じ。ぎゅっと摑つかんだスカートの存在を感じ。

　上野錐霞は、思い出す。

　自分は、闘たたかうことを、決めていたのだ。

　もう、この期ごに及んで──逃げることなんて、できはしない。

　仮に、たった今漏もらした言葉だけで気付かれてしまったとしよう。いや、もはやそんな仮定など無意味だ。この態度からすると、ほぼ確実に伝わってしまった。だからこそだ。だからこそ、やらなくてはならないことがある。

　さあ。さあ。さあ！

　さっきの言葉でいいのか？　意志も意味もなく、ただ気付いたら滑り出ていたような情なさけない言葉でいいのか？　よくないだろう、上うえ野の錐きり霞か？　開戦の砲ほう撃げきを撃うってしまったならば、そこで撃ち方を止やめるわけにはいかない。なかったことにするわけにはいかない。だったら──

　たとえ、結果がどうなろうとも。

　誰だれに操あやつられたわけでも、どんな状況に流されたわけでもなく。ただ自みずからの感情に従って自分はそれを行ったのだと、他ほかでもない自分自身に胸を張れるように。

　今度こそ、間違いのない自らの手で、歪ゆがみのない自らの意志で、噓うそ偽いつわりのない自らの言葉で。

　さっきの中ちゆう途と半はん端ぱな言葉を、塗ぬり潰つぶすしか、ないだろう──？

　わかっている。わかっているさ。

　だから錐霞はもう一度、まっすぐに春はる亮あきの顔を見み据すえて。

　震ふるえそうになる声を必死に抑おさえつけて。

　はっきりと、誰だれに憚はばかることもなく。

　胸を張って、言った。




「私は。お前のことが、異性として──好きだ。夜や知ち」




　自分の手が、スカートを握にぎり締しめたまま、震えているのがわかって。

　彼がやっぱり、肉体と精神を固まらせているのがわかって。
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　そして、彼の背後に。




　愕然とした表情で立ち竦む、このはの姿が見えた。




　そして彼女は、持っていたエコバッグを足元に取り落とし。

「この、は、くん……!?　待っ……！」

　こちらが声を届かせるよりも早く、踵きびすを返して走り去っていった。
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　いやあ驚おどろいた。そういうこともありますよね。中学生のとき、初ラブレター貰もらって悶もん々もんとしてた春はる亮あきくんは可愛かわいかったなあ。あれは家のことが忙しいからって言ってお断りしちゃったんでしたっけグッジョブそうこなくちゃいえーい。それよりお財さい布ふお財布。そう言えば財布を取りに来たんでした。フィアさんにお煎せん餅べいを二十袋ぷくろ買うんでしたっけ。好きなだけ食べなさい食べなさい。お財布はどこかな？　この木のうろの中かな？　リスさんいませんかー。

「ふぅ、はぁ、はあっ……はぁ……？」

　なぜか息が切れていた。汗も搔かいていた。走ってきたのだろうか。今いる場所は──ああ、夜や知ち家けの裏手の林だ。その木の一本に額ひたいをくっつけるようにして縋すがりついている。どうしてこんなところにいるのだろう。訳わけも分からず闇やみ雲くもに全力疾しつ走そうしていた記き憶おくがぼんやりとある気がする。意い識しきが混こん濁だくしている。何があったのだっけ？　ちょっとすぐには平静な心で受け止めきれないような、冷静に咀そ嚼しやくするには時間がかかるような何かがあったのだっけ？　はい。あった。ありましたとも。でもちょっと待って自分、今は心しん臓ぞうがとにかくばくばく言っているからとりあえず落ち着いて落ち着いて、ひとまず忘れて、深呼吸して、すうはあ。

　そのとき、背後でがさりと落ち葉が踏まれる音がした。

　振り向く。

「あら、どうも」

　鷺咲先生がいた。だから挨拶をした。

　──普段ふだんのこのはであれば、彼女がここに、夜知家の裏の林にいるというその不自然さには当然気付いただろう。だが今は普段ではなかった。けっして、普段通りでは。

　だから接近を許す。スーツで黒のガーターストッキングで背の低い新人女性教師で、けれども今まで見ていたような気の弱さや臆おく病びようさや身体からだの弱さなどは微み塵じんも感じられない、ひたすらに超然とした戦士の気配けはいで歩ほを進める鷺さぎ咲さき先生の接近を許す。

「本来ならば、就寝時でも狙うつもりだった。だがそれ以上の隙が幸運にも生まれたというのならば、見逃す理由はないのだった」

　いつもの、気弱で教師らしさを気にして不ふ確かく定ていな発言ばかりの台詞せりふとは違う。むしろ真逆の。過去的で確定的でしかない言葉を、低く小さく呟つぶやいて。

　彼女は懐ふところからおかしな仮面を取り出して被かぶった。

　オペラのときに被るような、顔の上半分を覆おおう豪ごう華かな仮面。瞳ひとみは赤いガラス球でできている。そのこめかみ辺あたりから伸びる短いコードの先端には、薄うす型がたの装置が二つ、ぶらぶらと揺ゆれていた。

　さすがに、何かがおかしいと今のこのはも気付く。だが遅かった。

　その気付きは、致命的なまでに、遅すぎた。

　新たな気配けはいが背後に現れ、凄すさまじい力でこちらを後ろから羽は交がい締じめにして動きを封じる。

「あなたは……虎こ徹てつ！」

「準備は、できました。ニルシャーキさま」

「然しかり。準備はできた。呪いを軽減する免罪符機構を二枚。そして、我という使用者の鍛錬。汝なんじらは気付かなかったのだったか？　修学旅行の最中にも、我われはこの禍具ワースを操あやつる鍛たん錬れんを行っていた。故ゆえに体たい調ちよう不良で寝ていたりしたのだった。虎徹が呪のろいとして血を吸い、そして倒れた人間達の記き憶おくの後始末としてこの禍具ワースを使うという一いつ石せき二に鳥ちような鍛錬──汝らを含めた愚おろかな人間達は、ただの貧血や熱ねつ中ちゆう症しようだとでも思っていたのだろうが」

　仮面を被った女が手を伸ばし、このはの頭を摑つかむ。このはは暴あばれるが、虎徹は全力をもってその動きを封ふうじている。抜け出せない。

「ニルシャーキ……!?　この前、の！　あなた達っ、わたしに、何を……！」

「教えてもいいのだった。これは《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》。先日、騎き士し領りようの後方支援員オーグジラリより鹵ろ獲かくせし禍具ワース。使用者の精神にダメージを与えるという呪のろいは、発動する効果に比例して大きくなるのだった。だから奴やつらは間違えていた──これは、最大で三十分間記憶を消す道具などではないのだった。三十分というのは、ただ矮わい小しような使用者が、平凡的な人間が、それ以上は耐えられないというだけのこと！　平凡ではなく、非凡なる使い手ならばその枠を凌りよう駕ができるはずだった。たとえば我のような──竜りゆうへと至る強さのみを求めて、強さのみを信じて、強さのみを愛して、強さのみに生きる存在であれば！」

　もがく。だが抜け出せない。油ゆ断だんした。このはは歯は嚙がみする。

「竜の強さは肉体ならず、当然、精神の強さもだった！　それに加えて数多あまたの鍛錬を行い、いかに気を持てば耐えられるかという強さも充分に得た！　そして免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクも二枚組み込んだ！　故に可能なのだった！　我わが目的──ああ、実を言えば、この禍具ワースの性質そのものも多少は違うのだった。これは《記憶を消す》禍具ワースではない。より厳げん密みつに言えば」

　にやり、と女が唇を歪ゆがめる。ひどく不吉な形に。

「──《精神を過去に戻す》禍具ワースなのだった！」

　刹せつ那な、このはの脳のう髄ずいにぞっとした感覚が走る。本能が何かを理解しようとしていた。まさか。そんな。まさか！

「ま、待って、待ちなさっ……！」

「待つわけがないのだった！　我われはこのときを待まち侘わびていた！　我が物となれ、村正、最強の武器よ！　拷問具などというまがい物ではない、真に《戦う》ために作られたモノ達の王よ！　さあ発動せよ、《救バルト済拷ロメイ問官・オブの瞳リビオン》！　精神遡そ行こうの設定は！　二百年とするッ！」

　叫びと共に、ぐっ、と頭を握る手に力が込められる。

　何かが流れ込んでくる。何かが失われていく。脳のう髄ずいが強引に搔かき回される。あらゆる感情がごうごうと音を立てて渦うずを巻き、自分の中心点に飲み込まれていく。熱あつい寒い嬉うれしい冷たい暗い痛い早い気持ちいい硬い怖い憎い楽しい悲しい柔らかい痒かゆい激はげしい自分、自分、自分自分！

「あああああああああああああっ!?」

「ぐ、あ、ああおおおおおあああああ！」

「ニルシャーキさまっ!?」

「その、まま、なのだった！　虎こ徹てつ！　が、ああああ、負ける、はずがない、竜へと至るべき我が、この程度の、呪のろい、にィィィ、負ける、はずがないのだッ！　おお、か、は！　げえ、ぼぶっ、舐なめる、なっ、ああ、あああ、呪いよ、呪いよ、その程度かッ！　我の、前にッ──跪ひざまずけぇぇぇぇぇ！」

　連れん鎖さするように、すぐ近くからも、絶叫。痛苦に耐える怒ど号ごう。血の臭におい。胃液の臭い。ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる。

　自分は目を開あけているのか？　閉じているのか？　何もわからなくなっていく。

　何も。何も。何も。

　自分が誰なのかさえ──何も。




（春はる、亮あき、くん……）




　ぷつっ。
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　人ひと気けのない林の中。

　無言で佇たたずむ影かげが一つ。背の低い矮わい軀く。襞ひだのついた和装の姿。

　その人物が無言で見つめる先には、二人ふたりの人影が倒れている。影がただじっとその様よう子すを窺うかがっていると、やがて、一人ひとりがその身を起こした。

　頭を押さえて、顔を顰しかめている。垂たれていた鼻血を拭ぬぐう。口の中に残っていた、胃液交じりの血をぷっと吐はき出す。それからよろよろと立ち上がろうとする──虎徹が慌あわててその肩の下に入って支えた。

「大丈夫ですか」

「は……さすがに、大丈夫とは言えないのだった。かつていかなる強敵と戦ったときよりも、ダメージを受けているのだった。肉体的なものではない故ゆえ、快復は早いだろうが」

　それよりも、と彼女は残る一人ひとりを見下ろす。

「結果はどうなったか、が問題だった」

　それから、さらにしばらく。

　うつ伏せに倒れていた女が、ゆっくりと上半身を捻ひねって持ち上げた。

　眠たげな、それでいて抜き身の刃やいばのような──瞳ひとみ。

　それを遮さえぎるものは、何もない。

　彼女は億おつ劫くうそうな様よう子すで周囲を見回し、言った。

「ん……？　長く、寝ておった気がするのう。ここは、どこじゃ……？」

　ニルシャーキはにやりと笑った。そして短く、強く、呟つぶやいた。

「成功した」

　目覚めた彼女は欠伸あくびをしつつ、立っている二人ふたりのほうに視し線せんを向ける。

「ふわぁ……よくわからぬが。血と戦場の臭においに塗まみれたそこの小娘よ、ぬし、なかなかに好ましい気を放っておるの。ぬしが、今の妾の所有者ということになるのかえ？」

「いかにも」

「ふむ、承知じゃ」

　そして彼女は伸びをしながら立ち上がった。それからふと、ニルシャーキの肩を支えている虎こ徹てつに目を留とめる。

「なんじゃ、ぬしも太た刀ちかえ」

「は、っ……」

　顔を近付け、至し近きん距きよ離りからじろじろと眺める。

「ほぉん……なかなかの業わざ物もののようじゃの。しかもどうやら、ぬしのほうが妾わらわよりも先に主殿の腰に在ったようじゃ。ん、どうじゃ、どちらが本ほん差ざしか決めるために刃は比くらべでもしてみるか？　くくくっ。じゃがな、覚悟せいよ。同じ主に所有されておる刀とはいえ、妾と打うち合おうて無事に済むとは限らんぞ。この村むら正まさと刃を合わせようというのじゃ、そのぐらいの覚悟はしてもらわんとのぅ……？」

　息が吹ふきかかる距離。獲え物ものの品定めをする肉にく食しよく獣じゆうのような気配けはい。既すでに殺さつ気きが漏もれ出している。触れただけで両断されそうな刀気が漏れ出している。

　その気配の中、虎徹は──喜悦の表情を、浮かべていた。

　熱ねつに浮かされたように頰ほおを赤くし、憧どう憬けいを込めた目で、眼がん前ぜんの刀を見上げていた。

「あ、ああ……む、村正、さま！　我われら刀の中の刀、真なる誠まことの殺さつ戮りく刀とうよ……！　拙せつ者しやは村正さまを目標としております！　ニルシャーキさまにも既すでに伝えてあります、村むら正まささまの横でならば、拙せつ者しやは脇わき差ざしで構いませぬ！」

「そうなのかえ？」

「然しかり。我われもそのつもりなのだった」

「この長なが曽そ祢ね虎こ徹てつ入にゆう道どう興おき里さとは、誠まこと、ただ村正さまと共に戦えればそれで至福にございます！　ああ、誠の村正さまが、戻って、戻ってこられた……！」

「はん、大おお仰ぎような銘めいじゃなあ。戻ってきたというのはよくわからぬが……おや？」

　そこで彼女は眉まゆを軽く寄せ、さらに一歩踏み込んで。

　虎徹のスカートの中に手を突っ込んだ。

「あ、あああ、ひゃ、村正、さまぁっ……!?」

　その中をさらにまさぐりながら、彼女は怪け訝げんな面おも持もちで首を傾かしげて言った。

「なんじゃ──ぬし、小娘かと思いきや、小僧ではないか。何ゆえ、女子のような恰かつ好こうをしておる？」

「あ、ああ、それはぁ、前の主さまが、そのっ……んっ！」

「ふむ、思い出した。我らを振るうような将達の間では、確たしかに衆しゆ道どうも流は行やっておったのぅ。特に不ふ思し議ぎでもないか」

　納なつ得とくして手を離はなす。虎徹は息を荒げて、上気した頰ほおで彼女をぼんやりと見つめていた。どこか名残なごり惜しそうに。

「さて。戦場が我らを待っているが、今すぐというわけではないのだった。とりあえずは休息せねばならないのだった」

「ぬしがそう言うならば従っておくかの……腹も減っておるし。ちなみに妾わらわの好物は肉じゃ」

　多少足取りが覚おぼ束つかなかったが、主としての矜きよう持じか、ニルシャーキが虎徹から離はなれて一人ひとりで歩き始める。虎徹もその後につき従って歩き始める。

　彼女も──村正も、新たな主の背中を追って足を踏み出した。

　そのとき、視界の端はしに映ったものがある。

　木こ立だちの中。落ち葉に半ば埋もれるようにして──

　レンズをきらりと輝かがやかせる、眼鏡めがねが。




「……」




　勿もち論ろん、彼女はそれに見覚えなどなかったので。

　一いち瞥べつをくれただけで、そのまま横を通り過ぎた。







　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せ葉は月づきです。[image: ]‐シーキューブ‐Ⅻ巻をお届けしますー。今回の新キャラは淑しゆく乳にゆう以下乳！　たまらない人にはたまらないよね……フフ、素直におなりよ。




　というわけで今回は修学旅行編へんでした。

　修学旅行、懐なつかしいですね。私は中学のときは春はる亮あき達と同じ奈な良ら京きよう都と、高校のときは普通に東とう京きよう方面に行きました。そのころの山やま口ぐち県けん民みんはだいたい皆そんな感じだったんじゃないかと思います。まだ修学旅行で海外とかはメジャーじゃなかった時代なので。

　で、私の修学旅行の一番の思い出は……事あるごとに言っているのですが、東京に行ったとき、初めてオタク系ショップに足を踏み入れたことです！　山口にはなかったんだよ！

「ウヒョー！」とテンションが上がるあまり、よりにもよって当時流は行やっていたアニメ美少女のポスターを四、五本戦利品として買って持って帰った覚えがあります。かさばるのに。まだ修学旅行の日程の途中だったのに！

　で、その当時の私は隠れオタでした。一部の友達しか私の趣しゆ味みを知らなかった。

　なので私はクラスメイト達から「何それー？」という致命的な質問が飛んでくることを恐れつつ、リュックからどうしようもなくにょっきりと伸びているポスターの存在感を可能な限り消し続けなくてはならないという困こん難なんなミッションに挑戦せざるをえなくなり、その緊きん張ちよう感かんたるや……うおおお、これを書いてるだけで胃のあたりがきゅーっとしてきたぜ！　つまりそれが私の修学旅行の一番の記き憶おくですね！　あの高難度ミッションをなんとかクリアして持ち帰ったそのポスターは今も実家に保管されています。




　そんな感じで修学旅行の思い出を語ったところで、次の話題。

　勿もち論ろんありがたやありがたやなメディアミックスの話です！　この本が発売される十月から、この[image: ]のアニメが始まります。動いて喋しやべるフィア達の姿を舐なめ回すように見てやってください！　ええい、実際に画面舐めてもこの際いいだろう！　私が許可するっ。

　しかし正直、いろいろ大変だったと思うんですよ。この作品は誰だれもに受け入れられる人畜無害な成分ばかりでできているわけでもないですし、大々的にではなくどちらかと言えばひっそり続いているシリーズですし。それでも「やろうぜ！」という声を発してくれて、そして現実に素す晴ばらしいアニメ版[image: ]を完成させてくださったスタッフの方々にはもうまったく頭が上がりません。少しでも恩返しできるなら何でもやらせていただきたい所存……なので、ええと、みんな、今後発売されるアニメ版[image: ]のＤＶＤとかブルーレイもよろしくね！　みたいな！

　ともあれそんなわけで、この本と合わせて[image: ]アニメもお楽しみいただければ幸いです。




　珍しくあとがき三ページ目に突入してしまいましたが、ここで謝しや辞じを。

　絵師のさそりがため様。メディアミックス関係で負担をおかけする中（ビジュアル関連ではホント原作者は何の力にもなれず……）、いつも通りに素敵すてきなイラストありがとうございました！　今後ともよろしくお願ねがいします！

　担当編へん集しゆう湯ゆ浅あさ様。原稿以外にもいろいろな渉しよう外がい、ありがとうございました！　この本が出るころには忙しさも落ち着いている……と、いいですね。私の原稿が遅れているせいで落ち着けていない可能性はゼロではないですが（←不吉）。

　メディアミックス関係の方々。コミック版[image: ]を描かいてくださっている秋あき奈なつかこ様、電でん撃げき大だい王おうの担当編集者様。毎月エネルギーを貰もらっております、ありがとうございます！　単行本になるのも楽しみにしております～。

　そしてさっきも書いたのですが、大おお沼ぬま監かん督とくやSILVER LINK.の方々をはじめとした、アニメに関かかわってくださっている方全員に感謝を。いよいよ放映が始まりますね。これからのお祭り騒さわぎを共に盛り上げていければと思います。よろしくお願いします！

　最後に──ここまでついてきてくださった読者の皆様へ。ありがとうございました！




　さて、既すでに本編を読まれた方はおわかりでしょうが、実は今回は珍しく強いヒキで終わっております。なので速やかに続きをお届けしたいところ。

　次の[image: ]は、ペース的にはわりと早めに、再来月の十二月に出る予定なのですが──すみません、その[image: ]巻は短編集第二弾になります（汗）。Ⅻ巻と同じように、ちょっと箸休め的にほのぼのしながらエネルギーを溜ためておいていただけると幸い。

　勿もち論ろん、そこから本筋の[image: ]巻もできるだけ早くお届けできるように頑がん張ばりますので、皆様よろしくお願いします！　それでは！





水みな瀬せ葉は月づき









水みな瀬せ葉は月づき

京都に日帰り取材旅行に行ってきました。というわけで写真はいなり煎餅をぽりぽり齧ろうとしている作者の図。おまけでお店の人が焼きたてのおせんべチップみたいなのをくれたんですが、それも超美味しかったよ！　ちょっと歩く間に食べつくしていた……。
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さそりがため

暑い季節は苦手です…

液晶タブレットが熱すぎて溶けそうです…

早く冬になぁれ！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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